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緒 言 
 

 

早期離職は、一般産業においても大きな問題となっているが、介護職場に

おいても同様である。平成 22 年度介護労働安定センター調査結果によると、

介護職員の平均勤続年数は 4.2 年とされ、比較的初期の段階でキャリアを閉

ざしている実態が報告されている。 

介護職員が働きつづけるかどうかを考える場合、賃金や労働時間など待遇

面だけでなく、自分の将来のキャリアが描けるかどうかということも、その

判断に影響する要因の一つであろう。また、介護職員の職業人としての成熟、

良質なサービスの実現といった点においても、介護の仕事を通じて介護職員

がキャリアを積み上げていくことは重要である。現在、国においても、介護

職員のキャリア・パスの整備・構築のための取り組みが行われているが、組

織レベルでのキャリア形成・構築のための取り組みのあり方を具体的に検討

するまでには及んでいない。 

以上の背景を踏まえ、本研究は、介護職員の早期離職と初期キャリアに焦

点をあて、高齢者介護施設のリーダーへの調査、他業界との比較、介護職員

として 20 年程度のキャリアを積み上げてきた方への調査、中堅介護職の離

職に関する事例検討などを通じて、これらを、量的・質的に、とらえようと

したものである。 

本研究の実施にあたっては、大変お忙しいところ、全国の高齢者施設の経

営者、管理者、介護職員の方々にご協力いただいた。心より感謝申し上げた

い。また、事例調査の対象者の選定に当たっては、山田尋志氏、杉原優子氏、

村岡裕氏に、尽力いただいた。研究の企画・実施にあたっては、研究協力者

として、影山優子氏 (西武文理大学サービス経営学部 准教授)、白石旬子

氏(日本社会事業大学院社会福祉学研究科、日本学術振興会特別研究員)に、

参加いただいた。この場を借りて、謝意を表したい。 

本研究が、介護職員の方々が自身のキャリアを描きながら成熟していく上

で役立つものになるともに、良質なサービス提供を実現させるための介護経

営のあり方を検討していく際の資料の一つとなれば幸いである。 
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序章 研究の概要 

 

 本研究の構成・概要は以下の通りである。 

 

 

介護職場の早期離職の要因に関する研究①：郵送法による質問紙調査（第１章） 

 

介護職場の早期離職の要因を分析するために、全国の高齢者介護事業所で働くリーダ

ー的介護職員を対象に質問紙調査を行った。 

この結果、「個人的社会化戦術」の傾向が高く、「社会的社会化戦術」が低く、「開設経

過年数」が短く、「利用者平均要介護度」が低いことが、「早期離職」を促すことが分か

った。これらのなかでも「個人的社会化戦術」得点、「社会的社会化戦術」得点の影響が

大きい結果であった。また、「内容的社会化戦術」得点や「介護職場のコンフリクト」得

点は有意な影響を与えていないことが明らかになった。 

早期離職とは、「仕事の上で必要な知識の多くは、自分自身で試行錯誤して習得する必

要がある」などのように個人の行動や裁量の中で働く場合に高まり、「組織に適応できる

ように、先輩は手助けをしてくれる」などのように職場内の支援がある場合には、離職

は軽減される可能性が示唆された。 

一方で、人事制度におけるキャリア・パス等の内容が含まれる「内容的社会化戦術」

や、介護職員の離職の要因の一つとされている「コンフリクト」が、職員の早期離職に

は有意な影響を与えていなかったことは興味深く、それらは経験年数が比較的浅い職員

にとって離職を軽減させる・高める要因としてあまり意味をもたないという可能性が示

唆された。 

 

 
介護職場の早期離職の要因に関する研究②：ウエブ調査による他業種との相違の検

討（第２章） 

 

介護職場特有の業務特性や介護職員の初期離職やキャリアの見通しに関係する要因を

探るために、「介護職員」「調理従事者」、「旅館・ホテル従事者」「飲食給仕従事者」に、

仕事内容や職場環境等に関するインターネット調査を行い、他職種との比較を通じて検

討を行った。 

この結果、介護職場の早期離職要因は、他のサービス業と基本的に大きな違いはなく、

「新卒一斉採用傾向」「個人的社会化戦術」「同僚に迷惑を与える職務特性」「社会関連資

本が充実していないこと」が、早期離職の要因となっている。 
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一方、介護職場に特徴的なことは、「感情コンフリクトの存在」「文脈的社会化戦術の

弱さ」が、早期離職になっている点であった。 

以上から、「個人的社会化戦術」を避け、「社会関連資本」の充実を進めることの重要

性を指摘した。 

 

 

介護・福祉職場における離職に関する事例研究（第３章） 

 
介護・福祉職場で働くリーダー的職員が疲弊・離職に至った事例を用いて、経営者、

介護・福祉職員、教員・研究者にて事例検討を行った。介護職員がキャリアを閉ざした

背景について多角的な視点で検討することとは、今後の組織マネジメントのあり方だけ

でなく、組織の中での福祉・介護職員の働き方を考えていく際に意義深いものと考える。 

 

 

ケアワーカーキャリアケースブック（別冊として印刷したものを資料編として合綴） 

 

20 年前後のキャリアを有し、施設、介護課長などのリーダー的な職位にある介護職員

７名にインタービューを行い、そのキャリアを振り返るとともに、初期キャリアのあり

方について分析を行った。 

 初期の段階（１～３年目）に「成長の経験」がある程度集中している。 

 介護職場の「成長の経験」の特徴は、「外部活動・接触」「研修参加」「利用者家族

からの学び」が多いことである。また、「利用者家族からの学び」は初期の段階に

集中する傾向がある。 

 「成長の経験」にあたって、上司からの成長支援（内省支援、情緒支援、業務支

援）を受けるケースが少ない。 

 初期の段階で、『仕事を膨らませる』という「成長経験」がある。 

以上から、初期キャリアにおいて、成長経験、特に、「利用者家族からの学びの重要性」

「仕事を膨らませる」ことの重要性とともに、上司からの成長支援の重要性を指摘する

ことができた。 
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第１章 介護職場の早期離職の要因に関する研究①：郵送法によ

る質問紙調査 

 

１．背景・目的 

 

 介護職員の離職やストレスの一要因として、将来のキャリアの見えなさや、他職員と

の介護の仕事に対する「食い違い」「合わなさ」（以下、コンフリクト）が報告されてい

る（矢冨他1、介護労働安定センター2、小野寺他3）。国においては、介護人材の確保・保

持の観点からも、キャリアパスの整備をはじめとした、介護職員のキャリア支援のため

の取り組みの必要性を強調している。 

そこで、組織が行っている介護職員のキャリア支援の取り組みや、職場内で起こって

いる職員間のコンフリクトの実態等について把握することを目的として、アンケート調

査を行った。 

  

２．方法と対象 

 

（１) 調査の方法と期間 

【方法】郵送法 

【調査期間】平成 24 年 2 月 24 日～平成 24 年 3 月 18 日 

 

（２) 調査客体 

 本調査の客体は、以下の通りであった。 

１) 全国の介護老人福祉施設、地域密着型介護老人福祉施設、介護老人保健施設、特

定施設入居者生活介護、地域密着型特定施設入居者生活介護、認知症対応型共同

生活介護で働く介護職員 

２) １）のうち、①主として直接介護業務を行い、夜勤を含めた勤務のローテーショ

ンに入っている、②ユニットリーダーや主任等の介護職を取りまとめる役割を担

っている、という２つの条件をいずれも満たし、最も介護職経験が長い者 

 

（３) 調査客体の抽出方法 

平成 24 年１月時点で「WAM-NET 介護事業者情報」に登録する全国（東日本大

震災被災３県 岩手、宮城、福島除く）介護老人福祉施設、地域密着型介護老人福祉

施設、介護老人保健施設、特定施設入居者生活介護、地域密着型特定施設入居者生

活介護、認知症対応型共同生活介護を対象に、それぞれ都道府県別に層化系統抽出

を行い、計 10,000 施設を抽出した（詳細は表 1 を参照）。なお、各施設・事業所の

                                                   
1 矢冨直美,中谷陽明他:老人介護ストレッサー評価尺度の開発.社会老年学 34:49-59(1991). 

2 介護労働安定センター「平成 19 年度 介護労働実態調査結果について」

http://www.kaigo-center.or.jp/report/h19_chousa_04.html 
3 小野寺敦志,畦地良平他:高齢者介護職員のストレッサーとバーンアウトとの関連.老年社会科学,28(4):464-475(2007). 
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抽出数は、厚生労働省「平成 21 年介護サービス施設・事業所調査」で示されてい

る施設・事業所別の介護従事者数の比率に基づき、算出した。 

そして、抽出された施設・事業所の施設長・事業所長に対し、調査趣旨書、倫理

的配慮に関する文書、調査票・返信用封筒、を送付し、本研究の対象者となる者に

配布を依頼した。 

 

表１：配布数 

 

 

（４) 倫理的配慮について 

施設長・事業所長および、調査対象者宛ての調査趣旨書それぞれに、①調査目的、

②調査主体と責任者、その連絡先、③調査の協力の任意性、④拒否した際の不利益

は一切ないこと、⑤調査協力者のプライバシーの保護、および、調査結果の利用・

発表方法、⑥回答内容を研究目的外では使用しないこと、⑦調査票と電子媒体に保

存されたファイルの管理方法、⑧返信された調査票は、調査の趣旨に同意したもの

としてみなすこと、を記載した。また、調査実施にあたっては、日本社会事業大学

研究倫理委員会の承認を受けたうえで行った。 

 

 

３．回収状況（回収率） 

 

平成 24 年 3 月 18 日時点で、1,967 名より返信があった（回収率：19.7％）。 

 

 

 

  

施設・事業所種別 配布数 平成24年1月登録数

介護老人福祉施設 4,112 6,384
地域密着型介護老人福祉施設 80 641
介護老人保健施設 2,336 3,819
特定施設 1,125 3,712
地域密着型特定施設 33 205
グループホーム 2,314 11,504

合計 10,000 26,265

※各施設・事業所の配布数は、厚生労働省「平成21年介護サービス施設・事業所調査」で示されている施設・事業

所別の介護従事者数を基に算出した。
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４．調査結果 

 

 

介護職場の「組織社会化戦術」・「コンフリクト」の構造および、早期離職を規定す

る要因の検討 

 

日本学術振興会特別研究員 DC2 

日本社会事業大学 社会福祉学研究科 

白石旬子 

 

 

（１）目的 

 本稿では、介護職場における組織社会化戦術の構造、職場内のコンフリクトの構造に

ついて、先行研究で示されている構造を参考に検証を行うとともに、それらが職員の早

期離職に与える影響について分析を行った結果を報告する。 

 

 

（２）仮説 

 分析を行うにあたり、先行研究の知見を踏まえ、以下（１）～（３）の仮説を立てた。 

 

１）今回の調査で用いた職場の組織社会化戦術の設問は、小川ら 1)が作成したものを用

いており、彼らが一般企業を対象にして行った結果では、組織社会化戦術とは、「個人的

戦術」（α=0.700）、「社会的戦術」（α=0. 737）、「内容的戦術」（α=0. 702）、「公式的戦

術」で構成される結果を示している（なお、「公式的戦術」に関しては、下位項目が２項

目であったことから、因子として扱っておらず、α係数も算出されていない）。そこで、

以下の仮説を立てた。 

介護職場の「組織社会化戦術」は、小川らの研究と同様の構造を有している。すなわ

ち、「個人的戦術」「社会的戦術」「内容的戦術」「公式的戦術」の構造である。 

 

２）今回の調査で用いた職場でのコンフリクトの設問は、筆者らが、Jehn and Mannix2) 

が作成したものを原典の趣旨を変えない範囲で、介護現場になじむように和訳したもの

であった。Jehn ら 2)の確証的因子分析の結果では、コンフリクトは、「タスクコンフリ

クト」「プロセスコンフリクト」「エモーショナルコンフリクト」の３因子構造であるこ

とが示され、この尺度を邦訳し日本人を対象に、調査・分析した結果 3)4)においても、コ

ンフリクトは３因子構造であることが示されている。一方、これまでのコンフリクト研

究では、コンフリクトの構造を１因子構造、もしくは２因子構造（「タスクコンフリク

ト」・「プロセスコンフリクト」と、「エモーショナルコンフリクト」）とする見解もある

が、現在は３因子構造を支持する見解が主流となっている 5)6)。そこで、以下の仮説を立

てた。 

介護職場のコンフリクトの構造は、先行研究と同様の構造を有している。すなわち、
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「タスクコンフリクト」「プロセスコンフリクト」「エモーショナルコンフリクト」の構

造である。 

 

３）介護職員の早期の離職に焦点をあてた研究は、筆者らが探した限りでは見当たらず、

介護職員全体の離職の要因を検討した研究によれば、介護職員の離職の背景として、賃

金などの待遇以外にも、「将来の見込みの立たなさ」や「理念や運営のあり方への不満」

が示されている 7)。また、「職場における管理」への不満 8)や「職務における情緒的緊張」

9)が高まると離職意向も高まることが実証的に明らかにされている。職員が、組織メン

バーとして、自分の役割を認識し職場や仕事に参加できるよう、組織において社会化戦

術がなされていたとすれば、介護職員の将来に対する不安も軽減され、離職も軽減して

いるのではないだろうか。一方、職場のなかで意見の食い違いなどのコンフリクトが多

く存在する場合には、介護職員の働きにくさが高まり、職員の離職も高まるのではない

だろうか。そこで、以下の仮説を立てた。 

介護職場の職員の早期離職は、「組織社会化戦術」「コンフリクト」それぞれの影響を

受けている。 

 

 

（３）本分析の対象と方法 

 調査そのものの対象と方法は、先述したとおりある。また、今回の調査項目について

は、付録を参照されたい。 

本分析の対象は、職場内でのコンフリクトを測定する目的で設定された Q1（９項目）、

職場における「組織社会化戦術」を測定する目的で設定された Q8（21 項目）、Q12「施

設事業所開設年」、Q13「施設・事業所の要介護認定者の平均要介護度」の回答すべてに

不備がない者 1,424 名であった。 

分析方法は、まず、介護職場の「組織社会化戦術」の構造については、探索的因子分

析を行った後に、確証的因子分析により、その構造の妥当性の検証を行った。 

次に、職場内のコンフリクトの構造について、先行研究で示されているモデルに従っ

て、確証的因子分析により検証を行った。 

 最後に、「施設・事業所開設年」を基に開設経過年数を算出した後に、「組織社会化戦

術」「コンフリクト」「施設・事業所開設経過年数」「平均要介護度」が正規職員の早期離

職に与える影響について、共分散構造分析を行った。 

 

 

（４）結果 

１）職場属性 

 

 図表１－１、１－２は、本研究で分析対象とした、職場の属性について示したもので

ある。「サービス種別」では、「介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福祉施設」が 40.5％

と最も多く、「認知症対応型共同生活介護」が 26.5％と続いた。 

 開設経過年数の平均は 14.3 年（±9.7）であり、施設・事業所の要介護認定者の平均
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要介護度は、3.4（±0.7）であった。 

 

 

 ＜図表１－１  サービス種別＞ 

n=1,424
サービス種別 度数 ％

介護老人福祉施設・地域密着型介
護老人福祉施設

577 40.5

介護老人保健施設 274 19.2
有料老人ホーム 98 6.9
軽費老人ホーム（ケアハウス） 22 1.5
養護老人ホーム 74 5.2
認知症対応型共同生活介護 378 26.5
無回答 1 0.1

 

 

＜図表１－２  開設経過年数、平均要介護度＞ 

n=1,424
平均 標準偏差 最小値 最大値

開設経過年数 14.3 9.7 1.0 78.0
平均要介護度 3.4 0.7 1.0 4.9  
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２）組織社会化戦術の探索的因子分析（図表２） 

 

 組織社会化戦術に関する 21 項目を用い、重みづけのない最小２乗法による探索的因

子分析を行った。因子数はカイザーガットマン基準により決定し、プロマックス回転を

用いた。因子負荷量が 0.40 以下のもの 2 項目（No17「定期的な異動が頻繁に行われて

いる」、No14「他メンバーの経験を観察することで、社内での将来の自分のキャリア・

パスが予想できる」）を除外し、再度因子分析を行った結果、５因子が抽出された。 

 第一因子は、「新しい職務の割り当てや研修がいつあるのか、個々のメンバーにはほと

んど分からない」、「仕事の上で必要な知識の多くは、自分自身で試行錯誤して習得する

必要がある」など６項目で負荷量が高く、「個人的戦術職場」と命名した（Cronbachα

=0.74）。 

第二因子は、「正規職員として雇用されて３年以内にやめる人が多い」、「正規職員とし

て雇用されて間もなく、仕事が自分のイメージと違ってやめる人が多い」など４項目で

負荷量が高く、「正規職員早期離職職場」と命名した（Cronbachα=0.79）。 

第三因子は、「組織に適応できるように、先輩は手助けをしてくれる」、「ほぼ全ての先

輩は、新人に対し、個人的に支援している」など４項目で負荷量が高く、「社会的戦術職

場」と命名した（Cronbachα=0.76）。 

 第四因子は、「昇進のためのステップが、はっきりと決まっている」、「経験や業績を築

くために必要な役割移動や職能間の異動が明確になっている」など３項目で負荷量が高

く、「内容的戦術職場」と命名した（Cronbachα=0.79）。 

 第五因子は、「周囲の期待レベルに到達するまでは、新人はお客様扱いである」「配置

された部門での手順や仕事の仕方を完全に習得するまでは、新人に一般の通常業務は課

さない」２項目で負荷量が高く、「公式的戦術職場」と命名した（Cronbachα=0.46）。 

なお、本分析結果は、一般企業を対象に行った小川ら１）の組織社会化戦術の因子構造

と同様の因子構造に、筆者ら独自の第二因子（「正規職員早期離職職場」因子）が加えら

れた結果であった。以降の分析では、小川らと同様、下位項目が２項目であり、かつ、

信頼性係数が小さかった第五因子を因子として扱うのを控えた。 
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＜図表２ 「介護職場の組織社会化戦術」探索的因子分析結果ｎ＝1,424＞ 

 

 

  

No 個人的戦
術職場

正規職員
早期離職
職場

社会的戦
術職場

内容的戦
術職場

公式的戦
術職場

6
仕事の上で必要な知識の多くは、自分自身で試行錯誤して習
得する必要がある

0.66 0.03 0.06 0.12 -0.11

3
新しい職務の割り当てや研修がいつあるのか、個々のメン
バーにはほとんど分からない

0.66 0.00 0.06 -0.09 -0.01

4
新人に対し、一連の特別な学習プログラムを経験させたりは
しない

0.62 -0.07 0.02 0.02 -0.06

2
今後の自分に何が起こるのかという情報の大半は、公式な伝
達経路でなく、むしろ噂など非公式な情報網から得られる

0.53 0.03 -0.08 -0.01 0.05

5
新人の仕事の仕方について、経験豊富なメンバーが指導する
ことは、ほとんどない

0.51 -0.02 -0.15 0.14 0.07

1
自分の役割がどうあるべきかについて教えられることはな
く、自分で発見する必要がある

0.50 -0.07 0.01 -0.04 0.00

19 正規職員として雇用されて３年以内にやめる人が多い -0.11 0.93 0.00 0.03 0.00

18
正規職員として雇用されて間もなく、仕事が自分のイメージ
と違ってやめる人が多い

0.03 0.73 0.01 0.05 0.04

20 正規職員で長く（10年以上）勤務する人はめずらしい -0.04 0.65 -0.02 0.01 -0.03
21 新人（正規職員）が将来に希望を持ちにくい職場である 0.29 0.43 -0.01 -0.14 0.00
11 組織に適応できるように、先輩は手助けをしてくれる 0.00 -0.03 0.84 -0.06 -0.01

12
新人への助言や指導を、ベテランの主要な職責の一つとみな
している

-0.04 0.09 0.69 -0.03 -0.01

13 ほぼ全ての先輩は、新人に対し、個人的に支援している 0.06 -0.04 0.63 -0.02 0.03

10
新人であっても、身近な先輩を見れば、自分の役割が明確に
わかるようになっている

-0.02 -0.03 0.53 0.21 0.06

8 昇進のためのステップが、はっきりと決まっている -0.05 0.00 -0.02 0.82 0.04

9
経験や業績を築くために必要な役割移動や職能間の異動が明
確になっている

-0.08 -0.01 -0.02 0.78 -0.01

8
昇進するためには、異動などの一定の計画に従うことが、
はっきりと告げられている。

0.21 0.05 0.04 0.66 -0.02

15
周囲の期待レベルに到達するまでは、新人はお客様扱いであ
る

0.11 -0.02 -0.02 -0.06 0.71

16
配置された部門での手順や仕事の仕方を完全に習得するまで
は、新人に一般の通常業務は課さない

-0.15 0.02 0.07 0.07 0.53

Cronbach α 0.74 0.79 0.76 0.79 0.46

個人的戦術職場 1.00 0.45 -0.59 -0.14 0.49
正規職員早期離職職場 1.00 -0.39 -0.06 0.33

社会的戦術職場 1.00 0.19 -0.33
内容的戦術職場 1.00 0.17
公式的戦術職場 1.00

※重みづけのない最小２乗法,プロマックス回転
※KMOの標本妥当性の測度=0.83,Bartlett球面性検定p=0.000

＜因子間相関＞
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３）介護職場における、組織社会化戦術の確証的因子分析（図表３） 

 

介護職場における組織社会化戦術に関して、探索的因子分析で得られた結果を基に、

確証的因子分析を行った。 

探索的因子分析で得られた結果において、複数の因子との相関が認められた No5,No7, 

No10,No21 をモデルより削除し、分析を行ったところ、モデルの適合度は GFI=0.981、AGFI

＝0.968、CFI=0.960、RMSEA＝0.049 であり、モデルとして許容できる範囲と判断された。

（「個人的戦術職場」（Cronbachα=0.70）、「社会的戦術職場」（Cronbachα=0.74）、「内容

的戦術職場」（Cronbachα=0.79）、「正規職員早期離職職場」（Cronbachα=0.80）。 

 以上、因子構造の妥当性が確認されたことから、本モデルで得られた結果を「介護職

場の組織社会化戦術」として、因子ごとに各因子を構成する質問項目の「１．全くあて

はまらない」～「７．非常にあてはまる」をそれぞれ１～７点として、単純合計したも

のを「介護職場の組織社会化戦術」得点として用いることとした。 

 

 

＜図表３ 「介護職場の組織社会化戦術」確証的因子分析結果ｎ＝1,424＞ 

.14

-.21

-.03

-.35

-.58

.35

.89.73.69 .59.83.75 .61.92.48 .67.66

内容的戦術
職場

社会的戦術
職場

正規職員
早期離職職

場

個人的戦略
職場

No6 No3 No4 No19 No18 No20 No11 No12 No13 No8 No9

e3e2e1 e6 e7 e8 e9 e12 e13

※モデルの適合度は、GFI=0.981、AGFI＝0.968、CFI=0.960、RMSEA＝0.049であった。
※数値は、標準化推定値を表す。
※e1～e13は、誤差変動を表す。

No2 No1

e4 e5

.52 .49

e10 e11
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４）介護職場におけるコンフリクトの構造：確証的因子分析（図表４、５） 

 

介護職場のコンフリクトが「タスクコンフリクト」「プロセスコンフリクト」で構成さ

れる３因子モデルであることを検証するために、コンフリクトに関する設問９項目を用

いて、確証的因子分析を行った。 

まず、コンフリクトの構造について、１因子、２因子、３因子それぞれのモデルを仮

定し、検証的因子分析を行った。各モデルの適合度は、図表４に示した通りであった。

その結果、３因子モデルが、１因子モデルや２因子モデルに比べて、モデル適合度の点

でよいことから、今回は、３因子モデルを採用することとした。 

ただし、３因子９項目の適合度は CMIN=331.4、GFI=0.95、AGFI＝0.91、CFI=0.97、RMSEA

＝0.095、AIC=373.4 であり、RMSEA の値がやや高い結果であった。そこで、因子ごとに

設問間の相関係数を算出したところ、「タスクコンフリクト」のうち No1 がその他の項目

との相関がやや小さい傾向がみられたため、「タスクコンフリクト」から No1 を除き、再

度分析したところ、モデルの適合度は CMIN=190.6、GFI=0.97、AGFI＝0.93、CFI=0.98、

RMSEA＝0.085、AIC=228.6 となり、モデルの適合度が全体的に改善された。RMSEA の値が

若干高いことに留意する必要はあるが、モデルとして許容できる範囲と判断し、今回は、

３因子８項目のモデルを採用することとした（「タスクコンフリクト職場」（Cronbachα

=0.88）、「対人コンフリクト職場」（Cronbachα=0.74）、「プロセスコンフリクト職場」

（Cronbachα=0.79））。その結果は、図表５に示した通りである。 

 以降の分析では、因子ごとに各因子を構成する質問項目の「１．全くあてはまらない」

～「７．非常にあてはまる」をそれぞれ１～７点として、単純合計したものを「介護職

場のコンフリクト」得点として用いることとした。 

 

 

＜図表４ 介護職場のコンフリクトの因子構造の検討ｎ＝1,424＞ 

 

 

 

  

CMIN GFI AGFI CFI RMSEA AIC
1因子モデル 584.000 0.914 0.857 0.936 0.120 620.000
２因子モデル 408.045 0.940 0.895 0.956 0.102 446.045
３因子モデル①（９項目すべての場合） 331.413 0.950 0.905 0.965 0.095 373.413
３因子モデル②(No1を除いた場合） 190.616 0.967 0.930 0.977 0.085 228.616
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＜図表５ 介護職場のコンフリクトの３因子モデルｎ＝1,424＞ 

.89

.91

.85

.84 .79.75.84 .72.81.92.85

プロセスコン
フリクト

エモーショナ
ルコンフリク

ト

タスク
コンフリクト

No5 No2 No4 No8 No3 No7 No9

e2 e6 e7 e8 e9

※モデルの適合度は、CMIN=190.6、GFI=0.97、AGFI＝0.93、CFI=0.98、RMSEA＝0.085で
あった。
※数値は、標準化推定値を表す。
※e1～e13は、誤差変動を表す。

No6

e4 e10 e11
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５）「正規職員早期離職職場」を規定する要因の検討 

 

①「正規職員早期離職職場」得点、「介護職場のコンフリクト」得点、施設・事業所基

本属性の相関（図表６） 

 

「正規職員早期離職職場」得点、「介護職場のコンフリクト」得点、「開設経過年数」、

「平均要介護度」の相関分析を行った。 

その結果、「正規職員早期離職」は、「個人的戦術職場」得点と弱い正相関

（r=0.28,p=0.000）が、「社会的戦術職場」得点と弱い負相関（r=－0.28,p=0.000）が、

「開設経過年数」（r=－0.100,p=0.000）とごく弱い負相関が、「平均要介護度」（r=－

0.076,p=0.004）とごく弱い負相関が示された。 

 

 

＜図表６ 「正規職員早期離職職場」得点、「介護職場のコンフリクト」得点、施設・事

業所基本属性の相関ｎ＝1,424＞ 

 

  

 

「正規職員
早期離職
職場」得点

「個人的戦
略職場」得

点

「社会的戦
略職場」得

点

「内容的戦
略職場」得

点

「タスクコン
フリクト職
場」得点

「エモーショ
ナルコンフ
リクト職場」
得点

「プロセスコ
ンフリクト」
職場得点

開設経過
年数（実
数）

平均要介
護度（実
数）

Pearson の相関係数 1.000 0.280 -0.279 -0.026 -0.013 -0.017 -0.025 -0.100 -0.076
有意確率 (両側) 0.000 0.000 0.326 0.637 0.531 0.340 0.000 0.004

Pearson の相関係数 1.000 -0.404 -0.150 -0.006 0.005 0.030 0.028 0.015
有意確率 (両側) 0.000 0.000 0.809 0.838 0.251 0.290 0.571

Pearson の相関係数 1.000 0.117 -0.019 -0.021 -0.036 -0.010 -0.033
有意確率 (両側) 0.000 0.471 0.432 0.177 0.708 0.220

Pearson の相関係数 1.000 0.004 -0.006 -0.033 -0.031 0.024
有意確率 (両側) 0.882 0.814 0.212 0.247 0.367

Pearson の相関係数 1.000 0.737 0.774 -0.045 0.017
有意確率 (両側) 0.000 0.000 0.088 0.515

Pearson の相関係数 1.000 0.761 -0.048 -0.005
有意確率 (両側) 0.000 0.072 0.853

Pearson の相関係数 1.000 -0.034 -0.001
有意確率 (両側) 0.202 0.966

Pearson の相関係数 1.000 0.344
有意確率 (両側) 0.000

Pearson の相関係数 1.000
有意確率 (両側)

「プロセスコンフ
リクト」職場得点
開設経過年数（実
数）
平均要介護度（実
数）

「内容的戦略職
場」得点

「正規職員早期離
職職場」得点
「個人的戦略職
場」得点

「社会的戦略職
場」得点

「タスクコンフリ
クト職場」得点
「エモーショナル
コンフリクト職
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②「正規職員早期離職職場」を規定する要因：モデルの検証（図表７） 

 

「個人的戦術職場」得点、「社会的戦術職場」得点、「内容的戦術職場」得点、「タスクコ

ンフリクト職場」得点、「対人コンフリクト」得点、「プロセスコンフリクト」得点、「開

設経過年数」、「平均要介護度」が、「正規職員早期離職職場」得点に影響しているという

モデルを作成し、共分散構造分析により検討を行った。 

 その結果、モデルの適合度は、GFI=0.950、AGFI＝0.936、CFI=0.950、RMSEA＝0.045

とあてはまりの良さを示し、本モデルは支持されたと判断した。この結果、「正規職員早

期離職職場」得点に有意に影響を与えていたのは、「個人的戦術職場」得点、「社会的戦

術職場」得点、「開設経過年数」、「平均要介護度」であり、「介護職場のコンフリクト」

得点や、「内容的戦術職場」得点は、有意な影響を与えていない結果が示された。 

 

 

＜図表７ 「正規職員早期離職職場」を規定するモデル ｎ＝1,424＞ 
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e5

e6

No12e7

No13e8

No8e9

No9e10

e11

No6

e12

No3

e13

No7

e14

No9

e15

No2

e16

No4

e17

No8

e18

e21

e20

e19

開設経過年数

平均要介護度

.24***

-.22***

-.08**

.10 -.17 .03

-.06*

.85

.91 .89

.14

-.58

.52

.66

.48

.67

.49

.83

.69

.59

.73

.89

.85 .92
.75 .84 .79

.81
.84 .72

.92

.74

.61

※モデルの適合度は、GFI=0.950、AGFI＝
0.936、CFI=0.950、RMSEA＝0.045であった。

※各数値は、標準化推定値を表し、e1～e13
は、誤差変動を表す。

※各Noは、「組織社会化戦術」「コンフリ
クト」それぞれにおける質問番号を示す。

***p<0.001, **p<0.01, *p<0.05

-.21

.04
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５．考察 

 

 本稿では、介護職場の組織社会化戦術の構造、コンフリクトの構造の検証、および、

組織社会化戦術、コンフリクトが職員の早期離職に与える影響について検証を行った。 

 まず、介護職場の組織社会化戦術の構造について、一般企業の人事部門の者を対象に

行った先行研究の分析結果と同様の因子構造に、筆者らが加えた質問項目がふくまれる

因子（「正規職員早期離職職場」因子）が加わった結果であった。また、介護職場におけ

るコンフリクトの構造についても、これまで検証されてきた結果が支持された結果が得

られた。つまり、職員の組織社会化過程における組織の働きかけの内容や職場における

コンフリクトの構造とは、職種によって異ならない可能性が考えられる。 

 次に、「正規職員早期離職職場」得点に有意に影響を与えていたのは、組織社会化戦術

の「個人的戦略職場」得点、「社会的戦略職場」得点と、「開設経過年数」、「平均要介護

度」であり、これらのなかでも「個人的戦略職場」得点、「社会的戦略職場」得点の影響

が大きい結果であった。また、「内容的戦略職場」得点や「介護職場のコンフリクト」得

点は有意な影響を与えていないことが明らかになった。つまり、正規職員の早期離職と

は、「仕事の上で必要な知識の多くは、自分自身で試行錯誤して習得する必要がある」な

どのように個人の行動や裁量の中で働く場合に高まり、「組織に適応できるように、先輩

は手助けをしてくれる」などのように職場内の支援がある場合には、離職は軽減される

可能性が示唆されたといえよう。一方で、キャリア・パスに関する内容が含まれる「内

容的戦術職場」や、介護職員の離職の要因の一つとされている「コンフリクト」が、職

員の早期離職には有意な影響を与えていなかったことは興味深く、それらは経験年数が

比較的浅い職員にとって離職を軽減させる・高める要因としてあまり意味をもたないの

かもしれない。 

いずれにせよ、今回得られた結果はすべての介護職場の回答を踏まえたものではない

ことや、今回の分析対象の４割が、「介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福祉施設」

であったことには留意する必要がある。今後も、聞き取りなども含めて、今回得られた

結果やその具体的背景を深めて考えていきたい。 
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（１） 職場におけるコンフリクト（意見の違いや対立）について 

図表 1‐1 は、職場におけるコンフリクトに関する各回答の割合を示したものである。 

７（非常にあてはまる）～５までの合計比率で最も割合が高かったのは、「仕事に対する考え方に大

きな相違が存在する」29.5％であり、「業務に関して、意見がまとまらないことがよくある」25.6％が

それに続いた。１（まったくあてはまらない）～３の合計比率で最も割合が高かったのは、「ヒトの配

置や備品・材料の配分をめぐって、意見がまとまらないことが頻繁にある」68.9％であり、「誰が何を

すべきかについて、意見がまとまらないことがよくある」65.7％がそれに続いた。 

 

図表 １-１ 職場におけるコンフリクトについて 
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31.9%
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18.4%
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17.1%
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1.8%

0.5%
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0.5%

0.4%

0.6%

0.9%

0.8%

0.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

業務に関して、意見が

まとまらないことがよくある

人間関係が悪く、ピリピリしている

ヒトの配置や備品・材料の配分をめぐって、

意見がまとまらないことが頻繁にある

感情的な対立が強く存在する

仕事に対する考え方に大きな

相違が存在する

仕事に関して、意見が一致

しないことがよくある

誰が何をすべきかについて、意見が

まとまらないことがよくある

メンバーが、仕事中に怒りを表すことがよくある

誰がどのような責任を負っているのかに関して、

意見が一致しないことが強く存在する

1.全く当てはまらない 2 3 4 5 6 7.非常に当てはまる 無回答

n=1,967

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－17－



  

（２） 職場のメンバーの考えや行動 

１）職場のメンバーの考え 

図表 2‐1 は、職場のメンバーの考えに関する各回答の割合を示したものである。 

７（非常にあてはまる）～５までの合計比率で最も割合が高かったのは、「病気や状態を悪化させぬ

よう、食事制限等は必ず守るようにするべきかどうか」65.5％であり、「職場や施設で決められたマニ

ュアルやルールに従って忠実に仕事するべきかどうか」62.5％がそれに続いた。１（まったくあては

まらない）～３の合計比率で最も割合が高かったのは、「利用者の生活が犠牲になっても、想定できる

事故やリスクを回避するような支援を行うべきかどうか」26.1％であり、「手早く効率的に仕事するべ

きかどうか」20.7％がそれに続いた。 

 

図表 ２-１ 職場のメンバーの考え 
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3.7%
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4.9%
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13.9%

13.0%

11.7%

9.6%

11.4%

11.7%

14.6%

11.1%

10.0%

29.8%

21.5%

24.4%

19.9%

22.2%

25.5%

31.4%

29.3%

22.5%

25.6%

25.9%

24.1%

21.5%

22.3%

24.6%

22.5%

21.7%

25.2%

19.2%

24.9%

26.0%

27.8%

27.2%

23.0%

15.2%

20.6%

27.1%

4.2%

8.3%

7.3%

16.2%

10.8%

8.2%

4.0%

9.8%

10.2%

0.6%

0.4%

0.6%

0.5%

0.4%

0.6%

0.9%

0.8%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

手早く効率的に仕事するべきかどうか

ケアプランに忠実に沿って

支援するべきかどうか

決められたタイムスケジュールに沿って

介護業務を行うべきかどうか

病気や状態を悪化させぬよう、食事制限等は

必ず守るようにするべきかどうか

時間内に自分の仕事を終えるべきかどうか

「利用者と職員」という関係を意識した

関わりをするべきかどうか

利用者の生活が犠牲になっても、

想定できる事故やリスクを回避するような
支援を行うべきかどうか

特定の利用者に深くかかわることは

避けるべきかどうか

職場や施設で決められたマニュアルやルールに

従って忠実に仕事するべきかどうか

1.全く違う 2 3 4 5 6 7.全く同じ 無回答

n=1,967

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－18－



  

２）職場のメンバーの行動 

図表 2‐2 は、職場のメンバーの行動に関する各回答の割合を示したものである。 

７（非常にあてはまる）～５までの合計比率で最も割合が高かったのは、「家族の希望や意向を重視

して支援しているかどうか」74.1％であり、「利用者にできることは、やってもらうようにしているか

どうか」68.7％がそれに続いた。１（まったくあてはまらない）～３の合計比率で最も割合が高かっ

たのは、「自分の態度や言動の適切さを常に振り返っているかどうか」35.1％であり、「高齢者の特性

や高齢者介護に関する根拠や理論に沿って、サービスのあり方を考えているかどうか」31.2％がそれ

に続いた。 

 

図表 ２-２ 職場のメンバーの行動 
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7.7%

9.2%
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19.4%
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13.2%

10.8%

12.7%

13.7%

21.4%

23.6%

21.0%

19.7%

19.8%

19.6%

21.4%

16.1%

18.6%

16.5%

21.8%

22.3%

28.2%

28.3%

28.0%

27.5%

30.1%

27.8%

26.7%

26.5%

26.8%

29.7%

31.7%

28.9%

24.4%

21.5%

23.0%

23.6%

26.8%

27.3%

17.2%

33.8%

26.6%

28.7%

24.1%

23.9%

12.7%

11.6%

13.6%

8.4%

6.5%

8.1%

4.8%

13.8%

9.9%

10.3%

5.7%

5.9%

3.4%

3.3%

3.8%

0.3%

0.4%

0.3%

0.3%

0.3%

0.4%

0.4%

0.5%

0.4%

0.4%

0.3%

0.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

利用者に敬意をもって、

関わっているかどうか

チーム全体の意見に従って

仕事しているかどうか

利用者の訴えに、きちんと耳を傾け、

対応しているかどうか

利用者がやれることは、時間がかかっても

待つようにしているかどうか

家族の希望や意向を重視して

支援しているかどうか

どのような状態になっても、利用者の尊厳や

人権を尊重して支援しているかどうか

利用者にできることは、やってもらう

ようにしているかどうか

利用者の様子・行動の変化の理由を

考えて行動しているかどうか

利用者が「やっていること」を維持し、

増やそうとしているかどうか

自分のやり方を常に振り返り、改善点を

考えて行動しているかどうか

自分の態度や言動の適切さを

常に振り返っているかどうか

高齢者の特性や高齢者介護に関する

根拠や理論に沿って、サービスのあり方を
考えているかどうか

1.全く違う 2 3 4 5 6 7.全く同じ 無回答

n=1,967
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（３） 職場の「ケアの考え方」への意識 

図表 3‐1 は、職場の「ケアの考え方」への意識に関する各回答の割合を示したものである。 

７（非常にあてはまる）～５までの合計比率で最も割合が高かったのは、「施設・事業所としての基

本的な『ケアの考え方』が明確に示されている」64.1％であり、「メンバー同士で『ケアの考え方』を

話し合える場（会議・委員会など）が多く存在する」52.8％がそれに続いた。１（まったくあてはま

らない）～３の合計比率で最も割合が高かったのは、「『ケアの考え方』の違いで、メンバー同士で言

い争いになることがよくある」75.1％であり、「『ケアの考え方』の食い違いで、メンバー同士が感情

的に対立することがよくある」66.0％がそれに続いた。 

 

図表 ３-１ 職場の「ケアの考え方」への意識 
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13.4%
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0.6%

0.4%

0.3%
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0.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

他メンバーの「ケアの考え方」に

疑問を感じても、言いにくい
雰囲気が強く存在する

施設・事業所の基本的な「ケアの考え方」が

メンバーに十分に浸透している

上司などからメンバー自身の

「ケアの考え方」を聞かれる機会が多い

表面化していないが、メンバー同士の

「ケアの考え方」の違いが強く存在する

メンバー間で「ケアの考え方」の違いがあっても、

施設・事業所の基本的な考え方で解決されることが多い

施設・事業所としての基本的な

「ケアの考え方」が明確に示されている

「ケアの考え方」の食い違いで、メンバー同士が

感情的に対立することがよくある

メンバー間で「ケアの考え方」の違いが

あったとしても、問題提起されることはほとんどない

「ケアの考え方」の違いで、職場が

苛立った雰囲気になることが多い

「ケアの考え方」について話し合うことの

できる時間が十分にある

「ケアの考え方」の違いで、メンバー同士で

言い争いになることがよくある

メンバー同士で「ケアの考え方」を話し合える場

（会議・委員会など）が多く存在する

他メンバーの「ケアの考え方」に

疑問を感じても、どう説明してよいか
分からないゆえに、言えないメンバーが多い

1.全く当てはまらない 2 3 4 5 6 7.非常に当てはまる 無回答

n=1,967
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（４） 「ケアの考え方」の違いによるメンバー間のトラブルへの職場の対処方法 

図表 4‐1 は、ケアの考え方の違いによるメンバー間のトラブルへの職場の対処方法に関する各回答

の割合を示したものである。 

７（非常にあてはまる）～５までの合計比率で最も割合が高かったのは、「問題や懸念事項について 

オープンに共有する」58.8％であり、「気持ちや見解をすべて吐き出すよう、促す」50.7％がそれに

続いた。１（まったくあてはまらない）～３の合計比率で最も割合が高かったのは、「対立的な意見が

出た問題について、オープンな議論を避ける」56.2％であり、「対立的な意見はあまり出せない」45.6％

がそれに続いた。 

 

図表 ４-１ 「ケアの考え方」の違いによるメンバー間のトラブルへの職場の対処方法 
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19.0%
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24.9%

11.9%
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1.8%
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0.5%

0.4%

0.5%

0.5%

0.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

問題や懸念事項について

オープンに共有する

対立については、できるだけ

表面化しないようにする

気持ちや見解をすべて

吐き出すよう、促す

対立的な意見はあまり出せない

皆で徹底的に問題について話し合う

対立的な意見が出た問題について、

オープンな議論を避ける

1.全く当てはまらない 2 3 4 5 6 7.非常に当てはまる 無回答

n=1,967
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（５） 職場で取り組んでいる介護実践 

図表 5‐1 は、職場で取り組んでいる介護実践に関する各回答の割合を示したものである。 

７（非常にあてはまる）～５までの合計比率で最も割合が高かったのは、「利用者に十分な水分摂取

をしてもらうよう、留意している」90.9％であり、「オムツ・パットを用いる際には、利用者個々の排

泄量や排泄リズムに合ったものを用いるようにしている」86.4％がそれに続いた。１（まったくあて

はまらない）～３の合計比率で最も割合が高かったのは、「スライディングボードやリフターなどの福

祉用具を積極的に活用している」58.5％であり、「利用者個々の意志や状態に合わせて入浴時間を決め

ている」53.1％がそれに続いた。 

 

図表 ５-１ 職場で取り組んでいる介護実践 
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22.6%
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20.6%
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8.0%

4.8%
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17.9%
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23.1%

22.4%

37.6%

9.0%

12.6%

32.1%

39.7%

5.2%

12.0%

6.1%

6.5%

46.0%

29.1%

17.6%

25.7%
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0.3%

0.3%
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0.3%
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1.5%

0.5%

0.7%

0.5%

0.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

起床介助を行う時間は、個々の利用者の

生活リズムに合わせるようにしている

食事時間は、個々の利用者の

生活リズムに合わせるようにしている

利用者個々の意志や状態に合わせて

入浴時間を決めている

入浴介助は、マンツーマン方式

（誘導から入浴、送迎までを担当のケアワーカーが行う）
で行うようにしている

利用者一人ひとりの障害や体型・体格に

合った車いすを選ぶようにしている

トイレ・ポータブルトイレに座ってもらい、

自然排泄できるよう努めている

個々の利用者の排泄リズムを把握し、

それに合わせて排泄介助を行うようにしている

自然な排泄が行われるように、食事内容や

水分量の工夫・改善に取り組んでいる

オムツ・パットを用いる際には、利用者個々の排泄量や

排泄リズムに合ったものを用いるようにしている

尿失禁の改善のために、十分な水分摂取と

歩行運動を行うようにしている

車いすを使用している利用者には、食事の際に、

個人に合わせた椅子に座り変えてもらうようにしている

口から食べることの維持や回復に努めている

利用者に十分な水分摂取をして

もらうよう、留意している

スライディングボードやリフターなどの

福祉用具を積極的に活用している

利用者の外出に積極的に取り組んでいる

利用者の外泊に積極的に取り組んでいる

可能な利用者に対しては、在宅復帰や

在宅看取りのための取り組みを行うようにしている

身体拘束は一切、行わないようにしている

利用者の行動を把握するためのセンサーや

カメラは用いないよう努めている

どのような利用者であっても、施設・フロア外に

出ていくことの制限は、できる限り
行わないようにしている

利用者が行動しにくくなるような、椅子・ソファーや

テーブルは一切、用いないようにしている

1.全く当てはまらない 2 3 4 5 6 7.非常に当てはまる 無回答

n=1,967
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（６） 職場のメンバーの利用者・家族に対する姿勢 

図表 6‐1 は、職場のメンバーの利用者・家族に対する姿勢に関する各回答の割合を示したものであ

る。 

７（非常にあてはまる）～５までの合計比率で最も割合が高かったのは、「利用者・家族からの不満

や苦情を通じて、サービスの改善に取り組んでいくことを大切にしている」87.1％であり、「利用者・

家族とのかかわりから、自分たちのサービスをより良いものにしようとしている」80.9％がそれに続

いた。１（まったくあてはまらない）～３の合計比率で最も割合が高かったのは、「利用者・家族との

かかわりを通じて、施設生活の課題や限界を感じている」14.8％であり、「利用者・家族とのかかわり

から、介護観・人間観・死生観を形成している」12.7％がそれに続いた。 

 

図表 ６-１ 職場のメンバーの利用者・家族に対する姿勢 
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8.6%

13.7%

14.2%

23.7%

12.8%

17.9%
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21.6%

25.9%
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24.7%
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26.0%
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0.4%

0.5%

0.5%

0.5%

0.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

利用者・家族の感情を「しみじみと」

理解することを大切にしている

利用者・家族からの不満や苦情を通じて、

サービスの改善に取り組んでいくことを大切にしている

利用者・家族の立場に立って考えようとしている

利用者・家族の主体性や価値観を

尊重するようにしている

利用者・家族とのかかわりから、介護観・

人間観・死生観を形成している

利用者・家族とのかかわりから、自分たちの

サービスをより良いものにしようとしている

利用者・家族の支援を積み重ねることによって、

利用者・家族に対するかかわり方を学んでいる

利用者の抱える問題に向き合うことを通じて、

その問題に関する自分たちの知識や技術を高めている

利用者・家族とのかかわりを通じて、

施設生活の課題や限界を感じている

利用者・家族の気持ちや考えを引き出そうとしている

1.全く当てはまらない 2 3 4 5 6 7.非常に当てはまる 無回答

n=1,967

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－23－



  

（７） 職場の特性 

１）「職場風土」 

図表 7‐1 は、「職場風土」に関する各回答の割合を示したものである。 

７（非常にあてはまる）～５までの合計比率で最も割合が高かったのは、「困ったときにはお互いに

助け合っている」81.7％であり、「メンバーはたいへんよく仕事をしている」78.4％がそれに続いた。

１（まったくあてはまらない）～３の合計比率で最も割合が高かったのは、「個人の存在を無視するよ

うな風潮がある」76.8％であり、「管理者は叱ることはあってもほめることはまれである」59.5％がそ

れに続いた。 

 

図表 ７-１ 「職場風土」 

4.1%

32.3%

2.0%

0.8%

0.4%

0.3%

4.8%

0.4%

0.7%

19.3%

5.9%

4.0%

0.9%

6.9%

1.5%

1.2%

1.6%

0.4%

0.7%

0.9%

11.8%

29.3%

6.1%

5.7%

2.4%

1.5%

13.3%

1.1%

1.9%

23.9%

12.7%

12.4%

3.4%

15.8%

8.4%

7.1%

6.5%

1.7%

2.0%

2.5%

13.7%

15.2%

10.4%

13.5%

5.5%

4.0%

17.3%

5.3%

4.9%

16.3%

16.3%

16.8%

8.3%

19.4%

18.8%

18.0%

20.7%

4.2%

4.9%

7.0%

22.3%

11.8%

24.7%

24.4%

16.7%

12.3%

29.7%

14.3%

15.4%

20.9%

29.2%

25.4%

22.4%

29.9%

28.1%

30.7%

31.2%

18.2%

17.7%

20.7%

19.2%

5.7%

21.7%

27.5%

21.4%

21.8%

18.5%

22.4%

23.8%

8.6%

18.8%

18.3%

23.5%

16.3%

21.6%

21.0%

22.7%

24.6%

25.9%

27.2%

19.6%

2.9%

25.1%

20.1%

34.7%

37.6%

11.6%

32.5%

33.1%

6.7%

12.2%

15.2%

28.6%

8.9%

15.7%

15.4%

13.7%

30.5%

30.2%

27.7%

8.8%

2.2%

9.6%

7.5%

18.4%

22.3%

4.1%

23.5%

19.6%

3.7%

4.3%

7.4%

12.5%

2.2%

5.5%

6.2%

3.2%

19.7%

18.1%

13.5%

0.6%

0.6%

0.4%

0.4%

0.4%

0.4%

0.6%

0.4%

0.6%

0.5%

0.5%

0.6%

0.4%

0.6%

0.5%

0.5%

0.5%

0.8%

0.4%

0.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

管理者は、どちらかといえば絶えず

メンバーをチェックしている

個人の存在を無視するような風潮がある

信頼できる人が多いと思う

ミーティングの成果は、必ず

次の仕事に生かされている

基本的に善良で親切な人が多いと思う

困ったときにはお互いに助け合っている

職場の方針や規則に従うように、

厳しい要請がある

メンバーはたいへんよく仕事をしている

仕事において誰かを助けると、いずれ

その人からも助けてもらえる

管理者は叱ることはあっても

ほめることはまれである

仕事はすぐにやらないと、

何か言われそうである

管理者の注意や指導は詳細な

点まで及んでいる

基本的に正直な人が多いと思う

職場の伝統や習慣は、かなり強制的な

ものと考えているメンバーが多い

その日に行われなければならないことは、

詳細な点までメンバーに説明されている

ミーティングの議題は、よく

整理され全般に及んでいる

メンバーには、何が何でも自分の役割を

果たそうとする姿勢が見受けられる

誰かに親切にしてもらうと、自分も職場の

他の人に親切にしたいという気持ちになる

誰かを助ければ自分が困っているときに

誰かが助けてくれるような職場である

職場内の他の人を信頼している

1.全く当てはまらない 2 3 4 5 6 7.非常に当てはまる 無回答

n=1,967
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２）「組織社会化戦術」や初期離職 

図表 7‐2 は、「組織社会化戦術」や初期離職に関する各回答の割合を示したものである。 

７（非常にあてはまる）～５までの合計比率で最も割合が高かったのは、「新人への助言や指導を、

ベテランの主要な職責の一つとみなしている」76.5％であり、「組織に適応できるように、先輩は手助

けをしてくれる」68.9％がそれに続いた。１（まったくあてはまらない）～３の合計比率で最も割合

が高かったのは、「新人の仕事の仕方について、経験豊富なメンバーが指導することは、ほとんどない」

88.0％であり、「周囲の期待レベルに到達するまでは、新人はお客様扱いである」85.7％がそれに続い

た。 

 

図表 ７-２ 「組織社会化戦術」や初期離職 
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0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自分の役割がどうあるべきかについて教えられる

ことはなく、自分で発見する必要がある

今後の自分に何が起こるのかという

情報の大半は、公式な伝達経路でなく、

むしろ噂など非公式な情報網から得られる

新しい職務の割り当てや研修がいつあるのか、

個々のメンバーにはほとんど分からない

新人に対し、一連の特別な学習プログラムを

経験させたりはしない

新人の仕事の仕方について、経験豊富な

メンバーが指導することは、ほとんどない

仕事の上で必要な知識の多くは、自分自身で

試行錯誤して習得する必要がある

昇進するためには、異動などの一定の計画に

従うことが、はっきりと告げられている。

昇進のためのステップが、はっきりと決まっている

経験や業績を築くために必要な役割移動や

職能間の異動が明確になっている

新人であっても、身近な先輩を見れば、自分の

役割が明確にわかるようになっている

組織に適応できるように、

先輩は手助けをしてくれる

新人への助言や指導を、ベテランの

主要な職責の一つとみなしている

ほぼ全ての先輩は、新人に対し、

個人的に支援している

他メンバーの経験を観察することで、社内での

将来の自分のキャリア・パスが予想できる

周囲の期待レベルに到達するまでは、

新人はお客様扱いである

配置された部門での手順や仕事の仕方を完全に

習得するまでは、新人に一般の通常業務は課さない

定期的な異動が頻繁に行われている

正規職員として雇用されて間もなく、仕事が

自分のイメージと違ってやめる人が多い

正規職員として雇用されて３年以内にやめる人が多い

正規職員で長く（10年以上）勤務する人はめずらしい

新人（正規職員）が将来に希望を持ちにくい職場である

1.全く当てはまらない 2 3 4 5 6 7.非常に当てはまる 無回答

n=1,967
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（８） 職場のメンバー全体の「能力向上の実感」 

図 8‐1 は、職場のメンバー全体の「能力向上の実感」に関する各回答の割合を示したものである。 

７（非常にあてはまる）～５までの合計比率で最も割合が高かったのは、「業務を工夫してより効率

的に進められるようになった」65.0％であり、「仕事の進め方のコツをつかんだ」63.6％がそれに続い

た。１（まったくあてはまらない）～３の合計比率で最も割合が高かったのは、「精神的なストレスに

強くなった」20.1％、「他者や他部門の立場を考えるようになった」18.9％がそれに続いた。 

 

図表 ８-１ 職場のメンバー全体の「能力向上の実感」 

0.7%

1.3%

0.7%

0.7%

0.8%

0.8%

1.2%

0.9%

1.3%

0.5%

0.6%

0.3%

1.1%

0.4%

0.6%

0.7%

0.4%

2.8%

4.8%

3.0%

3.3%

3.8%

4.8%

4.4%

3.3%

2.9%

2.6%

4.2%

1.7%

2.7%

1.9%

1.7%

3.6%

2.2%

8.0%

14.0%

13.2%

13.8%

11.9%

13.3%

11.8%

10.9%

9.6%

11.8%

11.0%

7.5%

9.9%

11.3%

7.8%

13.0%

7.1%

35.7%

32.5%

33.3%

33.7%

28.6%

27.0%

26.5%

26.7%

29.5%

26.5%

30.5%

26.2%

31.7%

30.2%

26.3%

31.3%

24.7%

30.1%

28.5%

30.2%

29.9%

33.1%

30.5%

30.9%

34.3%

29.6%

33.4%

28.8%

37.0%

30.4%

32.0%

34.0%

29.2%

34.4%

17.5%

13.8%

15.1%

14.1%

17.3%

17.9%

19.7%

19.1%

17.9%

18.9%

19.3%

20.7%

17.0%

19.3%

23.0%

16.7%

24.4%

4.4%

4.5%

3.8%

3.8%

3.9%

5.0%

4.7%

4.1%

8.4%

5.4%

4.7%

5.9%

6.4%

4.1%

5.7%

4.7%

6.2%

0.8%

0.7%

0.8%

0.8%

0.7%

0.8%

0.9%

0.7%

0.7%

0.8%

1.0%

0.8%

0.8%

0.8%

0.9%

0.8%

0.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

苦手だった業務を円滑に

進められるようになった

精神的なストレスに強くなった

より大きな視点から状況を

捉えるようになった

以前の自分を冷静に

振り返られるようになった

より専門性の高い仕事が

できるようになった

他者や他部門の立場を

考えるようになった

複数の部門と調整しながら

仕事を進められるようになった

自分の判断で業務を遂行

できるようになった

我慢することを覚えた

多様な観点から考えるようになった

他者や他部門の業務内容を

尊重するようになった

仕事の進め方のコツをつかんだ

精神的に打たれ強くなった

初めて組む相手ともうまく仕事を

進められるようになった

他者や他部門の意見を受け

入れるようになった

自分のマイナス面を素直に受け入れる

ことができるようになった

業務を工夫してより効率的に

進められるようになった

1.全く当てはまらない 2 3 4 5 6 7.非常に当てはまる 無回答

n=1,967
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（９） 施設・事業所について 

 

１) 施設・事業所のサービス種別 

図表 9 - 1 は、回答者が所属する施設・事業所のサービス種別を示したものである。 

「介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福祉施設」が 38.2％と最も多く、次いで「認知症対応

型共同生活介護」が 25.2％で続き、「介護老人保健施設」は 19.7%、「特定施設入居者生活介護」

が 15.9％であった。 

 

図表 ９-１ 施設・事業所のサービス種別 

介護老人福祉

施設・地域密着

型介護老人福

祉施設

38.2%

介護老人保健

施設
19.7%

有料老人ホー

ム
7.3%

軽費老人ホー

ム（ケアハウ

ス）

2.0%

養護老人ホー

ム
6.6%

認知症対応型

共同生活介護
25.2%

その他

0.4%

無回答

0.6%

n=1,967
 

 

２) 施設・事業所の利用者定員数 

図表 10 - 1 は、回答者が所属する施設・事業所について利用者定員数を示したものである。 

「50 人～90 人以下」が 41.5％で最も多く、「100 人～」が 23.6％、「10 人～29 人以下」が 18.9％

と続いた。 

図表 １０-１ 施設・事業所の利用者定員数 

①9人以下

8.4%

②10人～29人

以下
18.9%

③30人～49人

以下
5.0%

④50人～99人

以下
41.5%

⑤100人～

23.6%

無回答

2.6%

n=1,967
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３) 所属するフロアの利用者定員数 

図表 11 - 1 は、回答者が所属する施設・事業所について回答者が所属するフロアの利用者定員数

を示したものである。 

「30 人～」が 44.1％と最も多く、次いで「9 人以下」が 23.0％、「20 人～29 人」12.6％、「10

人～19 人」が 11.5％であった。 

 

図表１１-１ 所属するフロアの利用者定員数 

①9人以下

23.0%

②10人～19人

以下
11.5%

③20人～29人

以下
12.6%

④30人～

44.1%

無回答

8.8%

n=1,967
 

 

４) 開設年 

図表 12 - 1 は、回答者が所属する施設・事業所について開設年を示したものである。 

「～1999 年」が 40.7％で最も多く、次いで「2000 年～2004 年」（25.4％）と「2005 年～2009

年」（23.1％）が同程度の割合を占めた。 

 

図表 １２-１ 開設年 

①～1999年

40.7%

②2000年～

2004年
25.4%

③2005年～

2009年
23.1%

④2010年～

2.2%

無回答

8.6%

n=1,967
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５) 要介護認定者の平均要介護度 

図表 13 - 1 は、回答者が所属する施設・事業所について要介護認定者の平均要介護度を示したも

のである。 

要介護度「3.0～3.9 以下」が 42.2％で最も多く、次いで「4.0～」が 22.2％、「2.0～2.9 以下」が

17.7％で続き、「～1.9」は 2.0％であった。 

 

図表１３-１ 要介護認定者の平均要介護度 

①～1.9以下

2.0%

②2.0～2.9以下

17.7%

③3.0～3.9以下

42.2%

④4.0～

22.2%

無回答

15.9%

n=1,967
 

 

６) 要介護認定者の平均年齢 

図表 14 - 1 は、回答者が所属する施設・事業所について要介護認定者の平均年齢を示したもので

ある。 

「85 歳～」が 49.6％と約半数を占め、次いで「80 歳～84 歳以下」が 24.2％であった。 

 

図表１４-１ 要介護認定者の平均年齢 

①74歳以下

0.6%
②75歳～79歳

以下
1.7%

③80歳～84歳

以下
24.2%

④85歳～

49.6%

無回答

23.9%

n=1,967
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７) 施設・事業所で主として採用している利用者の生活・ケア単位 

図表 15 - 1 は、回答者が所属する施設・事業所について採用している利用者の生活・ケア単位を

示したものである。 

「利用者 21 人以下」が 39.3％で最も多く、次いで「利用者 10 人以下」が 26.1％、「利用者 11

人～20 人以下」が 24.1％であった。 

 

図表 １５-１ 施設・事業所で主として採用している利用者の生活・ケア単位 

利用者10人以

下
26.1%

利用者11人〜

20人以下
24.1%

利用者21人以

下
39.3%

無回答

10.4%

n=1,967
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（１０） 回答者の属性 

 

１) 性別 

 図表 16 - 1 は、回答者の性別を示したものである。 

「女性」が 62.3％を占め、「男性」は 36.7％であった。 

 

図表１６-１ 性別 

男性

36.7%

女性

62.3%

無回答

1.0%

n=1,967
 

 

２) 年齢 

図表 17 - 1 は、回答者の年齢を示したものである。 

「30 歳～39 歳以下」が 37.9％で最も多く、次いで「50 歳以上」が 28.9％であった。 

 

図表１７-１ 年齢 

①29歳以下

7.7%

②30歳～39歳

以下
37.9%

③40歳～49歳

以下
23.7%

④50歳以上

28.9%

無回答

1.8%

n=1,967
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３) 部下の人数 

図表 18 - 1 は、回答者の部下の人数を示したものである。 

「5～14 人以下」が 36.0％で最も多く、次いで「15 人～14 人以下」が 33.6％と続き、「4 人以下」

は 3.1％であった。 

 

図表１８-１ 部下の人数 

①4人以下

3.1%

②5人～14人以

下
36.0%

③15人～29人

以下
33.6%

④30人以上

21.7%

無回答

5.6%

n=1,967
 

 

４) 介護職員としての通算経験年数 

図表 19 - 1 は、回答者の介護職員としての通算経験年数を示したものである。 

「10 年～19 年以下」が 54.2％を占め、次いで「5 年～9 年以下」が 29.3％であった。 

 

図表 １９-１ 介護職員としての通算経験年数 

①4年以下

5.2%

②5年～9年以

下
29.3%

③10年～19年

以下
54.2%

④20年以上

8.3%

無回答

2.9%

n=1,967
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５) 今の施設・事業所での勤務年数 

図表 20 - 1 は、回答者の今の施設・事業所での勤務年数を示したものである。 

「5 年～9 年以下」が 38.3％で最も多く、次いで「10 年～19 年以下」が 28.4％であった。 

 

図表 ２０-１ 今の施設・事業所での勤務年数 

①4年以下

23.8%

②5年～9年以

下
38.3%

③10年～19年

以下
28.4%

④20年以上

4.3%

無回答

5.3%

n=1,967
 

 

６) 介護福祉士資格の有無 

図表 21 - 1 は、回答者の介護福祉士資格の有無を示したものである。 

「介護福祉士である」が 86.2％を占め、「介護福祉士ではない」が 12.7％であった。 

 

図表 ２１-１ 介護福祉士資格の有無 

介護福祉士で

ある
86.2%

介護福祉士で

はない
12.7%

無回答

1.1%

n=1,967
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７) 他メンバーとの「ケアの考え方の合わなさ」の職場内での共有、議論・検討の是非 

図表 22 - 1 は、回答者の他メンバーとの「ケアの考え方の合わなさ」の職場内での共有、議論・

検討の是非について示したものである。 

「賛成」が 54.1％であり、「全く賛成」の 30.6％を合わせると 84.7％を占めた。 

 

図表 ２２-１ 他メンバーとの「ケアの考え方の合わなさ」の職場内での共有、議論・検討の 

是非 

全く反対

0.2%
反対

0.5%

どちらともいえ

ない
12.9%

賛成

54.1%

全く賛成

30.6%

無回答

1.8%

n=1,967
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郵送法調査 クロス集計（施設・事業所別平均値） 
 
 

（１） 職場内のコンフリクト（意見の違いや対立）について（施設・事業所別） 

図表 23 - 1、23 - 2 は、職場内のコンフリクトについて、各質問の「１．全くそうでない」～「７．

非常にそうである」をそれぞれ１～７点として、施設・事業所別に平均値を算出した結果である。  

最も得点が高かったのは、「介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福祉施設」「介護老人保健施設」

「有料老人ホーム」「養護老人ホーム」「認知症対応型共同生活介護」では、「仕事に対する考え方に大

きな相違が存在する」であり、「軽費老人ホーム（ケアハウス）」では「業務に関して、意見がまとま

らないことがよくある」であった。 

一方、最も得点が低かったのは、「介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福祉施設」「介護老人保

健施設」「有料老人ホーム」「養護老人ホーム」「認知症対応型共同生活介護」では、「ヒトの配置や備

品・材料の配分をめぐって、意見がまとまらないことが頻繁にある」であり、「軽費老人ホーム（ケア

ハウス）」では「誰が何をすべきかについて、意見がまとまらないことがよくある」であった。 

 

 

図表 ２３-１ 職場内のコンフリクトについて（施設・事業所別平均値） 

2.00 2.50 3.00 3.50 4.00

Ｑ1-9誰がどのような責任を負っ

ているのかに関して、意見が一致

しないことが強く存在する

Ｑ1-8メンバーが、仕事中に怒りを

表すことがよくある非常にあては

まる

Ｑ1-7誰が何をすべきかについ

て、意見がまとまらないことがよく

ある

Ｑ1-6仕事に関して、意見が一致しな

い

ことがよくある

Ｑ1-5仕事に対する考え方に大き

な相違が存在する

Ｑ1-4感情的な対立が強く存在す

る

Ｑ1-3ヒトの配置や備品・材料の配

分をめぐって、意見がまとまらない

ことが頻繁にある

Ｑ1-2人間関係が悪く、ピリピリし

ている

Ｑ1-1業務に関して、意見がまとま

らないことがよくある

①介護老人福祉施設・

地域密着型介護老人福祉施設

②介護老人保健施設 ③有料老人ホーム

④軽費老人ホーム（ケアハウス） ⑤養護老人ホーム ⑥認知症対応型共同生活介護

⑦その他
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図表 ２３-２ 職場内のコンフリクトについて（施設・事業所別平均値） 
（
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（２） 職場のメンバーの考えや行動 

１）職場のメンバーの考え（施設・事業所別） 

図表 24 - 1、24 - 2 は、職場のメンバーの考えについて、各質問の「１．全く違う」～「７．全く同

じ」をそれぞれ１～７点として、施設・事業所別に平均値を算出した結果である。 

最も得点が高かったのは、「介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福祉施設」「介護老人保健施設」

「有料老人ホーム」「認知症対応型共同生活介護」では、「病気や状態を悪化させぬよう、食事制限等

は必ず守るようにするべきかどうか」であり、「軽費老人ホーム（ケアハウス）」「養護老人ホーム」で

は「職場や施設で決められたマニュアルやルールに従って忠実に仕事するべきかどうか」であった。 

一方、最も得点が低かったのは、「介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福祉施設」「介護老人保

健施設」「有料老人ホーム」「養護老人ホーム」「認知症対応型共同生活介護」では、「利用者の生活が

犠牲になっても、想定できる事故やリスクを回避するような支援を行うべきかどうか」であり、「軽費

老人ホーム（ケアハウス）」では「特定の利用者に深くかかわることは避けるべきかどうか」であった。 

 

 

図表 ２４-１ 職場のメンバーの考え（施設・事業所別） 

3.50 4.00 4.50 5.00 5.50 6.00

Ｑ2-①9職場や施設で決められたマニュアルやルール

に従って忠実に仕事するべきかどうか

Ｑ2-①8特定の利用者に深くかかわることは避けるべ

きかどうか

Ｑ2-①7利用者の生活が犠牲になっても、想定できる

事故やリスクを回避するような支援を行うきかどうか

Ｑ2-①6「利用者と職員」という関係を意識した関わり

をするべきかどうか

Ｑ2-①5時間内に自分の仕事を終えるべきかどうか

Ｑ2-①4病気や状態を悪化させぬよう、食事制限等は

必ず守るようにするべきかどうか

Ｑ2-①3決められたタイムスケジュールに沿って介護業

務を行うべきかどうか

Ｑ2-①2ケアプランに忠実に沿って支援するべきかどう

か

Ｑ2-①1手早く効率的に仕事するべきかどうか

①介護老人福祉施設・

地域密着型介護老人福祉施設

②介護老人保健施設 ③有料老人ホーム

④軽費老人ホーム（ケアハウス） ⑤養護老人ホーム ⑥認知症対応型共同生活介護

⑦その他
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図表 ２４－２ 職場のメンバーの考え（施設・事業所別平均値） 
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２）職場のメンバーの行動（施設・事業所別） 

図表 24 - 3、24 - 4 は、職場のメンバーの行動について、各質問の「１．全く違う」～「７．全く同

じ」をそれぞれ１～７点として、施設・事業所別に平均値を算出した結果である。 

最も得点が高かったのは、「介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福祉施設」「介護老人保健施設」

「有料老人ホーム」「養護老人ホーム」「認知症対応型共同生活介護」では、「家族の希望や意向を重視

して支援しているかどうか」であり、「軽費老人ホーム（ケアハウス）」では「利用者にできることは、

やってもらうようにしているかどうか」であった。 

一方、最も得点が低かったのは、「介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福祉施設」「介護老人保

健施設」「有料老人ホーム」「養護老人ホーム」「認知症対応型共同生活介護」では、「自分の態度や言

動の適切さを常に振り返っているかどうか」であり、「軽費老人ホーム（ケアハウス）」では「利用者

に敬意をもって、関わっているかどうか」であった。 

 

 

図表 ２４-３ 職場のメンバーの行動（施設・事業所別平均値） 

3.50 4.00 4.50 5.00 5.50 6.00

Ｑ2-②12高齢者の特性や高齢者介護に関する

根拠や理論に沿って、サービスのあり方を考えて

いるかどうか

Ｑ2-②11自分の態度や言動の適切さを常に振り

返っているかどうか

Ｑ2-②10自分のやり方を常に振り返り、改善点

を考えて行動しているかどうか

Ｑ2-②9利用者が「やっていること」を維持し、増

やそうとしているかどうか

Ｑ2-②8利用者の様子・行動の変化の理由を考

えて行動しているかどうか

Ｑ2-②7利用者にできることは、やってもらうよう

にしているかどうか

Ｑ2-②6どのような状態になっても、利用者の尊

厳や人権を尊重して支援しているかどうか

Ｑ2-②5家族の希望や意向を重視して支援して

いるかどうか

Ｑ2-②4利用者がやれることは、時間がかかって

も待つようにしているかどうか

Ｑ2-②3利用者の訴えに、きちんと耳を傾け、対

応しているかどうか

Ｑ2-②2チーム全体の意見に従って仕事してい

るかどうか

Ｑ2-②1利用者に敬意をもって、関わっているか

どうか

①介護老人福祉施設・

地域密着型介護老人福祉施設

②介護老人保健施設 ③有料老人ホーム

④軽費老人ホーム（ケアハウス） ⑤養護老人ホーム ⑥認知症対応型共同生活介護

⑦その他
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図表 ２４-４ 職場のメンバーの行動（施設・事業所別平均値） 
（左
：平
均
値

/右
：回
答
件
数
）
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（３）  職場の「ケアの考え方」への意識（施設・事業所別） 

図表 25 - 1、25 - 2 は、職場の「ケアの考え方」への意識について、各質問の各質問の「１．全くそ

うでない」～「７．非常にそうである」をそれぞれ１～７点として、施設・事業所別に平均値を算出

した結果である。 

最も得点が高かったのは、全般に「施設・事業所としての基本的な『ケアの考え方』が明確に示さ

れている」であり、なかでも「軽費老人ホーム（ケアハウス）」は 6.00 点と最も高かった。 

一方、最も得点が低かったのは、全般に「『ケアの考え方』の違いで、メンバー同士で言い争いにな

ることがよくある」であり、なかでも「軽費老人ホーム（ケアハウス）」は 1.86 点と最も低かった。 

 

 

図表 ２５-１ 職場の「ケアの考え方」への意識（施設・事業所別平均値） 

1.50 2.50 3.50 4.50 5.50 6.50

Ｑ3-13他メンバーの「ケアの考え方」に疑問を感じて

も、どう説明してよいか分からないゆえに、言えないメ

ンバーが多い

Ｑ3-12メンバー同士で「ケアの考え方」を話し合える場

（会議・委員会など）が多く存在する

Ｑ3-11「ケアの考え方」の違いで、メンバー同士で言

い争いになることがよくある

Ｑ3-10「ケアの考え方」について話し合うことのでき

る時間が十分にある

Ｑ3-9「ケアの考え方」の違いで、職場が苛立った雰

囲気になることが多い

Ｑ3-8メンバー間で「ケアの考え方」の違いがあったと

しても、問題提起されることはほとんどない

Ｑ3-7「ケアの考え方」の食い違いで、メンバー同士

が感情的に対立することがよくある

Ｑ3-6施設・事業所としての基本的な「ケアの考え方」

が明確に示されている

Ｑ3-5メンバー間で「ケアの考え方」の違いがあって

も、施設・事業所の基本的な考え方で解決されること

が多い

Ｑ3-4表面化していないが、メンバー同士の「ケアの考

え方」の違いが強く存在する

Ｑ3-3上司などからメンバー自身の「ケアの考え方」を

聞かれる機会が多い

Ｑ3-2施設・事業所の基本的な「ケアの考え方」がメン

バーに十分に浸透している

Ｑ3-1他メンバーの「ケアの考え方」に疑問を感じて

も、言いにくい雰囲気が強く存在する

①介護老人福祉施設・

地域密着型介護老人福祉施設

②介護老人保健施設 ③有料老人ホーム

④軽費老人ホーム（ケアハウス） ⑤養護老人ホーム ⑥認知症対応型共同生活介護

⑦その他
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図表 ２５-２ 職場の「ケアの考え方」への意識（施設・事業所別平均値） 
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（４） 「ケアの考え方」の違いによるメンバー間のトラブルへの職場の対処方法（施設・事業所

別） 

図表 26 - 1、26 - 2 は、ケアの考え方の違いによるメンバー間のトラブルへの職場の対処方法につい

て、各質問の各質問の「１．全くそうでない」～「７．非常にそうである」をそれぞれ１～７点とし

て、施設・事業所別に平均値を算出した結果である。 

最も得点が高かったのは、全般に「問題や懸念事項についてオープンに共有する」であり、なかで

も「軽費老人ホーム（ケアハウス）」は 5.86 点と高かった。 

一方、最も得点が低かったのは、「介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福祉施設」「介護老人保

健施設」「有料老人ホーム」「養護老人ホーム」「認知症対応型共同生活介護」では、「対立的な意見が

出た問題について、オープンな議論を避ける」であり、「軽費老人ホーム（ケアハウス）」では「対立

的な意見はあまり出せない」「対立的な意見が出た問題について、オープンな議論を避ける」がそれぞ

れ 2.29 点と最も低かった。 

 

 

図表 ２６-１ 「ケアの考え方」の違いによるメンバー間のトラブルへの職場の対処方法（施設・事

業所別平均値） 

2.00 3.00 4.00 5.00 6.00 7.00

Ｑ4-6対立的な意見が出た問題について、オープンな議論

を避ける

Ｑ4-5皆で徹底的に問題について話し合う

Ｑ4-4対立的な意見はあまり出せない

Ｑ4-3気持ちや見解をすべて吐き出すよう、促す

Ｑ4-2対立については、できるだけ表面化しないようにする

Ｑ4-1問題や懸念事項についてオープンに共有する

①介護老人福祉施設・

地域密着型介護老人福祉施設

②介護老人保健施設 ③有料老人ホーム

④軽費老人ホーム（ケアハウス） ⑤養護老人ホーム ⑥認知症対応型共同生活介護

⑦その他
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図表 ２６-２ 「ケアの考え方」の違いによるメンバー間のトラブルへの職場の対処方法（施設・事

業所別平均値） 
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（５） 職場で取り組んでいる介護実践（施設・事業所別）  

図表 27 - 1、27 - 2 は、職場で取り組んでいる介護実践について、各質問の各質問の「１．全くそう

でない」～「７．非常にそうである」をそれぞれ１～７点として、施設・事業所別に平均値を算出し

た結果である。 

最も得点が高かったのは、「介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福祉施設」「介護老人保健施設」

「有料老人ホーム」「養護老人ホーム」「認知症対応型共同生活介護」では「利用者に十分な水分摂取

をしてもらうよう、留意している」であり、「軽費老人ホーム（ケアハウス）」は「利用者に十分な水

分摂取をしてもらうよう、留意している」「オムツ・パットを用いる際には、利用者個々の排泄量や排

泄リズムに合ったものを用いるようにしている」がそれぞれ 5.86 点と最も高かった。 

一方、最も低かったのは、「介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福祉施設」「養護老人ホーム」

では「可能な利用者に対しては、在宅復帰や在宅看取りのための取り組みを行うようにしている」で

あり、「軽費老人ホーム（ケアハウス）」「認知症対応型共同生活介護」では「スライディングボードや

リフターなどの福祉用具を積極的に活用している」、「介護老人保健施設」では「利用者個々の意志や

状態に合わせて入浴時間を決めている」、「有料老人ホーム」では「利用者の外泊に積極的に取り組ん

でいる」であった。 
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図表 ２７-１  職場で取り組んでいる介護実践（施設・事業所別平均値） 

2.00 3.00 4.00 5.00 6.00

Ｑ5-21利用者が行動しにくくなるような、椅子・ソファーや

テーブルは一切、用いないようにしている

Ｑ5-20どのような利用者であっても、施設・フロア外に出

ていくことの制限は、できる限り行わないようにしている

Ｑ5-19利用者の行動を把握するためのセンサーやカメラ

は用いないよう努めている

Ｑ5-18身体拘束は一切、行わないようにしている

Ｑ5-17可能な利用者に対しては、在宅復帰や在宅看取り

のための取り組みを行うようにしている

Ｑ5-16利用者の外泊に積極的に取り組んでいる

Ｑ5-15利用者の外出に積極的に取り組んでいる

Ｑ5-14スライディングボードやリフターなどの福祉用具を

積極的に活用している

Ｑ5-13利用者に十分な水分摂取をしてもらうよう、留意し

ている

Ｑ5-12口から食べることの維持や回復に努めている

Ｑ5-11車いすを使用している利用者には、食事の際に、

個人に合わせた椅子に座り変えてもらうようにしている

Ｑ5-10尿失禁の改善のために、十分な水分摂取と歩行

運動を行うようにしている

Ｑ5-9オムツ・パットを用いる際には、利用者個々の排泄

量や排泄リズムに合ったものを用いるようにしている

Ｑ5-8自然な排泄が行われるように、食事内容や水分量

の工夫・改善に取り組んでいる

Ｑ5-7個々の利用者の排泄リズムを把握し、それに合わ

せて排泄介助を行うようにしている

Ｑ5-6トイレ・ポータブルトイレに座ってもらい、自然排泄で

きるよう努めている

Ｑ5-5利用者一人ひとりの障害や体型・体格に合った車い

すを選ぶようにしている

Ｑ5-4入浴介助は、マンツーマン方式（誘導から入浴、送

迎までを担当のケアワーカーが行う）で行うようにしている

Ｑ5-3利用者個々の意志や状態に合わせて入浴時間を

決めている

Ｑ5-2食事時間は、個々の利用者の生活リズムに合わせ

るようにしている

Ｑ5-1起床介助を行う時間は、個々の利用者の生活リズ

ムに合わせるようにしている

①介護老人福祉施設・

地域密着型介護老人福祉施設

②介護老人保健施設 ③有料老人ホーム

④軽費老人ホーム（ケアハウス） ⑤養護老人ホーム ⑥認知症対応型共同生活介護

⑦その他
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図表 ２７-２  職場で取り組んでいる介護実践（施設・事業所別平均値） 
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（６） 職場のメンバーの利用者・家族に対する姿勢（施設・事業所別） 

図表 28 - 1、28 - 2 職場のメンバーの利用者・家族に対する姿勢について各質問の「１．全くそうで

ない」～「７．非常にそうである」をそれぞれ１～７点として、施設・事業所別に平均値を算出した

結果である。 

最も得点が高かったのは、「介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福祉施設」「介護老人保健施設」

「有料老人ホーム」「養護老人ホーム」「認知症対応型共同生活介護」では「利用者・家族からの不満

や苦情を通じて、サービスの改善に取り組んでいくことを大切にしている」が最も高く、「軽費老人ホ

ーム（ケアハウス）」では「利用者・家族とのかかわりから、自分たちのサービスをより良いものにし

ようとしている」であった。 

一方、最も得点が低かったのは「介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福祉施設」「有料老人ホー

ム」「軽費老人ホーム（ケアハウス）」「養護老人ホーム」「認知症対応型共同生活介護」では「利用者・

家族とのかかわりを通じて、施設生活の課題や限界を感じている」であり、「介護老人保健施設」では、

「利用者・家族とのかかわりから、介護観・人間観・死生観を形成している」であった。 

 

 

図表 ２８-１ 職場のメンバーの利用者・家族に対する姿勢（施設・事業所別平均値） 

3.50 4.00 4.50 5.00 5.50 6.00 6.50

Ｑ6-10利用者・家族の気持ちや考えを引き出そうとして

いる

Ｑ6-9利用者・家族とのかかわりを通じて、施設生活の課

題や限界を感じている

Ｑ6-8利用者の抱える問題に向き合うことを通じて、その

問題に関する自分たちの知識や技術を高めている

Ｑ6-7利用者・家族の支援を積み重ねることによって、利

用者・家族に対するかかわり方を学んでいる

Ｑ6-6利用者・家族とのかかわりから、自分たちのサービ

スをより良いものにしようとしている

Ｑ6-5利用者・家族とのかかわりから、介護観・人間観・

死生観を形成している

Ｑ6-4利用者・家族の主体性や価値観を尊重するように

している

Ｑ6-3利用者・家族の立場に立って考えようとしている

Ｑ6-2利用者・家族からの不満や苦情を通じて、サービス

の改善に取り組んでいくことを大切にしている

Ｑ6-1利用者・家族の感情を「しみじみと」理解することを

大切にしている

①介護老人福祉施設・

地域密着型介護老人福祉施設

②介護老人保健施設 ③有料老人ホーム

④軽費老人ホーム（ケアハウス） ⑤養護老人ホーム ⑥認知症対応型共同生活介護

⑦その他
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図表 ２８-２ 職場のメンバーの利用者・家族に対する姿勢（施設・事業所別平均値） 
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（７） 職場の特性 

１）「職場風土」（施設・事業所別） 

図表 29 - 1、29 - 2 は、「職場風土」について各質問の「１．全くそうでない」～「７．非常にそう

である」をそれぞれ１～７点として、施設・事業所別に平均値を算出した結果である。 

最も得点が高かったのは、「介護老人保健施設」「有料老人ホーム」「認知症対応型共同生活介護」で

は「困ったときにはお互いに助け合っている」であり、「介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福祉

施設」「養護老人ホーム」では、「メンバーはたいへんよく仕事をしている」であり、「軽費老人ホーム

（ケアハウス）」では「誰かに親切にしてもらうと、自分も職場の他の人に親切にしたいという気持ち

になる」であった。 

一方、最も得点が低かったのは、全般に「個人の存在を無視するような風潮がある」であり、なか

でも「認知症対応型共同生活介護」が 2.16 点と最も低かった。 
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図表 ２９-１ 「職場風土」（施設・事業所別平均値） 

2.00 3.00 4.00 5.00 6.00 7.00

Ｑ7-20職場内の他の人を信頼している

Ｑ7-19誰かを助ければ自分が困っているときに誰かが

助けてくれるような職場である

Ｑ7-18誰かに親切にしてもらうと、自分も職場の他の人

に親切にしたいという気持ちになる

Ｑ7-17メンバーには、何が何でも自分の役割を果たそう

とする姿勢が見受けられる

Ｑ7-16ミーティングの議題は、よく整理され全般に及んで

いる

Ｑ7-15その日に行われなければならないことは、詳細な

点までメンバーに説明されている

Ｑ7-14職場の伝統や習慣は、かなり強制的なものと考

えているメンバーが多い

Ｑ7-13基本的に正直な人が多いと思う

Ｑ7-12管理者の注意や指導は詳細な点まで及んでいる

Ｑ7-11仕事はすぐにやらないと、何か言われそうである

Ｑ7-10管理者は叱ることはあってもほめることはまれで

ある

Ｑ7-9仕事において誰かを助けると、いずれその人から

も助けてもらえる

Ｑ7-8メンバーはたいへんよく仕事をしている

Ｑ7-7職場の方針や規則に従うように、厳しい要請があ

る

Ｑ7-6困ったときにはお互いに助け合っている

Ｑ7-5基本的に善良で親切な人が多いと思う

Ｑ7-4ミーティングの成果は、必ず次の仕事に生かされ

ている

Ｑ7-3信頼できる人が多いと思う

Ｑ7-2個人の存在を無視するような風潮がある

Ｑ7-1管理者は、どちらかといえば絶えずメンバーを

チェックしている

①介護老人福祉施設・

地域密着型介護老人福祉施設

②介護老人保健施設 ③有料老人ホーム

④軽費老人ホーム（ケアハウス） ⑤養護老人ホーム ⑥認知症対応型共同生活介護

⑦その他
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図表 ２９-２ 「職場風土」（施設・事業所別平均値） 
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２）「組織社会化戦術」や初期離職 

図表 29-3、29- 4 は、「組織社会化戦術」や初期離職について、各質問の「１．全くそうでない」～

「７．非常にそうである」をそれぞれ１～７点として、施設・事業所別に平均値を算出した結果であ

る。 

最も得点が高かったのは、「介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福祉施設」「介護老人保健施設」

「有料老人ホーム」「養護老人ホーム」「認知症対応型共同生活介護」では、「新人への助言や指導を、

ベテランの主要な職責の一つとみなしている」であり、「軽費老人ホーム（ケアハウス）」では「組織

に適応できるように、先輩は手助けをしてくれる」であった。 

「介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福祉施設」「介護老人保健施設」「有料老人ホーム」「養護

老人ホーム」「認知症対応型共同生活介護」では「新人の仕事の仕方について、経験豊富なメンバーが

指導することは、ほとんどない」であり、「軽費老人ホーム（ケアハウス）」では「周囲の期待レベル

に到達するまでは、新人はお客様扱いである」であった。 
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図表２９-３「組織社会化戦術」や初期離職（施設・事業所別平均値） 

1.50 2.50 3.50 4.50 5.50 6.50

Ｑ8-21新人（正規職員）が将来に希望を持ちにくい職

場である

Ｑ8-20正規職員で長く（10年以上）勤務する人はめず

らしい

Ｑ8-19正規職員として雇用されて３年以内にやめる

人が多い

Ｑ8-18正規職員として雇用されて間もなく、仕事が自

分のイメージと違ってやめる人が多い

Ｑ8-17定期的な異動が頻繁に行われている

Ｑ8-16配置された部門での手順や仕事の仕方を完

全に習得するまでは、新人に一般の通常業務は課さ

ない

Ｑ8-15周囲の期待レベルに到達するまでは、新人は

お客様扱いである

Ｑ8-14他メンバーの経験を観察することで、社内での

将来の自分のキャリア・パスが予想できる

Ｑ8-13ほぼ全ての先輩は、新人に対し、個人的に支

援している

Ｑ8-12新人への助言や指導を、ベテランの主要な職

責の一つとみなしている

Ｑ8-11組織に適応できるように、先輩は手助けをして

くれる

Ｑ8-10新人であっても、身近な先輩を見れば、自分

の役割が明確にわかるようになっている

Ｑ8-9経験や業績を築くために必要な役割移動や職

能間の異動が明確になっている

Ｑ8-8昇進のためのステップが、はっきりと決まってい

る

Ｑ8-7昇進するためには、異動などの一定の計画に

従うことが、はっきりと告げられている。

Ｑ8-6仕事の上で必要な知識の多くは、自分自身で

試行錯誤して習得する必要がある

Ｑ8-5新人の仕事の仕方について、経験豊富なメン

バーが指導することは、ほとんどない

Ｑ8-4新人に対し、一連の特別な学習プログラムを経

験させたりはしない

Ｑ8-3新しい職務の割り当てや研修がいつあるのか、

個々のメンバーにはほとんど分からない

Ｑ8-2今後の自分に何が起こるのかという情報の大

半は、公式な伝達経路でなく、むしろ噂など非公式な

情報網から得られる

Ｑ8-1自分の役割がどうあるべきかについて教えられ

ることはなく、自分で発見する必要がある

①介護老人福祉施設・

地域密着型介護老人福祉施設

②介護老人保健施設 ③有料老人ホーム

④軽費老人ホーム（ケアハウス） ⑤養護老人ホーム ⑥認知症対応型共同生活介護

⑦その他
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図表 ２９-４ 「組織社会化戦術」や初期離職（施設・事業所別平均値）
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（８） 職場のメンバー全体の「能力向上の実感」（施設・事業所別） 

図表 30- 1、30 - 2 職場のメンバー全体の能力向上の実感について各質問の「１．全くそうでない」

～「７．非常にそうである」をそれぞれ１～７点として、施設・事業所別に平均値を算出した結果で

ある。 

最も得点が高かったのは、「介護老人保健施設」「有料老人ホーム」「養護老人ホーム」「認知症対応

型共同生活介護」では「業務を工夫してより効率的に進められるようになった」であり、「介護老人福

祉施設・地域密着型介護老人福祉施設」では「仕事の進め方のコツをつかんだ」であり、「軽費老人ホ

ーム（ケアハウス）」では「精神的に打たれ強くなった」「自分のマイナス面を素直に受け入れること

ができるようになった」「業務を工夫してより効率的に進められるようになった」がそれぞれ 5.29 と

最も高かった。 

一方、最も低かったのは、「介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福祉施設」「介護老人保健施設」

「養護老人ホーム」では「以前の自分を冷静に振り返られるようになった」であり、「有料老人ホーム」

「認知症対応型共同生活介護」では「精神的なストレスに強くなった」、「軽費老人ホーム（ケアハウ

ス）」では「他者や他部門の立場を考えるようになった」であった。 
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図表 ３０-１ 職場のメンバー全体の「能力向上の実感」平均値（施設・事業所別平均値） 

4.00 4.20 4.40 4.60 4.80 5.00 5.20 5.40

Ｑ9-17業務を工夫してより効率的に進めら

れるようになった

Ｑ9-16自分のマイナス面を素直に受け入れ

ることができるようになった

Ｑ9-15他者や他部門の意見を受け入れる

ようになった

Ｑ9-14初めて組む相手ともうまく仕事を進

められるようになった

Ｑ9-13精神的に打たれ強くなった

Ｑ9-12仕事の進め方のコツをつかんだ

Ｑ9-11他者や他部門の業務内容を尊重す

るようになった

Ｑ9-10多様な観点から考えるようになった

Ｑ9-9我慢することを覚えた

Ｑ9-8自分の判断で業務を遂行できるように

なった

Ｑ9-7複数の部門と調整しながら仕事を進

められるようになった

Ｑ9-6他者や他部門の立場を考えるように

なった

Ｑ9-5より専門性の高い仕事ができるように

なった

Ｑ9-4以前の自分を冷静に振り返られるよう

になった

Ｑ9-3より大きな視点から状況を捉えるよう

になった

Ｑ9-2精神的なストレスに強くなった

Ｑ9-1苦手だった業務を円滑に進められる

ようになった

①介護老人福祉施設・

地域密着型介護老人福祉施設

②介護老人保健施設

③有料老人ホーム ④軽費老人ホーム（ケアハウス）

⑤養護老人ホーム ⑥認知症対応型共同生活介護

⑦その他
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図表 ３０-２ 職場のメンバー全体の「能力向上の実感」平均値（施設・事業所別平均値） 
（
左
：
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値
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（９） 施設・事業所について 

 

１) 利用者定員数 

図表 31-1 は、回答者が所属する施設・事業所の利用者定員数を施設・事業所別に示したものであ

る。「介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福祉施設」「有料老人ホーム」「軽費老人ホーム（ケ

アハウス）」「養護老人ホーム」では、「55～99 人以下」がそれぞれ 64.4％、35.4％、66.7％、66.7％

と最も高い割合を占めた。また「介護老人保健施設」は「100 人以上」が 54.1％、「認知症対応型

共同生活介護」は「10～29 人以下」が 63.7％と最も高い割合を占めた。 

 

図表 ３１-１ 利用者定員数（施設別・事業所別） 

0.8%

0.0%

0.7%

0.0%

0.0%

31.9%

0.0%

3.6%

1.5%

13.2%

5.1%

0.8%

63.7%

14.3%

3.5%

1.8%

33.3%

20.5%

1.6%

1.2%

14.3%

64.4%

40.5%

35.4%

66.7%

66.7%

1.2%

71.4%

26.3%

54.1%

12.5%

7.7%

26.4%

0.0%

0.0%

1.5%

2.1%

4.9%

0.0%

4.7%

2.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①介護老人福祉施設・

地域密着型介護老人福祉施設

②介護老人保健施設

③有料老人ホーム

④軽費老人ホーム（ケアハウス）

⑤養護老人ホーム

⑥認知症対応型共同生活介護

⑦その他

9人以下 10人〜29人 30人〜49人 50人〜99人以下 100人以上 無回答

 

 

２) 回答者が所属するフロアの利用者定員数 

図表 32-1 は、回答者が所属するフロアの利用者定員数を施設・事業所別に示したものである。 

「介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福祉施設」「有料老人ホーム」「軽費老人ホーム（ケア

ハウス）」「養護老人ホーム」では、「10～29 人以下」がそれぞれ 33.2％、49.3％、30.8％、37.2％

と最も高い割合を占めた。また「介護老人保健施設」では「50～99 人以下」が 42.0％、「認知症対

応型共同生活介護」では「9 人以下」が 85.9％と最も高い割合を占めた。 

 

図表 ３２-１ 回答者が所属するフロアの利用者定員数（施設・事業所別） 

2.7%

0.3%

2.1%

5.1%

0.0%

85.9%

0.0%

33.2%

13.1%

49.3%

30.8%

37.2%

7.9%

28.6%

24.2%

34.0%

18.1%

25.6%

16.3%

0.0%

14.3%

29.0%

42.0%

12.5%

25.6%

36.4%

0.0%

14.3%

1.1%

6.4%

2.1%

0.0%

1.6%

0.0%

0.0%

9.8%

4.1%

16.0%

12.8%

8.5%

6.3%

42.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①介護老人福祉施設・

地域密着型介護老人福祉施設

②介護老人保健施設

③有料老人ホーム

④軽費老人ホーム（ケアハウス）

⑤養護老人ホーム

⑥認知症対応型共同生活介護

⑦その他

9人以下 10人〜29人 30人〜49人 50人〜99人以下 100人以上 無回答
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３) 開設年 

図表 33 -1 は、回答者が所属する施設・事業所の開設年を施設・事業所別に示したものである。 

「介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福祉施設」「介護老人保健施設」「養護老人ホーム」で

は「～1999 年」がそれぞれ 53.1％、59.1％、57.6％と最も高い割合を占めた。また、「有料老人ホ

ーム」「軽費老人ホーム（ケアハウス）」「認知症対応型共同生活介護」では「2005～2009 年」が

それぞれ 56.5％、38.1％、43.6％と最も高い割合を占め、「認知症対応型共同生活介護」では「2000

年～2004 年」も 41.9％と高い割合を占めた。 

 

図表３３-１ 開設年（施設別・事業所別） 

53.1%

59.1%

19.3%

26.2%

57.6%

3.5%

11.1%

17.3%

18.5%

12.4%

23.8%

12.9%

41.9%

11.1%

21.0%

15.3%

56.5%

38.1%

15.9%

43.6%

55.6%

0.5%

0.5%

5.0%

0.0%

0.0%

4.7%

22.2%

8.1%

6.7%

6.8%

11.9%

13.6%

6.3%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①介護老人福祉施設・

地域密着型介護老人福祉施設

②介護老人保健施設

③有料老人ホーム

④軽費老人ホーム（ケアハウス）

⑤養護老人ホーム

⑥認知症対応型共同生活介護

⑦その他

〜1999年 2000年〜2004年 2005年〜2009年 2010年〜 無回答
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４) 要介護認定者の平均要介護度 

図表 34-1 は、回答者が所属する施設・事業所の要介護認定者の平均要介護度を施設・事業所別に

示したものである。 

「介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福祉施設」では「4.0 以上」が 44.7％、「3.0～3.9 以

下」が 40.7％と高い割合を占めた。「介護老人保健施設」では、「3.0～3.9 以下」が 56.7％、「有料

老人ホーム」では「2.0～2.9 以下」が 45.8％、「軽費老人ホーム（ケアハウス）」は「～1.9 以下」

が 41.0％と最も高い割合を占めていた。「養護老人ホーム」「認知症対応型共同生活介護」では「3.0

～3.9 以下」がそれぞれ 31.0％、43.5％と最も高い割合を占めた。 

 

図表３４-１ 要介護認定者の平均要介護度（施設・事業所別） 

0.0%

0.0%

3.5%

41.0%

3.1%

2.6%

14.3%

1.3%

10.8%

45.8%

30.8%

7.0%

41.7%

28.6%

40.7%

56.7%

29.9%

10.3%

31.0%

43.5%

14.3%

44.7%

11.6%

3.5%

2.6%

27.1%

3.2%

28.6%

13.3%

20.9%

17.4%

15.4%

31.8%

8.9%

14.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①介護老人福祉施設・

地域密着型介護老人福祉施設

②介護老人保健施設

③有料老人ホーム

④軽費老人ホーム（ケアハウス）

⑤養護老人ホーム

⑥認知症対応型共同生活介護

⑦その他

〜1.9以下 2.0〜2.9以下 3.0〜3.9以下 4.0以上 無回答
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５) 要介護認定者の平均年齢 

図表 35-1 は、回答者が所属する施設・事業所の要介護認定者の平均年齢を施設・事業所別に示し

たものである。 

全般に「85 歳以上」の割合が高く、「介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福祉施設」「有料老

人ホーム」「軽費老人ホーム（ケアハウス）」「認知症対応型共同生活介護」では 5 割を占めていた。 

 

図表３５-１ 要介護認定者の平均年齢（施設・事業所別） 

0.5%

0.5%

0.7%

0.0%

0.0%

0.8%

0.0%

0.5%

1.5%

0.7%

2.6%

2.3%

3.8%

0.0%

17.3%

24.7%

27.1%

30.8%

24.0%

33.3%

28.6%

55.9%

38.4%

54.9%

53.8%

38.0%

51.4%

42.9%

25.8%

34.8%

16.7%

12.8%

35.7%

10.7%

28.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①介護老人福祉施設・

地域密着型介護老人福祉施設

②介護老人保健施設

③有料老人ホーム

④軽費老人ホーム（ケアハウス）

⑤養護老人ホーム

⑥認知症対応型共同生活介護

⑦その他

74歳以下 75歳〜79歳以下 80歳〜84歳以下 85歳以上 無回答
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６) 施設・事業所が主として採用している利用者の生活・ケア単位 

図表 36-1 は、回答者が所属する施設・事業所が主として採用している利用者の生活・ケア単位を

施設・事業所別に示したものである。 

「介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福祉施設」「介護老人保健施設」「有料老人ホーム」「軽

費老人ホーム（ケアハウス）」「養護老人ホーム」では「利用者 21人以上」がそれぞれ 49.9％、53.9％、

54.9％、54.9％、38.5％、51.9％と最も高い割合を占め、「認知症対応型共同生活介護」では利用

者「10 人以下」が 52.2％と最も高い割合を占めた。 

 

図表３６-１ 施設・事業所が主として採用している利用者の生活・ケア単位（施設・事業所別） 

22.3%

11.1%

6.9%

28.2%

16.3%

52.2%

14.3%

20.1%

16.0%

25.0%

20.5%

19.4%

38.7%

14.3%

49.9%

53.9%

54.9%

38.5%

51.9%

4.8%

42.9%

7.7%

19.1%

13.2%

12.8%

12.4%

4.2%

28.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①介護老人福祉施設・

地域密着型介護老人福祉施設

②介護老人保健施設

③有料老人ホーム

④軽費老人ホーム（ケアハウス）

⑤養護老人ホーム

⑥認知症対応型共同生活介護

⑦その他

利用者10人以下 利用者11人〜20人以下 利用者21人以上 無回答
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（１０） 回答者の属性 

 

１) 性別 

 図表 37 - 1 は、回答者の性別を施設・事業所別に示したものである。 

全般に「女性」の占める割合が高いが、なかでも「 認知症対応型共同生活介護」では回答者の

73.4％が女性であった。 

図表３７-１ 性別（施設・事業所別） 

40.7%

44.1%

36.8%

35.9%

35.7%

25.6%

14.3%

58.5%

55.4%

61.8%

61.5%

64.3%

73.4%

85.7%

0.8%

0.5%

1.4%

2.6%

0.0%

1.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①介護老人福祉施設・

地域密着型介護老人福祉施設

②介護老人保健施設

③有料老人ホーム

④軽費老人ホーム（ケアハウス）

⑤養護老人ホーム

⑥認知症対応型共同生活介護

⑦その他

男性 女性 無回答

 

 

２) 年齢 

図表 38-1 は、回答者の年齢を施設・事業所別に示したものである。 

「介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福祉施設」「介護老人保健施設」「有料老人ホーム」で

は、「30 歳～39 歳」がそれぞれ 40.8％、51.0％、41.0％と最も多く、「軽費老人ホーム（ケアハウ

ス）」では、「30 歳～39 歳」が 35.9％、「50 歳以上」が 38.5％と同程度の割合を占め、「養護老人

ホーム」では、「40 歳～49 歳」が 32.6％と最も高い割合を占めた。 

 

図表 ３８-１ 年齢（施設・事業所別） 

9.0%

4.1%

8.3%

7.7%

13.2%

7.1%

0.0%

40.8%

51.0%

41.0%

35.9%

28.7%

25.8%

0.0%

25.3%

21.9%

23.6%

15.4%

32.6%

21.2%

14.3%

23.1%

22.2%

22.9%

38.5%

25.6%

44.2%

85.7%

1.7%

0.8%

4.2%

2.6%

0.0%

1.8%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①介護老人福祉施設・

地域密着型介護老人福祉施設

②介護老人保健施設

③有料老人ホーム

④軽費老人ホーム（ケアハウス）

⑤養護老人ホーム

⑥認知症対応型共同生活介護

⑦その他

29歳以下 30歳〜39歳 40歳〜49歳 50歳以上 無回答
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３) 部下の人数 

図表 39-1 は、回答者の部下の人数を施設・事業所別に示したものである。 

「介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福祉施設」「介護老人保健施設」「有料老人ホーム」で

は、「15 人～29 人以下」が最も高い割合を占め、なかでも「介護老人保健施設」「有料老人ホーム」

では 4 割を占めた。「軽費老人ホーム（ケアハウス）」、「養護老人ホーム」、「認知症対応型共同生活

介護」では、「5～14 人以下」がそれぞれ 40.3％、65.9％と最も高い割合を占めた。 

 

図表３９-１ 部下の人数（施設・事業所別） 

3.3%

1.3%

2.8%

7.7%

5.4%

3.2%

0.0%

24.5%

22.2%

26.4%

38.5%

40.3%

65.9%

57.1%

34.4%

42.0%

45.8%

30.8%

33.3%

22.8%

28.6%

32.6%

29.9%

16.0%

20.5%

17.1%

2.2%

0.0%

5.2%

4.6%

9.0%

2.6%

3.9%

5.8%

14.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①介護老人福祉施設・

地域密着型介護老人福祉施設

②介護老人保健施設

③有料老人ホーム

④軽費老人ホーム（ケアハウス）

⑤養護老人ホーム

⑥認知症対応型共同生活介護

⑦その他

4人以下 5人〜14人以下 15人〜29人以下 30人以上 無回答

 

 

４) 介護職員としての通算経験年数 

図表 40 - 1 は、回答者の介護職員としての通算経験年数を施設・事業所別に示したものである。 

全般に、「10～19 年以下」が最も高い割合を占め、「5 年以上 9 年以下」がそれに続いた。 

 

図表４０-１介護職員としての通算経験年数（施設・事業所別） 

3.2%

2.8%

11.1%

12.8%

4.7%

7.9%

14.3%

27.5%

20.1%

38.2%
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0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①介護老人福祉施設・

地域密着型介護老人福祉施設

②介護老人保健施設

③有料老人ホーム

④軽費老人ホーム（ケアハウス）

⑤養護老人ホーム

⑥認知症対応型共同生活介護

⑦その他

4年以下 5年〜9年以下 10年〜19年以下 20年以上 無回答
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５) 今の施設・事業所での勤務年数 

図表 41-1 は、回答者の今の施設・事業所での勤務年数を施設・事業所別に示したものである。 

「介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福祉施設」「介護老人保健施設」「軽費老人ホーム（ケ

アハウス）」「養護老人ホーム」では「10～19 年以下」がそれぞれ 33.0％、29.9％、35.9％、31.0％

と最も高い割合を占めた。「有料老人ホーム」「認知症対応型共同生活介護」では「4 年以下」がそ

れぞれ 25.0％、25.2％と最も高い割合を占めた。 

 

図表４１-１ 今の施設・事業所での勤務年数（施設・事業所別） 
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②介護老人保健施設

③有料老人ホーム

④軽費老人ホーム（ケアハウス）

⑤養護老人ホーム

⑥認知症対応型共同生活介護

⑦その他

4年以下 5年〜9年以下 10年〜19年以下 20年以上 無回答

 

 

６) 介護福祉士資格の有無 

図表 42-1 は、回答者の介護福祉士資格の有無を施設・事業所別に示したものである。 

全般に「介護福祉士である」割合が高く、なかでも「介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福

祉施設」「介護老人保健施設」ではそれぞれ 92.2％、91.5％と高い割合を占めた。 

 

図表４２-１ 介護福祉士資格の有無（施設・事業所別） 
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介護福祉士である 介護福祉士ではない 無回答
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７) 他メンバーとの「ケアの考え方の合わなさ」の職場内での共有、議論・検討の是非 

図表 43-1 は、回答者の他メンバーとの「ケアの考え方の合わなさ」の職場内での共有、議論・検

討への是非を施設・事業所別に示したものである。 

全般に、「賛成」「全く賛成」の占める割合が高く、「反対」「全く反対」の占める割合は小さい結

果だった。 

 

図表４３-１ 他メンバーとの「ケアの考え方の合わなさ」の職場内での共有、議論・検討の是非（施

設・事業所別） 
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第２章 介護職場の早期離職の要因に関する研究②：ウエブ調査

による他業種との相違の検討 

 

１．背景・目的 

 

 第１章と同様に、早期離職の背景を探るために、ウエブ調査による他業種との相違を

検討し、介護職場固有の問題を分析することを目的とした。 

介護職場との比較に当たっては、対人サービス業であること、介護職場と同様規模の

大きい業種・職場であること、職業人としてのキャリアアップや専門性の獲得が想定し

うる職種であることを条件に、賃金構造基本統計調査の職種分類より、旅館・ホテル従

事者と調理従事者（調理師及び見習い）を比較対象として選んだ。 

  

２．方法と対象 

 

（１) 調査の方法と期間 

【方法】インターネット調査（ウエブ調査）。株式会社ネットマイルに委託。 

調査項目は、回答者に自分が所属する職場について回答してもらう内容とした。

また、属性等の以外の項目は、全て、「１．全くそうでない」～「７．非常にそうで

ある」のリッカート尺度によって校正した。 

【調査期間】平成 24 年 2 月～平成 24 年 3 月 

 

（２) 調査客体及び回収状況 

 株式会社ネットマイルのモニターの中から、プレ調査により、介護職員 500 名、

旅館・ホテル従事者 500 名、調理従事者（調理師及び見習い）500 名の抽出を行った

ところ、旅館・ホテル従事者と調理従事者（調理師及び見習い）が 500 名に満たな

かったため、飲食給仕従事者を追加し、調査対象とした。 

 結果として、介護職員 500 名、旅館・ホテル従事者 197 名、調理従事者 404 名、飲

食給仕従事者 437 名を、調査対象とした。 

 

（３) 倫理的配慮について 

 株式会社ネットマイルの調査は、「利用規約」及び「個人情報の取り扱いと収集目

的」に従って行われ、調査はモニターの自由意思によって行わることが確保されて

いる。これらをもって、今回の調査の倫理的配慮は十分行われたものとした。 

利用規約 http://www.netmile.co.jp/regist/privacy.html 

個人情報の取り扱いと収集目的 http://www.netmile.co.jp/regist/terms.html 

 

 

 

  

http://www.netmile.co.jp/regist/privacy.html
http://www.netmile.co.jp/regist/terms.html


－69－ 

 

３．調査結果 

 

 

介護職場において早期離職を規定する要因の検討～他業種との比較から 

 

日本社会事業大学専門職大学院准教授 

藤井賢一郎 

 

 

（１）目的 

 本稿では、早期離職に与える影響について分析するとともに、他職場との類似点、共

通点について明らかにし、介護職場における早期離職を防ぐ方策について示唆を与える

ことを目的とする。 

 

（２）リサーチクエッション・仮説 

 介護職場の早期離職について、採用のあり方、組織社会化の支援（社会化戦術、交換

関係・ソーシャルキャピタル）、職場のコンフリクト、業務特性が影響を与えている。 

 また、この関係は、介護職場独特の特性があり、介護職場における早期離職を防ぐ 

 

 

（３）分析方法 

 採用のあり方、組織社会化の支援（社会化戦術、交換関係・ソーシャルキャピタル）、

職場のコンフリクト、業務特性、それぞれについて、探索的因子分析を行い、平均因子

得点を介護職場と他の職場について比較した（なお、職場のコンフリクトについては、

第１章と同様、確認的因子分析を行った）。探索的因子分析はいずれも、最尤法により実

施し、カイザーガットマン基準で因子数を決定、プロマックス回転を実施後、因子負荷

量が 0.4 以下の変数を除いた。 

 さらに、「短期離職」因子を従属変数、他の因子を独立変数として、重回帰分析を実施

し、介護職場の特性を明らかにした。 
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（４）結果 

 

① 離職・採用 

 

 「離職・採用」については、「短期離職」「新卒一斉採用」「就職前専門教育」「正規採

用中心」の４因子から構成され、介護職場は、「就職前専門教育」「正規採用中心」とい

う傾向が高い。また、旅館・ホテル従事者と同様、「短期離職」「新卒一斉採用」の傾向

も高い。 

 

 ＜図表２－１ 「離職・採用」の探索的因子分析結果＞ 

 

因子 

短期離職 新卒採用 専門教育 正規採用 

正社員として雇用されて３年以内にやめる人が多い .942 -.002 .023 -.015 

正社員で長く（１０年以上）勤務する人はめずらしい .791 -.100 .012 -.012 

正社員として雇用されて間もなく、仕事が自分のイメージと違

ってやめる人が多い 
.736 .112 .047 .009 

正社員は新卒採用が中心である -.061 .857 .070 -.101 

採用される正社員の年齢・経験はほどんど同じである -.049 .746 .039 -.054 

正社員は未経験で採用される者が多い .213 .550 -.252 .069 

定期的に正社員が一定数採用されている -.023 .541 .150 .195 

正社員は、就職前に、仕事上に役立つ資格や教育を受けてきて

いる 
.044 -.044 .924 .005 

正社員は、就職前に、仕事に必要な情報や技術を入手している .009 .044 .888 .000 

正社員を中心に雇用するという方針がある -.019 -.021 .005 .964 

非正規社員、派遣社員等に対して正社員が圧倒的に多い .003 -.018 .002 .713 

 

 ＜図表２－２ 「離職・採用」の職種別平均因子得点＞ 
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② 組織社会化戦術 

 

 「組織社会化戦術」については、「文脈的」「社会的」「個人的」の３因子から構成され、

介護職場は、「文脈的」「社会的」の傾向が高く、「個人的」が低い。因子得点の差は小さ

いが、介護職場は他の職場より、組織社会化戦術の面で優れているといえる。 

 

 ＜図表２－３ 「組織社会化戦術」の探索的因子分析結果＞ 

 

因子 

文脈的 社会的 個人的 

昇進のためのステップが、はっきりと決まっている .856 .021 -.191 

経験や業績を築くために必要な役割移動や職能間の異動が明確

になっている 

.833 .059 -.139 

昇進の仕方は、異動などの一定の計画に従うことが、はっきり

と告げられている 

.779 -.014 -.047 

部門の作業手順や仕事の仕方を完全に習得するまでは、新人に

一般の通常業務は課さない  

.526 .089 .162 

周囲の期待レベルに到達するまでは、新人はお客様扱いである  .495 .011 .237 

組織に適応できるように、先輩は手助けをしてくれる  -.078 .864 .025 

ほぼ全ての先輩は、新人に対し、個人的に支援している -.005 .839 .081 

新人であっても、身近な先輩を見れば、自分の役割が明確にわ

かるようになっている 

.211 .632 -.014 

他の社員の経験を観察することで、社内での将来の自分のキャ

リアを展望できる 

.281 .550 .089 

新人に対し、一連の特別な学習プログラムを経験させたりはし

ない  

-.012 -.013 .660 

仕事の上で必要な知識の多くは、自分自身で試行錯誤して習得

する必要がある 

-.103 .118 .607 

新人の仕事の仕方について、経験豊富な社員が指導することは、

ほとんどない  

.307 -.308 .580 

自分の役割がどうあるべきかについて教えられることはなく、

自分で発見する必要がある  

-.125 .212 .463 

 

 ＜図表２－４ 「組織社会化」の職種別平均因子得点＞ 
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③ 交換関係・ソーシャルキャピタル 

 

 「交換関係・ソーシャルキャピタル」については、「社会関連資本」「垂直的交換関係」

「水平的交換関係」の３因子から構成され、介護職員は、「垂直的」「水平的」交換関係

が高い。介護職場は、この面で優れているといえる。 

 

 ＜図表２－５ 「交換関係・ソーシャルキャピタル」の探索的因子分析結果＞ 

 

因子 

社会関連

資本 

垂直的交

換関係 

水平的交

換関係 

困ったときにはお互いに助け合っている .915 .010 -.059 

誰かを助ければ自分が困っている時に誰かが助けてくれるような

職場である 

.907 .055 -.060 

仕事において誰かを助けると、いずれその人からも助けてもらえる .891 .014 -.014 

多くの人は、職場内の他の人を信頼している .812 .019 .053 

職場には、信頼できる人が多いと思う .789 .004 .095 

職場の人は基本的に正直な人が多い .735 -.038 .106 

上司は部下に振り返る機会を与えている -.048 .894 .082 

上司は部下に新たな視点を与えている -.069 .888 .092 

上司は部下の強みや課題を理解している .103 .873 -.089 

上司は部下に学習の機会や便宜を与えている .011 .834 .067 

上司は部下に客観的な意見を言っている -.019 .763 .130 

日常の仕事を進める際に上司が助けてくれる .160 .650 -.003 

同僚や職場の友人が、新たな視点を与ている -.045 .039 .908 

同僚や職場の友人は、客観的な意見を言う .000 .032 .845 

同僚や職場の友人が、仕事について振り返る機会を与えている -.078 .161 .804 

同僚や職場の友人が、仕事上の必要な他部門との調整をしてくれる .028 .056 .765 

同僚や職場の友人が、自分にはない専門的知識・スキルを提供して

いる 

.098 .006 .745 

同僚や職場の友人が、仕事に必要な情報を提供している .190 .004 .681 

 

 ＜図表２－６ 「交換関係・ソーシャルキャピタル」の職種別平均因子得点＞ 
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④ 職務特性 

 

 「職務特性」については、「自律的」「フィードバック」「役立ち・影響度」「同僚への

影響」の４因子から構成され、介護職員は、「役立ち・影響度」「同僚への影響」が高く、

「自律的」「フィードバック」は低くなっている。 

 

 ＜図表２－７ 「職務特性」の探索的因子分析結果＞ 

 

因子 

自律的 

フィード

バック 

役立ち/影

響高度 

同僚への

影響 

仕事の手順や方法は自分の判断で変えることが出来る .888 .014 -.044 .007 

上司の指示がなくても、自分の判断で仕事を進めることができる .850 .029 -.041 .045 

仕事をどう進めるかについて、かなりの範囲まで自分で決めること

ができる 

.807 .018 .095 -.071 

いつでも、自分のしている仕事がうまくいっているかを知ることが

できる 

-.090 1.040 -.034 -.065 

とくにそうしようと思わなくても、仕事の成果が自分に良く分かる .177 .670 .077 -.068 

自分がやらなくてはならない仕事の範囲がはっきりしている .012 .469 -.057 .090 

自分がやっていることが顧客に喜ばれているかどうかを知るチャ

ンスがある 

.187 .466 .038 .183 

社会全体に役立つ仕事である -.043 -.050 .801 .041 

仕事の結果が、顧客の生活に非常に重要な影響がある -.138 .066 .739 .076 

複雑な技術や高度な技術が必要である .067 .033 .596 -.135 

いろいろ変化に富んでいる .187 -.095 .551 .026 

同僚と協力しないとやっていけない .015 -.015 -.023 .860 

誰かの仕事がうまくいかないと、他の同僚が困ることになる -.020 .057 .031 .708 

 

 ＜図表２－８ 「職務特性」の職種別平均因子得点＞ 
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⑤ 職場のコンフリクト 

 

 「職場のコンフリクト」は、第１章と同じ手続きにより、第１章の結果と全く同様に、

３因子構造であることが確認できた。 

 また、職種別標準化合計点を比較すると、介護の職場では、旅館・ホテルと同様に、

各コンフリクトが高い状況にあるといえる。 

 

 ＜図表２－９ 「職場のコンフリクト」の職種別標準化合計点＞ 
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⑥ 早期離職に影響を与える要因 

 

 ①の「早期離職」因子を従属変数とし、②～⑤の因子・標準化合計得点、及び「介護

職場」（ダミー変数）を独立変数として、重回帰分析（ステップワイズ法）を行った。 

 図表２－１０に示す通り、「介護職場」（ダミー変数）は回帰式から除外されており、

介護職場であることが①の「早期離職」傾向を説明しないことが分かる。 

また、「個人的社会化戦術」と「プロセスコンフリクト」が、早期離職への影響が大き

いのは、第１章と全く同様の結果であるが、さらに「新卒一斉採用」の標準化係数が大

きい点が特徴である。「新卒一斉採用」の傾向が高いと、「早期離職」が高まるという結

果は極めて興味深い。 

この他、「同僚迷惑」の傾向が強いこと、「社会関連資本」が弱いこと、「フィードバッ

ク」の傾向が弱いこと、「正社員中心」の傾向が強いこと、「文脈的社会化戦術」の傾向

が強いことが、「早期離職」を促すという結果になっている。 

標準化されていない係数に介護職場の平均因子得点を乗じ、「早期離職」因子の平均得

点に対する寄与率を求めたところ、「新卒一斉採用」（34.2％）、「同僚迷惑」（18.0％）、

「プロセスコンフリクト」（14.3％）、「正社員中心採用」（11.7％）の順に高く、これら

の因子で 78.1％が説明できた。 

 

 ＜図表２－１０ 「早期離職」の決定要因（全体）＞ 

モデル 標準化されていない係数 標準化係数 

t 値 有意確率 B 標準偏差誤差 ベータ 

8 (定数) .000 .021   .000 1.000 

雇用 2 新卒一斉採用 .444 .028 .425 16.051 .000 

プロセスコンフリクト .109 .025 .113 4.412 .000 

社会化戦術 3 個人的 .122 .026 .109 4.692 .000 

仕事内容 4 同僚への影響 .149 .026 .140 5.738 .000 

社会関連資本 -.109 .025 -.111 -4.298 .000 

仕事内容 2 フィードバック -.059 .023 -.060 -2.560 .011 

雇用 4 正社員中心 .057 .025 .057 2.283 .023 

社会化戦術 1 文脈的 -.051 .025 -.050 -2.051 .040 

調整済み R2値＝.275 
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さらに介護職場の特徴を明確にするために、介護職場とそれ以外で、①の「早期離職」

因子を従属変数とし、②～⑤の因子・標準化合計得点を独立変数として、重回帰分析（強

制投入法）を行った。 

図表２－１１と図表２－１２を比較すると、その構造は類似していることがわかる。

すなわち、介護職場は、今回比較したサービス業の職場と、「早期離職」を決定する要因

においては、ほぼ同じ構造を持っているということになる。 

ただし、介護職場においては、「文脈的社会化戦術」が高いこと、「垂直的役割関係」

が高いことが、「早期離職」傾向を弱めることが分かる。 

 

＜図表２－１１ 「早期離職」の決定要因（介護職場）＞ 

モデル 標準化されていない係数 標準化係数 

t 値 有意確率 B 標準偏差誤差 ベータ 

6 (定数) .102 .040   2.533 .012 

社会化戦術 3 個人的 .214 .047 .198 4.583 .000 

雇用 2 新卒一斉採用 .341 .051 .309 6.680 .000 

感情コンフリクト .103 .042 .111 2.420 .016 

仕事内容 4 同僚への影響 .192 .046 .180 4.132 .000 

社会関連資本 -.149 .046 -.154 -3.233 .001 

社会化戦術 1 文脈的 -.098 .043 -.104 -2.260 .024 

調整済み R2値＝.186 

 

＜図表２－１２ 「早期離職」の決定要因（介護職場以外の職場）＞ 

モデル 標準化されていない係数 標準化係数 

t 値 有意確率 B 標準偏差誤差 ベータ 

6 (定数) -.032 .025   -1.273 .203 

雇用 2 新卒一斉採用 .506 .027 .498 18.907 .000 

プロセスコンフリクト .096 .029 .099 3.291 .001 

社会化戦術 3 個人的 .101 .031 .090 3.258 .001 

仕事内容 2 フィードバック -.086 .028 -.086 -3.134 .002 

仕事内容 4 同僚への影響 .106 .031 .098 3.364 .001 

社会関連資本 -.078 .029 -.080 -2.673 .008 

調整済み R2値＝.317 
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４. 考察 

  

今回得られた結果をまとめると以下のようになる。 

 介護職場の早期離職要因は、他のサービス業と基本的に大きな違いはなく、「新卒一

斉採用傾向」「個人的社会化戦術」「同僚に迷惑を与える職務特性」「社会関連資本が

充実していないこと」が、早期離職の要因となっている。 

 一方、介護職場に特徴的なことは、「感情コンフリクトの存在」「文脈的社会化戦術

の弱さ」が、早期離職になっている点である。 

 「新卒一斉採用」が「早期離職」をもたらすという今回の結果は、極めて興味深い。

一般産業界において、昨今、「新卒一斉採用」と「早期離職」が、極めて大きな問題と考

えられているが、これらが直接結びつくという論考は、筆者らの知る限りほとんどない。

むしろ、随時的採用を行うより、新卒一斉採用を行うほうが、計画的な採用・教育が行

われているという点で、適切な人事システムを有していると考えられ、「早期離職」を抑

制する効果を考えるのが一般的であろう。 

それでは、両者は、どのような理由から高い相関をもっているのであろうか。 

例えば、一斉に採用された新卒職員において「同期形成」が行われ、採用された職場

に対する「失望」や「リアリティショック」を同期同士で強化するという想定を置くと、

両者の関係は説明できるかもしれない。この場合、「垂直的交換関係」があることや、「就

職前準備」（専門教育）がある場合、両者の関係は弱まることが想定できる。しかし、「垂

直的交換関係」が高い職場、「就職前準備」が高い職場において、「新卒一斉採用」「早期

離職」の相関を分析したところ、やはり強い相関がみられた。 

この他、交互作用について確認したが、いずれも「新卒一斉採用」と「早期離職」の

関係は強固であった。この点については、今後の更なる研究による分析が求められる。

また、今回の結果が仮に普遍化できるとしても、新卒採用には上述の通り、メリットが

あるため、「だから新卒一斉採用をやめるべき」という示唆を得るべきではないだろう。 

あらためて、今回の研究が、介護職場における早期離職の防止について与える含意は、

他のサービス業同様に、「個人的社会化戦術」を避け、「社会関連資本」の充実を進める

ことが重要ということとなる。なお、「文脈的社会化戦術」や「コンフリクト」について

は、第１章の結果とやや異なる結果が得られており、今後の研究にゆだねたい。 

 



５．参考 

 

ウエブ調査 職種別平均値・職種別クロス集計 

 

（１）日々の仕事の特徴 

 図表 1 は、介護職員、調理従事者、旅館・ホテル従事者、飲食給仕従事者それぞれの日々の

仕事の特徴について、各質問の「１．全くそうでない」～「７．非常にそうである」をそれぞ

れ１～７点として平均値を示したものである。介護職員の回答のうち、他職種に比べて高い得

点だったのは、「社会全体に役立つ仕事である」5.46 点、「仕事の結果が、顧客の生活に非常に

重要な影響がある」5.36 点であり、その差も大きい結果だった。一方、介護職員の回答のうち、

他職種に比べて低い得点を示していたのは、「きちんときめられただけのことをすることが、主

である」3.48 点、「いつでも、自分のしている仕事がうまくいっているかを知ることができる」

4.13 点であった。 

 

 図表 1 日々の仕事の特徴（平均値） 
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誰かの仕事がうまくいかないと、他の同僚が困ることになる
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介護職員 (n=500,平均値） 調理従事者 (n=404,平均値）

旅館・ホテル従事者 (n=197,平均値） 飲食給仕従事者 (n=437,平均値）
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（２）日々仕事を行う上で、同僚との意見の相違や対立 

 図表 2 は、介護職員、調理従事者、旅館・ホテル従事者、飲食給仕従事者それぞれの、日々

仕事を行う上での同僚との意見の相違や対立について、各質問の「１．全くそうでない」～「７．

非常にそうである」をそれぞれ１～７点として平均値を示したものである。介護職員は、質問

項目全般において高い得点を示し、なかでも、「他メンバーの「仕事のやり方」について、指摘

しにくい雰囲気が強く存在する」4.14 点、「他のメンバーの「仕事に向き合う姿勢」に疑問を

持っているが、黙っている」4.12 点、「仕事に対する考え方に大きな相違が存在する」4.07 点

などが他職種よりも高い得点であった。介護職員と同様に、旅館・ホテル従事者も全般的に得

点が高い傾向であり、反対に、調理従事者は、全般に得点が低い傾向であった。 

 

 

 

 
図表 2 日々仕事を行う上で、同僚との意見の相違や対立（平均値） 
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（３）職場の雰囲気・職場風土・文化 

 図表 3 は、介護職員、調理従事者、旅館・ホテル従事者、飲食給仕従事者それぞれの、職場

の雰囲気・職場風土・文化について、各質問の「１．全くそうでない」～「７．非常にそうで

ある」をそれぞれ１～７点として平均値を示したものである。いずれの職種において最も得点

が高かったのは「従業員はたいへんよく仕事をしている」であり、特に介護職員の得点（4.69

点）が高かった。このほか、介護職員は、「職場全体として、今の仕事のやり方では満足せずに、

常に問題意識をもって取り組み改善するように心がけている」4.17 点、「職場の方針や規則に

従うように、厳しい要請がある」4.16 点、「ミーティングの成果は、必ず次の仕事に生かされ

ている」3.96 点なども、他職種より高い得点であった。一方、介護職員の回答のうち他職種に

比べて低い得点を示していたのは、「目標達成に向けて競争的な雰囲気がある」3.25 点であっ

た。 

 

 

 図表 3 職場の雰囲気・職場風土・文化（平均値） 
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（４）職場での従業員支援 

 図表 4 は、介護職員、調理従事者、旅館・ホテル従事者、飲食給仕従事者それぞれの、職場

における従業員支援について、各質問の「１．全くそうでない」～「７．非常にそうである」

をそれぞれ１～７点として平均値を示したものである。介護職員の回答で高い得点を示してい

たのは、「自分の役割がどうあるべきかについて教えられることはなく、自分で発見する必要が

ある」4.44 点、「仕事の上で必要な知識の多くは、自分自身で試行錯誤して習得する必要があ

る」4.43 点であり、他職種の得点もほぼ同様に高い傾向であった。一方、介護職員の回答のう

ち、他職種に比べて低い得点であったのは、「新人の仕事の仕方について、経験豊富な社員が指

導することは、ほとんどない」3.22 点であった。 

 

 

 

 

 

図表 4 職場での従業員支援（平均値） 
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自分の役割がどうあるべきかについて

教えられることはなく、自分で発見する必要がある

新人に対し、一連の特別な学習プログラムを経験させたりはしない

新人の仕事の仕方について、

経験豊富な社員が指導することは、ほとんどない

仕事の上で必要な知識の多くは、

自分自身で試行錯誤して習得する必要がある

昇進の仕方は、異動などの

一定の計画に従うことが、はっきりと告げられている

昇進のためのステップが、はっきりと決まっている

経験や業績を築くために必要な役割移動や

職能間の異動が明確になっている

新人であっても、身近な先輩を見れば、

自分の役割が明確にわかるようになっている

組織に適応できるように、先輩は手助けをしてくれる

ほぼ全ての先輩は、新人に対し、個人的に支援している

他の社員の経験を観察することで、

社内での将来の自分のキャリアを展望できる

周囲の期待レベルに到達するまでは、新人はお客様扱いである

部門の作業手順や仕事の仕方を完全に習得するまでは、

新人に一般の通常業務は課さない

介護職員 (n=500,平均値） 調理従事者 (n=404,平均値）

旅館・ホテル従事者 (n=197,平均値） 飲食給仕従事者 (n=437,平均値）

－81－



（５）職場の上司や同僚の傾向 

 図表 5 は、介護職員、調理従事者、旅館・ホテル従事者、飲食給仕従事者それぞれの、職場

の上司や同僚の傾向について、各質問の「１．全くそうでない」～「７．非常にそうである」

をそれぞれ１～７点として平均値を示したものである。介護職員は、他の職種に比べて多くの

項目で高い得点を示し、なかでも、「同僚や職場の友人が、仕事に必要な情報を提供している」

4.35 点、「同僚や職場の友人が、自分にはない専門的知識・スキルを提供している」4.34 点、

「上司は部下に学習の機会や便宜を与えている」4.16 点、「同僚や職場の友人が、新たな視点

を与えている」4.14 点などは、他職種との差も大きい結果だった。 

一方、介護職員の回答のうち、「多くの人は、職場内の他の人を信頼している」4.21 点は、「調

理従事者」「飲食給仕従事者」より、得点が若干低い傾向がみられた。 

 

図表 5 職場の上司や同僚の傾向（平均値） 
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日常の仕事を進める際に上司が助けてくれる

上司は部下の強みや課題を理解している

上司は部下に学習の機会や便宜を与えている

上司は部下に振り返る機会を与えている

上司は部下に新たな視点を与えている

上司は部下に客観的な意見を言っている

同僚や職場の友人が、仕事について振り返る機会を与えている

同僚や職場の友人が、新たな視点を与えている

同僚や職場の友人は、客観的な意見を言う

同僚や職場の友人が、仕事上の必要な他部門との調整をしてくれる

同僚や職場の友人が、自分にはない専門的知識・スキルを提供している

同僚や職場の友人が、仕事に必要な情報を提供している

職場の人は基本的に正直な人が多い

職場には、信頼できる人が多いと思う

多くの人は、職場内の他の人を信頼している

仕事において誰かを助けると、いずれその人からも助けてもらえる

困ったときにはお互いに助け合っている

誰かを助ければ自分が困っている時に誰かが助けてくれるような職場である

介護職員 (n=500,平均値） 調理従事者 (n=404,平均値）

旅館・ホテル従事者 (n=197,平均値） 飲食給仕従事者 (n=437,平均値）
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（６）「顧客」のとらえかた 

 図表 6は、介護職員、調理従事者、旅館・ホテル従事者、飲食給仕従事者それぞれの、「顧客」

のとらえかたについて、各質問の「１．全くそうでない」～「７．非常にそうである」をそれ

ぞれ１～７点として平均値を示したものである。介護職員は、他職種に比べて質問項目全般に

高い得点を示し、なかでも、「よい仕事をするためには、顧客のことをより深く知ることが重要

であるとされている」4.93 点、「顧客の気持ちや問題に応えることを通じて、技術や能力が向

上する」4.92 点、「一人の顧客と長い期間にわたってお付き合いすることが多い」4.90 点、「一

方的にサービスを提供するのではなく、顧客自身にも参加・協力してもらう必要がある」4.88

点などは、他職種との差も大きい傾向であった。一方、介護職員の回答のなかでも得点が低か

ったのは、「個々の顧客が求めているものは、明確である」4.18 点であり、飲食給仕従事者よ

り低かった。 

 

 

 

 

 

 

 

図表 6 「顧客」のとらえかた（平均値） 
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自分たちにとって重要な顧客はどのような顧客であるかが、

トップから明確にされている

売り上げや利益のためには、どんな顧客でも受け入れなくてはならない

顧客満足に基づいて、事業目標が定められている

顧客のニーズをより理解したうえで、事業の方向性が決められている

いかに顧客にとっての価値を作りだすかという点を考えた上で、

事業の方向性が決められている

顧客の視点にたって、顧客が求めるものを理解することが大事とされてい

る

よい仕事をするために必要な情報は、顧客が持っているとされている

よい仕事をするためには、顧客のことを

より深く知ることが重要であるとされている

顧客と一緒に、自分たちが

提供するサービスのことについて話し合うことが楽しい

個々の顧客が求めているものや、自分たちが何ができるかについて、

職場で常に話し合われている

顧客の不満や苦情をもとに、サービスのあり方を改善するよう努めている

顧客の真のニーズにこたえようとしている

顧客が言葉にしない、本当の望みを引き出そうとしている

顧客の人生や生活を豊かにすることを目指そうとしている

顧客の生活や人生に積極的に関わろうとしている

個々の顧客が求めているものは、明確である

顧客にとっては、サービスの結果よりもそのプロセスが重要である

一人の顧客と長い期間にわたってお付き合いすることが多い

顧客との関係や顧客自身の経験から学ぶことで、成長する

顧客の気持ちや問題に応えることを通じて、技術や能力が向上する

一方的にサービスを提供するのではなく、

顧客自身にも参加・協力してもらう必要がある

顧客同士の関係づくりが重要である

介護職員 (n=500,平均値） 調理従事者 (n=404,平均値）

旅館・ホテル従事者 (n=197,平均値） 飲食給仕従事者 (n=437,平均値）
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（７）「顧客」と接する際、どのような姿勢や考え方を持っているか 

 図表 7は、介護職員、調理従事者、旅館・ホテル従事者、飲食給仕従事者それぞれの、「顧客」

と接する際の姿勢や考え方について、各質問の「１．全くそうでない」～「７．非常にそうで

ある」をそれぞれ１～７点として平均値を示したものである。介護職員は、他職種に比べて質

問項目全般に高い得点を示し、そのなかでも、「顧客の立場に立って考える」5.08 点、「顧客の

感情に敏感であろうとする」5.04 点、「その場に応じた感情の表わし方を探す」4.90 点、「顧客

がなぜ今そのような言動をしたのかを、常に考える」4.89 点などは高い得点であった。また、

「無関心なことでも関心をもとうとする」4.66 点は、他職種との差も大きい傾向であった。 

 

図表 7 「顧客」と接する際、どのような姿勢や考え方を持っているか（平均値） 
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顧客と接した後、自分の態度や言動が

適切であったかどうかを振り返る

自分のサービスのやり方を振り返り、改善するところを考える

顧客がなぜ今そのような言動をしたのかを、常に考える

顧客の立場に立って考える

その場に応じた感情の表わし方を探す

顧客の感情に敏感であろうとする

心に感じていることとの違いを自覚しながら感情を表す

無関心なことでも関心をもとうとする

期待されている感情を心の中でイメージする

何も感じていないようにふるまう

驚いたり緊張したりするふりをする

喜びや親しさなどの肯定的感情をよそおう

自分の気持ちを容易に出さないように、気を引き締める

不安や怒りなどの否定的感情を隠す

驚いたり緊張したりしてもその気持ちを隠す

介護職員 (n=500,平均値） 調理従事者 (n=404,平均値）

旅館・ホテル従事者 (n=197,平均値） 飲食給仕従事者 (n=437,平均値）
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（８）仕事に向き合うに当たって、どのような姿勢や考え方を持っているか 

 図表 8 は、介護職員、調理従事者、旅館・ホテル従事者、飲食給仕従事者それぞれの、仕事

に向き合うに当たって、どのような姿勢や考え方を持っているかについて、各質問の「１．全

くそうでない」～「７．非常にそうである」をそれぞれ１～７点として平均値を示したもので

ある。介護職員は、他職種に比べて質問項目全般に得点が高く、なかでも、「組織の方針と自分

の仕事との関係を考えながら仕事をしている」4.51 点、「今の組織の将来あるべき姿を認識し

ている」4.23 点、「組織や上司にとって、より価値がある行動をするために、能力を積極的に

発揮している」4.29 点では、他職種との差も大きい傾向がみられた。 

 

図表 8 仕事に向き合うに当たって、どのような姿勢や考え方を持っているか（平均値） 
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組織の方針と自分の仕事との関係を考えながら仕事をしている

今の組織の将来あるべき姿を認識している

組織や上司にとって、より価値がある行動をするために、

能力を積極的に発揮している

先輩や上司の言われたことだけをするのではなく、

組織の目標を達成するために重要なことは何かを考えている

自分の行動を変えることによって状況を

変えることができないか考えるようにしている

問題の原因になった自分の行動ややり方を変えようとする

つらいことがあっても、これも自分にはよい経験だと思うようにする

介護職員 (n=500,平均値） 調理従事者 (n=404,平均値）

旅館・ホテル従事者 (n=197,平均値） 飲食給仕従事者 (n=437,平均値）
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（９）今の職場におけるキャリアをどのように考えているか 

 図表 9 は、介護職員、調理従事者、旅館・ホテル従事者、飲食給仕従事者それぞれの、今の

職場におけるキャリアをどのように考えているかについて、各質問の「１．全くそうでない」

～「７．非常にそうである」をそれぞれ１～７点として平均値を示したものである。介護職員

の回答のうち、最も得点が高かったのは、「自分の能力が向上していくことを、自分なりに実感

を持っている」4.13 点であり、調理従事者も同様の結果だった。また、介護職員の「今の職場

で、自分の専門性を高めるために、将来何をやっていけばよいかが分かっている」4.05 点、「今

の職場に、自分が目標とする先輩がいる」3.56 点では、他職種の得点よりも高く、その差も大

きい傾向がみられた。 

 

図表 9 今の職場におけるキャリアをどのように考えているか（平均値） 
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今の職場で、自分の望む職業生活を

送るための具体的な計画が立てられる

今の職場で、先々やりたいことがイメージできる

今の職場で、将来の昇進のために、

何を努力すればよいかが明確である

この組織で働き続けることについて、将来の不安はない

今の職場は、努力すれば、着実に報いられる

今の職場に、自分が目標とする上司や先輩がいる

自分の能力が向上していくことを、

自分なりに実感を持っている

今の職場で、将来、自分の能力や専門性を高めて、

どのようなことをやってみたいかが思い浮かぶ

今の職場で、自分の専門性を高めるために、

将来何をやっていけばよいかが分かっている

介護職員 (n=500,平均値） 調理従事者 (n=404,平均値）

旅館・ホテル従事者 (n=197,平均値） 飲食給仕従事者 (n=437,平均値）
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（１０）現在の仕事に対する意識 

 図表 10 は、介護職員、調理従事者、旅館・ホテル従事者、飲食給仕従事者それぞれの、現在

の仕事に対する意識について、各質問の「１．全くそうでない」～「７．非常にそうである」

をそれぞれ１～７点として平均値を示したものである。全般的にみると、介護職員は、調理従

事者と同様の回答傾向であり、介護職員の回答のうち高い得点であったのは、「他の会社や職場

に移っても、今の仕事につきたい」4.29 点、「今の仕事でキャリアを追求したい」4.25 点であ

った。また、「今の仕事に関する雑誌や本を多く読んでいる」3.83 点に関しては、他職種との

差も大きい傾向がみられた。 

 

図表 10  現在の仕事に対する意識（平均値） 
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今の仕事が好きなので、この先も続けたい

今の仕事を一生続けたい

私にとって今の仕事は、

ライフワークとして理想的な仕事である

他の会社や職場に移っても、今の仕事につきたい

もし働かずにお金が得られても、今の仕事を続けるだろう

今の仕事に満足している

給料が下がっても、今の仕事をしたい

今の仕事でキャリアを追求したい

今の仕事に関する雑誌や本を多く読んでいる

介護職員 (n=500,平均値） 調理従事者 (n=404,平均値）

旅館・ホテル従事者 (n=197,平均値） 飲食給仕従事者 (n=437,平均値）
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（１１）回答者自身について 

 

１) 性別 

 図表 11-1-①、11-1-②は、回答者の性別について示したものである。全体の52.4％が「男性」

であった。職種別では、介護職員、調理従事者、旅館・ホテル従事者では、「男性」が6割程度

を占めているのに対し、飲食給仕従事者は7割が「女性」であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２) 年代 

 図表 11-2-①、11-2-②は、回答者の年代について示したものである。全体では、「40代」34.3％

と「30代」33.4％が最も多く、次いで「50代」「20代」と続いている。職種別では、介護職員は、

「30代」38.6％が多く、調理従事者、旅館・ホテル従事者では「40代」が4割程度を占めた。 

 

３)   

10代

0.2%

20代

9.8%

30代

33.4%

40代

34.3%

50代

17.0%

60代以上

5.3%

男性

52.4%
女性

47.6%

図表 11-1-① 回答者の性別（全体） 

（n=1,538） 

図表 11-2-① 回答者の年代（全体） 

図表 11-1-② 回答者の性別（職種別）

（n=1,538） 

図表 11-2-② 回答者の年代（職種別） 
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３) 現在の職業についてからの通算経験年数 

図表 11-3-①、11-3-②は、回答者の現在の職業についてからの通算経験年数を示したもので

ある。職種別では、介護職員は「～10年未満」の合計構成比が高く、飲食給仕従事者も同様の

傾向であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４) 今の施設・事業所での勤務年数 

 図表 11-4-①、11-4-②は、回答者の今の施設・事業所での勤務年数を示したものである。全

体では、「3年～5年未満」が 16.2％で最も多く、職種別では、介護職員は、飲食給仕従事者と

同様に「～5年未満」の合計構成比が 5割以上を占め、調理従事者、旅館・ホテル従事者は、「5

年以上」の者の割合が 5割以上を占めた。 

1年未満

10.3%

1年～2年未満

11.1%

2年～3年未満
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5年～7年未満

12.7%
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5年～7年未満
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10.9%

10年～15

年未満

16.6%

15年～20年未満

11.1%

20年～30年未満

11.4%

30年以上

6.0%

（n=1,538） 

図表 11-3-② 現在の職業についてからの 

        通算経験年数（職種別） 

図表 11-3-① 現在の職業についてからの 

        通算経験年数（全体） 

（n=1,538） 

図表 11-4-② 今の施設・事業所での 

        勤務年数（職種別） 

図表 11-4-① 今の施設・事業所での 

        勤務年数（全体） 
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（１２）回答者の勤務先について 

 

１) 勤務先の雇用状況について 

 図表 12-1は、介護職員、調理従事者、旅館・ホテル従事者、飲食給仕従事者それぞれの、勤

務先について、各質問の「１．全くそうでない」～「７．非常にそうである」をそれぞれ１～

７点として平均値を示したものである。介護職員の回答のうち、他職種に比べて得点が高かっ

たのは、「正社員は、就職前に、仕事上に役立つ資格や教育を受けてきている」4.26点、「正

社員は、就職前に、仕事に必要な情報や技術を入手している」3.92点、「非正規社員、派遣社

員等に対して正社員が圧倒的に多い」3.91点、「正社員を中心に雇用するという方針がある」

3.80点であり、その差も大きい傾向が見られた。一方、「採用される正社員の年齢・経験はほ

とんど同じである」では、介護職員の得点が2.79点と、他職種に比べて、若干低い傾向であっ

た。 

 

 

  
図表 12-1 勤務先の雇用状況について（平均値） 
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非正規社員、派遣社員等に対して正社員が圧倒的に多い

正社員を中心に雇用するという方針がある

定期的に正社員が一定数採用されている

正社員は新卒採用が中心である

正社員は、就職前に、仕事に必要な情報や技術を入手している

正社員は、就職前に、仕事上に役立つ資格や教育を受けてきている

正社員は未経験で採用される者が多い

採用される正社員の年齢・経験はほどんど同じである

正社員として雇用されて間もなく、

仕事が自分のイメージと違ってやめる人が多い

正社員として雇用されて３年以内にやめる人が多い

正社員で長く（１０年以上）勤務する人はめずらしい

介護職員 (n=500,平均値） 調理従事者 (n=404,平均値）

旅館・ホテル従事者 (n=197,平均値） 飲食給仕従事者 (n=437,平均値）
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２) 勤務先の規模 

 図表 12-2-①、12-2-②は、回答者の勤務先の規模を示したものである。全体的には、ほぼ同

程度の割合を占める結果だった。職種別では、介護職員は「51～300名」の合計構成比が4割で

あり、調理従事者、飲食給仕従事者は「1～20名」の合計構成比が4～5割、旅館・ホテル従事者

では「1～5名」を除く規模がほぼ同程度の割合であった。 
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51～100名
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10.4%

図表 12-2-① 勤務先の規模（全体） 図表 12-2-② 勤務先の規模（職種別） 

（n=1,538） 
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第３章 介護・福祉現場における離職に関する事例研究 

 

１．背景 

 介護・福祉従事者が離職する要因としては、賃金や労働環境などの労働条件が注目され

がちだが、それだけでなく、職場でともに働く上司・同僚・部下との仕事を巡るトラブル

によって離職する場合も存在する。実際、介護労働安定センター（2010）1の調査結果によ

ると、「職場の人間関係に問題があったから」という理由で離職した介護職は、23.4%を占

めている。そこで、本研究は、こうした状況が生まれる背景を深めて考えていくことを目

的に、経営・管理者、福祉・介護職員、福祉・介護職員、教育・研究者が多面的に議論を

行うこととした。 

この事例検討会は、同様の悩みや問題を抱えている福祉・介護職員、再度、福祉・介護

職場に復帰しようとしている者にとって、自らのキャリアやこれまでの実践の振り返り、

将来の自分のキャリアを描いていくために一助になるものと考える。 

 

２．目的 

・ リーダーが抱える悩みや問題、仕事への意識を把握し、「やりがい」を持って、仕

事をし続けるためにはどのようにしたら良いのか、検討する。 

・ さまざまな立場のメンバーで、問題を検討することにより、多面的に問題を捉え、

参加メンバーが多面的な考え方から新たな気づきや学びを得る。 

 

３．方法 

（１) 事例作成・事例検討の方法 

・ 自分の離職等の経緯について、本人に、「事例」として、記述してもらう(プライ

バシーの観点から内容に差し障りのない程度変更)。 

・ 記述された「事例」から、事例提供者とともに、検討すべき課題を設定する。そ

の課題に合わせて、複数名でチェックし、不明点等を挙げ、内容をさらに具体化

できるように、提供者に加筆してもらう。 

・ 最終「事例」は、事前に検討メンバーに送付し、メンバーは事前に課題について

考えてくる。 

・ 検討方法は、一般的な事例検討法を用い、事例の内容に関して、メンバーが提供

者に質疑をする時間を設け、その後、検討すべき課題について議論を行った。 

 

（２) 開催日時：平成 23 年 8 月 20 日（日）13 時～17 時 

 

                                                  
1介護労働安定センター（2010）「介護労働者の就業実態と就業意識調査」より 
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（３) 開催場所：清瀬市生涯学習センター 

 

（４) 検討会参加メンバー 

赤嶺祐子 特別養護老人ホームありあけの里 介護支援専門員・生活相談員 

井出清子 介護付有料老人ホーム ネクサスコート久地、 

日本社会事業大学専門職大学院  

影山優子 西武文理大学 准教授 

金田優子 社会福祉法人群馬県社会福祉事業団 高崎市在宅介護支援センタ

ー高風園 相談員 

川邉文枝 現 株式会社 NGU 生活維持向上倶楽部「扉」生活相談員 

(元 社会福祉法人横浜博萌会 介護職) 

白石旬子 日本学術振興会特別研究員 DC、日本社会事業大学大学院社会福祉

学研究科博士後期課程 

樋熊さとみ 社会福祉法人黎明会 特別養護老人ホームやすらぎの園  

藤井賢一郎 日本社会事業大学専門職大学院 准教授 

藤井尚三郎 社会福祉法人慈光会上安慈光園 副園長 

松本望 日本社会事業大学大学院 社会福祉学研究科博士前期課程 

蓑輪直美 社会福祉法人 芳洋会 ひのでホーム 相談員 

矢部正治 日本社会事業大学専門職大学院 准教授 

山室絵子 埼玉労働局 精神障害者雇用トータルサポーター 
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４．事例 

 

 

デイケア改革顛末記 

 

 

舞台となる病院の概要 

緑の丘病院は、A 県 B 市（人口 12 万）にある精神科単科病院で、設立は平成 2 年と、比

較的新しい病院である。認知症の治療に力を入れている医療機関であり、330 床の病床の半

数は認知症用のベッドである。入院は治療のためという原則を前面に出し、平均在院日数

は 3 ヶ月を切る。それを可能にしているのが、退院後の受け皿としてのデイケアであり、

その構成（平成 13年時点）は、精神科デイケア（50名）、重度認知症患者デイケア（75名）、

および介護保険の通所リハビリテーション（40名）となっている。 

 

 病院の構成（平成 13 年時点） 

A 棟 1 階 60 床 2 階 60 床 それぞれ主任 1人、副主任 2人 

B 棟 1 階 55 床 2 階 55 床 それぞれ主任 1人、副主任 2人 

C 棟 1 階 50 床 2 階 50 床 それぞれ主任 1人、副主任 2人 

精神科デイケア（定員 50） 職員 5人 

高齢者デイケア（重度痴呆患者デイケア 75 人と通所リハビリテーション 40 人の両者を

一体として運営しており合計定員 115 人） 職員合計 30 人 主任 1、副主任 1 

訪問看護ステーション 職員 3人 

地域生活支援センター 職員 5人 

グループホーム 2 職員 2人 

居宅支援事業所 ケアマネジャー2人 事務 1人 

 この他、病院内組織として、栄養科、薬剤室、相談室、事務室、医局 

病院とは別にクリニック 2ヵ所 

 

 登場人物  

   理事長(兼院長) 大久保一雄（精神科医師） 50 代 

     事務長 神田昌夫 40 代後半 

     作業療法士 新橋（30代後半）・十条（20代）・赤羽（30代） 

大塚正子（30代）・田端和子（30代） 

     作業療法士 目黒誠（20 代） 

     理学療法士 目白卓・品川光一・巣鴨実（全員 30 代） 

     介護福祉士 上野恵美 副主任（30代） 

－94－



     看護師（高齢者デイケア副主任→主任→病棟副主任）大崎美佐子（40 代後半） 

     看護師（高齢者デイケア→ケアマネジャー）田町和美（50 代後半） 

     看護師 渋谷夕子 副主任（40代） 

     送迎担当 新橋猛（准看護師）（30 代） 

     事務職 中野裕一（20代後半） 

     ケアマネジャー 小岩和子（元管理栄養士）（50代後半） 

     SW 野田衿子（40歳代半）本ケースの主人公 

     SW 市川由美子（30 代）  

 

 平成 13 年、主人公である野田が高齢者デイケアの改革に着手していたころ、彼女の目に、

映っていた緑の丘病院の姿は、以下のとおりである。 

 

 組織として管理職に該当するのは、各病棟に配置される主任と副主任だけであり、総師

長のような全体を統括する立場の管理職は置いていない。 

また、病棟以外の部署には管理職は置いていないが、高齢者デイケアには例外的に配置さ

れている。高齢者デイケアは、もともと主任も副主任も不在だったが、野田が入職する 1

ヶ月前に病棟主任だった田町が異動してきて、その 2 年後に病棟副主任だった大崎が異動

してきたため、そのまま主任、副主任となったようだ。 

つまり、「主任」「副主任」という名称が、職位なのか役割（部下を持ち掌握する）なの

か職能なのか不明な状況であり、このこと一つとっても、この病院は、組織が未成熟であ

ることが分かる。 

理事長大久保は外来診察も病棟の診察もこなしながら、病院の経営のすべてを把握、ト

ップとして病院の拡大に意欲を見せていた。事務長神田や主任たちにとって、理事長大久

保の言うことは絶対である。前述のように、入院は治療のためという原則を前面に出し、

平均在院日数は 3 ヶ月を切り、退院後の受け皿として精神科デイケアと高齢者デイケアを

活用し、収益を上げていた。 

事務長神田は、理事長の意向を受けて、職員の採用、病棟を含めて職員の配置など、人

事面すべてを取り仕切っていた。また主任のいない部署については事務長神田が直接掌握

する体制となっていた。さらにクリニックを含めて新しい部門の立ち上げは、神田の役割

だった。理事長大久保の考えを体現していくのが事務長神田だといってよいだろう。 

意思決定機関としての理事会はあったはずであるが、現場には他の理事の姿は見えてこ

なかった。理事長以外の理事は理事長のいうなりだったと思われる。 

日常の病院運営については、主任会議が毎週 1 回開かれ、連絡などのほか病棟間の人事

異動もここで協議されていた。また大きな異動、昇進などは事務長神田と理事長の間であ

る程度の案が決まったあと、多くは事務長神田から主任会議に打診があり、最終的な承認

が行われるという流れだった。 
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（参考） 

重度認知症患者デイケア（当時の名称「重度痴呆患者デイケア」） 

診療報酬 送迎付 6 時間以上の場合 1308 点（現在は 1000 点） 

食事提供加算 40 点 

施設基準 1 単位 25 名につき従事者 4人以上  

従事者内訳  

精神科医師 1人以上（兼務可） 

OT1 人以上 

看護師 1人以上 

精神科経験のある看護師、精神保健福祉士、臨床心理技術者のうち 1人以上 

 

 さて、これから語ることの顛末も、主人公である野田の目を通じて書かれたものである。 

（このケースの経過の中で、看護婦→看護師と呼称が変わるが、看護師で統一している） 

 

 

平成 10 年 入職。とりあえずの配属 

都内の精神科クリニックでソーシャルワーカーとしてデイケアを担当していた野田衿子

は、通勤距離の長さに疲れ、5 年目でそこを退職、自宅のある A 県での職場を探していた。

平成 9年の秋、緑の丘病院の高齢者デイケアのスタッフ募集の広告を見た野田が、「スタッ

フとしてソーシャルワーカーも募集しているのか」と問い合わせたところ、電話に出た事

務長神田が、とりあえず会って話そう、と言ったため、野田は緑の丘病院に出かけた。 

 

事務長神田から、うちの病院であなたがソーシャルワーカーとしてどんな役に立つのか

と聞かれ、野田は、「患者さんの支援ももちろんだが、病院の中で部署同士、職種同士の連

携、部署の中でのチームワークを円滑にすることも仕事の一つ、病院としてソーシャルワ

ーカーをどう使うといいか、検討してほしい」と言った。神田は「うちの病院には今まで

ソーシャルワーカーはいなかった。あなたがソーシャルワーカーとして働きたいというな

ら、とりあえずは採用してもいい。ただし、うちはいま重度痴呆患者デイケアに力を入れ

ているので、とりあえずそこに介護スタッフとしていてもらう。あとのことはまた考える」

と言われた。 

野田は、神田の言い方に納得したわけではないが、ソーシャルワーカーの役割に興味を

示しているとも感じられ、自分が、それを示していくこともできるのではないかと考え、

この申し出を受けることとした。 

 

その面接のあと、野田は高齢者デイケアの送迎担当の新橋猛に紹介され、新橋から、送
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迎介助ができるか（早出、残業になる）と聞かれ、「週に 3回くらいなら」と返事している。

なるほど、この高齢者デイケアでは送迎スタッフが必要で、それが足りないんだな、と野

田はそのとき思った。それまでの精神科デイケアには送迎という概念がなかったから、こ

れは野田にとっては新たな視点だった。 

 

このような経緯があって、平成 10年の 1月、野田は緑の丘病院の重度痴呆患者デイケア

のスタッフとなった。 

 

野田の配属された部署は重度痴呆患者デイケア（定員 25）を 2 単位実施していた。野田

が配属された 1月に老人デイケア（当時、診療報酬上のサービス）（65名）を併設すること

になり、合計 115 名定員を「高齢者デイケア」という部署名で一体的に運営を始めていた

ところだった。（老人デイケアは介護保険実施後は通所リハビリテーションになる） 

実際には老人デイケアは立ち上げたばかりだったため、1 日の参加者は 80 名くらいだっ

た（ただし、これは日ごとに増えていった）。約 80 名の送迎のため、計 10台のワゴン車と

マイクロ車が毎日動き、毎日 10 人の送迎介助スタッフが毎朝 8 時に出勤し、夕方 19 時過

ぎまで仕事をしていた。 

 

野田のひとこと 送迎 

「竹内孝仁は通所事業の成否を左右するのは『送迎システム』だ、と強調している。毎

日顔ぶれの変わる通所者をもれることなく送迎するために、どの便で、どのスタッフが、

どの通所者を、いつも決まった時刻に、安全に送り迎えするためには、月間の運行計画と

毎日の変更に対応するための日々の送迎計画が大切で、これが送迎システムの中核となっ

ている」（老人保健施設における痴呆性老人デイケア 永田和宏 医学書院 精神科デイケ

ア） 

緑の丘病院の高齢者デイケアには新橋猛が作り上げた送迎システムがあった。このシス

テムで、週に 6 日、100人以上の利用者を、30キロ以上の遠距離から、もれずに時間どお

り間違いなく送迎していた。送迎の間違いや事故は一度もなかった。運転手は直接雇用し

た 3人と、派遣の運転手 7人がいて、送迎スタッフは平成 13年ごろまでは介護職が交代で

務めた。運転手と送迎スタッフの介護職に対する新橋の指導は、非常に厳しかった。 

送迎が遠距離なのと 1 台に乗る人数か多いのとで、送迎は時間がかかった。7 台のマイ

クロバスと 3 台のワゴン車が朝 8時前に出て、10時から場合によっては 11時近くに到着、

帰りは 4 時に出発して最後の利用者を送り届けるのはときには 7 時過ぎになった。車が病

院に戻るのは 8 時近くなることもあった。この時間をできるだけ短縮するため、新橋は常

にどの車にどの地域までを担当させるか、どの利用者をどの車に乗せるかを検討しては、

変えていた。新しい参加者をどのルートに乗せるかも、いちいち難しい問題だったが、す

べて新橋が采配した。 
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 緑の丘病院はインターの近くに位置していたため、高速道路を使うことによって 30 キロ

以上離れたところまでの送迎ができていた。人口密度の低い地域で 100 人以上の利用者を

集めようとすれば、こうした遠距離送迎もやむをえないものだった。 

ケースの話を時間的に先取りすることになるが、野田が改革に着手する平成 13年ご

ろには、新橋が運転手のほかに送迎のパート職員を導入し出したため、介護職員が朝

夕の送迎に時間をとられることが減っていった。また、同じころ、野田が、全職種が

交代で送迎をすることに決めたことにより、職員が送迎介助をするのは帰りのワゴン

車 3 台だけになり、朝のミーティングに全員が顔をそろえることができるようになっ

た。 

 

高齢者デイケアに配置されている職員は、看護職、介護職、OT の 3 職種だった。主任は

看護師の田町和美であったが、野田が配属された際にも、田町から業務の説明はなく、結

局、だれからも業務の説明を受けることはなかった。（田町は野田に笑顔で「よろしくね」

と言っただけだった） 

野田は自分なりに考え、わからないことは他の職員に聞き、できることから仕事をして

いった。精神科デイケアで培ったグループとしての捉え方は、高齢者デイケアも役に立っ

た。 

 

 

エピソード① 一人でレクの準備をする OT 

入職間もないある日、野田は、たまたま早めに送迎介助が終わって、18 時過ぎにデイケ

アに戻ってきた。 

野田の目に映ったのは、ガランとした部屋で大きな模造紙に 1人で色を塗っている OT十

条の姿だった。明日のレクリエーション用らしい。野田は驚き、「なんで一人でやってるん

ですか、他の人は手伝わないで帰ったんですか」と聞いた。十条は平然と「いつもこうで

すよ。介護職の人は送迎だし、看護師さんはこういうことはしないから」と答えた。 

クリニックのデイケアで、看護師や心理職といっしょに職種にこだわらずデイケアを運

営してきた野田にとっては、理解できないことだった。デイケアで使うものならみんなで

作るのが当然ではないか。この高齢者デイケアはどうなっているんだろうと思った。 

 

この時点のスタッフは、OT3 名、看護師 8人、介護職 13人だった。OTと介護職は正規職

員だが、看護師は主任の田町以外はすべて非正規職員（フルタイム非正規職員）として雇

用されていた。 

 

デイケアでは午前は貼り絵などの手作業（1 人 1 人、OT が決めたプログラムがあった）、

午後は集団で音楽療法やダンス療法（複数の講師が来ていた）、レクリエーションなどを行
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っていた。これらはすべて OTが企画や準備した。介護職は、OT の指示でクリエーションの

補助やレクリエーションのリーダーを行っていた。看護師は、レクリエーションは自分た

ちの仕事とは思っていないようで、その間、連絡帳に記入したり、その日の処方薬を整理

したりしていた（ほとんどの利用者はデイケア参加の日に診察を受け、処方薬は帰りの送

迎で届けていた）。たとえ手があいていても、レクリエーションの輪の外で見ていた。 

また、前述のように、送迎介助を行うのは介護職だけだった。さらに、病棟ではトイレ

介助は看護助手の仕事であるためか、看護師はトイレ介助はほとんど手伝わなかった。 

介護職は、朝も夕方も送迎を担当するため、朝のミーティングや利用者が帰宅したあと

の記録書きに参加できず、情報の一部しか知る機会がなかった。野田自身、送迎当番の日

が多くなると、情報が得られなくなり、気がつくと新しい利用者のみならず、新しい職員

が入っていたりすることもあった。 

 

このような、野田には納得のできない「役割分担」は、職種間の連携を阻害していた。

OT、看護師、介護職の 3 職種は非常に仲が悪く、それぞれの職種同士が集まって他の職種

の悪口を言っていることが多かった。 

 

また、利用者の理解力や失認や失行などの程度、言語でのコミュニケーションの程度、

耳の遠さの程度、歩行や嚥下や排泄などの基礎的なアセスメントがまったく共有されてい

ない。さらに、そのことを、誰も問題視していない。そのため、当然のことながら、一人

ひとりの利用者に対して、適切な対応ができていなかった。 

さらに、主として年配の看護師から「こっちにおいで」「それをしちゃだめ」「手を離し

なさい」など、聞くに耐えない言葉が発せられているのなど、言葉づかい一つまともでは

なかった。 

 

介護職は全員 20～30 歳代前半で、福祉の専門学校の卒業生もいたが、あとは他の仕事か

ら転職してきた人が多く、専門学校や高卒が中心だった。介護福祉士はもとより、ヘルパ

ー資格のある者もいなくて、認知症や介護の専門的な知識もなく、手探りで仕事をしてい

るようなものだった。とはいえ、看護師に対する批判は、たとえば「看護師の○○さんは

いつもどなるけど、やさしく言えばすむことなのにね」といったように的を射ていること

も多かった。 

介護職は、朝は 8 時前に出勤し、送迎をし、日中は食事介助やトイレ介助をし、レクリ

エーションの助手やリーダーを務め、4時半になるとまた送迎車に乗って、午後 7時過ぎに

やっと戻り、それから報告をして帰宅していた。当然のように、毎日残業になっていた。

このころ週に 3回程度の送迎の野田の残業時間が月 40時間前後だったから、毎日送迎をし

ている他の介護職は、残業は 60 時間を超えていたと思われる。その結果、介護職員はみん

な疲れていた。 
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介護職は、朝のミーティングや夕方の記録や打ち合わせからは遠ざけられていたので、

いつまでたっても、個々の利用者のことやデイケア全体のことが把握できず、割り当てら

れたことだけを黙ってこなしていた。 

 

看護師は中高年の職員が多かった。高齢者デイケアの募集で直接雇用され、田町と他の 1

人以外は精神科の勤務経験がなく、精神疾患や認知症に対する知識があまりない。とはい

え、利用者に対して子ども扱いしたり、命令口調だったり、しかったり、車椅子から落ち

そうになっているのに気づかなかったり、といった言動は、精神科経験の有無というより、

看護師としての基本的な資質に欠けていたといえよう。 

何より野田が気になったのは、看護師が、利用者がやれば自分でできることを、そばか

ら手を出してやってしまうことだった。たとえば、靴の履き替えを自分でして、脱いだ靴

を下駄箱に入れようとしているのに、横から手を出して下駄箱に入れてしまうとか、食事

のときにプリンのふたを開けようとしているのをさえぎって空けてしまうとか、食事のあ

と食器をまとめてお盆に載せようとしているそばから取り上げて片付けてしまうとかが、

日々目に付いた。残存機能の維持の意味でもすべきことではないし、利用者が自分で何か

するチャンスを奪うのは人権侵害だと野田は思った。 

また、主任の田町以外は非正規職員であるためもあってか、看護師は、残業をせず定時

に帰った。 

 

3 人いた OT は、看護師の態度や行動について、野田と同じように批判的に見ていた。し

かし、それを何とかしようとは思っていないようだった。年長の新橋をはじめ、若い十条

も赤羽も、「看護師には何の期待もしていない」とはき捨てるように言った。一方で、介護

職については「いろいろ考えているし、いい感性もしているのに、勉強する機会もなく、

かわいそう」ととらえていた。 

OT は、レクリエーションのための準備などを、利用者が全員帰ってからやっていたため、

介護職に劣らず残業が多かった。 

 

主任の田町は、こういう状態についてあまり問題意識を持っていないようすだった。む

しろ、OT については、生意気なことばかり言う、ととらえ、介護職については若くて何も

知識がなくて、いちいち言わないと仕事ができない、ととらえていた。 

田町自身は、デイケアの各フロアーを回って利用者に声をかけたりするだけで、食事の

介助やトイレ介助や、処方薬のチェックなどをすることはなく、デイケア事務室にこもっ

て各フロアーの職員配置表を作成（田町は職員配置は毎日変えていた。田町の思いつき以

外に何の根拠もなさそうだった）したり、カルテ記載のため事務室に来る医師と雑談した

りしていた。野田のときと同様に、新規採用の職員に業務の説明をすることもなかった。 
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3 職種が仲が悪いことの別の原因に、給与の差がある、とも野田は思っていた。 

この時点で、緑の丘病院の初任給月額（前職の経験や年齢は考慮されない）は、正規職

員の正看護師が 24 万、准看護師 22 万、非正規の看護師は月 21 日勤務で 21 万、一方、正

規職員の OT は 24 万、介護職 15 万、大卒事務職 16 万（野田は「大卒事務」扱いだった）

であった。非正規看護師がOTに対して持つ反感は、OTの給与の高さも一つの要因と思われ、

介護職がへとへとになりながら 60時間以上の残業をこなすのは、基本給の安さも要因と思

われた。 

 

 

感じはじめた無力感 

野田は、送迎もこなし、トイレ介助や食事介助や、レクリエーションのリーダーも務め

ながら、主として看護師に対して、自分の考えを伝え、少しでも現状を変えていこうとし

た。しかし、看護師の態度が改まる様子もなく、やがて野田も、OT の感じている無力感に

近いものを感じるようになった。 

野田は、介護職と同じように働いていたが、看護師や OT や他の介護職員から、他の介護

職員と同様な立場として見られていたわけではなかった。大卒で年齢も経験もあったし、

認知症ははじめてとはいえ、精神科疾患についての知識もあり、ときどき利用者の家族か

ら相談を受けて、信頼を得るような関わりを持っていた。看護師の中で、他の病院勤務の

経験からソーシャルワーカーの存在を理解している看護師は、いずれ野田が病棟や外来の

ソーシャルワーカーとして仕事をするのだろうと思っていた様子があり、野田の発言は一

目置かれていた。 

それでも、野田は単なる一職員に過ぎず、高齢者デイケアのやり方や職員の意識を変え

るには、あまりにも力不足だった。 

 

 

エピソード② 

利用者○○さんが、帰宅間際に便失禁をしたらしく、臭いが漂った。おむつをしていな

い人なので、ズボンやパンツを取り替えるため、トイレに誘導したいのだが、介護職が何

人かで試みても頑として立ち上がってくれない。何人かの介護職が試みてもうまくいかず、

送迎の時間も迫り、野田が呼ばれた。野田は「○○さん、私がお茶をズボンにこぼしたみ

たいで、ズボンが汚れている、取替えさせてほしい」と何回か言って、やっとトイレにい

っしょに行ってもらい、便まみれの○○さんと格闘した。 

送迎車の出発が遅れたため、野田は主任の田町に簡単に報告した。田町は「お茶をこぼ

したなんていい加減なことを言うのはよくないわよ。ちゃんと失禁の事実を本人に理解さ

せることが必要でしょう」と言った。野田はあいまいに返事して送迎車に乗ったが、内心、

「やってらんないなー」と思った。車の中の他の利用者から「野田さんウンコ臭いよー」
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と笑われ、やっと少し笑顔になれたのだが。 

 

 

平成 11 年 高齢者デイケアから異動 

入職して 1年半たったころ、野田は事務長神田に呼ばれた。 

精神科デイケアが現在定員 50 名だが、1 日の利用実績は平均 40 名である。あと 10 人く

らい利用者を増やしたい。そのためには今のデイケアに来られないような人が来られるミ

ニグループを作りたい。それを立ち上げてほしい、と告げられた。 

 

野田は、事務室で医療保護入院などの書類作成をしていた市川の名前をあげ、彼女もい

っしょにやらせてほしい、と言ってそれを条件に引き受けた。市川は他県の精神科病院の

ソーシャルワーカー5年の経験があり、半年前に入職したのだが、事務長神田に「とりあえ

ず、事務で」と言われ事務室に配属されていた。 

野田と市川は、精神科デイケアに異動し、＋10 名を目標としたミニグループを立ち上げ、

まもなく 10 名以上の参加という目的も達することができた。 

 

これから約 2 年、野田と市川はミニグループを運営するだけでなく、ソーシャルワーカ

ーとしての本領を発揮して、病棟 SST を立ち上げ、家族相談会を立ち上げ、退院援助をし、

入院相談を受けるなど、山のような仕事を片付けていった。こうして、医師を含め、病院

全体に、SW の存在をアピールすることができたのである。 

しかし、この楽しく充実した時間も長くは続かなかった。 

 

 

平成 13 年 野田、高齢者デイケアに戻り、改革に着手する 

2 年後に野田はまた事務長神田に呼ばれた。 

 

「じつは、高齢者デイケアの OT の新橋が来て、『このままでは高齢者デイケアはつぶれ

てしまう。野田さんを戻してほしい』と言うんだ。協力するから高齢者デイケアを立て直

してほしい。」というのだった。 

 

正直、野田は気が重かった。しかし断わるわけにはいかない。 

精神科デイケアのミニグループは、市川と新しく配属になった心理職に任せて、野田は

高齢者デイケアに戻ることとなった。 

 

2 年間の間に、すでに主任の田町は高齢者デイケアから病棟に異動になり、後任の主任は

看護師の大崎美佐子になっていた。大崎の後任の副主任は決められていなかった。 
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大崎美佐子は田町と違って、骨身惜しまず仕事をするタイプだった。トイレ介助もこな

し、言葉遣いも丁寧で、おだやかな性格で、何かあっても黙って耐えるタイプだった。 

しかし、管理職としてはこの性格が裏目に出て、主張すべきことを主張することができ

ず、上に対して現状を訴えて改善を図ることをせず、後述するように、圧倒的な職員不足

をどうすることもできずにいた。後述のように主任会議にも出席しないなど、主任として

の自覚に欠ける面もあった。OT 新橋が『このままでは高齢者デイケアはつぶれてしまう』

と言ったのは、決して大げさでなかった。 

 

【この時点の高齢者デイケア】 

・重度認知症患者デイケア 3単位 定員 75人 

・通所リハビリテーション定員 40人         合計定員 115 名 

 

利用者は認知症の重さと身体面の状態によって以下の 4グループに分けられていた。 

 

フロアー1 定員 20 重介護 全員おむつ使用 全員食事介助が必要 

フロアー2 定員 25 やや重介護 おむつは半数 食事介助も半数は必要 

フロアー3 定員 35 かなり自立 おむつ使用はいない 食事は見守り 

フロアー4 定員 35  かなり自立 おむつ使用はいない 食事もほぼ自立 

 

これに対して、この間、やめた職員の補充がまったくなされていなかったようで、全職

種をあわせた職員数は、野田が以前いた当時、24名だったものが、18 名に減っていた。 

デイケアは週 6 日実施、職員は週休 2 日だから、職員 1 人を 0.8 人とすると、14.4 人。

各フロアーには 3～4人しか配属できない。入浴は入浴だけのパートに頼んでいたが、誘導

や着替えなどは職員がしなければならない（以前はしていなかった入浴を週 2 回実施して

いた）。昼休みも取れない状況になっていた。  

この状態に主任の大崎は黙って耐えていた。病棟では、職員が大幅に不足するという事

態はあり得ないので、おそらくどうしてよいのかわからなかったに違いない。 

まず野田がしたことは、「職員を新規に採用してもらう、またそれまでの間、他の部署か

ら応援を頼む」ことだった。 

 

野田は主任会議に主任大崎をさしおいて出席し（前述のように大崎は主任会議に出席し

ていなかった。職員不足のために業務から抜けられなかったせいもあったのだろう）、高齢

者デイケアの窮状を訴えた。その結果、各病棟から交代で毎日 5～6名の看護師や看護助手

が手伝いに来てくれることになった。また、この年に病院はグループホームと障害者地域

生活支援センターを立ちあげ、ソーシャルワーカーを 5 名採用していた。この新人 5 名に
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も交代で高齢者デイケアを手伝わせ、何とか 1日の必要な職員の数を確保した。 

さらに、野田は事務長神田といっしょに新規採用の面接を行い、介護福祉士を含む数人

の介護職を採用した。この採用について、野田は、主任大崎に何の相談もなく行ったが、

通常、病棟主任は職員の採用にかかわらないので、大崎はとくに違和感がなかったらしく、

何も言わなかった。 

 

そうした中、OT の新橋が産休に入り、十条と非常勤の赤羽がやめたため、OT を 2人補充

することになった。これまで緑の丘病院では、病棟、精神科デイケア、高齢者デイケアな

どの OT の配置先は、OT 同士が話し合って決める慣例になっていた。野田は OT の話し合い

に顔を出し、名指しで田端和子と大塚正子がほしい、と頼んだ。2人は何回か高齢者デイケ

アを手伝いに来たことがあり、野田はこの 2 人を評価していた。頼んではみたものの、本

人の希望もあるだろうし、野田自身、あまり期待していなかったが、実際にはこの 2 人が

高齢者デイケアに配属になった。そして、このあと 2 人は重要な役目を担っていくことに

なる。 

あとから大塚正子と田端和子が野田にこうもらした。「名指しで求められたのがうれしか

った」と。 

 

一方で、野田は職員の切り捨ても行った。看護師の中でもいちばん利用者に命令口調で

ものを言う看護師 2 人について、事務長神田のほうから「OT 新橋からも何回も話は聞いて

いる。病棟に異動させようか？」と言ってきた。野田は、間髪をいれず「お願いします」

と答えた。この 2人は病棟異動の後、まもなく退職した。 

 

このように、野田がかなり大胆に行動し、そのことでだれも何も言わなかったのは、高

齢者デイケアが危機的な状況にあり、それを解決するために、事務長からの特別な使命を

もって戻ってきた、というふうに、高齢者デイケアの全員が感じていたことが大きかった

のだろう。 

実際に、主任会議には事務長から協力要請が行われていた。また、野田自身、こうなっ

たらやるしかない、と腹をくくったところがあり、その迫力が他の職員に通じたに違いな

い。 

 

こうした人員の条件を整えるとともに、野田は、仕事のやり方についても、抜本的に見

直した。 

まず、送迎介助を介護職だけでなく全員が交代ですることにし、朝のミーティングやデ

イケア終了後の記録などに交代で全職種が参加できるようにした。そして、それまで、看

護師だけがフロアーリーダーをやることになっていたが、一定の経験がある職員は交代で

フロアーリーダーを務めること、また、レクリエーションなどは全員が協力することなど
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（詳しくは後述）を少しずつ実施し、職種間の不適切な壁を取り払った。例の命令口調の

看護師がいなくなったこともあり、半年後には、職員が以前のように露骨に反目しあうこ

とはほとんどなくなった。 

さらに、新規に採用した介護福祉士の上野恵美を含めた介護職が、介護の面でのリーダ

ーシップをとるようになり、介護の質も高まった。OT の大塚や田端が、利用者のアセスメ

ントシートを全職種がやりやすいように工夫して作成した。 

 

こうした一連の改革の中で、文句やグチばかりだった前の雰囲気は一新され、前向きの

雰囲気が醸成されていった。以前のように利用者を子ども扱いした口調で話す、命令口調

で話すなどは、ほとんど見られなくなった。 

 

 

疥癬騒動 

ここで思わぬことが起こった。 

ショートステイからデイケアに戻ってきた利用者が疥癬に感染していたことが発覚した。

発覚するまでに時間がかかり、他の利用者 3名にも感染してしまった。 

最初の感染者については、デイケアのスタッフは疥癬を疑い、家族に皮膚科受診をお願

いし、家族もちゃんと皮膚科受診していたのにもかかわらず、疥癬と診断されず、他の皮

膚疾患の薬を処方されて、いたずらに時間が過ぎたのだった。 

 

本来であれば、疥癬がさらに広がらないように、感染者はデイを休止して自宅で疥癬の

治療に専念していただきたかった。しかし、自宅で治療できる環境にない、あるいは重度

の認知症のため自宅では過ごせない、というのが利用者の家族の立場だった。 

 

高齢者デイケアの中で何回か話合い、野田は、感染した方もデイケアに来てもらう、デ

イケアの中で治療するという決断を行い、そのために、疥癬の感染が疑われる方にはどう

するか、感染がわかったらどうするか、マニュアルを作成することにした。 

この話し合いやマニュアル作成において、前の勤務先の特養で疥癬感染対応の経験のあ

る介護福祉士上野恵美、マニュアル作成が得意な OT 大塚正子、細かく気がつく看護師渋谷

夕子が力を発揮した。 

主任の大崎は、こうした際のリーダーシップはまったくとれなかった。それでも、代わ

りに動く他の職員を、大崎は黙って見守った。自分は何もしないのに必ずよけいな口をは

さんだ田町より、ずっとましだと野田は思った。 

 

疥癬伝染は、職員全員の労働を何倍かに増やすことになったが、その苦労のかいもあっ

て、3ヶ月ほどで終結した。 
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そして、その時作成されたマニュアルはその後も、疥癬疑いの利用者が出たときに役に

立った。また、疥癬の診断のできない皮膚科が多いことがわかったので、デイケアでは近

隣の疥癬診断のできる皮膚科リストも作成した。（これはもちろん公表はしなかったが） 

 

 

主任の交代 

疥癬騒動が終結し、野田と主任の大崎が、事務長神田に最終的な報告に行った際のこと

だった。 

事務長神田が、大崎にこう言った。 

「今回のことでは、主任として、看護師として、あなたが十分に責任を果たしたとはいえ

ないと思う。この際、高齢者デイケアから病棟に戻ったらどうか。」と。 

もちろん反論する大崎ではない。あっさりと異動が決まった。 

 

新しい主任が誰になるかが告げられないままだったので、別の機会に、後任の主任はど

うするのか、と野田は事務長神田に聞いた。 

 

神田の口からは意外な言葉が発せられた。 

「野田さんがやればいい。協力するからやってみれば」というのだ。 

 

野田は、正直、神田の一言でこんなことが決まっていいのか、こういうところがこの病

院のいい加減なところだ、と感じた。 

そうは言っても、任されるのであれば、きちんとやりたいと野田は考え、条件を出した。

「高齢者デイケアは職員数も病棟一つ分くらいいますし、病棟のように副主任をつけてく

ださい。OT 大塚さんでいかがでしょう」と頼んだのだ。 

事務長神田は「大塚ねー。いいねー」と言い、実際にそうなった。 

 

 

平成 14 年 新体制で改革に着手 

主任野田、副主任大塚のコンビで平成 13 年後半から 14 年にかけて、さまざまなことを

行った。まず、以下のように、高齢者デイケアの理念と方針を明確にした。 

 

① 高齢者デイケアは、認知症のリハビリテーションである。リハビリテーションは個々

の手作業や集団の活動だけでなく、立つたり座ったり、お茶を飲んだりトイレに行っ

たり食事をしたり、職員や他の利用者と話したり、デイケアでおくる時間や生活のす

べてがリハビリテーションである。 

② 職員は職種が何であれ、同じ仕事をする。それぞれの職種の機能や特徴は、その中で
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発揮すべきである。同じ食事介助でもそれぞれ職種ごとに違う見方ができる。そこに

違う職種が同じ場所にいる意味がある。 

③ 利用者ができることは自分でやるように見守る、できないことは手助けする。できる

ことを奪ってはいけない。 

④ 利用者に対して、言葉づかいを含め、適切な敬意を払う。呼び方は「○○さん」で統

一。あだ名で呼ばない。言葉遣いは原則「～ですね、～してください、～しましょう

か」で統一。また、「何々してはだめ」「何々しないで」などの否定的な言い方はしな

い。 

  

こうした、理念・方針をもとに、デイケアの運営や体制の在り方も次のように見直した。 

① 送迎は全員がやる 

送迎介助にどの職種も全員交代で乗ることを明確化、毎月のシフト作りは野田と大塚の

ほか、介護福祉士上野や OT 田端も手伝った。 

② フロアーの職員は固定する 

これまで、日々の各フロアーの職員配置を、主任のいわば思いつきで決めていた。その

ため、利用者の理解やチームとして働く上での支障が起きていた。 

そこで、各フロアーの職員は看護師と介護職と OTとをバランスよく配置し、固定させる

ことにした。その上で、固定的となりすぎる弊害を避けるために、3ヶ月ごとに 1人か 2人

ずつ移動させていく、という方法をとった。 

また、各フロアーに、固定的な責任者は置かず、その日ごとのフロアーリーダーを置き、

フロアーリーダーは、その日の職員の役割、休憩の交代の仕方、全体の時間配分などの目

配りをする役割とした。また、フロアーリーダーが家族への連絡帳の記載をする、などの

職務も明確化した。もちろんフロアーリーダーは全職種が交代で務める。 

③ アセスメント、リハ計画作成 

これまで、利用者の個人記録の記入の仕方、ファイリングの仕方などが、統一されてい

なかった。そこで、これらを統一し、使いやすいアセスメント表と使いやすいリハ計画書

の様式を作成するとともに、3ヶ月から半年ごとに全員で計画を見直すことを徹底すること

にした。 

④ 委員会活動  

これまで、レクリエーションや研修等について、職員の中で体系的に議論されることが

なかった。そこで、そうした議論を委員会組織によって行うこととして、研修委員会、レ

クリエーション委員会、イベント委員会などを構成し、職員の研修、新しいレクリエーシ

ョンの工夫、道具の作成や必要な道具の購入、季節ごとのイベントの企画などを、委員会

の中で議論してもらうようにした 

⑤ マニュアル作成  

これまで、新入職職員に対して、業務の説明をするマニュアルがなく、教わる人によっ
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て仕事の仕方が違うということも珍しくなかった。そこで、デイケアの業務についてのマ

ニュアルを作成することにした。これらのことはマニュアル作成の得意な大塚がすべてマ

ニュアル化してくれた。少なくとも、新規入職の職員に、業務の説明をするのは、以前よ

り格段にスムーズになった。 

このマニュアルにはデイケアの理念や方針に始まり、個人記録のファイルの綴じ方まで

盛り込まれ、職員全員に 1 部ずつ配られた。もちろん新規職員にはこれを提示して業務の

説明が行われた。理念と方針は事務室に張り出された。 

 

こうした一連の運営・体制の見直しにより、業務が円滑に流れるようになった。 

その結果、高齢者デイケアは職員の活気はさらに増し、ケアの質も格段に向上した。ま

た、さまざまな、工夫が自主的に行われるようになった。たとえば、使う人がいない男性

用の小便器をなくして、便器を 1 つ増やしたり、トイレにおしりを洗うことのできるミニ

シャワーもつけるなど、使いにくかったトイレの改造も実現した。 

利用者の家族からも「とても職員のチームワークがよい」「今まで利用していたデイサー

ビスと違って、職員がこまめに声をかけてくれる」などという声が聞かれるようになった。 

 

すべてがうまく行っているように見えた。しかし、野田が後から考えると、後の事件へ

の小さな種が、すでにこの時点で芽生えていたのかもしれない。 

 

 

OT，PT の新規採用 

この年に緑の丘病院では、はじめての PT を、しかも 3名採用することになった。 

3 人の男性 PTのうち、目白は緑の丘病院で OT 助手を務めてから病院の奨学金で専門学校

に行き、卒業して戻ってきた PT である。あとの 2人も、それぞれしばらく別の仕事をして

から PT の資格を取ったので、新卒であったが全員 30 歳代の男性だった。 

この 3人を、事務長神田は高齢者デイケアに配属した。 

そして、野田は、この 3 人を、新しい方針に従って、他の職員と同じように各フロアー

に配置し、高齢者デイケアのすべての業務をさせることにした。 

 

また、新卒の OT の目黒誠が採用され、高齢者デイケアの配置になっていた。目黒は、OT

実習で緑の丘病院に来て、高齢者デイケアの OT大塚の指導を受けており、そのまま緑の丘

病院に就職した。目黒も他の OT と同様にフロアーに配置されており、当然、実習のときと

違い、高齢者デイケアの方針に従って、さまざまな業務を担当することになっていた。 

 

PT3 名が配属されて 2カ月ほどたった頃、この 3人から、野田は何回か、どうして個別リ

ハという PT の本来業務をさせてもらえないのか、と聞かれることがあった。 
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野田は、聞かれるたびに、こう説明した。 

高齢者デイケア全体のことをまず把握してほしい、ここでは、ここに来てから帰宅する

まで、すべをリハビリテーションと位置づけている、プログラムのための移動や食事やト

イレ、あるいは送迎時間、すべての動作がリハなので、それを見て、PT として、まず全体

の流れの中でもっとこうしたほうがいいとか、あるいは個別の○○さんにはこうしたほう

がいいという意見を言ってほしいし、それが現状では難しいことなら、そうできる方法を

提案してほしい、あるいは今やっていることで、こうすればもっと効果的にできる、など

の工夫を、PTがするのではなく、他の職種ができるように、工夫してほしい。 

そういうことのできるのは PT だし、高齢者デイケアに PT が配属されたことで、職員全

体の力量が上がることを期待している、と伝えた。 

 

3 人はやってみますと返事はしたが、本心から納得したわけではないようだった。その後

も、なぜ PT がトイレ介助や送迎介助までするのかと、かげでグチを言っていることは、野

田の耳にも入っていた。 

 

野田は、OT 目黒についても、別の意味で「納得のいかなさ」を持っていることを、感じ

ていた。 

目黒は重介護のフロアー1に配置されていたが、同じフロアーの介護福祉士上野と意見の

違うことがあり、ときどき衝突があった。野田は、新卒の OT がベテランの介護福祉士の胸

を借りて成長するのは必要なことだと思っていたので、2人が衝突するのを気にとめていな

かった。 

しかし目黒にとっては「介護福祉士ごとき」に OTが言い負かされるのが我慢ならなかっ

たらしい。目黒は、それを自分の課題としてとらえず、こういうことが起こる職場が問題

だと考えたらしかった。 

 

野田は、全体の中ですべての動作をリハとして考えていき、リハ職だけが何かするので

はなく、リハ職として気づいたことは他の職種と共有していくということを、OT 目黒や PT

がそのうち理解してくれるだろうと思っていた。なぜなら、大塚や田端をはじめとする他

の OTはちゃんと理解していたのだから。 

しかし、この要求は、新卒の OT、PT には難しすぎたのかもしれない。 

あるいは、OT や PT のプライドに配慮する気になれば、野田や大塚は、何か手を打つこと

を考えたかもしれない。実際には、野田も大塚も、このことを深刻には受け止めていなか

った。 

 

 

強引なデイケアへの誘導 
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エピソード③ケアマネジャー小岩と野田のトラブル 

ある日の夕方、ケアマネジャー小岩から、退院予定の患者がデイケア参加予定なので、

今来ている家族（息子の妻）に、デイケアの見学をさせてほしいと依頼があった。 

 

小岩は、もともと緑の丘病院の管理栄養士で、ケアマネジャー資格を取った後、ケアマ

ネジャーとして介護保険室に異動になった。 

管理栄養士として患者や家族の相談に乗っていたことはなく、認知症の人の介護の経験

もなく、知識も机上のものしかないにもかかわらず、一方的にケアプランを立てる傾向が

あった。そのため、少しもののわかった看護師や OT、ましてソーシャルワーカーからは、

まったく信頼されていなかった。 

 

野田は息子の妻に一通りデイケアを案内し、プログラムや送迎について説明した。する

と息子の妻は、「とてもよさそうだけれど、家から遠いと思う。家の近くにもともと通所し

ていたデイサービスがあるので、本当はそこに通わせたい。入院前にお願いしていたケア

マネジャーさんもいる。でも退院したらここのデイケアに通わないといけないし、さっき

のケアマネジャーさんに頼まないといけないのですよね」と言うのだった。 

野田は、「そんなことはないです。元のケアマネジャーさんに相談すればいいし、近くの

デイサービスに戻りたいなら、さっきの当院のケアマネジャーにそう言ってください」と

コラム インテークについて 

このころ参加希望者のインテークとアセスメントは、野田と大学の社会福祉学科を卒業した

小畑、そして訪問看護の経験のある吉田が実施していた。 

紹介ルートは、緑の丘病院の医師、緑の丘病院の SW、他の事業所のケアマネジャー、緑の丘

病院の居宅ケアマネジャーの順に多かった。 

紹介があると、まずは見学してもらい、インテーク、アセスメントを経て参加という流れだ

った。結果、紹介されたうちの、約 3分の 2程度が参加につながっていた。 

介護保険実施後も、重度認知症患者デイケアの利用者の半数以上は介護保険の対象外の人た

ち（40 代、50 代の外傷性認知症、コルサコフ症候群、進行麻痺などの人たち）だったし、退院

予定の人の中には、介護保険の対象になる人でも、まだ申請すらしていない人も多かったため、

インテーク時に介護保険の説明や居宅介護支援事業所の紹介や、ときには精神障害者保健福祉

手帳の説明、障害年金の説明など、いろいろなことが必要だった。 

さらに、そもそも重度認知症患者デイケア利用を選ぶのか、通所リハビリテーションを選ぶ

のかの相談も、インテーク時の大事な相談だった。 

また、認知症のない方からの申し込みは断わらなければならなかったし、送迎できない場所に

住んでいる方も断わらなければならなかった。 
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言ってデイケア棟から送り出した。 

しばらくすると、小岩が血相を変えてとんできて、「どういうことなの、人がせっかくデ

イケア参加の段取りをしているのにぶち壊して！」と大声で怒鳴った。 

野田は、「あの方が本当は近くのデイサービスに行きたいのだけれど、とおっしゃったか

ら、そう思うならそうなさればいいし、入院前のケアマネジャーもいるとおっしゃったの

で、まずその方に相談してみては、と言っただけです」と返した。 

しかし、小岩は「デイケア参加者を増やす邪魔をするなんてどういうつもりなの」と怒

鳴り続けた。 

 

似たようなトラブルは、ときどきあった。相手が小岩ではなく、理事長大久保の場合も

多かった。小岩の強引なデイケア誘導は、理事長大久保の方針でもあった。 

野田にとって、それは小さなトラブルであったが、その後の展開を考えると、理事長に

とっては、無視できる問題ではなかったようだ。 

 

理事長大久保は、入院患者には入院前のケアマネジャーや入院前に利用していた介護保

険のサービスがあることが、なかなか理解できず、入院前のケアマネジャーの存在を無視

してデイケアへの指示を出した。この指示は、医療保険のデイケアであれば必要なものだ

が、介護保険の通所リハビリテーションの場合、意味のないものだということがわかって

いなかった。理事長大久保に強引にデイケア参加をすすめられると、家族は、主治医の言

うことなので、しぶしぶ利用開始することもあり、あるいはなんの疑問も持たずに利用開

始する人もいた。 

結果的に、もともとの居宅介護支援事業所もいつの間にか変更させられることになるこ

とになる。当然、入院前のケアマネジャーにしてみたらよい印象は持つはずがない。 

 

野田は、単に、家族のニーズを無視するような強引なやり方を嫌っていただけではなく、

それによって、近隣のケアマネジャーから敬遠されることになり、デイケアの評判に響く

ことも憂慮していた。しかし理事長大久保や小岩は、目先のことしか目に入らないようだ

った。 

 

 

平成 15 年 OT 大塚の退職と後任の副主任 

平成 15 年の年度末、OT大塚が、夫の転勤のため退職した。 

大塚は、後任の副主任について、OT 田端、介護福祉士上野、看護師渋谷の 3 人体制にし

たらどうか、と言い、他の業務についても詳細な申し送り書を作成して退職した。 

 

大塚の意見もあり、後任の副主任は 1 人ではなく 3 人立てることにし、看護師渋谷、介
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護福祉士上野、OT 田端にすることにして、事務長神田の承認も得た。事務長神田は、はっ

きり物を言い実力もある上野を評価していたので、すぐに賛成した（上野は病棟の看護助

手の勉強会で講師を務めたりしていた）。 

 

しかし、上野については、介護福祉士という資格があるとはいえ、病棟でいえば看護助

手の立場であり、緑の丘病院では前代未聞のことであった。 

実際のところ、他の病棟には話を聞いて眉をひそめる看護師もいたし、高齢者デイケア

の中の OT や PT のくすぶった不満をあおった面もあったようである。とくに、OT 目黒は同

じフロアーで働いていて、上野とは意見がぶつかっていたから、その不満は大きかったか

もしれない。 

 

高齢者デイケアの中の看護師は、上野については一定の評価をしていた。物をはっきり

言い過ぎることはあっても、体を張って骨身を惜しまず仕事をするところを、みんな見て

いた。だから全般にこの人事に不服はなかったと、野田は思っている。 

とはいえ、これが後々の事件の種の一つになった可能性は大きい。 

 

 

参加人数の減少 

当時の高齢者デイケアは定員 115 人だったが、平成 15年は春から秋までの平均参加者は

105 人程度であった。 

この時点での登録者数と利用者の 1週間の利用回数は以下の表のとおりである。 

 

利用者の 1週間の利用回数 

週 6回 週 5回 週 4回 週 3回 週 2回 週 1回 登録者 

57 人 17 人 19 人 32 人 32 人 24 人 181 人 

 

この全員が予定どおり参加したとすると、1日平均 119 名（定員オーバー）となるはずだ

が、体調を崩して入院する利用者、ショートステイに行く利用者などが増えると、1日の参

加者が 100 人を割ることもある（入院する場合、ほとんどは緑の丘病院への入院である）。 

例年、秋から冬は 100 人を割ることがあり、春になるとまた増える。だから、事務長神

田から、最近利用者が減っていることを理事長大久保が気にしている、といわれたとき、

野田は、あまり深刻には考えなかった。 

 

しかし理事長大久保は、今回はこの件にこだわった。 

10 月には事務長神田から、理事長大久保が、インテーカーが利用者をえり好みしている

のではないか、そのために利用開始に至らないのではないかと言っている、と言われた。
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野田は、すぐにケアマネジャー小岩とのトラブルを思い出した。 

 

12 月になり、事務の中野が高齢者デイケアに張り付くようになった。 

デイケアの参加人数の減少を食い止めるために、しばらくデイケアの現状を見て改善案

を考えたい。野田は中野からはそう説明された。 

この件は、事務長神田の本意ではないらしく、野田は神田から「まあ理事長が言うから、

我慢して付き合って」と言われた。 

中野は理事長が外出するときの送迎なども引き受けていて、理事長の子飼いとみなされ

ていた。また、それまでに、グループホームの建設や病院の中庭のレイアウトなどを任さ

れて実行してきた。しかし、できたものは、利用者や職員にとって決して使いやすいもの

ではなかった。野田は、こういうことに何の反省もない中野を、実行力はあるかもしれな

いが、単なる自信家でしかないと評価していた。 

 

少しすると、中野は、自分がインテークをやる、と言い出した。 

デイケアで必要な利用者のアセスメントの仕方も、家族のニーズの捉え方もわからない

中野に、インテークが取れるはずがない。仕方がないので野田は、手取り足取り、形だけ

でもできるように教え込み、やらせてみたが、利用者とフロアーと送迎がかなり混乱した。 

 

しかし、この件は、中野自身が数回インテークを行うと、もういい、と言い出し、あっ

けなくおさまった。 

 

次に、中野の関心は別のところに移ったらしく、各フロアーのプログラムや介護のよう

すを見て回り出すようになった。また、朝のミーティングにも参加したが、意見を言うこ

とはなく、様子を見るために同席しているというようすだった。 

 

一方で、デイケアの利用者増について、理事長の「執念」は収まらず、医局においても、

理事長から、医師全員に、もっと積極的に高齢者デイケアへの指示を出すように、と強く

要請があったようだった。 

 

また、このころから、事務長神田の提案で、「対策会議」と称する会議が毎週のように行

われ、事務長神田、中野、ケアマネジャー（小岩を含め 2人）、野田、副主任（看護師渋谷

か介護福祉士上野のいずれか）、訪問看護師が出席し、どうしたらデイケア参加者を増やせ

るかについて話し合いが行われた。しかし、これといって画期的な案が出るわけではなか

った。 
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平成 16 年 収益の上がらない部署の長は…… 

1 月になり、中野はとくに OTや PT にいろいろ聞き取りをしているようすだった。長時間

にわたって OTや PT のいるリハ室で話し込むこともあった。 

しかし、野田はこの中野の動きに特別な意味を感じていなかった。一段落したら、調査

の結果、改善点はここだと思う、という話をしてくれるのだろう、と楽観視していた。 

 

ところが……。 

2 月の朝のミーティングにいつもどおり出席した中野が、みんなにちょっと話がある、と

前置きして、各フロアー職員配置案と題する資料を配布した。 

中野は、「来月からこの配置でやってもらいたい、各フロアーには今まで固定リーダーが

いなかったが、それを作る、これは看護師にやってもらう、看護師という資格がある職員

がリーダーをすべきだ、また OT、PT はフロアーには配置しない、それぞれ本来業務のリハ

ビリテーションに専念してもらう、送迎介助や介護業務はさせない」と説明を始めた。 

全員（おそらく PT と OT はある程度は知っていたはずだが）あっけにとられ、しばら沈

黙が続いた。 

野田が沈黙を破った。 

「この部署の主任は私です。どうして中野さんがそういうことを決めるんですか」 

「野田さんが主任なのはわかっています。ただ、今は私の指示に従ってください」 

「おかしいでしょう。何のつもりですか」 

「このことは理事長の指示です」 

「そうなんですか。じゃあ理事長に確認します」。 

そこまででこの朝のミーティングは終わった。 

 

野田は理事長大久保に会いに行った。そしてさらにショッキングな事態に直面すること

になった。 

理事長大久保はこう言い放った。「今の高齢者デイケアはリハスタッフをないがしろにし

ている。そんな腐ったデイケアだから参加者が減るんだよ」 

カッとなった野田の頭には PT 目白や OT 目黒の顔が浮かんだ。どんな不満を中野に言っ

たのだろう。 

「リハスタッフをないがしろにしているというのは、だれの意見ですか」 

「だれだっていいだろう。参加者が減っているのは事実なんだ。どこの会社だって収益

の上がらない部署の長が更迭されるのはあたりまえなんだから」 

「収益が上がらないから私を主任にしておけないということですか。それにしてもやり

ようがあるんじゃないですか。中野さんにこそこそ探らせて、突然、朝のミーティングで

今日から私の指示に従ってもらう、なんて言わせて。なぜ事前に私にちゃんと話をしてく

れなかったんですか。あたりまえの会社の社長ならそうすると思いますが」 
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理事長大久保は少しひるんだ。 

「まあ、それは悪かったよ。そのことは謝るよ。でももうこうなったんだから、あとは

中野に任せて、4月から病棟の担当をやってください。野田さんが責任者だと、収益のこと

でガンガン言いにくいんだよ」 

野田は、理事長大久保を殴ってやりたいという衝動を押さえた。このやり方は許せない

と思った。 

 

このあとすぐ会いに行った事務長神田は、何も知らなかったらしく、驚いた顔で野田の

話を全部聞き、こう言った。「そうかー。それなら中野とこれ以上顔を付き合わせて引き継

ぎなんてしなくていいよ。明日から病棟に行っちゃえばいいよ」 

 

なんていい加減なことを言うんだろう、この病院はなんていい加減なところなんだろう、

と野田は思った。 

同時に、事務長神田と理事長大久保との微妙な力関係を感じた。 

事務長神田が知らないところで理事長大久保が動いたのか。事務長神田のバックアップ

で主任を務めたが、これは理事長大久保の本意ではなかったのか。 

 

 

（課題） 

野田の判断で不十分なところがあったとすればどこだろうか。 

野田は、この結末を迎えないためには、どの時点で、何ができただろうか。 

野田はこのあとどうすればよいだろうか。 
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２
．
質
問
項
目
（
第
２
章
関
連
）

1
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

2
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

3
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

4
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

5
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

6
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

7
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

8
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

9
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

10
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

11
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

12
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

13
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

14
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

15
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

16
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

17
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

18
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

あ
な
た
の
仕
事
や
職
場
の
こ
と
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

あ
な
た
の
日
々
の
仕
事
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
て
い
ま
す
か
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
、
「
全
く
そ
う
で
な
い
」
を
１
点
～
「
非
常
に
そ
う
で
あ
る
」
７
点
と
し
て
、
１
～
７
点
の
う
ち
い

ず
れ
か
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
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1
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

2
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

3
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

4
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

5
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

6
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

7
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

8
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

9
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

10
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

11
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

12
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

1
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

2
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

3
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

4
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

5
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

6
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

7
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

8
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

9
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

あ
な
た
が
日
々
仕
事
を
行
う
上
で
、
一
緒
に
仕
事
を
す
る
人
と
意
見
の
相
違
や
対
立
が
あ
り
ま
す
か
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
、
「
全
く
そ
う
で
な
い
」
を
１
点
～
「
非
常
に
そ
う
で
あ
る
」
７

点
と
し
て
、
１
～
７
点
の
う
ち
い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い

あ
な
た
の
職
場
に
は
、
ど
の
よ
う
な
雰
囲
気
や
職
場
風
土
・
文
化
が
あ
り
ま
す
か
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
、
「
全
く
そ
う
で
な
い
」
を
１
点
～
「
非
常
に
そ
う
で
あ
る
」
７
点
と
し
て
、
１
～

７
点
の
う
ち
い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
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10
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

11
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

12
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

13
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

14
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

15
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

16
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

17
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

18
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

1
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

2
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

3
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

4
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

5
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

6
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

7
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

8
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

9
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

10
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

11
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

12
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

13
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

あ
な
た
の
職
場
で
は
、
ど
の
よ
う
に
従
業
員
を
支
援
し
て
い
ま
す
か
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
、
「
全
く
そ
う
で
な
い
」
を
１
点
～
「
非
常
に
そ
う
で
あ
る
」
７
点
と
し
て
、
１
～
７
点
の
う
ち

い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い

－129－



1
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

2
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

3
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

4
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

5
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

6
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

7
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

8
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

9
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

10
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

11
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

12
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

13
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

14
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

15
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

16
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

17
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

18
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

1
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

2
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

3
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

あ
な
た
の
職
場
の
上
司
や
同
僚
は
ど
う
い
っ
た
傾
向
が
あ
り
ま
す
か
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
、
「
全
く
そ
う
で
な
い
」
を
１
点
～
「
非
常
に
そ
う
で
あ
る
」
７
点
と
し
て
、
１
～
７
点
の
う
ち

い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い

あ
な
た
の
職
場
で
は
、
「
顧
客
」
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
ま
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
、
「
全
く
そ
う
で
な
い
」
を
１
点
～
「
非
常
に
そ
う
で
あ
る
」
７
点
と
し
て
、
１
～
７
点
の

う
ち
い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
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4
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

5
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

6
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

7
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

8
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

9
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

10
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

11
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

12
全
く
そ
う

で
な
い

1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
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1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

あ
な
た
自
身
が
、
現
在
の
職
場
や
仕
事
に
つ
い
て
ど
う
考
え
、
行
動
し
て
い
る
か
を
、
お
聞
き
し
ま
す
。

あ
な
た
自
身
が
顧
客
と
接
す
る
に
当
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
姿
勢
や
考
え
方
を
も
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
、
「
全
く
そ
う
で
な
い
」
を
１
点
～

「
非
常
に
そ
う
で
あ
る
」
７
点
と
し
て
、
１
～
７
点
の
う
ち
い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い

あ
な
た
自
身
が
仕
事
に
向
き
合
う
に
当
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
姿
勢
や
考
え
方
を
も
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
、
「
全
く
そ
う
で
な
い
」
を
１
点
～

「
非
常
に
そ
う
で
あ
る
」
７
点
と
し
て
、
１
～
７
点
の
う
ち
い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
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1 ●
2 ●

3 ●
4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
そ

う
で
あ
る

あ
な
た
が
今
の
職
場
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
、
「
全
く
そ
う
で
な
い
」
を
１
点
～
「
非
常
に
そ
う
で
あ

る
」
７
点
と
し
て
、
１
～
７
点
の
う
ち
い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い

あ
な
た
が
現
在
や
っ
て
お
ら
れ
る
仕
事
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
、
「
全
く
そ
う
で
な
い
」
を
１
点
～
「
非
常
に
そ
う
で
あ
る
」
７
点
と
し
て
、
１
～
７
点
の
う
ち

い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
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4 ●

5 ●
6 ●
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4 ●

5 ●
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4 ●
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4 ●

5 ●
6 ●

7 ●
非
常
に
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う
で
あ
る

あ
な
た
自
身
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

最
後
に
あ
な
た
の
会
社
の
こ
と
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

あ
な
た
の
性
別
は

あ
な
た
の
年
齢
は

あ
な
た
の
会
社
の
規
模
は

今
の
職
業
に
つ
い
て
か
ら
の
通
算
経
験
年
数
と
、
今
の
会
社
・
職
場
で
の
勤
務
年
数
は

あ
な
た
の
会
社
の
雇
用
の
状
況
を
お
教
え
く
だ
さ
い
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
、
「
全
く
そ
う
で
な
い
」
を
１
点
～
「
非
常
に
そ
う
で
あ
る
」
７
点
と
し
て
、
１
～
７
点
の
う
ち
い
ず
れ
か
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
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最
後
に
、
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
深
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

i 

谷
口
智
彦
「「
見
ど
こ
ろ
の
あ
る

部
下
」
支
援
法
」
プ
レ
ジ
デ
ン

ト
社
、
２
０
０
９

ii 

島
津
望
「
医
療
の
質
と
患
者
満

足
│
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」千
倉
書
房
、

２
０
０
５
（
以
下
、
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
本
書
の

引
用
）

iii 

松
尾
睦
「
経
験
か
ら
の
学
習
」

同
文
舘
出
版
、
２
０
０
６

iv 

中
原
淳
「
職
場
学
習
論
」
東
京

大
学
出
版
会
、
２
０
１
０

v 

高
橋
俊
介
「
キ
ャ
リ
ア
シ
ョ
ッ

ク
」
東
洋
新
報
社
、
２
０
０
０

vi 

か
い
ご
の
人
材
の
あ
し
た
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ケ
ア
ワ
ー
カ

ー
キ
ャ
リ
ア
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
」

（
平
成
22
年
度
老
人
保
健
健
康
増

進
等
事
業
の
一
部
）、
２
０
１
１

http://hom
epage2.nifty.com

/
fujiken_0330/im

g/careworker 
carriercasebook.pdf

vii Benner, P ”From
 Novice To 

Expert”, 2001

（
井
部
俊
子
監

訳「
ベ
ナ
ー
看
護
論
」医
学
書
院
、

２
０
０
５
）
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初
か
ら
改
革
す
る
つ
も
り
で
施
設
に

入
り
、
若
手
職
員
み
ん
な
で
作
戦
を

練
る
」、「
自
分
ひ
と
り
で
全
員
分
の

ケ
ア
を
変
え
る
」
と
い
う
３
つ
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

　

こ
れ
ら
３
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
う

ち
２
つ
は
初
期
、
１
つ
が
中
期
と
、

比
較
的
早
期
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
特

徴
で
す
。
ま
た
、
い
ず
れ
も
、
サ
ー

ビ
ス
の
質
を
な
ん
と
か
し
て
上
げ
た

い
と
い
う
切
実
な
想
い
に
基
づ
い
て

い
る
こ
と
も
特
徴
と
言
っ
て
良
い
で

し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、「
日
々

の
仕
事
を
自
ら
仕
掛
け
て
、
自
分
の

や
り
た
い
方
向
に
仕
事
を
膨
ら
ま
せ

な
が
ら
移
動
さ
せ
て
い
く
」
と
い
う

高
橋
の
『
仕
事
を
膨
ら
ま
せ
る
』ⅴ

概
念
に
近
い
と
い
え
ま
す
。
高
橋
の

『
仕
事
を
膨
ら
ま
せ
る
』
は
、
第
一

線
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ー
ソ
ン
に
つ
い
て

調
査
し
た
結
果
か
ら
得
ら
れ
た
も
の

で
す
が
、（
明
確
な
キ
ャ
リ
ア
ゴ
ー

ル
を
持
っ
て
い
な
い
中
）
キ
ャ
リ
ア

を
切
り
開
く
た
め
の
初
期
段
階
の
行

動
で
あ
る
と
い
う
点
と
、上
司
に「
や

り
た
い
仕
事
」と
し
て
で
は
な
く「
や

る
べ
き
仕
事
」
と
し
て
問
題
提
起
、

課
題
設
定
す
る
と
い
う
点
で
は
共
通

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
高
橋
の
概

念
が
、「
連
続
的
に
少
し
ず
つ
」「
一

歩
一
歩
進
め
て
い
き
」
と
表
わ
さ
れ

る
の
対
し
て
、
今
回
の
対
象
で
は
、

「
一
気
に
」「
勝
手
に
」
と
い
う
点
で

は
、違
い
が
あ
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
違
い
が
な
ぜ
生
じ
て
い

る
の
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
一
歩
一
歩
進
め
て
い
く
」
こ
と
を

考
え
付
か
な
い
う
ち
か
ら
の
行
動
だ

か
ら
な
の
か
、
そ
れ
ほ
ど
切
実
だ
っ

た
の
か
、
あ
る
い
は
、
小
規
模
組
織

で
あ
る
が
ゆ
え
に
、「
一
気
に
」
進

め
た
ほ
う
が
早
か
っ
た
の
か
、
想
像

す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
介
護
の
業
界
の

中
で
も
、
初
期
段
階
で
『
仕
事
を
膨

ら
ま
せ
る
』こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
、

キ
ャ
リ
を
切
り
開
く
上
で
、
１
つ
の

鍵
と
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

お
わ
り
に

〜
『
匠
キ
ャ
リ
ア
』
に
つ
い
て

　

昨
年
度
、
10
年
前
後
の
キ
ャ
リ
ア

の
方
の
お
話
し
を
聞
い
て
、
様
々
な

キ
ャ
リ
ア
パ
タ
ー
ン
を
描
き
出
そ
う

と
い
う
試
み
を
し
ま
し
た

vi
が
、
そ

の
中
で
、「
介
護
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
、「
匠
」
キ
ャ
リ
ア
」
に
該
当
す

る
人
を
見
い
だ
せ
ず
、
そ
の
キ
ャ
リ

ア
を
描
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と

述
べ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
回
は
、「
匠
」
キ

ャ
リ
ア
を
探
す
た
め
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
行
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の

で
す
が
、何
人
の
方
か
ら
、こ
の「
匠
」

キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

イ
メ
ー
ジ
的
に
は
、
実
践
に
の
め

り
こ
み
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
と
っ
て

最
善
の
こ
と
を
行
え
る
こ
と
、
状
況

を
ま
と
ま
り
と
し
て
と
ら
え
、
そ
れ

を
事
前
に
予
測
し
、
直
観
的
に
対
応

す
る
技
能
が
身
体
化
し
て
い
る
こ
と

等
と
い
っ
た
内
容
で
し
た
。
筆
者
の

理
解
で
は
、
ド
レ
イ
フ
ェ
ス
や
ベ
ナ

ー
の
い
う
「
中
堅
レ
ベ
ル
（
Ｐ
ｒ
ｏ

ｆ
ｉ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
）」
〜
「
エ
キ
ス

パ
ー
ト
（
Ｅ
ｘ
ｐ
ｅ
ｒ
ｔ
）」vii
と
か

な
り
重
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
方
が
、

こ
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
、
実
は
、
確
認
し
て

い
ま
せ
ん
。
筆
者
は
、
ド
レ
イ
フ
ェ

ス
＝
ベ
ナ
ー
・
モ
デ
ル
を
、（
彼
ら

が
研
究
対
象
と
し
た
、
パ
イ
ロ
ッ
ト

や
看
護
師
等
か
ら
類
推
し
て
）「
体

系
的
か
つ
更
新
的
な
基
礎
学
習
と
そ

れ
が
身
体
化
す
る
プ
ロ
セ
ス
」
と
捉

え
て
お
り
、「
体
系
的
・
更
新
的
基

礎
学
習
」
が
保
証
さ
れ
て
い
な
い
介

護
職
に
お
い
て
、
こ
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
モ
デ
ル
を
深
め
る
の
は
、
時
期
尚

早
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。

　

た
だ
、
特
に
、
こ
ち
ら
か
ら
聞
い

た
わ
け
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、７
名
中
４
人
の
方
が
、自
ら
「
本

当
は
管
理
職
よ
り
介
護
を
し
て
い
た

い
」「
介
護
の
職
人
に
な
り
た
い
」

と
い
っ
た
こ
と
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。
全
員
に
き
ち
ん
と
聞
い
て
み
た

ら
、
も
う
少
し
増
え
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
、
介
護
職
員
が

長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
を
経
て
も
、
常

に
ケ
ア
の
最
前
線
に
立
ち
た
い
、
エ

キ
ス
パ
ー
ト
を
目
指
し
た
い
と
い
う

意
識
を
表
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
介
護
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
の
構
成
要
素
と
、
そ
の
前
提

条
件
と
な
る
「
体
系
的
・
更
新
的
な

基
礎
学
習
」
の
保
証
が
進
め
ら
れ
る

こ
と
を
急
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
。
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「
外
部
活
動
・
接
触
」、「
研
修
参
加
」

に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
リ
ア
が
増
せ
ば

増
す
ほ
ど
、
そ
の
機
会
が
増
え
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
中
期
・
成
熟
期

が
高
く
な
っ
て
い
る
の
は
当
然
と
い

え
ま
す
。

　

一
方
、「
利
用
者
本
人
か
ら
の
学

び
」
が
初
期
に
集
中
し
、「
利
用
者

家
族
か
ら
の
学
び
」
は
中
期
以
降
に

集
中
し
て
い
る
点
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
結
果
が
、
初
期
に
「
利
用

者
本
人
か
ら
の
学
び
」
の
経
験
を
通

じ
て
成
長
す
る
こ
と
が
、
そ
の
後
の

キ
ャ
リ
ア
を
、
決
定
づ
け
る
こ
と
を

意
味
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
重
要
な
結

果
と
い
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
傾
向
は
、
お
そ
ら

く
、
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
対
象

の
全
て
が
、
そ
の
キ
ャ
リ
ア
を
施
設

介
護
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、そ
の
後
、

中
期
以
降
に
７
名
中
６
名
が
在
宅
サ

ー
ビ
ス
の
管
理
者
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
を
経
験
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か

ら
説
明
で
き
る
で
し
ょ
う
。
現
に
、

上
の
分
類
と
は
別
に
「
地
域
・
在
宅

に
お
け
る
様
々
な
経
験
」
が
成
長
に

つ
な
が
っ
た
件
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
た

と
こ
ろ
、
初
期
は
０
件
（
０
％
）、

中
期
・
熟
練
期
９
件
（
27
％
）
と
、

中
期
・
熟
練
期
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

　

更
に
い
え
ば
、
今
回
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
の
対
象
者
の
キ
ャ
リ
ア
か
ら
い

え
ば
、
初
期
の
経
験
時
に
は
、
特
養

等
の
施
設
に
お
い
て
、
意
思
疎
通
や

改
善
の
方
向
で
の
変
化
が
可
能
な
高

齢
者
が
多
か
っ
た
こ
と
も
、
初
期
に

「
利
用
者
本
人
か
ら
の
学
び
」
を
多

く
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

（
実
際
、
４
件
中
２
件
が
そ
う
し
た

ケ
ー
ス
で
し
た
）。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
顧
客
か
ら
学

ぶ
」
と
い
う
観
点
を
、
経
験
学
習
論

に
活
か
し
て
い
く
た
め
に
も
、
こ
れ

ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

成
長
支
援
は

上
司
か
ら
得
ら
れ
て
い
な
い

　

中
原
は
、「
職
場
学
習
論
」の
中
で
、

経
験
に
よ
る
学
習
を
促
す
上
で
、
上

司
、
同
僚
等
か
ら
の
内
省
支
援
、
情

緒
支
援
、
業
務
支
援
の
重
要
さ
を
指

摘
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
で
は
、

１
つ
１
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い

て
、
こ
う
し
た
支
援
の
有
無
に
つ
い

て
確
認
す
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
た
だ
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中

で
、
上
司
、
同
僚
、
あ
る
い
は
そ
の

他
の
支
援
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
語

ら
れ
た
際
に
は
、
そ
の
内
容
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
支
援
が
存
在
し
た
と
語

ら
れ
た
件
数
に
つ
い
て
重
複
を
許
し

て
、
初
期
件
数
（
初
期
経
験
に
占
め

る
％
）
／
中
期
・
熟
練
期
件
数
（
中

期
・
熟
練
期
に
占
め
る
％
）
を
カ
ウ

ン
ト
し
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
通
り
と

な
り
ま
し
た
。

　

中
原
の
研
究
で
は
、
上
司
の
内
省

支
援
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
の
結
果
か
ら
は
、
上

司
・
先
輩
の
支
援
は
、
初
期
に
幾
分

か
あ
る
だ
け
で
、
中
期
以
降
は
全
く

な
く
な
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
、（
こ

の
表
に
は
示
し
て
い
ま
せ
ん
が
）
反

面
教
師
的
な
ケ
ー
ス
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
結
果
が
、
単
に
聞
き

方
の
問
題
か
、
そ
れ
と
も
、
介
護
の

現
場
の
本
質
的
な
問
題
な
の
か
は
、

今
後
の
更
な
る
研
究
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
も
し
、
介
護
現
場
の
本
質

的
な
問
題
だ
と
す
れ
ば
、
上
司
・
先

輩
の
支
援
の
あ
り
方
を
改
め
て
見
直

す
必
要
が
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　
圧
倒
的
に
初
期
に

『
仕
事
を
膨
ら
ま
せ
る
』

経
験
が
あ
る

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
中
で
、
比

較
的
初
期
に
「
そ
こ
ま
で
や
る
こ
と

は
求
め
ら
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
に
、

む
し
ろ
反
発
も
あ
る
だ
ろ
う
に
、
よ

く
そ
こ
ま
で
や
っ
た
も
ん
だ
な
あ
」

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
い
く
つ
か
語

ら
れ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

「
個
別
担
当
制
を
導
入
し
よ
う
と「
勝

手
に
」
会
議
に
資
料
を
出
す
」、「
最

表３．周囲の支援ありの件数（重複を許す集計）

　●上司・先輩の支援 ２件（14％）／０件（０％）

　●同僚・後輩等の支援 ３件（21％）／４件（12％）

　●その他の支援 １件（７％）／０件（０％）
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谷
口
の
文
献
レ
ビ
ュ
ー
で
は
、
一

般
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
む
経
験
の

う
ち
８
割
は
、（
１
）
〜
（
８
）
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
な
る
と
し
て
い
ま

す
。
谷
口
が
レ
ビ
ュ
ー
し
た
研
究
の

中
に
は
、
経
験
・
年
齢
が
相
当
高
い

リ
ー
ダ
ー
を
調
査
し
た
も
の
も
あ

り
、
今
回
の
結
果
と
単
純
に
は
比
較

で
き
ま
せ
ん
が
、「
そ
の
他
」
が
多

い
の
が
特
徴
と
い
え
そ
う
で
す
。

　

具
体
的
に
「
そ
の
他
」
の
内
訳
を

み
る
と
、「
外
部
活
動
・
接
触
」（
地

域
の
団
体
の
活
動
や
実
習
指
導
講
師

な
ど
）
が
５
件
（
11
％
）、「
研
修
参

加
」
が
４
件
（
９
％
）、「
利
用
者
本

人
か
ら
の
学
び
」
３
件
（
６
％
）、「
利

用
者
家
族
か
ら
の
学
び
」
３
件
（
６

％
）、
そ
の
他
２
件
（
４
％
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
経
験
が
上
位
に
あ
が
る

の
は
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ

ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス

ii
の
１
つ
で
あ

る
介
護
・
福
祉
と
い
う
仕
事
の
特
殊

性
か
ら
く
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で

し
ょ
う
。
ま
ず
、「
外
部
活
動
・
接
触
」

で
す
が
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ヒ

ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴
で
あ
る

「
連
続
性
」、
す
な
わ
ち
、
サ
ー
ビ
ス

が
１
つ
に
留
ま
ら
ず
引
き
継
が
れ

る
、
あ
る
い
は
併
用
さ
れ
る
と
い
う

特
性
か
ら
、
事
業
者
同
士
は
競
争
し

合
う
一
方
で
、
積
極
的
に
協
力
・
連

携
し
合
う
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
こ

の
機
会
が
成
長
の
経
験
と
な
る
こ
と

は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
新

し
い
知
見
や
技
術
は
、
業
界
全
体
で

共
有
す
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
全
く
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
、

あ
る
い
は
、
言
語
化
で
き
な
か
っ
た

こ
と
を
、
研
修
で
学
び
、
こ
れ
が
成

長
の
機
会
と
な
る
こ
と
は
珍
し
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、「
利
用
者
本
人
か
ら
の
学

び
」「
利
用
者
家
族
か
ら
の
学
び
」

と
い
う
点
は
、
一
般
業
界
を
対
象
と

し
た
経
験
学
習
の
研
究
の
中
で
も
、

「
顧
客
志
向
性
を
持
つ
こ
と
が
、
経

験
に
よ
る
学
習
を
促
す
」
と
い
う
成

果
が
あ
り
ま
す

ⅲ
ⅳ

。
た
だ
、こ
れ
ら
の

研
究
に
お
い
て
、「
顧
客
志
向
性
」

が
あ
く
ま
で
、
経
験
を
学
習
へ
の
促

す
要
因
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し

て
、
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
の
学
び
が
直

接
、
経
験
学
習
と
な
っ
て
い
る
点
に

大
き
な
相
違
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
点

も
、
同
様
に
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴
か

ら
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
で
し
ょ

う
。「
利
用
者
の
変
容
性
」「
期
待
の

不
明
確
性
」、
す
な
わ
ち
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
期
間
が
長
く
、
利
用
者
が
そ

の
状
態
を
変
化
さ
せ
問
題
が
定
ま
ら

な
い
こ
と
、
ま
た
、
利
用
者
側
が
何

を
期
待
す
る
の
か
が
自
身
で
も
分
か

っ
て
お
ら
ず
、
提
供
側
も
ど
う
す
れ

ば
利
用
者
に
と
っ
て
よ
い
の
か
が
わ

か
ら
な
い
と
い
う
特
徴
は
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
側
が
、
真
剣
に
、
利
用
者
を

理
解
し
、
そ
こ
か
ら
学
ぼ
う
と
い
う

姿
勢
を
持
た
な
い
と
、
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
も
な
け
れ
ば
、
成
長
も
な
い
と

い
う
こ
と
を
決
定
づ
け
る
で
し
ょ

う
。

利
用
者
か
ら
の
学
び
は
初
期
に
多
い

　

と
こ
ろ
で
、
表
１
お
よ
び
上
述
し

た
「
そ
の
他
」
の
分
類
は
、
複
数
に

分
類
さ
れ
る
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に

つ
い
て
は
、
ど
の
性
格
が
最
も
強
い

か
を
判
断
し
て
ど
こ
か
１
つ
に
分
類

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

特
徴
で
あ
る
、「
外
部
活
動
・
接
触
」、

「
研
修
参
加
」、「
利
用
者
本
人
か
ら

の
学
び
」、「
利
用
者
家
族
か
ら
の
学

び
」
の
４
つ
に
つ
い
て
重
複
を
許
し

て
、
初
期
件
数
（
初
期
経
験
に
占
め

る
％
）
／
中
期
・
熟
練
期
件
数
（
中

期
・
熟
練
期
に
占
め
る
％
）
を
再
集

計
し
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

表２．今回の結果に多くみられた「経験」エピソード（重複を許す集計）

　●「外部活動・接触」 １件（７％）／５件（15％）

　●「研修参加」 １件（７％）／５件（15％）

　●「利用者本人からの学び」 ４件（29％）／５件（15％）

　●「利用者家族からの学び」 ０件（０％）／４件（12％）
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
進
め
方

　

昨
今
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
ナ

レ
ッ
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
分
野
で

は
、
経
験
学
習
、
組
織
学
習
と
い
っ

た
領
域
が
着
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
介
護
人
材

の
領
域
で
こ
う
し
た
領
域
の
端
緒
を

開
く
も
の
と
し
て
計
画
し
た
も
の
で

す
。
具
体
的
に
は
、
20
年
前
後
の
長

期
キ
ャ
リ
ア
を
有
し
て
い
る
介
護
職

員
の
経
験
と
成
長
を
描
く
と
と
も

に
、
特
に
初
期
経
験
の
意
義
に
つ
い

て
明
確
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
し
た
（
た
だ
し
、
特
に
初
期
経
験

に
限
定
し
た
聴
き
方
は
せ
ず
、
広
く

全
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る

と
い
う
形
を
と
り
ま
し
た
）。

　

今
回
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、

あ
ら
か
じ
め
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
い

項
目
を
お
知
ら
せ
し
て
お
い
て
、
そ

れ
に
そ
っ
て
２
時
間
程
度
お
話
し
を

聞
く
と
い
う
も
の
で
し
た
（
い
わ
ゆ

る
「
半
構
造
化
面
接
」
で
す
）。
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
項
目
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
す
。

　
１
．
介
護
の
仕
事
に
就
く
に
至
っ
た

経
緯
と
こ
れ
ま
で
の
経
歴
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

２
．
介
護
職
員
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア

を
初
期
（
〜
３
年
目
）、中
期
（
お

よ
そ
４
〜
10
年
目
）、
現
在
ま
で

（
お
よ
そ
10
年
目
以
降
）
に
分
け

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
期
で
、
あ
な
た

を
最
も
成
長
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ

る
体
験
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
質
問
で
、
最
低
１
人
３
つ
の

「
経
験
」
を
語
っ
て
く
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
実
際
に
は
、
７
名
の

方
か
ら
延
べ
47
の
「
経
験
」
エ
ピ
ソ

ー
ド
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
数
も
含

め
、
以
下
の
内
容
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
の
テ
ー
プ
お
こ
し
の
結
果
を
直
接

ま
と
め
た
も
の
で
す
（
今
回
掲
載
し

た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
本
文
で
は
、
ご
本

人
の
希
望
等
で
省
略
等
を
行
っ
て
い

ま
す
）
の
で
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
本
文

と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
点
を
ご

留
意
く
だ
さ
い
。

　
初
期
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

多
い
こ
と
が
特
徴

　

47
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
そ
れ
ぞ
れ
の

方
の
経
験
年
数
別
に
分
類
す
る
と
、

初
期
（
１
〜
３
年
目
）
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
14
件
、
中
期
（
４
〜
９
年
目
）

19
件
、
成
熟
期
（
10
年
以
上
）
14
件

と
な
り
ま
し
た
。
人
に
よ
っ
て
相
違

が
大
き
い
た
め
、
一
般
的
な
傾
向
と

し
て
良
い
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
全

体
の
キ
ャ
リ
ア
の
長
さ
（
調
査
時
点

で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
対
象
者
の
平
均
経

験
約
21
年
）
の
ウ
エ
イ
ト
か
ら
す
る

と
、初
期
の
段
階
に
「
成
長
の
経
験
」

が
あ
る
程
度
集
中
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　

次
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
種
類
を
谷
口

i

の
分
類
で
集
計
す
る
と
、
そ
の
内
訳

は
以
下
の
通
り
と
な
り
ま
す
。

介
護
に
お
け
る
「
経
験
」
と
「
成
長
」
〜
初
期
の
経
験
が
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を
決
定
づ
け
る
も
の
〜

日
本
社
会
事
業
大
学
専
門
職
大
学
院　

准
教
授　

藤
井
賢
一
郎

お
わ
り
に

 ││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││││

表１．成長を促した「経験」エピソード
　●基本をつくる４つの経験 
　　（１） 初期の仕事経験 14件（30％）
　　（２） 上司から学ぶ経験 １件（２％）
　　（３） 人事異動の経験 ４件（９％）
　　（４） プロジェクト型の仕事経験 ２件（４％）
　●試練を与える４つの経験 
　　（５） 管理職になる経験 ５件（11％）
　　（６） 海外勤務経験 ０件（０％）
　　（７） 立ち上げの経験 ３件（６％）
　　（８） 修羅場の経験 ０件（０％）
　●その他 17件（36％）
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き
ま
し
た
が
、
一
段
落
し
た
と
こ
ろ

で
、
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を

見
直
す
時
期
に
来
て
い
る
気
が
し
て

い
ま
す
。

　

今
私
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
ケ

ア
サ
ー
ビ
ス
課
長
と
を
兼
務
し
て
い

て
、
普
段
は
現
場
に
入
る
こ
と
は
あ

ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
ケ
ア
マ
ネ
業
務

と
し
て
は
、
３
フ
ロ
ア
あ
る
の
で
、

３
階
の
一
部
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

兼
務
な
の
で
、
担
当
す
る
人
数
を
少

し
減
ら
し
て
も
ら
い
、
ケ
ア
プ
ラ
ン

を
作
っ
た
り
、家
族
対
応
を
し
た
り
、

必
要
で
あ
れ
ば
ユ
ニ
ッ
ト
に
入
っ
て

介
護
業
務
を
手
伝
っ
た
り
し
ま
す
。

　

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
課
長
の
仕
事
は
、

全
体
の
ま
と
め
役
で
、
日
々
の
業
務

と
し
て
は
、
施
設
長
か
ら
の
伝
達
を

全
部
に
回
る
よ
う
に
伝
え
た
り
、
職

員
の
仕
事
上
の
悩
み
相
談
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
の
私
の
成
長
を
言
う
な

ら
ば
、
立
場
上
、
利
用
者
以
上
に
職

員
を
ケ
ア
し
て
い
く
こ
と
を
求
め
ら

れ
た
こ
と
で
す
。
転
職
す
る
際
に
あ

る
程
度
は
覚
悟
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
役
割
の
割
合
が
こ
ん
な
に
大
き

な
も
の
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

ケ
ア
す
る
人
を
ケ
ア
す
る
側
に
ま

わ
っ
て
、
こ
の
立
場
が
本
当
に
難
し

い
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
自
分

で
も
そ
う
い
う
こ
と
が
上
手
に
や
れ

る
人
間
で
は
な
い
と
思
う
し
、
ス
ト

レ
ス
も
あ
り
ま
す
。
昔
よ
り
も
そ
の

立
場
を
う
ま
く
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
感
じ
も
な
い
ん
で
す
。

　

心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、
職
員
一

人
一
人
の
気
持
ち
を
自
分
で
ち
ゃ
ん

と
聞
く
こ
と
で
す
。大
所
帯
な
の
で
、

う
わ
さ
が
先
行
し
が
ち
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
の
に
惑

わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
い

ま
す
。
当
事
者
の
気
持
ち
は
い
ま
ど

ん
な
も
の
か
を
知
る
こ
と
、
こ
れ
は

お
年
寄
り
と
関
わ
る
際
の
基
本
的
な

ス
タ
ン
ス
と
変
わ
り
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

気
持
ち
と
し
て
は
よ
う
や
く
３
年

経
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。
外
部
の

研
修
に
出
た
職
員
か
ら
、「
今
の
ユ

ニ
ッ
ト
を
も
う
ち
ょ
っ
と
こ
う
し
た

い
、
あ
あ
し
た
い
」
と
い
う
の
が
出

て
き
た
り
、
施
設
全
体
と
し
て
の
取

り
組
み
で
も
、「
こ
う
や
り
た
い
」

と
い
う
の
が
出
て
き
た
り
し
始
め
て

い
ま
す
。
こ
う
い
う
声
が
い
く
ら
か

こ
の
頃
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
、
今
度
は
そ
れ
ら
の
実
現
を
私
が

サ
ポ
ー
ト
す
る
番
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

職
員
が
成
長
し
て
い
く
の
は
楽
し

み
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
お
年
寄
り

が
生
き
生
き
し
て
く
る
な
ど
目
に
見

え
る
変
化
が
あ
り
ま
す
。「
み
ん
な
、

よ
く
や
っ
て
い
る
な
。
す
ご
い
な
」

と
思
い
な
が
ら
見
て
い
ま
す
。

　

欲
を
言
え
ば
、
自
分
も
ユ
ニ
ッ
ト

に
入
り
た
い
、
一
介
護
職
員
を
や
り

た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
、
一
介

護
職
員
を
や
ら
せ
て
く
れ
る
と
言
わ

れ
た
ら
絶
対
に
や
り
ま
す
。
そ
の
く

ら
い
私
は
現
場
で
働
く
こ
と
が
好
き

で
す
。

今
、
一
介
護
職
員
を
や
ら
せ
て
く
れ
る
と

言
わ
れ
た
ら
絶
対
に
や
り
ま
す
。
そ
の
く
ら
い

私
は
現
場
で
働
く
こ
と
が
好
き
で
す



69

で
、考
え
方
も
集
団
介
護
の
発
想
で
、

ま
ず
は
職
員
の
意
識
改
革
に
苦
労
し

ま
し
た
。
私
は
一
人
で
ポ
ー
ン
と
異

星
人
が
入
っ
て
き
た
よ
う
な
状
態
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

準
備
段
階
と
し
て
、
移
転
前
の
古

い
特
養
で
し
ば
ら
く
一
介
護
職
員
と

し
て
勤
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
か
に
は
私
の
事
情
を
知
っ
て
い
た

人
も
い
た
よ
う
で
す
が
、
知
ら
な
い

人
は
全
く
知
ら
な
い
の
で
、
い
き
な

り
「
私
、
主
任
な
ん
で
す
」
と
は
言

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
の
で
、「
知

ら
な
き
ゃ
知
ら
な
い
で
い
い
か
」
み

た
い
な
感
じ
で
８
月
か
ら
11
月
ま
で

昔
懐
か
し
い
「
集
団
ケ
ア
」
を
一
緒

に
や
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
施
設
が
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

に
転
換
す
る
こ
と
は
み
ん
な
知
っ
て

い
た
の
で
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
も
の

な
の
か
と
い
う
勉
強
会
を
し
た
り
、

計
画
策
定
に
携
わ
っ
た
り
も
し
ま
し

た
。

　

12
月
に
な
り
新
し
い
施
設
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
が
、
今
ま
で
や
っ
て

き
た
考
え
や
や
り
方
を
い
き
な
り
す

べ
て
切
り
替
え
る
の
は
大
変
な
こ
と

で
し
た
。
た
と
え
ば
、
職
員
の
都
合

で
業
務
を
進
め
よ
う
と
す
る
こ
と
、

利
用
者
を
全
員
一
緒
に
動
か
そ
う
と

す
る
こ
と
、
前
倒
し
で
業
務
を
こ
な

そ
う
と
す
る
こ
と
、
そ
う
い
う
こ
と

か
ら
な
か
な
か
抜
け
き
ら
な
い
も
ど

か
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

職
員
の
配
置
も
、
今
ま
で
は
大
勢

で
一
緒
に
動
け
て
い
た
の
が
、
ユ
ニ

ッ
ト
ケ
ア
を
や
る
と
職
員
は
ひ
と
り

に
な
る
時
間
が
で
き
ま
す
。
10
人
を

一
人
で
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な

る
と
、
従
来
型
の
発
想
で
は
絶
対
的

に
無
理
な
こ
と
が
出
て
く
る
の
で
、

そ
う
い
う
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
切
り

崩
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
「
人
が
い
な
い
か
ら
無
理
で
す
」

と
言
う
人
も
い
ま
し
た
が
、
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
に
つ
い
て
勉
強
し
た
職
員

が
、「
時
間
を
ず
ら
せ
ば
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
」
と
い
う
感
じ
の
こ
と
を
ぱ

っ
と
言
っ
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

「
ケ
ア
す
る
人
を
ケ
ア
す
る
」

側
に
ま
わ
る

こ
の
施
設
で
働
い
て
３
年
が
経

過
し
て
い
ま
す
。
施
設
の
な

か
も
だ
い
ぶ
落
ち
着
い
て
、
こ
こ
の

ス
タ
イ
ル
の
よ
う
な
も
の
も
出
来
て
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近
付
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

自
分
が
や
り
た
か
っ
た

理
想
の
介
護
に
近
づ
い
て
い
く
感
覚

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
暮
ら
し
で

こ
れ
ま
で
と
大
き
く
違
っ
て

い
た
こ
と
は
、
み
ん
な
で
取
り
組
む

調
理
と
外
出
が
自
由
に
で
き
る
こ
と

で
し
た
。
朝
食
だ
け
は
職
員
が
作
り

ま
す
が
、
昼
と
夜
は
利
用
者
と
一
緒

に
献
立
を
立
て
、
買
い
物
す
る
と
こ

ろ
か
ら
や
り
ま
し
た
。

　

調
理
に
関
し
て
は
能
力
よ
り
も
、

調
理
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
の
難

し
さ
が
あ
り
ま
す
。
お
年
寄
り
同
士

は
、
や
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
、
ラ

イ
バ
ル
心
や
使
命
感
、
遠
慮
な
ど

様
々
な
気
持
ち
が
見
え
隠
れ
す
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
こ
と
は
と
て

も
い
い
発
見
で
し
た
。

　

ま
た
、
職
員
に
対
し
て
も
、
新
し

い
ケ
ア
の
形
と
い
う
こ
と
で
、
彼
ら

を
引
っ
張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
い

う
意
識
も
あ
り
ま
し
た
。
ど
う
し
た

ら
認
知
症
の
方
た
ち
へ
の
関
わ
り
を

皆
で
や
っ
て
い
け
る
か
、「
自
分
た

ち
で
や
っ
て
し
ま
っ
た
方
が
早
い
」

と
い
う
意
識
か
ら
ど
う
脱
却
す
る

か
、そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

　

幸
い
職
員
た
ち
に
も
恵
ま
れ
、
２

年
目
く
ら
い
か
ら
安
定
し
、
そ
の
後

は
年
を
追
う
ご
と
に
自
分
が
思
い
描

い
て
や
り
た
か
っ
た
理
想
の
介
護
に

近
づ
い
て
い
く
感
じ
が
あ
り
ま
し

た
。

　

３
年
目
以
降
に
な
る
と
、
安
定
と

同
時
に
利
用
者
の
重
度
化
と
い
っ
た

新
た
な
課
題
も
出
て
き
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
、
家
族
が
希
望
す
れ
ば
タ
ー

ミ
ナ
ル
ま
で
看
る
と
い
う
方
針
を
持

っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
実
的
に
は
非

常
に
難
し
い
課
題
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
直
面
し
た
時
、

最
初
は
あ
ま
り
職
員
か
ら
意
見
も
出

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
徐
々
に
み
ん
な

が
意
見
を
言
え
る
よ
う
に
な
り
、
一

緒
に
成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。
３
年

経
つ
と
み
ん
な
が
あ
る
程
度
成
熟

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
も
持
ち
、
解

決
に
向
け
て
全
員
で
立
ち
向
か
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

老
健
の
時
は
立
ち
上
げ
と
言
っ
て

も
与
え
ら
れ
た
り
、
言
わ
れ
た
こ
と

を
や
る
だ
け
で
し
た
が
、
こ
こ
は
初

め
て
自
分
達
で
作
り
上
げ
た
と
い
う

感
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
自
分
が
一
番
成
長
し
た
と

思
う
の
は
、
人
を
育
て
る
と
か
、
引

っ
張
っ
て
い
く
と
い
う
感
覚
を
得
ら

れ
た
こ
と
で
す
。
と
に
か
く
み
ん
な

の
意
見
を
聞
き
、
自
分
も
何
か
起
き

た
時
に
は
み
ん
な
に
相
談
を
し
ま
し

た
。
自
分
に
何
か
し
ら
の
答
え
が
あ

っ
て
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
自
分

も
本
当
に
困
っ
て
い
る
の
で
ど
う
し

よ
う
と
い
う
感
じ
で
し
た
が
、
最
終

的
な
決
定
権
は
私
に
あ
る
こ
と
は
常

に
意
識
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た

そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
職
員
も
つ

い
て
き
て
く
れ
ま
し
た
し
、
上
司
的

な
目
線
で
い
う
と
部
下
た
ち
も
「
育

っ
た
」
と
思
い
ま
す
。

再
び
特
養
へ

職
員
の
意
識
改
革
に
奮
闘

ケ
ア
マ
ネ
の
更
新
研
修
を
受
け

た
際
に
、
た
ま
た
ま
老
健
時

代
の
上
司
で
今
の
施
設
長
と
一
緒
に

な
り
ま
し
た
。
施
設
長
同
士
が
知
り

合
い
で
、
新
し
く
施
設
を
始
め
る
こ

と
は
聞
い
て
い
ま
し
た
。
冗
談
半
分

で
「
そ
っ
ち
の
施
設
長
の
と
こ
ろ

は
、そ
ろ
そ
ろ
飽
き
た
だ
ろ
う
」「
い

や
あ
、
そ
う
で
す
ね
」
な
ど
と
話
を

し
て
い
た
ら
、
後
日
、
老
健
の
と
き

の
看
護
師
長
だ
っ
た
方
か
ら
、「
施

設
長
が
会
い
た
い
っ
て
言
う
ん
だ
け

ど
」
と
い
う
連
絡
が
来
ま
し
た
。
会

っ
て
み
た
と
こ
ろ
、「
主
任
と
し
て

来
て
く
れ
な
い
か
？
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。

　

声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
施
設
は
自

宅
か
ら
も
近
く
、
結
婚
・
出
産
や
親

の
こ
と
な
ど
先
々
を
考
え
た
ら
、
家

か
ら
近
い
方
が
い
い
と
思
い
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で

や
り
た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
が
、
悩
ん
だ
末
に
話
を
受
け
る

こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
今
回
の
転
職

は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
や
思
い
と

い
う
よ
り
は
、
家
庭
や
親
の
こ
と
な

ど
自
分
の
将
来
を
優
先
し
た
結
果
で

し
た
。

　

新
し
く
行
く
こ
と
に
な
っ
た
施
設

は
１
２
０
名
定
員
の
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

の
特
養
で
し
た
が
、「
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
が
い
く
つ
か
集
ま
っ
た
感
じ
だ

よ
」
と
言
わ
れ
て
妙
に
納
得
し
ま
し

た
。

　

現
在
の
施
設
が
で
き
る
前
の
特
養

は
山
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
、
街
の
中
に
新
し
く
施
設
を
立
て

直
し
、
み
ん
な
で
移
転
す
る
と
い
う

計
画
で
し
た
。
古
い
施
設
だ
っ
た
の



67

　

入
所
時
に
生
活
歴
の
聞
き
取
り
な

ど
を
し
ま
す
が
、
そ
の
場
で
は
思
い

つ
か
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
、
家
族
と
の
日
常
的
な
関
わ
り
の

中
で
本
人
の
情
報
を
聞
き
出
す
こ
と

も
大
切
で
す
。
こ
ち
ら
か
ら
施
設
で

あ
っ
た
出
来
事
を
話
す
と
、
そ
れ
を

き
っ
か
け
に
、
家
族
の
方
か
ら
「
そ

う
い
え
ば
、
昔
か
ら
こ
ん
な
こ
と
が

あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

ま
し
た
」
と
い
う
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、
施
設
で
も
同
じ
よ
う
に
対
応

し
て
み
よ
う
と
か
、
そ
う
い
う
判
断

に
使
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。

　

こ
の
老
健
で
は
、
施
設
の
立
ち
上

げ
や
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
、
ケ

ア
マ
ネ
と
い
っ
た
、
新
し
い
業
務
経

験
が
あ
り
、
こ
う
し
た
こ
と
を
通
し

て
、
自
分
が
本
当
に
や
り
た
い
こ
と

は
何
か
を
考
え
た
時
期
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
経
験
を
積
む
な
か
で
、

私
は
徐
々
に
集
団
介
護
に
疑
問
を
持

ち
始
め
ま
し
た
。
世
の
中
の
流
れ
と

し
て
も
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
宅
老

所
と
か
そ
う
い
う
少
人
数
で
の
個
別

ケ
ア
へ
の
転
換
の
時
期
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
に

参
加集

団
介
護
に
疑
問
を
持
ち
始
め

た
頃
、
最
初
に
勤
め
た
特
養

の
事
務
長
だ
っ
た
方
が
、
そ
の
頃
同

じ
法
人
内
で
も
う
一
つ
別
の
特
養
を

立
ち
上
げ
て
そ
こ
の
施
設
長
に
な
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
新
た
に
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
を
始
め
る
の
で
来
な
い
か

と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
認

知
症
の
方
に
と
っ
て
の
「
切
り
札
」

的
な
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
て
、
私

も
そ
う
い
う
少
人
数
の
と
こ
ろ
で
仕

事
を
し
て
み
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
ま
し
た
。
出
戻
り
み
た
い
な
感
じ

で
迷
っ
た
の
で
す
が
、
全
く
別
の
施

設
だ
と
い
う
こ
と
と
、
当
時
の
同
僚

が
そ
こ
で
主
任
的
な
相
談
員
に
な
っ

て
い
て
、
そ
の
人
に
相
談
し
な
が
ら

仕
事
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
老
健

を
辞
め
、
そ
ち
ら
に
移
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
平
成
14
年
２
月
の
こ
と
で

し
た
。

　

新
し
く
立
ち
上
が
っ
た
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
は
１
ユ
ニ
ッ
ト
９
人
の
利
用

者
が
生
活
し
、
も
と
い
た
特
養
の
近

く
に
あ
り
ま
し
た
。
同
僚
は
母
体
の

特
養
か
ら
異
動
し
て
き
た
人
と
、
新

規
で
採
用
さ
れ
た
パ
ー
ト
勤
務
の
人

で
し
た
。
こ
こ
で
私
は
主
任
兼
計
画

作
成
担
当
者
を
任
さ
れ
ま
し
た
。
施

設
長
は
特
養
の
施
設
長
が
兼
務
し
て

い
ま
し
た
。

　

３
月
に
転
職
し
、
４
月
開
設
と
い

う
あ
わ
た
だ
し
い
日
程
で
し
た
。
施

設
長
は
話
に
行
け
ば
相
談
に
は
乗
っ

て
く
れ
ま
し
た
が
、
こ
う
や
れ
と
い

う
指
示
も
な
く
、
何
も
決
ま
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
理
念
や
勤
務
、
記

録
の
書
式
な
ど
す
べ
て
一
か
ら
話
し

合
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

施
設
長
は
理
念
や
方
針
を
押
し
付

け
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

最
初
に
「
自
宅
へ
は
必
ず
行
け
。
し

て
い
た
生
活
を
見
て
こ
い
」
と
言
わ

れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
も
含
め
て
、
最
初
は
何

か
に
つ
け
て
ど
う
い
う
意
図
で
施
設

長
が
そ
う
言
っ
て
い
る
の
か
、
意
図

を
読
み
取
る
こ
と
が
難
し
く
感
じ
ま

し
た
。
何
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か

見
え
な
い
こ
と
は
辛
い
こ
と
で
し
た

が
、
以
前
と
違
う
の
は
「
意
図
が
あ

る
こ
と
」
は
見
え
て
き
た
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
同
僚
と
「
ど
う
し
た
い

ん
だ
ろ
う
ね
」
常
に
い
ろ
い
ろ
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
場
に
考
え
さ
せ
る
上

司
に
仕
え
た
お
か
げ
で
「
考
え
る
」

と
い
う
こ
と
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
思
う
と
、
施
設
長

に
は
ま
さ
に
そ
う
い
う
意
図
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
自
宅
を
必
ず
見
に
行
く
」
と
い

う
考
え
は
私
の
中
に
し
っ
か
り
根
付

き
、
今
で
も
在
宅
か
ら
来
る
新
規
の

方
に
関
し
て
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
自

宅
を
見
に
行
く
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
ベ
ッ
ド
の

向
き
と
か
足
を
つ
け
る
位
置
と
か
、

施
設
の
環
境
を
で
き
る
だ
け
自
宅
に

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
に

関
わ
る
こ
と
で
、
初
め
て
自
分
達
で

作
り
上
げ
た
と
い
う
感
じ
が
し
ま
し
た
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が
多
く
い
ま
し
た
が
、
私
以
外
は
全

員
学
校
を
出
た
ば
か
り
の
新
卒
だ
っ

た
の
で
、
必
然
的
に
５
年
現
場
経
験

が
あ
る
私
が
主
任
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
、
主
任
と
言
っ
て
も
老
健
な
の

で
、
実
際
に
は
事
務
長
と
看
護
師
長

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
介
護

に
関
し
て
、
皆
の
意
見
調
整
を
行
っ

て
い
た
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

　

主
任
と
し
て
の
具
体
的
な
仕
事

は
、
勤
務
の
シ
フ
ト
づ
く
り
や
、
若

い
職
員
た
ち
の
代
表
と
し
て
意
見
を

ま
と
め
、
方
針
を
決
め
る
と
い
う
感

じ
で
し
た
。
看
護
師
は
ベ
テ
ラ
ン
が

多
か
っ
た
の
で
、
介
護
の
私
た
ち
と

は
親
子
み
た
い
で
、
逆
に
そ
れ
だ
か

ら
う
ま
く
や
っ
て
い
け
た
の
か
な
と

思
い
ま
す
。

　

老
健
で
働
い
て
い
る
最
中
に
、
ケ

ア
マ
ネ
の
資
格
を
取
っ
た
の
で
、
途

中
か
ら
在
宅
の
ケ
ア
マ
ネ
と
の
兼
務

に
な
り
ま
し
た
。
忙
し
い
日
々
で
休

み
も
な
い
く
ら
い
で
し
た
が
、
ケ
ア

マ
ネ
業
務
は
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

夜
中
に「
う
ち
の
じ
い
さ
ん
が
…
」

と
い
っ
た
感
じ
で
連
絡
が
あ
り
、
駆

け
付
け
て
、
自
分
の
車
で
病
院
に
運

ん
だ
り
、
ご
み
屋
敷
の
よ
う
な
す
ご

い
家
に
訪
問
に
行
っ
た
り
も
し
ま
し

た
。

　

こ
う
し
て
一
軒
一
軒
家
を
訪
問
す

る
な
か
で
、
同
じ
地
域
の
中
に
も

様
々
な
家
庭
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
在
宅
か
ら
来
る
人
と
在
宅
に

帰
る
人
が
い
た
の
で
、
地
域
の
な
か

で
の
つ
な
が
り
や
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭

の
事
情
な
ど
も
見
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
施
設
に
い
る
と
そ
こ
で
の

生
活
し
か
見
え
ま
せ
ん
が
、
ケ
ア
マ

ネ
と
し
て
関
わ
る
こ
と
で
利
用
に
至

る
ま
で
の
事
情
や
経
緯
、
老
健
以
外

の
サ
ー
ビ
ス
は
ど
ん
な
も
の
を
使
っ

て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
、
そ
の
人
の
生
活
が
施
設
以
外

に
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
と
い
う
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　

在
宅
で
の
生
活
を
知
っ
た
う
え
で

施
設
で
の
ケ
ア
を
考
え
た
時
、
一
番

は
本
人
の
思
い
で
す
が
、
そ
の
背
景

に
何
が
あ
る
の
か
を
知
る
た
め
に
、

家
族
の
思
い
を
聞
い
た
り
、
在
宅
で

の
苦
労
を
想
像
し
た
り
、
家
族
と
の

関
わ
り
も
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
人
が
自
分
で
判
断
で
き
な
く
な
っ

た
時
、
最
後
は
家
族
の
判
断
に
な
り

ま
す
が
、
家
族
が
す
べ
て
判
断
す
る

の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

カウンターの上に置かれた福島さんのお気に入りの小物たち
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ん
な
で
あ
あ
で
も
な
い
こ
う
で
も
な

い
と
意
見
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

お
年
寄
り
と
話
し
た
り
接
す
る
こ

と
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
認

知
症
の
方
と
接
し
て
い
て
も
、
日
々

新
し
い
発
見
が
自
分
の
中
に
あ
り
ま

し
た
。
施
設
で
は
居
室
担
当
制
が
敷

か
れ
て
い
て
、「
居
室
担
当
の
時
間
」

と
い
う
の
が
も
ら
え
て
い
た
の
で
、

担
当
の
利
用
者
さ
ん
と
は
親
し
く
な

れ
ま
し
た
し
、
信
頼
関
係
も
で
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
年
数
が
経
過
す
る
な
か

で
、
徐
々
に
仕
事
に
対
す
る
気
持
ち

が
薄
ま
っ
て
い
く
の
を
感
じ
ま
し

た
。
施
設
の
方
針
と
し
て
、
夜
中
で

も
２
時
間
お
き
く
ら
い
に
座
れ
る
人

は
起
こ
し
て
ト
イ
レ
に
座
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
徹
底
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ト
イ
レ
に
座
れ
な
い
人
は
定
期
的
に

お
む
つ
交
換
を
す
る
の
で
夜
勤
が
非

常
に
ハ
ー
ド
で
、身
体
的
に
も
辛
く
、

精
神
的
に
も
大
き
な
ス
ト
レ
ス
に
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
当
時
多

く
の
施
設
で
は
既
に
紙
お
む
つ
に
移

行
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
布

お
む
つ
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
様
々
な
事
柄
に
つ
い

て
、
な
ぜ
そ
う
す
る
の
か
、
と
い
う

理
由
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
た

だ
や
ら
さ
れ
て
い
る
感
じ
で
働
く
の

で
、
ま
す
ま
す
辛
い
と
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
か
ら

仕
事
に
対
し
て
徐
々
に
や
り
が
い
を

感
じ
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
頃
、
先
輩
た
ち
が
結
婚

退
職
し
た
り
、
代
わ
り
に
後
輩
が
入

っ
た
り
し
て
人
が
入
れ
替
わ
っ
て
い

く
な
か
で
、
私
も
こ
う
し
ち
ゃ
い
ら

れ
な
い
と
思
い
、
特
に
次
の
こ
と
は

考
え
ず
に
周
囲
の
流
れ
に
乗
る
感
じ

で
退
職
を
決
意
し
ま
し
た
。
介
護
職

を
始
め
て
６
年
目
の
平
成
９
年
の
７

月
の
こ
と
で
し
た
。

ケ
ア
マ
ネ
を
経
験
し
、

利
用
者
の
在
宅
で
の
生
活
を
知
る

勢
い
で
退
職
し
、
次
の
仕
事
を

探
さ
な
い
と
な
あ
と
漠
然
と

思
い
な
が
ら
２
か
月
ほ
ど
遊
び
歩
い

た
と
こ
ろ
で
親
か
ら
「
い
い
か
げ
ん

ど
う
す
る
の
？
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

さ
す
が
に
こ
れ
は
ま
ず
い
と
思
い
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
行
き
就
職
活
動
を

始
め
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て

介
護
以
外
の
仕
事
も
考
え
ま
し
た
。

実
家
に
住
ん
で
い
た
の
と
、
ま
だ
若

か
っ
た
の
と
で
、
給
与
の
こ
と
は
抜

き
に
し
て
、
自
分
が
本
当
に
や
り
た

い
仕
事
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
と
考
え
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
い
ろ
い
ろ
仕
事
を
探
す

中
で
、
せ
っ
か
く
取
っ
た
資
格
だ
し

ム
ダ
に
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
気

持
ち
と
、
何
よ
り
も
介
護
の
仕
事
が

楽
し
く
、
自
分
が
こ
の
仕
事
が
好
き

だ
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
意
識

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
次
も
そ

う
い
う
関
係
の
仕
事
を
し
よ
う
と
決

め
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
ま
た
し
て
も
母
親
が
あ

る
病
院
が
４
月
か
ら
老
健
を
始
め
る

の
で
職
員
を
募
集
し
て
い
る
と
い
う

話
を
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

の
時
点
で
11
月
で
、
４
月
ま
で
ま
だ

時
間
が
あ
り
ま
し
た
が
、
老
健
開
設

ま
で
の
間
、
人
が
い
な
い
の
で
病
院

で
ヘ
ル
パ
ー
を
や
っ
て
く
れ
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
、
働
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
病
院
は
い
わ
ゆ
る
老
人
病
院

で
は
な
く
、
一
般
病
院
で
し
た
。
仕

事
の
内
容
は
、
病
院
で
の
介
護
業
務

で
し
た
。
や
っ
て
い
る
業
務
的
に
は

特
養
と
同
じ
で
し
た
が
、
や
は
り
そ

こ
は
病
院
だ
っ
た
の
で
勝
手
が
違

い
、
早
々
に
こ
こ
は
私
の
い
る
場
所

で
は
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
４
月
に
な
れ
ば
必
ず
老
健
に
行

け
る
と
い
う
約
束
が
あ
っ
た
の
で
、

半
年
間
頑
張
っ
て
働
き
ま
し
た
。
３

月
に
な
る
と
老
健
の
開
設
業
務
に
関

わ
り
、
４
月
に
無
事
オ
ー
プ
ン
し
、

晴
れ
て
老
健
に
異
動
し
ま
し
た
。

　

老
健
は
定
員
50
名
で
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
集

団
処
遇
的
な
ケ
ア
が
行
わ
れ
、
長
期

利
用
す
る
利
用
者
も
大
勢
い
ま
し

た
。
介
護
職
員
の
同
期
は
全
員
年
下

で
、
介
護
福
祉
士
を
持
っ
て
い
る
人

高
齢
者
の
生
活
は
、

施
設
以
外
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
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際
、
長
野
に
帰
る
と
い
う
約
束
を
し

て
い
た
の
で
、
地
元
で
就
職
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
実
習
が
特
養
だ
っ
た

せ
い
か
、
な
ん
と
な
く
特
養
に
こ
だ

わ
り
が
あ
り
、
特
養
に
絞
っ
て
就
職

活
動
を
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
職
場
お
年
寄
り
や

先
輩
と
楽
し
い
日
々
を
過
ご
す

平
成
４
年
４
月
に
東
御
市
の
特

養
に
就
職
し
ま
し
た
。
社
会

福
祉
法
人
が
運
営
し
て
い
る
比
較
的

新
し
い
施
設
で
定
員
は
50
床
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
当
時
そ
の
地
域
に
は
こ
こ
し
か

特
養
が
な
か
っ
た
の
で
、
必
然
的
に

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
の
よ
う
な
役

割
を
担
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

同
期
は
２
人
で
し
た
が
、
先
輩
職

員
も
比
較
的
若
い
人
が
多
く
、
み
ん

な
が
仲
良
か
っ
た
で
す
。
業
務
は
一

斉
に
流
れ
作
業
と
い
う
感
じ
で
、
当

時
と
し
て
は
重
度
の
方
が
多
い
施
設

だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
施

設
の
ト
ッ
プ
は
、
当
時
の
福
祉
業
界

で
先
駆
的
に
色
々
や
ろ
う
と
し
て
い

る
方
で
、
新
し
い
情
報
や
新
し
い
ケ

ア
の
方
法
を
取
り
込
ん
だ
り
、
知
識

を
仕
入
れ
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。こ
う
し
た
背
景
が
あ
り
、

研
修
の
機
会
や
他
施
設
の
職
員
と
の

交
流
も
あ
り
ま
し
た
。

　
「
新
し
い
ケ
ア
」
と
い
う
の
は
、

１
階
と
２
階
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
ケ

ア
を
行
な
う
と
か
、
フ
ロ
ア
を
少
し

区
切
っ
て
み
る
と
か
、
今
で
い
う
グ

ル
ー
プ
ケ
ア
や
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
先

駆
け
的
な
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
の
な
か
で
、
少
人
数
で
の
お

や
つ
や
お
茶
会
を
開
催
し
た
り
と
い

う
こ
と
を
し
ま
し
た
。
上
の
人
た
ち

が
ど
こ
か
で
勉
強
し
て
き
て
現
場
で

試
し
て
み
よ
う
と
い
う
感
じ
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
現
場
の
一
職
員
の
感

覚
と
し
て
は
、
上
層
部
の
そ
う
し
た

方
向
性
や
理
念
の
よ
う
な
も
の
は
そ

れ
ほ
ど
伝
わ
っ
て
こ
な
か
っ
た
と
い

う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
、「
今
度

は
こ
ん
な
こ
と
や
る
ら
し
い
よ
」
と

い
う
感
じ
で
し
た
。

　

一
方
、
日
々
の
業
務
は
、
先
輩
た

ち
に
相
談
を
し
や
す
い
、
話
が
し
や

す
い
環
境
だ
っ
た
の
で
と
て
も
楽
し

い
職
場
で
し
た
。
初
め
て
の
職
場
と

い
う
こ
と
で
何
も
わ
か
ら
な
い
状
態

で
し
た
が
、
何
か
あ
っ
た
時
に
は
す

ぐ
先
輩
た
ち
に
頼
れ
ま
し
た
し
、
み

フロアごとにケアマネジャーが常駐するコーナーが設けられている
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介
護
福
祉
士
を
目
指
し
て
東
京
へ

実
習
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

で
得
た
や
り
が
い

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
漠
然
と

「
人
と
か
か
わ
る
」
仕
事
に

就
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
高

校
に
進
学
し
、
将
来
を
考
え
た
時
に

大
学
に
行
っ
て
勉
強
す
る
よ
り
も
、

資
格
を
取
っ
て
早
く
働
き
た
い
な
と

思
い
ま
し
た
。

　

事
務
仕
事
や
Ｏ
Ｌ
な
ど
に
は
全
然

興
味
が
な
く
、
人
と
関
わ
っ
て
身
体

を
動
か
す
仕
事
、
た
と
え
ば
リ
ハ
ビ

リ
、理
学
療
法
士
な
ん
て
ど
う
か
な
、

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に

母
親
が
「
福
祉
の
専
門
学
校
が
あ
る

ら
し
い
」
と
い
う
情
報
を
持
っ
て
き

て
く
れ
ま
し
た
。母
親
が
言
う
に
は
、

こ
れ
か
ら
は
お
年
寄
り
が
増
え
る

し
、
私
が
や
り
た
い
と
言
っ
て
い
た

リ
ハ
ビ
リ
の
仕
事
に
も
近
い
し
、
２

年
で
資
格
も
取
れ
る
ら
し
い
よ
、
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
母
親
が
言
う
ほ

ど
簡
単
な
仕
事
で
は
な
い
だ
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
が
、
手
っ
取
り
早
く
仕

事
に
つ
な
が
る
の
で
あ
れ
ば
や
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
お
年
寄
り
の
介
護
経
験

も
な
か
っ
た
の
で
、
仕
事
の
イ
メ
ー

ジ
は
漠
然
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
勧

め
ら
れ
る
ま
ま
専
門
学
校
に
行
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

東
京
の
専
門
学
校
に
入
学
し
た
の

は
平
成
２
年
の
こ
と
で
し
た
。
東
京

に
出
た
の
は
当
時
ま
だ
介
護
福
祉
士

を
と
れ
る
専
門
学
校
は
長
野
に
な
か

っ
た
こ
と
と
、
東
京
に
行
っ
て
み
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。

　

専
門
学
校
で
の
学
校
生
活
は
楽
し

か
っ
た
で
す
。
私
た
ち
は
そ
の
学
校

の
２
期
生
で
、
１
学
年
50
人
く
ら
い

学
生
が
い
て
、
ほ
と
ん
ど
み
ん
な
高

校
を
出
た
て
の
若
い
10
代
の
学
生
で

し
た
。

　

何
も
か
も
初
め
て
で
し
た
が
、
排

泄
ケ
ア
も
含
め
て
私
は
ほ
と
ん
ど
業

務
内
容
に
抵
抗
は
な
か
っ
た
で
す
。

当
時
は
ま
だ
集
団
介
護
が
主
流
だ
っ

た
の
で
、
実
習
も
一
日
の
業
務
の
流

れ
に
乗
っ
て
技
術
を
覚
え
て
い
く
感

じ
で
し
た
。
実
習
の
最
終
段
階
に
な

る
と
職
員
さ
ん
に
頼
り
に
さ
れ
る
く

ら
い
動
け
る
よ
う
に
な
っ
て
、
や
り

が
い
や
達
成
感
を
覚
え
ま
し
た
。

　

授
業
以
外
の
思
い
出
と
言
え
ば
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
で
の
活
動

で
す
。
私
が
入
っ
て
い
た
サ
ー
ク
ル

は
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
方
の
支
援

を
行
う
サ
ー
ク
ル
だ
っ
た
の
で
す

が
、
こ
こ
で
の
経
験
が
自
分
の
礎
に

な
っ
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。

　

私
が
関
わ
っ
た
方
は
絵
を
描
く
方

で
し
た
。
自
分
達
よ
り
少
し
年
上
く

ら
い
の
若
い
方
で
、
普
段
は
病
院
に

入
院
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
絵
を
描

く
時
や
個
展
を
開
く
と
き
は
病
院
を

出
て
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私

た
ち
は
そ
の
際
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
に
対
し
て
私
は
特

に
何
か
強
い
使
命
感
を
持
っ
て
い
た

わ
け
も
な
く
、
サ
ー
ク
ル
の
ノ
リ
で

楽
し
い
と
か
、
そ
う
い
う
感
じ
で
し

た
。
相
手
の
方
と
の
歳
も
近
く
、
障

害
を
持
っ
て
い
る
人
と
か
そ
う
い
う

感
じ
で
も
な
く
、
普
通
に
色
々
と
話

を
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
そ
の
方
が

一
番
ど
う
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い

る
の
か
と
か
、
し
て
ほ
し
く
て
も
言

え
な
い
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
は
常
に
み
ん
な
で
話

し
合
っ
て
い
た
よ
う
な
記
憶
が
あ
り

ま
す
。

　

卒
業
間
近
と
な
り
就
職
を
考
え
た

【ベルポートまるこ東】

長野県上田市に位置する。同市内にあった特別
養護老人ホームの老朽化に伴い、平成20年12
月にカネボウ跡地内にユニット型特別養護老人
ホームとして新築移転。併設する施設として、
養護老人ホーム「ベルポートまるこ西」がある。
１ユニット10名、定員110名、ショートステイ
10名。
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Career Case 07　

現場の介護職に
やっぱり一番魅力を感じます

社会福祉法人大樹会　特別養護老人ホーム　ベルポートまるこ東　ケアサービス課長

福島 美佐子

Fukusima Misako

専門学校で介護福祉士を取得後、平成４年に地元の特別養護老人ホー
ムに介護職員として入職。平成９年に退職し、平成10年老人保健施設
介護主任、平成14年グループホームの立ち上げに参加介護主任兼計画
作成担当者。平成20年８月からの準備期間を経て、同年12月の開設よ
りベルポートまるこ東ケアサービス課長。
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て
、
施
設
長
と
「
特
養
に
入
る
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
」
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
、
飲
み
な
が
ら
話
を
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
私
は
「
特
養
に
入

る
」
イ
コ
ー
ル
「
こ
こ
で
死
ん
で
い

く
」
と
い
う
考
え
が
あ
り
、
入
居
す

る
人
は
う
ち
に
帰
り
た
く
て
も
帰
れ

な
い
と
い
う
の
が
現
実
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
ん
な
話
を
飲
み
な
が
ら
施
設
長

に
し
た
と
こ
ろ
、「
こ
こ
で
死
ん
で

い
く
ん
だ
よ
な
、
そ
れ
っ
て
さ
み
し

く
な
い
か
い
？
」
と
言
わ
れ
、「
寂

し
い
で
す
よ
ね
。
俺
も
そ
う
思
い
ま

す
」「
だ
ろ
う
」
と
い
う
会
話
の
な

か
で
「
だ
っ
た
ら
、
利
用
者
を
寂
し

く
さ
せ
な
い
よ
う
な
仕
事
を
し
よ

う
。
そ
の
た
め
に
具
体
的
な
方
法
は

現
場
で
考
え
て
く
れ
れ
ば
い
い
。
責

任
は
、
管
理
者
で
あ
る
俺
が
持
つ
の

で
思
っ
た
こ
と
を
や
っ
て
も
ら
っ
た

ら
い
い
」
と
い
う
話
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

こ
の
一
言
は
し
び
れ
ま
し
た
ね
。

ト
ッ
プ
の
考
え
に
共
感
で
き
る
と
い

う
こ
と
は
部
下
と
し
て
と
て
も
大
事

な
こ
と
で
す
。
施
設
長
と
私
の
考
え

が
完
全
に
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
感
じ
る
も
の
、
感

じ
方
が
似
て
い
る
と
思
い
、
嬉
し
く

な
り
ま
し
た
。
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ま
す
。「
や
っ
て
い
て
、『
く
そ
ば
ば

あ
』
と
か
思
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ

う
」
み
た
い
な
こ
と
を
直
接
投
げ
か

け
て
「
あ
り
ま
す
」
と
い
っ
た
や
り

と
り
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
誰

し
も
そ
ん
な
風
に
思
う
瞬
間
が
あ
る

の
は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
が
、
仕
事
の
上
で
は
そ
う
対
応
を

す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
そ

の
あ
た
り
の
感
情
を
吐
き
出
さ
せ
る

よ
う
に
し
て
、
職
員
に
は
ス
ト
レ
ス

を
た
め
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

役
職
で
は
な
く
「
職
人
」
と
し
て

も
っ
と
貪
欲
に
技
を
磨
き
た
い

平
成
22
年
か
ら
再
び
デ
イ
に
戻

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

度
は
主
任
と
し
て
の
異
動
で
し
た
。

自
分
の
方
向
性
や
や
り
方
は
ど
こ
に

行
っ
て
も
同
じ
で
、
相
変
わ
ら
ず
も

っ
と
楽
し
く
仕
事
を
し
よ
う
と
い
う

こ
と
と
、
利
用
者
の
支
援
の
方
法
に

つ
い
て
自
分
が
あ
あ
だ
、
こ
う
だ
細

か
く
口
を
出
す
こ
と
は
し
な
い
と
い

う
こ
と
を
職
員
に
伝
え
ま
し
た
。

　

た
だ
、
利
用
者
中
心
と
言
い
な
が

ら
も
業
務
優
先
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
た
り
、
楽
し
い
と
い
う
よ
り
も
ラ

ク
な
仕
事
を
選
ん
だ
り
し
て
い
た
場

合
に
は
一
言
言
い
ま
す
。
裏
表
が
あ

っ
た
り
、
本
音
と
建
前
を
使
い
分
け

る
と
い
っ
た
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い

と
感
じ
ま
す
。

　

昔
か
ら
曲
が
っ
た
こ
と
が
好
き
で

は
な
い
の
と
、
か
と
い
っ
て
「
１
＋

１
＝
２
」
と
言
わ
れ
て
も
、
本
当
に

「
２
」
な
の
か
な
と
疑
問
に
思
う
タ

イ
プ
で
す
。
昔
は
右
も
左
も
わ
か
ら

な
か
っ
た
の
で
、
上
司
か
ら
言
わ
れ

た
こ
と
は
絶
対
と
い
う
感
じ
で
、
融

通
も
利
か
せ
ら
れ
な
か
っ
た
し
、
そ

れ
し
か
な
い
、
や
る
し
か
な
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
経
験
を
積
む
中
で
、
経

験
か
ら
習
得
し
た
も
の
と
照
ら
し
合

わ
せ
な
が
ら
、「
１
＋
１
」
は
本
当

に
「
２
」
な
の
か
？
も
し
か
し
た
ら

「
４
」
じ
ゃ
な
い
の
か
と
あ
え
て
疑

問
を
持
つ
よ
う
に
し
て
、
い
っ
た
ん

考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

経
験
を
積
め
ば
積
む
ほ
ど
、
さ
ら

に
知
識
や
技
術
を
自
分
の
も
の
に
し

た
い
と
貪
欲
に
な
っ
て
い
く
の
を
感

じ
ま
す
。
疑
問
に
思
う
こ
と
に
対
し

て
は
、
何
で
こ
う
な
る
の
か
、
自
分

で
も
答
え
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
、

本
を
読
ん
だ
り
、
利
用
者
に
直
接
聞

い
た
り
家
族
に
聞
い
た
り
、
職
員
か

ら
も
聞
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
よ
う

や
く
「
だ
か
ら
、
こ
う
な
ん
だ
！
」

と
腑
に
落
ち
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
分
で
納
得
し
た
い
ん
で
す
ね
。

　

も
っ
と
上
の
役
職
を
目
指
し
た
い

と
か
、
そ
う
い
う
地
位
の
こ
と
で
は

な
く
、「
職
人
」
と
し
て
技
を
磨
き

た
い
と
い
う
感
じ
で
す
。

　

利
用
者
に
対
し
て
は
、
お
客
さ
ん

で
は
な
く
、
正
面
か
ら
一
人
の
人
間

と
し
て
付
き
合
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
片
麻
痺
が
あ

る
け
れ
ど
、
頭
は
し
っ
か
り
し
て
い

る
、
で
も
他
の
人
の
こ
と
を
悪
く
言

う
利
用
者
が
い
た
と
し
ま
す
。
そ
う

い
う
人
に
対
し
て
は
、
身
体
的
な
介

護
は
補
い
つ
つ
、
一
人
の
人
間
と
し

て
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
ま
ず
は
相

手
の
話
を
聞
い
た
う
え
で
、
自
分
の

意
見
を
言
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
し
っ

か
り
フ
ォ
ロ
ー
は
し
ま
す
が
、
利
用

者
だ
か
ら
、
介
護
が
必
要
だ
か
ら
と

言
っ
て
言
い
た
い
こ
と
を
遠
慮
し
て

い
た
ら
真
の
人
間
関
係
は
作
れ
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

右
も
左
も
わ
か
ら
ず
入
職
し
、
途

中
で
辞
め
て
い
っ
た
同
僚
も
何
人
も

い
る
な
か
で
、
向
い
て
な
い
、
向
い

て
な
い
と
思
い
な
が
ら
も
16
年
、
17

年
同
じ
職
場
で
よ
く
勤
め
続
け
た
な

と
自
分
で
も
思
い
ま
す
。
よ
く
こ
こ

ま
で
や
っ
た
な
と
。

　

以
前
部
下
か
ら
「
斉
藤
さ
ん
が
上

司
で
よ
か
っ
た
で
す
」
と
言
わ
れ
、

や
っ
ぱ
り
と
て
も
嬉
し
い
と
感
じ
ま

し
た
。
そ
の
職
員
に
特
別
何
か
指
導

を
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

私
の
こ
と
を
見
て
「
自
分
に
と
っ
て

憧
れ
で
す
」
と
言
っ
て
く
れ
た
時
、

自
分
の
や
っ
て
き
た
や
り
方
は
間
違

っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
の
か

と
感
じ
ま
し
た
。

　

逆
に
、
自
分
が
部
下
の
立
場
と
し

利
用
者
だ
か
ら
、
介
護
が
必
要
だ
か
ら

と
言
っ
て
言
い
た
い
こ
と
を
遠
慮
し
て
い
た
ら

真
の
人
間
関
係
は
作
れ
な
い
と
思
い
ま
す
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自
然
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

楽
し
く
仕
事
を
す
る
、

仕
事
の
充
実
で
楽
し
み
を
見
つ
け
る

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
７
年
経
験
し

た
後
、
平
成
19
年
に
特
養
に

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
戻
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。「
特
養
の
ほ
う

を
支
え
て
く
れ
な
い
か
」
と
い
う
施

設
長
か
ら
の
言
葉
で
し
た
が
、
デ
イ

で
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
も
う
か
と
思
っ

て
い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
内
心
は

「
う
ー
ん
」
と
い
う
感
じ
で
し
た
が

受
け
ま
し
た
。

　

戻
っ
て
く
る
と
、「
リ
ー
ダ
ー
だ

か
ら
任
せ
る
」
と
言
わ
れ
、
以
前
と

違
う
と
感
じ
ま
し
た
。
以
前
は
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
的
な

指
示
で
現
場
は
動
い
て
い
た
の
で
す

が
、
今
回
は
利
用
者
に
対
し
て
、
現

場
が
思
っ
て
い
る
こ
と
を
そ
の
ま
ま

や
っ
て
く
れ
れ
ば
よ
い
と
い
う
、
現

場
か
ら
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
を
期
待
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
指
示
を
受
け
、
私
は
自
分
達

が
働
い
て
楽
し
い
と
感
じ
る
職
場
に

し
よ
う
、
楽
し
い
と
い
う
の
は
ラ
ク

を
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
や
る
こ
と

は
し
っ
か
り
や
っ
て
、
仕
事
の
充
実

で
楽
し
み
を
見
つ
け
て
い
け
る
よ
う

な
職
場
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

た
だ
、
後
輩
や
部
下
に
し
て
み
た

ら
い
き
な
り
そ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ

て
も
会
議
な
ど
で
意
見
を
出
し
づ
ら

い
と
思
っ
た
の
で
、
自
分
が
新
人
だ

っ
た
時
に
経
験
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を

参
考
に
、「
自
分
が
利
用
者
だ
っ
た

ら
ど
う
い
う
こ
と
を
し
た
い
か
」
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
を
箇
条
書
き
で

書
い
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
う
す
る
と
、「
夜
は
寝
て
い
た
い
」

と
か
、「
風
呂
は
嫌
い
だ
か
ら
シ
ャ

ワ
ー
が
い
い
」
と
か
、「
私
は
男
の

人
に
お
む
つ
を
取
り
替
え
て
も
ら
う

の
は
嫌
だ
」
と
か
い
ろ
い
ろ
な
意
見

が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
ま
と

め
て
ケ
ア
の
方
向
づ
け
を
行
い
ま
し

た
。

　

例
え
ば
、
食
事
の
際
、
刻
み
食
だ

か
ら
と
い
っ
て
い
き
な
り
鮭
フ
レ
ー

ク
を
出
す
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
も

と
の
食
材
の
原
型
を
見
て
い
た
だ
い

て
か
ら
、
必
要
で
あ
れ
ば
細
か
く
は

さ
み
で
切
る
こ
と
に
し
よ
う
と
い
っ

た
細
か
な
こ
と
も
決
め
て
い
き
ま
し

た
。

　

こ
う
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
利
用
し

た
改
善
の
取
り
組
み
は
、
現
場
ス
タ

ッ
フ
が
共
感
し
て
く
れ
た
の
で
、
ス

ム
ー
ズ
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
書
か
れ
た
記
述
内

容
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
現
場
が
な

ぜ
そ
う
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
か

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
根
拠
を
組

み
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
例

え
ば
環
境
面
の
比
較
的
大
規
模
な
工

事
が
し
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

時
、
以
前
で
あ
れ
ば
な
ぜ
工
事
が
必

要
な
の
か
、
そ
の
根
拠
が
う
ま
く
伝

え
ら
れ
な
い
た
め
に
却
下
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
工
事
を
す
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
の
は
こ
う
い
う
根
拠
が
あ
る
か

ら
で
、
具
体
的
に
は
こ
の
よ
う
に
し

た
い
の
だ
と
提
案
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
上
司
も
「
な
る
ほ
ど
な
」

と
納
得
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

と
は
い
え
、
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て

一
年
目
に
い
き
な
り
全
部
良
く
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
ま
ず
は
職

員
に
と
に
か
く
楽
し
く
仕
事
を
し
て

も
ら
お
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

職
員
が
利
用
者
と
接
す
る
「
１
対

１
」
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
個
性
も
あ
り
、
良
い
も
の
を
持

っ
て
い
る
と
感
じ
た
の
で
、
結
果
は

事
後
報
告
で
良
い
の
で
、
そ
の
人
に

対
し
て
必
要
だ
と
思
っ
た
こ
と
を
ど

ん
ど
ん
や
っ
て
ほ
し
い
と
職
員
に
伝

え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
施
設
に
は
全
部
で
４
ユ
ニ

ッ
ト
あ
る
の
で
、
そ
の
な
か
で
う
ち

の
ユ
ニ
ッ
ト
は
１
番
を
目
指
そ
う
と

い
う
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。
何
を
以

て
一
番
か
と
言
わ
れ
る
と
ち
ょ
っ
と

困
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
と
に
か

く
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
や
楽
し
そ

う
に
仕
事
を
し
て
い
る
な
ど
、
ほ
か

の
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
う
ら
や
ま
し
が
ら

れ
る
よ
う
な
仕
事
を
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
し
た
。

　
「
楽
し
く
仕
事
を
す
る
」
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
な
ぜ
こ
こ
ま
で
こ
だ

わ
る
か
と
い
う
と
、
自
分
が
新
人
だ

っ
た
頃
に
経
験
し
た
、「
あ
る
べ
き

論
」
が
先
行
し
す
ぎ
た
結
果
、
管
理

管
理
の
な
か
で
働
か
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
来
て
い
ま
す
。
こ
ん

な
苦
い
思
い
出
が
あ
る
の
で
、
私
自

身
は
現
場
の
職
員
に
対
し
て
は
ぶ
っ

ち
ゃ
け
ト
ー
ク
を
す
る
こ
と
も
あ
り
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て
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
視
点

を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
方
の
背
景
を
見
て
い
く
こ
と

で
、
ケ
ア
や
関
わ
り
方
に
対
す
る
考

え
方
が
大
き
く
違
っ
て
く
る
の
を
感

じ
ま
し
た
。ケ
ア
会
議
な
ど
で
も「
昔

は
こ
ん
な
風
に
生
活
し
て
き
た
方
な

の
で
、
だ
か
ら
今
こ
の
方
は
こ
う
な

ん
で
す
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
そ
の

方
の
背
景
を
ま
じ
え
た
報
告
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

利
用
者
の
背
景
に
関
す
る
情
報

は
、
あ
い
た
時
間
に
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
、
直
接
ご
本
人
か
ら
話
を
聞
く

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。「
旦
那
は
戦

争
に
行
っ
て
、
死
ん
だ
よ
。
そ
れ
か

ら
20
年
畑
仕
事
を
し
て
、
そ
り
ゃ
苦

労
し
た
よ
」
と
、
私
は
ひ
た
す
ら
聞

き
役
で
、
相
手
が
話
を
し
て
く
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
メ
モ
を
取

り
な
が
ら
話
を
聞
く
で
も
な
く
、
こ

の
人
は
こ
う
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い

た
な
と
自
然
に
頭
の
中
に
情
報
が
蓄

積
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
だ
ん
だ
ん
と
職
員
に
対

し
て
も
そ
の
人
の
背
景
を
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。後
輩
が「
上

司
に
こ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
」「
先

輩
に
こ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
」
と

愚
痴
を
言
っ
て
く
る
と
、
な
ぜ
こ
そ

う
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
た
ん
だ
ろ
う

か
と
、
そ
の
背
景
を
考
え
な
が
ら
助

言
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
組
織
に
つ
い
て
も
同
様
で

す
。
以
前
は
法
人
の
理
念
や
事
業
所

の
目
標
な
ど
は
ど
こ
か
他
人
事
で
あ

り
、う
わ
の
空
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
よ
り
も
、
目
先
の
年
寄

り
の
こ
と
が
大
事
な
ん
だ
か
ら
、
年

寄
り
だ
け
を
見
て
い
れ
ば
そ
れ
で
い

い
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
う
い
う
理
念
が
あ

る
か
ら
こ
う
い
う
事
業
を
行
い
、
そ

の
た
め
に
自
分
た
ち
が
こ
の
よ
う
に

働
い
て
い
る
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
を

「
自
分
が
利
用
者
だ
っ
た
ら

ど
う
い
う
こ
と
を
し
た
い
か
」

と
い
う
こ
と
を
常
に
問
い
続
け
た
い
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る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

な
か
で
、
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
排
泄

ケ
ア
の
考
え
方
に
つ
い
て
も
、
昼
は

し
っ
か
り
活
動
し
、
夜
は
ぐ
っ
す
り

寝
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
習
い
、

徐
々
に
布
お
む
つ
か
ら
紙
お
む
つ
へ

移
行
し
、
お
む
つ
の
吸
収
力
も
向
上

し
た
た
め
、
２
時
間
お
き
に
交
換
す

る
と
い
う
排
泄
に
つ
い
て
の
考
え
方

も
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
異
動
、

変
化
す
る
自
分
を
感
じ
る

４
年
目
に
、
特
養
の
副
主
任
に

な
り
ま
し
た
。
当
時
は
３
つ

の
エ
リ
ア
に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
こ

の
リ
ー
ダ
ー
、
現
場
責
任
者
と
い
う

立
場
で
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
と
言
っ
て

も
管
理
業
務
は
な
く
、
一
緒
に
現
場

を
や
っ
て
何
か
あ
っ
た
時
に
会
議
を

や
っ
た
り
取
り
ま
と
め
を
す
る
と
い

う
役
割
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
０
０
０
年
に
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
に
異
動
に
な
り
ま
し
た
。
特

養
で
は
副
主
任
で
し
た
が
、
デ
イ
に

異
動
し
て
普
通
の
現
場
ス
タ
ッ
フ
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
特
に
悔
し
い

と
か
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
る
こ

と
も
な
く
、
淡
々
と
受
け
入
れ
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
２
年
く
ら
い
し
た
後

に
、
介
護
保
険
上
、
相
談
員
が
３
人

以
上
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
、
介
護

現
場
の
経
験
が
長
い
私
が
相
談
員
に

な
り
ま
し
た
。

　

デ
イ
に
異
動
し
て
一
番
感
じ
た
こ

と
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
と
の
違
い
で

し
た
。
施
設
で
は
24
時
間
の
中
で
そ

の
方
の
ペ
ー
ス
に
沿
っ
た
支
援
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
デ
イ
で

は
６
時
間
か
ら
８
時
間
の
な
か
で
、

例
え
ば
定
員
40
人
を
２
時
間
以
内
で

お
風
呂
に
入
れ
る
な
ど
、
言
葉
は
悪

い
で
す
が
「
ス
ピ
ー
ド
勝
負
」
の
仕

事
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
う
な
る
と
、
段
取
り
や
職
員
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
が
大
事
で
す
。
利
用
者
の

レ
ベ
ル
は
特
養
よ
り
も
高
い
た
め
、

職
員
に
と
っ
て
デ
イ
で
の
仕
事
は
身

体
的
に
は
ラ
ク
で
す
が
、
そ
の
分
、

よ
り
一
層
の
気
遣
い
が
求
め
ら
れ
ま

す
。忘
れ
物
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
り
、

衣
類
を
逆
に
着
せ
て
し
ま
っ
た
り
な

ど
、
そ
う
い
う
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意

不
足
に
対
す
る
ク
レ
ー
ム
が
最
も
多

か
っ
た
で
す
。

　

自
分
で
は
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な

い
の
で
す
が
、
デ
イ
の
仕
事
を
経
験

す
る
こ
と
で
、
特
に
特
養
時
代
の
後

輩
達
か
ら
性
格
的
に
丸
く
な
っ
た
と

言
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
今
も
そ
う
で
す
が
、
仕
事
中

は
あ
ま
り
他
の
人
を
頼
り
に
せ
ず
、

自
分
自
身
を
一
番
頼
り
に
し
て
い
ま

す
。
仕
事
を
し
て
い
る
と
き
は
あ
ま

り
話
し
か
け
ら
れ
た
く
な
い
と
思
い

ま
す
し
、
私
語
を
す
る
と
集
中
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
以
前
一
度
、
仕
事

に
集
中
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
介

護
事
故
を
起
こ
し
か
け
た
こ
と
が
あ

り
、
二
度
と
そ
う
い
う
こ
と
は
し
た

く
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
以
前

は
同
僚
や
後
輩
に
対
し
て
「
オ
レ
は

こ
う
だ
か
ら
」
と
つ
っ
け
ん
ど
ん
に

対
応
し
が
ち
だ
っ
た
の
が
、
性
格
的

に
丸
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
の
よ
う

で
し
た
。

　

経
験
や
年
齢
を
積
ん
だ
と
い
う
こ

と
が
大
き
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
以
前
よ
り
も
ほ
か
の
職
員
か
ら

仕
事
の
相
談
事
な
ど
を
受
け
る
よ
う

に
も
な
り
ま
し
た
。

　

デ
イ
に
異
動
し
て
３
，
４
年
目
く

ら
い
経
っ
た
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
生

活
相
談
員
と
し
て
利
用
者
の
フ
ェ
イ

ス
シ
ー
ト
を
作
成
す
る
業
務
を
進
め

る
な
か
で
、
徐
々
に
相
手
の
奥
深
い

「
背
景
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
、

感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
認
知
症
に
な
る
前
は
、
こ

う
い
う
生
活
を
し
て
い
て
、
家
族
関

係
は
こ
う
で
、
戦
争
で
夫
を
亡
く
し

て
女
手
一
つ
で
４
人
の
子
供
を
育
て

上
げ
た
と
い
う
話
を
聞
く
と
、
こ
れ

ま
で
と
て
も
苦
労
を
し
た
人
生
を
歩

ん
で
来
ら
れ
た
の
だ
な
あ
と
思
う
と

同
時
に
、
ご
家
族
か
ら
の
強
い
希
望

で
リ
ハ
ビ
リ
で
歩
行
訓
練
を
し
て
い

る
よ
う
な
場
合
で
も
、
も
う
苦
労
し

て
ま
で
歩
い
て
も
ら
お
う
と
し
な
く

そ
の
方
の
「
背
景
」
を
見
て
い
く
こ
と
で
、

ケ
ア
や
関
わ
り
方
に
対
す
る
考
え
方
が

大
き
く
違
っ
て
く
る
の
を
感
じ
ま
し
た
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な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
は
こ
の
施
設
で
の
ケ
ア

の
あ
り
方
な
ど
に
問
題
意
識
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
最
初
の
頃

は
不
平
不
満
を
仲
間
内
で
言
い
合
う

だ
け
で
、
お
互
い
の
傷
口
を
な
め
あ

っ
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
し
た
。

　

し
か
し
、
３
年
が
経
過
し
介
護
福

祉
士
を
取
得
し
て
か
ら
は
自
分
な
り

に
、
経
験
、
知
識
、
資
格
と
い
う
土

台
が
で
き
、
徐
々
に
上
司
に
も
意
見

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

特
に
夜
間
帯
に
２
時
間
お
き
に
お

む
つ
を
替
え
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
自
分
だ
っ
た
ら
こ
ん
な
こ
と
は

さ
れ
た
く
な
い
し
、
利
用
者
の
身
体

的
に
も
コ
ス
ト
的
に
も
こ
の
や
り
方

は
お
か
し
い
と
い
う
こ
と
を
上
司
に

訴
え
ま
し
た
。
し
か
し
、上
司
は「
こ

う
あ
る
べ
き
な
ん
だ
、
こ
う
や
る
し

か
な
い
ん
だ
よ
」
と
い
う
立
場
を
取

り
続
け
、
私
た
ち
の
要
求
は
却
下
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
や
り
取
り
を
経
て
、
同

期
の
中
に
は
「
こ
れ
以
上
言
っ
て
も

仕
方
な
い
」「
辞
め
て
違
う
と
こ
ろ

に
行
っ
て
や
り
た
い
こ
と
を
や
る
」

と
、
職
場
を
辞
め
て
い
く
人
、
ま
た

結
婚
し
て
退
職
す
る
人
も
出
始
め
ま

し
た
。

　

こ
の
頃
に
な
る
と
、
世
の
中
で
は

新
型
特
養
が
誕
生
し
、
介
護
業
界
的

に
も
こ
れ
か
ら
は
大
規
模
ケ
ア
で
は

な
く
、
今
で
い
う
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
や

個
別
ケ
ア
が
主
流
に
な
っ
て
い
く
と

い
う
感
じ
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
世
の
中
の
流
れ
を
受
け
て
、
う
ち

の
施
設
で
も
せ
っ
か
く
全
室
個
室
な

の
だ
か
ら
新
し
い
ケ
ア
の
方
法
に
取

り
組
ん
で
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
食
事
の

場
所
で
し
た
。
施
設
の
中
に
食
堂
は

１
か
所
で
、
毎
食
60
人
が
集
ま
っ
て

一
斉
に
食
べ
、
食
べ
た
人
か
ら
職
員

が
部
屋
に
戻
す
と
い
う
や
り
方
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
４
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
て
み
よ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
は
ま
だ
「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
」

と
い
う
言
葉
は
な
く
、
４
つ
の
場
所

に
分
か
れ
て
お
茶
を
飲
む
と
い
う
取

り
組
み
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
次
第

に
、
こ
こ
で
お
茶
が
飲
め
る
な
ら
食

事
も
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
考
え
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
格
的
に
ユ
ニ
ッ
ト
ケ

ア
の
勉
強
を
し
た
り
、
研
修
を
受
け
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後
悔
で
始
ま
っ
た
介
護
の
仕
事

２
時
間
お
き
の
排
泄
ケ
ア
に

疑
問
を
持
つ

障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
や

幼
児
体
育
指
導
員
の
資
格
を

取
る
た
め
に
東
京
の
専
門
学
校
に
行

っ
て
勉
強
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
分

野
で
の
就
職
先
が
な
く
、
ど
う
し
よ

う
か
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
地
元

に
で
き
た
「
ケ
ア
ポ
ー
ト
み
ま
き
」

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
の
募
集

を
知
人
を
通
し
て
知
り
ま
し
た
。
介

護
の
仕
事
に
就
く
と
い
う
考
え
は
そ

れ
ま
で
な
か
っ
た
で
す
し
、
も
ち
ろ

ん
知
識
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
こ
に
就
職
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。平
成
７
年
の
４
月
の
こ
と
で
す
。

　

正
直
な
と
こ
ろ
、
働
き
始
め
て
し

ば
ら
く
は
「
な
ぜ
勤
め
て
し
ま
っ
た

ん
だ
ろ
う
…
」
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
で
あ
っ

た
同
期
は
28
名
い
ま
し
た
が
、
そ
の

う
ち
介
護
の
知
識
・
経
験
が
あ
る
人

は
４
分
の
一
く
ら
い
で
し
た
。
専
門

的
な
知
識
や
技
術
が
な
く
て
も
介
護

の
仕
事
を
や
れ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と

を
知
り
、
介
護
の
仕
事
に
対
し
て
持

っ
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

当
時
、
ケ
ア
ポ
ー
ト
み
ま
き
は
全

国
で
唯
一
の
全
室
個
室
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

外
か
ら
た
く
さ
ん
の
視
察
が
あ
り
ま

し
た
。

　

職
員
体
制
は
施
設
長
の
下
に
主
任

が
い
て
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
と

い
う
も
の
で
し
た
。
当
時
の
主
任
は

他
の
施
設
で
介
護
経
験
の
あ
る
人

で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
理
論
か

ら
入
る
」
と
い
う
タ
イ
プ
で
、
バ
リ

バ
リ
働
く
と
い
う
タ
イ
プ
で
は
な
い

方
で
し
た
。

　

当
時
、
み
ま
き
で
は
、
排
泄
は
布

お
む
つ
を
使
い
つ
つ
、
お
む
つ
外
し

に
取
り
組
ん
で
い
て
、
そ
の
具
体
的

な
考
え
方
は
「
２
時
間
お
き
に
ト
イ

レ
誘
導
、
お
む
つ
交
換
を
し
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
自
分
た

ち
も
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
た
め
、

あ
ま
り
疑
問
を
持
つ
こ
と
も
な
く
、

そ
ん
な
も
の
な
の
か
な
と
、
言
わ
れ

た
と
お
り
に
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
排
泄
状
況
は
「
ト
ー
タ

ル
ケ
ア
チ
ェ
ッ
ク
計
画
表
」
に
記
録

さ
れ
管
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
職
員

は
ワ
イ
ヤ
レ
ス
の
無
線
を
つ
け
、
リ

ー
ダ
ー
が
出
す「
誰
々
さ
ん
が
、誰
々

さ
ん
に
飛
ん
で
、
そ
の
あ
と
に
誰
々

さ
ん
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ

た
指
示
に
従
い
フ
ロ
ア
を
飛
び
回
り

ま
し
た
。
廊
下
が
長
い
の
で
、
夜
間

に
な
る
と
職
員
は
自
転
車
に
乗
っ
た

り
、
ロ
ー
ラ
ー
ブ
レ
ー
ド
を
履
い
て

各
部
屋
を
訪
問
し
、
排
泄
ケ
ア
を
行

い
ま
し
た
。
今
か
ら
考
え
る
と
信
じ

ら
れ
な
い
話
で
す
が
、
新
し
い
タ
イ

プ
の
施
設
だ
っ
た
の
で
、
他
に
先
駆

け
て
実
験
的
に
様
々
な
取
り
組
み
を

す
る
ん
だ
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

２
年
目
に
な
り
、
介
護
福
祉
士
を

持
っ
て
い
た
り
、
学
校
で
福
祉
系
の

勉
強
を
し
た
後
輩
達
が
入
っ
て
き
た

り
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
点
で
は
私

た
ち
１
期
生
と
後
輩
で
あ
る
２
期
生

の
カ
ラ
ー
は
違
っ
て
い
た
と
思
い
ま

す
。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
そ
の
後
輩
達
か

ら
、
な
ぜ
２
時
間
お
き
に
ト
イ
レ
に

誘
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
聞

か
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
自
分

た
ち
が
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
考
え
ず
言

わ
れ
る
ま
ま
に
ケ
ア
を
し
て
き
た
こ

と
を
自
覚
さ
せ
ら
れ
る
き
っ
か
け
と

【ケアポートみまき】

長野県東御市に位置する。平成７年に保健、医
療、福祉の総合施設として開設。特別養護老人
ホーム、デイサービスセンターのほか、グルー
プホーム、医学研究所、診療所、リハビリテー
ションセンターなどが敷地内に併設されている。
特別養護老人ホームは集団処遇が中心であった
時代に全室個室（定員50名）で作られ、新しい
ケアの方法として全国から注目を集めた。
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Career Case 06　

介護の「職人」としてもっと貪欲に
自分の技を磨いていきたい

社会福祉法人みまき福祉会　ケアポートみまき　デイサービスセンターきたみまき　主任

齊藤 日出雄

Saitou Hideo

専門学校を卒業後、平成７年「ケアポートみまき」の開設と同時に介
護職員として入職。平成10年特別養護老人ホーム副主任、平成12年「デ
イサービスセンターきたみまき」に異動、生活相談員を経て、平成19
年特別養護老人ホームユニットリーダー、平成22年より再びデイサー
ビスセンターに異動し主任となる。平成24年４月より通所事業部部長
を兼務
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緒
に
笑
え
ば
い
い
と
思
っ
て
や
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
「
学
ぶ
」
と
い
う
こ

と
が
好
き
で
す
。
自
分
の
興
味
の
あ

る
こ
と
や
、
知
り
た
い
と
思
う
こ
と

が
あ
る
と
き
は
、
頑
張
れ
る
し
、
生

活
に
も
張
り
が
あ
る
し
、
生
き
生
き

す
る
と
思
い
ま
す
。
で
き
な
い
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
よ
う

な
、
成
長
意
欲
は
高
い
方
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
私
の
得
意
は
、
こ

れ
ま
で
の
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
の
中
で

活
か
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
最

初
の
時
期
は
徹
底
し
て
相
手
の
立
場

に
立
ち
、
中
期
は
目
標
を
立
て
て
学

習
し
、
そ
し
て
現
在
は
ま
た
徹
底
し

て
相
手
の
立
場
に
立
つ
方
に
戻
っ
て

い
ま
す
。

今
後
の
目
標
は
「
地
域
お
こ
し
」

次
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
仕
事
の
一
つ

は
、
職
員
の
育
成
と
統
括
で
す
。
現

場
の
職
員
に
ま
め
に
会
っ
て
話
を
聞

く
こ
と
で
、
離
職
率
を
減
ら
し
、
安

定
し
た
ケ
ア
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
関
わ
る

職
員
が
安
定
し
な
い
と
宅
老
所
の
ケ

ア
は
安
定
し
ま
せ
ん
。

　

職
員
に
は
法
人
の
理
念
を
理
解

し
、
気
づ
け
る
職
員
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
な
か

に
は
ど
う
し
て
も
気
づ
け
な
い
人
も

い
ま
す
。
そ
う
い
う
時
に
は
面
接
を

繰
り
返
し
た
り
、
そ
の
場
で
管
理
者

と
の
話
し
合
い
を
し
た
り
し
ま
す
。

宅
老
に
は
宅
老
会
議
が
あ
る
の
で
、

会
議
に
は
必
ず
出
席
し
て
、
そ
の
宅

老
や
職
員
の
雰
囲
気
と
か
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
、
連
携
な
ど
、
そ
う
い
う
と

こ
ろ
に
気
を
配
っ
て
見
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　

利
用
者
と
関
わ
る
の
と
違
い
、
職

員
相
手
の
仕
事
は
も
ど
か
し
く
感
じ

る
こ
と
も
多
い
で
す
。適
性
や
個
性
、

や
っ
て
み
た
い
こ
と
な
ど
を
考
慮
し

て
異
動
を
考
え
た
り
、
研
修
と
い
う

か
た
ち
で
ほ
か
の
宅
老
へ
行
っ
て
も

ら
っ
た
り
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
ま

す
。
平
成
19
年
５
月
か
ら
は
、
３
カ

所
の
宅
老
所
を
小
規
模
多
機
能
型
に

変
え
た
の
で
、
そ
こ
で
は
さ
ら
に
職

員
の
適
性
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
う
い
う
こ
と
も
考
え
な
が
ら
の

異
動
や
統
括
の
仕
事
に
も
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
け
る
よ
う
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
ま
だ
悩
む
こ
と
の

方
が
多
い
で
す
。

　

法
人
全
体
に
つ
い
て
の
今
後
で
す

が
、
ア
ザ
レ
ア
ン
は
こ
れ
ま
で
も
地

域
に
根
差
し
て
し
っ
か
り
や
っ
て
き

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
さ
ら
に
根

ざ
す
だ
け
で
な
く
、「
地
域
お
こ
し
」

の
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
宅
老
所
を
基
点
に

も
っ
と
も
っ
と
地
域
の
方
た
ち
と
関

わ
り
を
深
め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

仕
事
を
定
年
し
て
家
に
戻
っ
た

ら
、
こ
ん
ど
は
地
域
住
民
の
目
線
か

ら
法
人
を
見
て
い
く
と
い
う
楽
し
み

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
こ
こ

が
も
っ
と
も
っ
と
育
っ
て
い
く
と
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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の
お
年
寄
り
の
そ
ば
に
ず
っ
と
い
ら

れ
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
い
ま
だ

に
あ
り
ま
す
。

　
「
い
つ
現
場
に
戻
れ
ま
す
か
」「
ま

だ
言
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
や
り

取
り
を
今
で
も
よ
く
し
ま
す
が
、
や

は
り
私
は
現
場
が
好
き
で
す
。
と
に

か
く
お
年
寄
り
の
そ
ば
に
い
た
い
と

思
う
の
に
、
申
請
の
書
類
や
職
員
の

指
導
的
な
こ
と
な
ど
に
多
く
の
時
間

を
取
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
一
方
で
、
宅
老
所
の
立
ち

上
げ
に
か
か
わ
っ
て
い
く
中
で
、
統

括
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
責
任
や
自
覚
を

持
と
う
と
い
う
意
識
も
芽
生
え
ま
し

た
。

　

宅
老
所
は
民
家
改
修
型
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
う
ち
が
き
れ

い
に
な
っ
て
い
っ
て
、
一
つ
ず
つ
お

年
寄
り
が
来
る
ま
で
準
備
を
し
、
お

年
寄
り
が
来
る
と
生
活
感
が
ど
ん
ど

ん
出
て
き
て
、
各
所
の
色
が
出
て
き

ま
す
。

　

そ
こ
に
来
る
お
年
寄
り
の
カ
ラ
ー

に
な
っ
て
い
く
宅
老
所
が
、
現
在
８

カ
所
あ
る
の
を
見
る
と
、
本
当
に
う

れ
し
く
感
じ
る
と
同
時
に
、
身
が
引

き
締
ま
り
ま
す
。
立
ち
上
げ
て
終
わ

り
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
こ
れ
か
ら

こ
の
事
業
所
を
ず
っ
と
や
り
続
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
、

自
分
に
言
い
聞
か
せ
ま
す
。

　

こ
の
仕
事
を
長
く
や
っ
て
き
ま
し

た
が
、
や
っ
ぱ
り
私
は
基
本
的
に
人

が
好
き
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
相
手

を
と
こ
と
ん
見
た
り
、
関
わ
る
と
い

う
こ
と
が
好
き
な
の
で
、
こ
の
仕
事

が
自
分
に
は
合
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
自
分
で
言
う
の
も
何
で
す
が
、

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
、
つ
ら
さ
や

話
を
聞
く
の
は
得
意
だ
と
思
い
ま

す
。

　

私
の
や
り
方
は
「
こ
う
だ
か
ら
こ

う
」
と
い
う
の
で
は
な
く
、
多
分
感

覚
的
で
す
。
つ
ら
い
と
き
は
一
緒
に

泣
け
ば
い
い
し
、
笑
い
た
け
れ
ば
一

仕
事
を
定
年
し
て
家
に
戻
っ
た
ら
、
こ
ん
ど
は

地
域
住
民
の
目
線
か
ら
法
人
を
見
て
い
く
と
い

う
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
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と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
が
、
こ

こ
に
来
た
こ
と
で
家
族
を
動
か
し
て

い
こ
う
と
い
う
姿
勢
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

宅
老
所
開
設
ラ
ッ
シ
ュ

こ
の
後
は
次
々
と
宅
老
所
開
設

ラ
ッ
シ
ュ
で
、
平
成
16
年
４

月
「
荒
井
の
家
」、
平
成
16
年
11
月

「
南
天
神
の
家
」、平
成
17
年
４
月「
菅

平
の
家
」、
12
月
「
大
畑
の
家
」、
平

成
18
年
１
月「
山
口
の
家
」、６
月「
国

分
の
家
」
と
続
き
ま
し
た
。
戸
沢
の

家
の
管
理
者
を
や
り
つ
つ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
ち
上
げ
を
手
伝
い
、
平
成
16

年
に
菅
平
の
家
の
管
理
者
兼
統
括
リ

ー
ダ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

　

と
に
か
く
こ
の
時
期
は「
や
る
ぞ
」

と
決
め
て
が
む
し
ゃ
ら
に
仕
事
を
し

た
時
期
で
す
。
職
員
が
た
く
さ
ん
い

る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
地
域
に
拠

点
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
と
、
全

体
的
な
ケ
ア
の
質
も
下
が
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
し
た
り
も
し
ま
し

た
。
で
も
、
上
か
ら
「
や
る
」
と
い

う
鶴
の
一
声
が
か
か
る
と
、
あ
と
は

私
た
ち
の
仕
事
な
の
で
、
今
、
要
に

な
っ
て
い
る
仲
間
達
に
本
当
に
支
え

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。最
初
の
戸
沢
、

大
庭
の
職
員
た
ち
が
、
そ
の
頃
に
は

し
っ
か
り
育
っ
て
き
て
い
て
、
支
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
職
員
た
ち
は
意
外
と
ま

じ
め
と
い
う
か
管
理
的
な
と
こ
ろ
も

あ
り
、
も
っ
と
は
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
や

っ
て
も
い
い
の
に
と
思
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
宮
島
さ
ん
も
「
在
宅
で

は
、
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
な

い
」、「
も
っ
と
自
由
に
伸
び
伸
び
と

や
る
た
め
に
、
施
設
で
は
な
く
て
地

域
に
出
た
ん
だ
か
ら
、
カ
ー
テ
ン
を

閉
め
て
中
で
ケ
ア
だ
け
す
る
と
い
う

の
で
は
な
く
て
、
地
域
の
方
と
か
か

わ
っ
た
り
、
ど
ん
ど
ん
オ
ー
プ
ン
に

し
て
地
域
に
出
て
い
け
」
と
げ
き
を

飛
ば
し
ま
し
た
が
、
割
と
み
ん
な
ま

じ
め
で
言
わ
れ
た
こ
と
を
一
生
懸
命

や
る
よ
う
な
人
た
ち
だ
っ
た
の
で
、

私
は
自
由
さ
を
ど
ん
ど
ん
伝
え
て
い

っ
た
と
い
う
こ
と
を
し
ま
し
た
。

管
理
者
と
し
て
の

ジ
レ
ン
マ
と
自
覚

私
に
は
管
理
者
と
い
う
立
場
が

本
当
は
自
分
の
器
で
は
な
い

と
い
う
葛
藤
と
、
何
よ
り
も
認
知
症
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的
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

　

今
、
宅
老
所
の
管
理
者
を
や
っ
て

い
る
職
員
た
ち
は
、
そ
う
や
っ
て
認

知
症
の
お
年
寄
り
に
育
て
て
も
ら
っ

た
者
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
経
験
は
、
揺
る
ぎ
な
い
と
思
い

ま
す
し
、
認
知
症
の
方
と
か
か
わ
ら

な
い
と
育
た
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
頃
あ
る
先
輩
が
「
目

的
が
頂
上
に
あ
る
と
し
た
ら
、
登
り

方
は
い
く
つ
も
あ
る
」
と
い
う
話
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
っ
ち
か
ら
登

っ
て
い
っ
て
も
、
向
こ
う
が
登
っ
て

い
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
声
を
か

け
合
い
な
が
ら
登
っ
て
い
け
ば
い
い

と
い
う
内
容
で
し
た
。

　

人
と
関
わ
る
こ
と
は
、
も
の
を
作

る
と
か
、
製
造
業
で
は
な
い
の
で
、

正
解
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
認
知

症
の
人
と
は
関
係
が
で
き
て
い
て

も
、
突
然
本
人
に
と
っ
て
の
敵
に
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
い
う
と
き
に
は
、
自
分
の
や
り
方

に
こ
だ
わ
ら
な
い
で
誰
か
に
頼
め
ば

い
い
わ
け
で
す
。チ
ー
ム
の
大
切
さ
、

人
の
意
見
の
大
切
さ
を
こ
う
い
う
こ

と
を
通
し
て
学
び
ま
し
た
。

「
家
族
の
立
場
に
な
る
」
か
ら

「
家
族
を
動
か
す
」
へ

平
成
15
年
に
宅
老
所
「
戸
沢
の

家
」
に
管
理
者
と
し
て
異
動

し
ま
し
た
。
戸
沢
の
家
は
本
体
か
ら

２
キ
ロ
く
ら
い
し
か
離
れ
て
い
な
い

の
に
、
最
初
は
す
ご
く
不
安
で
し

た
。
私
自
身
が
地
域
に
出
て
み
て
初

め
て
、
施
設
は
守
ら
れ
て
い
た
と
感

じ
ま
し
た
。

　

職
員
も
少
な
い
の
で
、
何
か
あ
っ

た
時
、
特
養
に
い
れ
ば
「
お
ー
い
」

と
言
っ
た
ら
看
護
師
が
何
人
も
飛
ん

で
き
て
く
れ
ま
す
。
で
も
、
地
域
に

出
る
と
な
る
と
、
全
部
自
分
で
判
断

し
た
り
、
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
家
庭
と
一
緒
で
、
も
の
一

つ
に
し
て
も
、
施
設
は
い
ろ
い
ろ
な

業
者
が
入
っ
て
き
て
、
計
画
的
に
物

品
の
補
充
が
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ

で
は
誰
も
補
充
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

ご
飯
も
自
分
た
ち
で
買
い
物
か
ら
は

じ
め
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
広
告

を
見
て
、
安
売
り
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
お
年
寄
り
と
一
緒
に
買
い
物
に
行

き
ま
し
た
。
管
理
者
と
し
て
一
家
の

切
り
盛
り
の
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
た

の
が
宅
老
所
の
経
験
で
す
。

　

宅
老
所
で
は
、「
地
域
の
一
員
」
と

い
う
感
覚
も
強
く
意
識
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
戸
沢
の
家
と
私
の
自
宅
は
地

区
が
異
な
り
ま
す
が
近
く
に
あ
り
ま

す
。
戸
沢
の
管
理
者
に
な
っ
た
時
、

初
対
面
な
の
に
地
区
の
人
た
ち
の
何

人
か
が
私
の
名
前
も
家
も
知
っ
て
い

た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
私
は
こ
こ

の
出
身
者
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で

生
ま
れ
育
っ
て
何
代
に
も
わ
た
っ
て

住
ん
で
い
る
人
か
ら
見
た
ら
、
よ
そ

者
で
す
。で
も
、
家
を
建
て
、ア
ザ
レ

ア
ン
を
経
て
戸
沢
に
来
た
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
ん
な
調
子
で
最
初
は
恐
ろ
し
い

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。で
も
、そ
れ
を

逆
手
に
取
れ
ば
知
っ
て
い
て
も
ら
え

る
こ
と
の
安
心
感
が
あ
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
逆
に
そ
う
い
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
自
分
か
ら
飛
び
込
ん
で
い

こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
怖
い
も
の
知

ら
ず
と
言
え
ば
本
当
に
そ
う
で
す
。

　

お
互
い
を
よ
く
知
っ
て
い
る
と
い

う
地
域
性
が
ベ
ー
ス
に
あ
る
の
で
、

例
え
ば
認
知
症
の
方
と
一
緒
に
外
に

出
か
け
る
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
人

が
多
い
で
す
。
こ
れ
は
一
見
、
良
い

こ
と
で
す
が
、
ご
家
族
の
中
に
は
、

こ
こ
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
や
、
認

知
症
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

世
間
に
知
ら
れ
た
く
な
い
と
考
え
る

方
も
い
ま
す
。そ
う
い
う
理
由
か
ら
、

わ
ざ
わ
ざ
遠
く
の
施
設
を
利
用
し
た

い
と
言
う
方
も
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
家
族
に
も
ぜ
ひ
変
わ
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り

ま
し
た
。出
る
杭
は
打
た
れ
ま
す
し
、

あ
ま
り
突
拍
子
な
こ
と
を
や
る
と
、

「
え
っ
」
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
は
本

当
に
田
舎
な
の
で
、
少
し
ず
つ
少
し

ず
つ
で
す
。
そ
の
人
そ
の
人
に
よ
っ

て
、そ
の
家
に
よ
っ
て
も
違
い
ま
す
。

　

以
前
い
た
、
認
知
症
の
デ
イ
の
時

は
、
家
族
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
自
分
か
ら
飛
び
込
ん
で

い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
、
怖
い
も
の
知
ら
ず
と

言
え
ば
本
当
に
そ
う
で
す
ね
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た
。
で
も
私
は
施
設
な
ん
か
に
入
り

た
く
な
い
と
書
き
ま
し
た
。
こ
れ
は

落
ち
た
か
な
と
思
い
ま
し
た
が
、
合

格
し
ま
し
た
。

　

働
き
始
め
て
こ
の
思
い
は
ま
す
ま

す
確
信
を
強
め
ま
し
た
。
お
年
寄
り

が
本
当
は
ど
ん
な
思
い
で
施
設
に
入

っ
て
き
て
い
る
の
か
を
考
え
ま
し

た
。
こ
こ
は
山
が
き
れ
い
に
見
え
ま

す
が
、
山
に
沈
む
夕
焼
け
の
姿
を
見

て
い
る
お
年
寄
り
の
悲
し
そ
う
な
顔

が
今
で
も
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
ま

す
。
本
当
に
こ
ん
な
「
施
設
」
に
は

入
ら
な
い
ほ
う
が
い
い
と
、
何
と
な

く
ず
っ
と
ど
こ
か
で
思
っ
て
い
ま
し

た
。

　

で
す
の
で
、
理
念
を
み
ん
な
で
考

え
よ
う
と
な
っ
た
時
に
、
何
度
も
何

度
も
会
議
を
し
て
徹
底
的
に
話
し
合

い
ま
し
た
。
雰
囲
気
と
し
て
と
て
も

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
夜
遅
く

ま
で
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
し
、
自
分
だ
っ
た
ら
ど

の
よ
う
に
生
活
し
た
い
か
と
い
う
点

か
ら
、
色
々
と
書
き
出
す
こ
と
を
し

ま
し
た
。「
お
風
呂
は
絶
対
、
夜
寝

る
前
に
入
り
た
い
」「
え
、
じ
ゃ
あ
、

年
寄
り
は
朝
か
ら
入
っ
て
い
る
の
は

お
か
し
い
じ
ゃ
な
い
」「
じ
ゃ
あ
、

夜
間
入
浴
を
す
る
」
と
い
う
意
見
が

出
た
り
、「
食
事
も
、
同
じ
時
間
に

同
じ
と
こ
ろ
に
集
ま
っ
て
、
そ
ん
な

の
食
べ
た
く
な
い
」
と
か
、「
バ
イ

キ
ン
グ
が
い
い
」
と
か
、
す
ご
く
い

ろ
い
ろ
な
発
想
が
職
員
か
ら
出
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
作
業
か
ら
、
利
用
者
一
人

一
人
に
目
を
向
け
た
理
念
を
組
み
立

て
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
ま
だ

新
人
で
、
な
ん
だ
か
よ
く
わ
か
ら
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
う
や

っ
て
宮
島
さ
ん
や
先
輩
が
機
会
と
し

て
仕
掛
け
て
く
れ
た
こ
と
で
、
自
分

の
考
え
を
導
い
て
も
ら
っ
た
と
い
う

感
じ
が
あ
り
ま
す
。

　

今
思
う
と
、
こ
う
し
た
話
し
合
い

は
本
当
に
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。今
、

こ
の
頃
や
っ
て
い
た
よ
う
な
話
し
合

い
の
機
会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
今
同
じ
こ
と
を
や
ろ
う
と
思
っ

て
も
な
か
な
か
難
し
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
み
ん
な
で
同
じ
方
向
に
向
か

っ
て
わ
っ
と
や
る
、
ア
ザ
レ
ア
ン
が

ま
だ
地
域
に
分
散
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
か
ら
こ
そ
や
れ
た
こ
と
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

「
支
え
て
い
る
」
の
で
は
な
く

「
支
え
ら
れ
て
い
る
」の
だ
と
実
感

こ
の
頃
は
と
に
か
く
認
知
症
の

お
年
寄
り
と
の
深
い
関
わ
り

が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
認
知
症

の
方
の
様
々
な
行
動
に
つ
い
て
、
な

ん
だ
ろ
う
、
ど
う
し
て
だ
ろ
う
と
考

え
ま
し
た
。
デ
イ
に
来
て
い
る
わ
ず

か
な
時
間
の
中
で
も
、
う
ま
く
い
く

関
わ
り
が
で
き
る
と
、
あ
、
こ
れ
で

い
い
の
か
な
と
思
っ
た
り
、
他
の
職

員
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、「
こ
う

や
っ
て
み
よ
う
」「
あ
あ
や
っ
て
み

よ
う
」
と
い
い
な
が
ら
色
々
試
し
て

い
き
ま
し
た
。
ま
だ
そ
の
頃
は
「
セ

ン
タ
ー
方
式
」
の
よ
う
な
ア
セ
ス
メ

ン
ト
表
も
な
か
っ
た
の
で
、
毎
日
悩

み
な
が
ら
本
当
に
試
行
錯
誤
の
連
続

で
し
た
。

　

よ
く
認
知
症
の
ケ
ア
で
は
「
相
手

の
世
界
に
入
る
」
と
い
う
言
い
方
が

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
ひ
と
つ
の
熟
練

と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
部
下
が
数
人
い
た
と
し
て
、
今

こ
の
人
は
こ
の
レ
ベ
ル
、
こ
っ
ち
の

人
は
こ
の
レ
ベ
ル
と
い
う
感
じ
で
評

価
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、
こ
れ
は
単
に
年
数
を
重

ね
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
感
性
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
は
こ
ち
ら
と
映
し
鏡

な
の
で
、
こ
ち
ら
が
あ
の
片
付
け
を

や
っ
て
か
ら
と
か
、
い
ま
う
る
さ
い

こ
と
を
言
わ
れ
た
ら
困
る
な
、
な
ど

と
思
う
と
、
必
ず
う
る
さ
い
こ
と
を

言
わ
れ
ま
す
。
自
分
が
全
く
フ
ラ
ッ

ト
な
、
何
で
も
Ｏ
Ｋ
み
た
い
な
そ
う

い
う
気
持
ち
で
関
わ
る
と
大
丈
夫
で

す
。
こ
ち
ら
の
気
持
ち
が
す
ご
く
伝

わ
り
ま
す
。
で
す
の
で
、
自
分
の
気

持
ち
を
意
識
的
に
作
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
が
し
っ
か
り

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
こ
の
時

代
で
す
。

　

認
知
症
専
用
の
デ
イ
の
相
談
員
を

や
っ
て
い
る
と
き
に
、
自
分
が
認
知

症
の
方
た
ち
の
ケ
ア
を
す
る
と
か
、

支
え
る
と
思
っ
て
い
た
の
が
全
く
逆

で
、
私
は
認
知
症
の
方
た
ち
に
精
神

「
人
と
し
て
幸
せ
に
安
心
し
て
暮
ら
す
日
々
を

応
援
す
る
」（
ア
ザ
レ
ア
ン
真
田
の
理
念
）
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た
。

　

最
初
の
３
年
間
は
仕
事
を
ど
う
や

っ
て
う
ま
く
ま
わ
し
た
り
、
こ
な
し

て
い
く
か
。
引
き
継
ぎ
や
次
の
人
が

困
ら
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
し

た
ら
良
い
か
と
い
っ
た
、
仕
事
の
段

取
り
ば
か
り
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
も
大
事
で
す
が
、
今

言
っ
た
よ
う
な
経
験
を
す
る
こ
と
で

人
と
関
わ
る
こ
と
に
対
す
る
責
任
を

感
じ
る
よ
う
に
な
り
、結
果
と
し
て
、

仕
事
が
時
間
内
に
終
わ
ら
な
く
な
り

ま
し
た
。
い
つ
に
な
っ
て
も
こ
れ
で

終
わ
り
と
思
え
な
い
の
で
、
仕
事
が

終
わ
ら
な
い
の
で
す
。

　

相
手
の
気
持
ち
に
立
と
う
と
思
え

ば
思
う
ほ
ど
、
の
め
り
こ
ん
で
い

き
、
亡
く
な
っ
た
時
の
辛
さ
が
増
え

ま
す
。

　

い
ま
、
か
つ
て
の
自
分
と
同
じ
よ

う
に
仕
事
を
し
て
い
る
職
員
を
見
る

と
、
燃
え
尽
き
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
心
配
に
な
り
「
そ
ん
な
に
の

め
り
込
ん
じ
ゃ
だ
め
だ
よ
」
と
い
う

こ
と
を
言
い
ま
す
が
、
こ
う
し
て
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
こ
う
い
う
時
期

が
あ
る
の
は
大
事
な
の
で
は
な
い
か

と
も
思
い
ま
す
。

目
の
前
の
認
知
症
の
方
、

家
族
か
ら
ま
な
ぶ

初
期
の
経
験
を
経
て
「
と
に
か

く
介
護
を
や
る
ぞ
」
と
気
合

を
入
れ
た
時
に
、
自
分
の
知
識
の
な

さ
と
い
う
か
勉
強
不
足
を
痛
感
し
ま

し
た
。
ま
ず
は
介
護
福
祉
士
の
勉
強

を
し
、
認
知
症
の
実
務
者
研
修
に
も

出
さ
せ
て
も
ら
う
な
ど
、
と
に
か
く

む
さ
ぼ
る
よ
う
に
勉
強
を
し
ま
し

た
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
介
護
や
認

知
症
に
関
す
る
本
も
た
く
さ
ん
出
版

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
関
連
の
研
究

も
進
ん
で
き
た
頃
で
、
勉
強
す
る
に

は
一
番
良
い
時
代
だ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ち
ょ
う
ど
、「
痴
呆
」
か

ら
「
認
知
症
」
に
呼
称
が
変
わ
る
頃

で
す
。

　

し
か
し
、
私
は
と
に
か
く
何
よ
り

も
、
目
の
前
の
認
知
症
の
方
か
ら
学

ぼ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
な

ん
で
だ
ろ
う
と
疑
問
に
思
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
そ
の
研
修
に
行
く
よ
う

に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
家
族
支
援
に

も
力
を
入
れ
ま
し
た
。
わ
か
ら
な
こ

と
は
先
輩
や
施
設
長
に
ど
ん
ど
ん
聞

い
た
り
も
し
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
、
認
知
症
専
用
の
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
に
相
談
員
と
し
て
異
動
し
ま

し
た
。
施
設
介
護
か
ら
在
宅
介
護
へ

の
変
化
は
私
に
と
っ
て
衝
撃
的
で
し

た
。在
宅
は
家
族
が
主
と
な
り
ま
す
。

家
族
が
い
な
く
て
は
そ
の
人
は
在
宅

に
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
家

族
の
調
整
や
家
族
の
思
い
を
聞
く
と

い
う
こ
と
に
業
務
の
中
心
が
移
り
ま

し
た
。

　

施
設
で
は
、
自
分
た
ち
の
仕
事
に

対
し
て
全
部
こ
ち
ら
で
判
断
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
で
も
、
在
宅
の
方

は
、
例
え
ば
お
む
つ
を
使
わ
な
く
て

も
大
丈
夫
な
人
で
あ
っ
て
も
、
デ
イ

で
そ
の
よ
う
に
対
応
し
て
し
ま
う

と
、
家
で
同
じ
よ
う
に
は
で
き
な
い

か
ら
と
い
う
理
由
で
お
む
つ
を
し
た

ま
ま
と
い
う
対
応
を
す
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
家
族
の
介
護
は
絶

対
に
否
定
で
き
な
い
の
で
、
家
族
の

思
い
を
ま
ず
聞
く
と
い
う
こ
と
か
ら

は
じ
め
ま
し
た
。

　

最
初
は
お
年
寄
り
の
立
場
に
だ
け

立
っ
て
い
た
の
で
、
家
族
の
こ
と
を

敵
の
よ
う
に
感
じ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
自
分
自
身
が
家
族
介
護
と
い

う
も
の
を
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
こ

と
も
あ
り
、
な
ん
で
こ
の
お
嫁
さ
ん

は
関
わ
ら
な
い
ん
だ
ろ
う
と
か
、
そ

う
い
う
こ
と
し
か
思
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
お
嫁
さ
ん
の
思

い
を
伺
う
中
で
、
一
概
に
は
い
え
な

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
だ
な
、

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ

こ
で
も
や
は
り
耳
を
傾
け
る
、
思
い

を
聴
く
と
い
う
こ
と
の
大
切
さ
を
痛

感
し
ま
し
た
。

「
自
分
が
入
り
た
い
施
設
」
な
ん

て
な
いこ

の
頃
、
法
人
全
体
の
「
根
っ

こ
」
に
な
る
理
念
を
職
員
全

体
で
考
え
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

話
し
合
い
の
結
果
掲
げ
ら
れ
た
、「
人

と
し
て
幸
せ
に
安
心
し
て
暮
ら
す

日
々
を
応
援
す
る
」
と
い
う
理
念
と

自
分
の
考
え
が
４
年
目
く
ら
い
に
な

っ
て
本
当
に
ぴ
っ
た
り
マ
ッ
チ
し
ま

し
た
。

　

最
初
の
頃
、
ア
ザ
レ
ア
ン
は
「
自

分
が
入
り
た
い
施
設
」
と
い
う
理
念

を
掲
げ
て
い
ま
し
た
。
施
設
に
自
分

や
親
を
入
れ
た
く
な
る
よ
う
な
施
設

づ
く
り
と
い
う
の
を
目
指
し
て
い

て
、
入
社
試
験
で
も
そ
れ
に
つ
い
て

の
小
論
文
の
課
題
が
出
さ
れ
ま
し



47

れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
機
に
全

く
の
寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

 　

こ
の
頃
そ
の
方
の
娘
さ
ん
も
ガ

ン
が
見
つ
か
っ
て
入
院
し
て
し
ま
っ

た
た
め
、
身
の
回
り
の
こ
と
を
す
る

家
族
が
誰
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

す
の
で
私
は
仕
事
の
前
後
な
ど
の
時

間
を
使
っ
て
、
そ
の
方
の
と
こ
ろ
へ

行
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。
特
別
扱
い

し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
時

間
外
に
行
っ
て
お
話
し
す
る
こ
と
も

多
か
っ
た
で
す
。

　

本
人
は
全
く
動
け
な
い
状
態
な
の

で
、
い
つ
も
天
井
を
見
て
寝
て
い
る

し
か
な
く
、
コ
ー
ル
を
押
す
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
ん
な
こ
と

か
ら
、
ス
ト
ロ
ー
を
く
わ
え
て
息
を

吹
き
か
け
る
と
コ
ー
ル
が
鳴
る
と
い

う
手
作
り
の
機
器
を
み
ん
な
で
工
夫

し
て
制
作
し
ま
し
た
。
居
室
は
ス
タ

ッ
フ
ル
ー
ム
の
す
ぐ
そ
ば
だ
っ
た
の

で
、
コ
ー
ル
が
鳴
る
と
誰
で
も
す
ぐ

に
飛
ん
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
す
る
と
ご
本
人
は
、
身
体
は
動

か
な
い
し
寂
し
い
し
、
と
い
う
こ
と

で
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
ス
ト
ロ
ー
を
吹

い
て
コ
ー
ル
を
鳴
ら
す
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
訪
室
し
て
も
、
帰
る
と
き

に
は
ま
た
吹
い
て
い
て
用
事
の
な
い

時
に
も
呼
ぶ
の
で
、
職
員
も
だ
ん
だ

ん
関
わ
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

私
も
当
時
は
ま
だ
若
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
「
そ
ん
な
に
用
事
が
な
い
の

に
呼
ぶ
と
、
余
計
に
人
が
誰
も
来
な

く
な
る
よ
」
と
本
人
に
言
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
そ
ん
な
自

分
の
対
応
に
違
和
感
を
覚
え
、
も
や

も
や
し
た
気
持
ち
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
の
人
の
気
持
ち
に
気
づ
け
て
い

な
い
、
寄
り
添
え
て
い
な
い
と
は
っ

き
り
感
じ
た
の
は
、
上
智
大
学
の
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
修
に
参
加
し
た
と

き
で
す
。
そ
の
研
修
と
は
、
相
手
の

気
持
ち
に
寄
り
添
え
て
い
る
の
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
自
分
の
言
動

等
を
振
り
返
る
と
い
う
内
容
で
し

た
。
そ
の
研
修
を
通
し
て
私
は
、
突

き
詰
め
て
考
え
て
み
た
ら
、
自
分
は

そ
の
人
の
気
持
ち
に
全
然
立
て
て
い

な
い
こ
と
、
も
っ
と
い
う
と
仕
事
上

の
時
間
だ
け
そ
の
人
と
関
わ
れ
ば
よ

い
と
考
え
て
い
た
こ
と
、
そ
ん
な
こ

と
で
介
護
の
仕
事
は
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
な
ど
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　

本
当
に
こ
の
方
に
申
し
訳
な
い
、

人
が
人
に
か
か
わ
る
と
い
う
こ
と

は
、
軽
は
ず
み
に
考
え
る
こ
と
で
は

な
い
と
思
い
ま
し
た
。
特
養
で
働
く

と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
方
の
人
生
の

最
後
、
幕
引
き
に
関
わ
ら
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
介

護
の
仕
事
は
今
ま
で
長
い
人
生
を
生

き
て
き
て
、
最
後
の
と
こ
ろ
で
出
会

い
、
人
生
の
幕
を
引
い
て
い
く
仕
事

な
の
だ
と
感
じ
、
こ
の
仕
事
の
せ
つ

な
さ
と
尊
さ
を
思
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
に
も
亡
く
な
っ
て
い
く

方
を
何
人
も
見
て
き
ま
し
た
が
、
非

常
に
悲
し
か
っ
た
で
す
。
関
わ
れ
ば

関
わ
る
ほ
ど
打
ち
の
め
さ
れ
る
ほ
ど

悲
し
く
、
生
半
可
な
気
持
ち
で
は
や

れ
ず
、
自
分
が
今
後
本
当
に
こ
の
仕

事
に
真
摯
に
向
き
合
っ
て
い
け
る
の

だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
経
験
を
し
た
後
に
、
そ
の

方
の
と
こ
ろ
に
行
き
ま
し
て
、
自
分

が
わ
か
っ
て
あ
げ
ら
れ
な
く
て
、
本

当
に
ご
め
ん
な
さ
い
と
伝
え
ま
し

た
。
そ
の
方
は
、
泣
い
て
、「
そ
ん

な
こ
と
は
な
い
、
あ
な
た
が
そ
ば
に

い
て
く
れ
れ
ば
大
丈
夫
だ
」
と
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
に
と
っ

て
い
ま
だ
に
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
で

す
。

　

こ
の
こ
と
を
機
に
、
私
の
中
で
お

年
寄
り
が
亡
く
な
っ
て
い
く
ま
で
の

過
程
、
つ
ま
り
日
々
の
関
わ
り
が
完

全
に
変
わ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

「
明
日
」
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
方

た
ち
な
の
で
、
と
に
か
く
今
日
精
い

っ
ぱ
い
関
わ
っ
て
、
絶
対
に
後
悔
し

な
い
よ
う
に
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

後
に
そ
の
方
が
亡
く
な
っ
た
最
期

の
顔
を
見
て
、
何
か
心
に
ぽ
っ
か
り

穴
が
開
い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
仕
事

を
辞
め
よ
う
か
と
思
い
ま
し
た
が
、

そ
の
方
が
い
つ
も
私
を
励
ま
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
た
の
で
、「
頑
張
り
な
」

と
言
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
て
前
を
向
こ
う
と
思
い
ま
し

特
養
で
働
く
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
方
の

人
生
の
最
後
、
幕
引
き
に
関
わ
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
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を
し
て
き
た
の
に
、
年
を
取
っ
て
不

自
由
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
ど

う
し
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
こ
ん
な
こ

と
を
や
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
ん
だ
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
。
涙
が
止
ま
ら
な

い
よ
う
な
、
こ
の
人
た
ち
の
子
ど
も

は
何
を
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
、
そ
ん

な
衝
撃
が
あ
り
ま
し
た
。

岐
路
に
立
ち

高
齢
者
介
護
の
道
を
選
ぶ

そ
れ
か
ら
３
、４
年
く
ら
い
は

障
害
の
方
た
ち
の
支
援
を
し

ま
し
た
。
肢
体
不
自
由
の
子
ど
も
た

ち
の
介
護
は
ず
っ
と
し
て
い
た
の

で
、
一
緒
に
や
り
な
が
ら
お
年
寄
り

の
介
護
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
よ
う
に
な

り
、
徐
々
に
お
年
寄
り
へ
の
直
接
介

護
の
仕
事
も
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
頃
は
ま
だ
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
排
せ
つ

も
定
時
の
お
む
つ
交
換
が
中
心
で
し

た
。
お
年
寄
り
が
、「
今
、
こ
こ
で

ト
イ
レ
を
し
た
い
」
と
言
っ
た
時
、

職
員
が
い
な
い
と
お
手
伝
い
を
し
た

り
、
認
知
症
の
お
年
寄
り
が
外
に
出

て
い
く
と
い
う
時
に
一
緒
に
散
歩
に

出
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
、
ア
ザ
レ
ア
ン
で
は
、
認

知
症
の
方
々
の
ケ
ア
は
施
設
の
な
か

で
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
問
い
直

し
、
逆
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
に
出

て
い
く
と
い
う
取
り
組
み
を
始
め
た

頃
で
し
た
の
で
、
そ
こ
で
の
お
手
伝

い
も
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
私
は

日
勤
で
ず
っ
と
施
設
に
い
た
の
で
、

障
害
の
方
の
就
労
支
援
を
や
り
な
が

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
と

か
、
研
修
の
受
け
入
れ
と
か
、
家
族

会
の
事
務
局
と
か
、
そ
う
い
う
担
当

も
や
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
年
目
か
ら
は
常
勤
職
員
に
な
り

ま
し
た
。
相
変
わ
ら
ず
職
種
は
介
護

職
員
で
は
な
く
障
害
を
持
つ
人
た
ち

の
介
助
員
で
し
た
が
、
当
時
は
職
種

の
住
み
分
け
も
そ
れ
ほ
ど
か
ち
っ
と

し
て
お
ら
ず
、
み
ん
な
で
や
っ
ち
ゃ

え
、
み
た
い
な
勢
い
で
し
た
。
職
員

の
人
数
も
少
な
く
て
、
三
十
何
人
ぐ

ら
い
し
か
い
な
い
時
代
で
し
た
。
特

養
も
新
館
が
な
い
時
代
は
50
床
だ
け

で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
15
人
の
定
員

で
、
職
員
が
全
部
回
っ
て
や
る
よ
う

な
感
じ
で
し
た
。

　

こ
の
頃
に
な
る
と
、
障
害
施
設
の

利
用
者
の
高
齢
化
や
体
調
不
良
な
ど

も
あ
り
、
就
労
支
援
の
仕
事
が
逆
に

少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
利
用
者

が
い
な
い
時
に
は
介
護
の
仕
事
を
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
、
次
第
に

介
護
の
仕
事
の
ウ
エ
ー
ト
が
増
え
て

い
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
地
域
の
古

民
家
を
借
り
て
認
知
症
ケ
ア
始
め
た

頃
で
、
直
接
の
担
当
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
そ
う
し
た
取
り
組
み

に
関
わ
ら
せ
て
も
ら
う
な
か
で
、
次

第
に
介
護
の
仕
事
に
や
り
が
い
と
魅

力
を
感
じ
始
め
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
障
害
者
支
援
と
高
齢
者
介

護
の
ど
ち
ら
か
を
選
ば
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
わ
か
っ
て
い

ま
し
た
。
も
し
障
害
の
方
を
や
り
た

い
の
だ
っ
た
ら
ア
ザ
レ
ア
ン
を
辞
め

て
そ
っ
ち
に
行
く
べ
き
だ
ろ
う
と
も

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
に
、
施
設
併
設

の
デ
イ
で
認
知
症
専
用
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
や
る
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
の

相
談
員
に
な
ら
な
い
か
と
声
を
か
け

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
話
を
受
け
た
ら

も
う
、
障
害
の
方
は
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
ど
う
す
る
か
決
め
る
よ

う
に
言
わ
れ
、
高
齢
者
の
方
を
選
択

し
ま
し
た
。
私
の
中
で
は
こ
れ
が
ひ

と
つ
の
岐
路
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

デ
イ
で
の
仕
事
は
そ
れ
か
ら
平
成
14

年
ま
で
続
き
ま
す
。

絶
対
後
悔
し
な
い
よ
う
に

今
日
精
一
杯
関
わ
る

最
初
の
２
、３
年
く
ら
い
の
間

で
一
番
記
憶
に
残
っ
て
い
る

こ
と
と
言
え
ば
、
あ
る
お
ば
あ
さ
ん

と
の
出
会
い
で
す
。
私
の
こ
と
を
と

て
も
頼
り
に
し
て
く
れ
て
、
何
か
と

関
わ
り
が
深
か
っ
た
方
で
す
が
、
あ

る
時
、そ
の
方
が
脳
梗
塞
を
起
こ
し
、

そ
の
後
、
全
く
動
け
な
い
状
態
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は

な
ん
と
か
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
さ
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初
め
て
見
た
介
護
の
現
場
に

衝
撃
を
受
け
る

中
学
、
高
校
と
養
護
学
校
の
近

く
に
住
ん
で
い
た
の
で
、
よ

く
そ
こ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
環
境
が
身
近

に
あ
っ
た
の
で
、
障
害
を
持
っ
た
子

ど
も
達
に
関
わ
る
仕
事
、
な
か
で
も

養
護
学
校
の
教
員
に
な
り
た
い
と
い

う
思
い
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
で
す
の
で
、
大
学
で
は
社
会
福

祉
学
科
を
専
攻
し
、
主
に
障
害
児
や

障
害
者
に
つ
い
て
勉
強
を
し
ま
し

た
。

　

教
員
試
験
を
受
け
ま
し
た
が
残
念

な
が
ら
受
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
地

元
の
京
都
の
養
護
学
校
で
講
師
の
仕

事
を
し
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
京
都
に

ず
っ
と
い
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
結

婚
し
て
静
岡
に
移
り
、
そ
こ
で
５
年

く
ら
い
代
替
教
員
や
養
護
学
校
の
教

員
や
肢
体
不
自
由
児
や
知
的
障
害
の

方
た
ち
の
い
る
と
こ
ろ
へ
行
っ
た

り
、保
育
園
の
代
替
も
や
り
ま
し
た
。

　

長
男
が
生
ま
れ
た
際
に
、
い
っ
た

ん
仕
事
を
辞
め
ま
し
た
が
、
ま
た
い

つ
か
は
人
と
関
わ
る
仕
事
を
し
た
い

な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
夫
の
転
勤

で
長
野
の
上
田
市
に
引
っ
越
し
、
そ

の
後
、
次
男
が
生
ま
れ
て
か
ら
平
成

２
年
に
真
田
町
に
移
り
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
を
連
れ
て
よ
く
遊
び
に
行

く
公
園
の
目
の
前
の
土
地
を
造
成
し

て
い
た
の
で
役
場
に
尋
ね
た
ら
、
町

の
造
成
事
業
で
住
宅
地
と
し
て
売
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
住
め
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
た
の

で
、
申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
当
た
っ

た
の
で
そ
こ
に
家
を
建
て
ま
し
た
。

す
る
と
２
０
０
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
先

の
近
所
で
工
事
が
始
ま
り
ま
し
て
、

何
が
で
き
る
の
か
聞
く
と
お
年
寄
り

の
施
設
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
そ
れ
が「
ア
ザ
レ
ア
ン
さ
な
だ
」

で
す
。

　

し
か
し
そ
の
頃
私
は
お
年
寄
り
の

施
設
に
は
あ
ま
り
興
味
が
な
く
、
近

く
に
あ
っ
た
知
的
障
害
の
方
の
施
設

で
働
い
て
み
た
い
と
思
い
、
問
い
合

わ
せ
を
し
ま
し
た
が
、
職
員
の
募
集

は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で

も
何
か
少
し
で
も
働
き
た
い
と
思
っ

て
い
た
ら
、
平
成
５
年
に
開
設
し
て

い
た
ア
ザ
レ
ア
ン
で
パ
ー
ト
募
集
を

し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ

の
仕
事
と
い
う
の
が
、
偶
然
に
も
私

が
問
い
合
わ
せ
た
障
害
の
施
設
の
利

用
者
が
ア
ザ
レ
ア
ン
で
就
労
す
る
際

の
受
入
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う

内
容
で
し
た
。
こ
れ
は
ぜ
ひ
や
っ
て

み
た
い
と
思
い
、
そ
こ
で
初
め
て
宮

島
さ
ん
に
会
い
、
障
害
の
方
が
来
る

時
間
だ
け
な
の
で
パ
ー
ト
で
も
大
丈

夫
だ
と
い
う
こ
と
で
仕
事
を
始
め
ま

し
た
。
そ
れ
が
平
成
６
年
３
月
の
こ

と
で
す
。

　

当
時
ア
ザ
レ
ア
ン
で
は
、
障
害
施

設
関
係
の
方
３
名
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
に
い
る
方
１
名
、
町
内
の
精
神
障

害
の
方
１
名
の
計
５
名
の
方
を
受
け

入
れ
て
い
ま
し
た
。

　

お
年
寄
り
を
真
正
面
か
ら
介
護
す

る
の
で
は
な
く
、
横
か
ら
障
害
者
の

方
と
一
緒
に
な
っ
て
支
援
す
る
と

か
、
掃
除
と
か
、
お
年
寄
り
の
身
の

周
り
を
き
れ
い
に
す
る
と
か
、
話
し

相
手
を
す
る
と
か
、
そ
う
い
う
と
こ

ろ
か
ら
入
り
ま
し
た
。

　

当
時
ア
ザ
レ
ア
ン
の
入
居
者
は
お

元
気
な
方
も
多
く
、「
こ
の
お
年
寄

り
は
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
に

い
る
ん
だ
ろ
う
」
と
衝
撃
を
受
け
ま

し
た
。
お
年
寄
り
は
、
今
ま
で
苦
労

し
て
子
ど
も
を
立
派
に
育
て
て
仕
事

【アザレアンさなだ】

長野県真田町に位置する。平成５年、真田町の
「ふれあい福祉健康ゾーン」に特別養護老人ホー
ムアザレアンさなだをはじめとした総合的多機
能施設として開所。以降、地域住民の要望に応
えるかたちで、訪問入浴、デイサービスセンター、
グループホーム、サテライト型特養、小規模多
機能、宅幼老所など地域に密着した様々な事業
を展開している。常務理事である宮島渡氏は介
護サービスの地域展開におけるパイオニア的存
在。
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Career Case 05　

「自分が入りたい施設」なんて
どこにもない

社会福祉法人恵仁福祉協会　高齢者総合福祉施設　アザレアンさなだ　小規模多機能型居宅介護　宅老所　統括リーダー

中村 佳代子

Nakamura Kayoko

大学で社会福祉を専攻、卒業後養護学校の代替教等を経て、平成６年
に障がいを持つ人が施設で働く際の非常勤介助員として「アザレアン
さなだ」に入職。翌年より常勤職員となり、徐々に高齢者介護にシフ
トする。平成11年認知症デイサービス相談員、平成15年宅老所管理者、
平成16年より宅老所管理者兼統括リーダ。
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特
養
勤
務
の
時
は
、
地
域
の
人
か

ら
ど
う
見
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
の

は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、

地
域
の
人
も
老
人
ホ
ー
ム
の
こ
と
を

よ
く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
仕
事
は

ま
さ
に
地
域
密
着
だ
と
い
う
こ
と
を

身
に
染
み
て
感
じ
ま
す
。

　

大
き
な
施
設
に
い
る
と
、
地
域
の

人
た
ち
が
施
設
に
や
っ
て
き
て
、「
こ

こ
に
何
々
さ
ん
は
入
所
さ
れ
て
い
ま

す
か
」
と
か
そ
ん
な
や
り
取
り
が
あ

り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
で
は
、
道

を
歩
い
て
い
る
と
き
に
「
最
近
、
顔

を
見
な
い
け
ど
、
何
と
か
さ
ん
は
元

気
か
」
み
た
い
な
こ
と
を
聞
か
れ
ま

す
。
施
設
で
あ
れ
ば
、
入
所
し
て
い

る
か
ど
う
か
は
、「
ど
ち
ら
様
で
し

ょ
う
か
。
個
人
情
報
保
護
が
あ
り
ま

す
か
ら
」
み
た
い
な
話
に
な
り
ま
す

け
ど
、
こ
こ
は
、「
何
と
か
さ
ん
は

元
気
か
」
と
言
わ
れ
た
と
き
に
、「
ち

ょ
っ
と
最
近
、
足
が
弱
っ
て
い
て
」

と
言
っ
て
お
か
な
い
と
、
何
か
の
時

に
助
け
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
利
用
者

さ
ん
も
地
域
の
一
員
と
い
う
こ
と
に

気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

　

い
ま
、
市
老
協
の
活
動
と
し
て
介

護
福
祉
士
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ

研
修
を
や
っ
て
い
ま
す
。
受
講
者
は

ほ
と
ん
ど
特
養
の
職
員
で
す
が
、
こ

の
「
地
域
と
の
距
離
感
」
を
何
と
か

し
て
受
講
生
に
伝
え
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
特
養
で
あ
っ
て
も
、
も
う

少
し
地
域
密
着
に
近
い
か
た
ち
で
、

職
員
が
外
に
視
線
を
向
け
な
い
と
だ

め
だ
と
い
う
の
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。
ど
う
や
っ
た
ら
そ
れ
が
伝
わ
る

だ
ろ
う
と
仲
間
と
話
し
合
う
日
々
で

す
。

　

特
養
の
職
員
が
地
域
に
も
っ
と
目

を
向
け
る
と
、利
用
者
の
生
活
が「
普

通
」
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
施
設
に
い
る
と
ど
う

し
て
も
い
つ
の
間
に
か
「
丸
抱
え
」

で
ケ
ア
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。
施
設

の
な
か
に
い
る
職
員
一
人
一
人
の
意

識
を
変
え
る
こ
と
で
、
利
用
者
本
人

が
望
む
か
た
ち
の
暮
ら
し
が
実
現
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　

施
設
で
働
く
自
分
た
ち
が
利
用
者

を
地
域
か
ら
切
り
離
し
て
い
る
ん

だ
、
と
い
う
反
省
か
ら
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
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地
域
に
目
を
向
け
、
地
域
の
な
か

で
働
く

　

健
光
園
で
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
な

り
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
に
増
築
部

分
を
建
て
て
小
規
模
多
機
能
を
始
め

る
と
い
う
話
が
法
人
の
計
画
に
あ
っ

た
の
で
、
わ
り
と
早
い
段
階
か
ら
一

緒
に
準
備
に
関
わ
り
ま
し
た
。
職
員

面
接
を
含
め
、
責
任
者
と
一
緒
に
、

ど
ん
な
小
規
模
多
機
能
を
目
指
す
か

と
い
う
の
を
話
し
合
い
な
が
ら
作
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
中

で
、
小
規
模
多
機
能
に
対
す
る
認
知

度
が
低
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
の

で
、効
果
的
な
周
知
の
方
法
を
考
え
、

地
域
の
人
を
呼
ん
で
い
く
つ
か
の
イ

ベ
ン
ト
を
打
っ
た
り
、
民
生
委
員
の

協
議
会
や
地
域
ケ
ア
会
議
を
回
っ
た

り
、
活
動
的
に
あ
ち
こ
ち
に
足
を
運

び
ま
し
た
。

　

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
準
備
は
非
常
に

ス
ム
ー
ズ
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

外
部
で
の
活
動
経
験
の
お
か
げ
で
、

様
々
な
会
議
に
出
て
も
、
そ
れ
ほ
ど

動
揺
し
た
り
、
緊
張
す
る
こ
と
も
な

く
、
必
要
な
こ
と
を
話
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

儲
け
本
意
の
事
業
で
は
な
い
か
、

な
ど
、
一
般
の
人
た
ち
か
ら
は
色
々

な
こ
と
を
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
う
言
わ
れ
る
の
も
仕
方
な

い
と
今
は
わ
か
り
ま
す
。
今
の
仕
事

は
、
こ
こ
の
地
域
の
中
に
事
業
所
が

存
在
し
て
い
る
こ
と
を
売
り
込
ま
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

市
老
協
の
時
は
、
も
う
少
し
現
場

か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
ケ
ア
の
質
を

上
げ
る
と
い
う
夢
々
し
い
部
分
も
あ

っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
自

分
た
ち
の
日
々
の
実
践
が
評
価
に
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
、
仕
事
の
足
場

を
ち
ゃ
ん
と
固
め
な
が
ら
、
そ
れ
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

自
分
た
ち
が
利
用
者
を
地
域
か
ら

切
り
離
し
て
い
る
ん
だ
と
い
う
反
省
か
ら

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
も
の
良
い
と
思
い
ま
す
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や
り
づ
ら
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

現
場
職
員
か
ら
も
「
人
手
が
足
り
な

い
」
と
い
う
意
見
が
あ
っ
て
の
こ
と

だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
こ
の
こ
と
は

シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

　

し
か
し
私
は
も
う
一
度
小
グ
ル
ー

プ
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
小
グ

ル
ー
プ
の
よ
さ
を
知
っ
て
い
る
何
人

か
の
職
員
に
働
き
か
け
た
と
こ
ろ
、

人
手
と
し
て
は
確
か
に
厳
し
い
け
れ

ど
も
、
利
用
者
さ
ん
の
ケ
ア
に
と
っ

て
は
そ
の
ほ
う
が
良
い
と
い
う
意
見

が
あ
り
、
復
活
を
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

既
に
こ
の
頃
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の

取
り
組
み
が
各
地
で
始
ま
っ
て
い
た

の
で
、
た
だ
単
純
に
元
の
８
グ
ル
ー

プ
に
戻
す
の
で
は
な
く
て
、
職
員
に

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
研
修
に
行
っ
て
も

ら
っ
た
り
、
し
つ
ら
え
の
こ
と
も
含

め
て
、
新
し
い
か
た
ち
で
グ
ル
ー
プ

を
検
討
し
て
、
居
心
地
の
い
い
場
所

を
作
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

退
職
を
決
意
、

「
フ
リ
ー
タ
ー
」
と
し
て
施
設
を

見
て
回
る

２
０
０
２
年
か
ら
特
養
の
施
設

長
に
な
り
ま
し
た
。
施
設
長

に
な
る
と
自
動
的
に
市
老
協
の
理
事

会
に
入
る
の
で
、
そ
の
活
動
を
通
し

て
外
部
で
の
様
々
な
役
割
を
経
験
し

ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
、
特
養
の
入
所
指
針
を

作
る
作
業
や
、
小
規
模
多
機
能
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
第
三
者
評
価
の
審
査

会
、
評
価
員
の
養
成
な
ど
も
や
り
ま

し
た
。
京
都
市
と
一
緒
に
な
っ
て
や

っ
て
い
る
ホ
ー
ム
シ
ェ
ア
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
モ
デ
ル
事
業
も
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
う
し
た
外
部
で
の
活
動
を
通
し

て
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
う
少
し
外
側

の
視
点
か
ら
自
分
た
ち
の
施
設
や
ケ

ア
の
質
の
在
り
方
な
ど
を
客
観
的
に

見
る
視
点
を
得
た
と
思
い
ま
す
。
現

場
で
働
く
ほ
と
ん
ど
の
職
員
が
善
意

で
頑
張
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
何

と
か
い
い
方
向
に
持
っ
て
い
け
た
ら

い
い
し
、
そ
う
で
き
る
は
ず
だ
と
い

う
使
命
感
の
よ
う
な
も
の
も
自
分
の

な
か
で
芽
生
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
後
２
０
０
８
年
に
法

人
を
退
職
し
ま
し
た
。

　

特
養
の
施
設
長
と
し
て
小
グ
ル
ー

プ
ケ
ア
を
行
い
、
利
用
者
に
対
し
て

手
厚
い
ケ
ア
を
提
供
を
し
よ
う
と
思

う
と
職
員
の
数
を
そ
れ
な
り
に
そ
ろ

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
一

方
で
、
介
護
保
険
制
度
と
い
う
枠
組

み
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
法
人
内

で
限
ら
れ
た
お
金
を
や
り
く
り
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
現
状
も
あ

り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
葛
藤
に
疲
れ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
が
理
由
の
一

つ
で
す
。

　

ま
た
、
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て

は
、
私
は
管
理
職
の
な
か
で
も
外
に

出
る
仕
事
が
多
く
、
現
場
に
関
わ
る

機
会
が
本
当
に
少
な
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
う
な
る
と
、
次
第
に
現
場

の
様
子
や
利
用
者
の
こ
と
が
把
握
で

き
な
く
な
り
、
も
ど
か
し
い
状
況
で

し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
お
か
れ
、
自
分

で
も
ち
ょ
っ
と
違
う
ぞ
と
感
じ
始
め

ま
し
た
。
お
金
の
計
算
を
す
る
た
め

に
こ
の
仕
事
を
始
め
た
わ
け
で
は
な

い
は
ず
だ
と
い
う
思
い
に
も
な
り
、

と
に
か
く
一
度
辞
め
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

退
職
し
て
そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く
あ

え
て
フ
リ
ー
タ
ー
を
し
て
み
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。
最
後
の
方
は
利
用
者

と
の
距
離
が
離
れ
て
い
く
辛
さ
を
感

じ
て
い
た
の
で
、
今
こ
そ
と
思
っ

て
、
知
り
合
い
の
施
設
長
に
お
願
い

し
て
、
利
用
者
と
一
緒
に
施
設
の
中

で
何
も
せ
ず
に
過
ご
し
て
み
る
と
い

う
こ
と
を
し
ま
し
た
。

　

６
カ
所
か
７
カ
所
ぐ
ら
い
、
１
日

か
２
日
ず
つ
回
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
施
設
に
よ
っ
て
雰
囲
気
が
全
然

違
う
の
が
、
一
日
い
る
と
よ
く
わ
か

り
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
認
知
症
の
方
の
そ
ば
で
時

間
を
過
ご
し
て
い
る
と
、
自
分
の
理

解
が
ま
だ
ま
だ
浅
か
っ
た
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
良
い
と
思

っ
て
い
た
関
わ
り
方
が
認
知
症
の
方

の
側
か
ら
見
る
と
違
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
感
じ
た
り

し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
し
て
過
ご
し
た
半

年
後
、
今
の
職
場
で
あ
る
健
光
園
か

ら
「
管
理
者
が
辞
め
る
け
ど
、
ど

う
？
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
い
、
再

就
職
を
決
め
ま
し
た
。
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み
て
、
少
し
ず
つ
延
長
し
な
が
ら
進

み
ま
し
た
。
数
年
後
に
は
、
そ
の
グ

ル
ー
プ
も
さ
ら
に
二
つ
に
分
け
て
、

１
０
０
人
を
８
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

外
と
つ
な
が
る
き
っ
か
け
を

与
え
て
く
れ
た
ケ
ア
マ
ネ
研
修

介
護
保
険
が
始
ま
る
２
年
前
の

１
９
９
８
年
、
全
国
で
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
講
師
養
成
が
始
ま
り

ま
し
た
。
京
都
市
で
は
、
市
老
協
と

府
老
協
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
３
人
ず
つ

が
、
３
団
体
包
括
版
の
講
師
養
成
と

い
う
こ
と
で
東
京
に
送
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
、
私
は
そ
の
う
ち
の
１
人
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
は
世
の
中
の
動
き
に
疎

く
て
、
介
護
保
険
も
ほ
と
ん
ど
わ
か

ら
ず
、「
ケ
ア
プ
ラ
ン
」
と
い
う
も
の

が
始
ま
る
ら
し
い
、
と
い
う
く
ら
い

で
研
修
に
参
加
し
た
の
で
す
が
、
想

像
以
上
の
厳
し
い
講
習
を「
虎
の
穴
」

の
よ
う
に
、夜
の
９
時
、10
時
ま
で
ず

っ
と
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
を
受
講
し
た
こ
と
そ
の

も
の
は
、
一
つ
の
思
い
出
深
い
経
験

と
し
て
終
わ
っ
た
の
で
す
が
、
一
緒

に
研
修
を
受
講
し
た
メ
ン
バ
ー
か

ら
、「
こ
の
ま
ま
、
私
た
ち
が
こ
の

研
修
を
受
け
た
だ
け
で
講
師
と
し
て

や
っ
て
い
く
の
は
と
て
も
難
し
い
の

で
、
京
都
に
戻
っ
て
か
ら
も
う
一
回

勉
強
会
を
し
よ
う
。
伝
達
研
修
も
し

な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
そ
れ
を
市

と
府
の
合
同
で
や
ろ
う
」
と
い
う
提

案
が
あ
り
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

お
そ
ら
く
、
今
に
至
る
私
の
外
の

施
設
と
の
つ
な
が
り
は
、ほ
ぼ
そ
こ
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

忙
し
い
仕
事
の
合
間
を
縫
い
な
が

ら
、
で
も
和
気
あ
い
あ
い
と
準
備
を

し
て
、
ほ
か
の
施
設
の
施
設
長
た
ち

と
も
い
ろ
ん
な
話
を
し
ま
し
た
。
そ

の
チ
ー
ム
は
本
当
に
ず
っ
と
仲
が
よ

く
て
、
介
護
保
険
が
始
ま
っ
て
以
降

も
研
究
会
と
い
う
こ
と
で
年
に
１
、

２
回
は
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立
て
、

具
体
的
な
援
助
内
容
を
考
え
る
際
に

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
施
設
の
現
状
に

基
づ
い
た
プ
ラ
ン
を
出
し
ま
す
。
そ

う
す
る
と
、
よ
そ
の
施
設
で
は
こ
ん

な
ケ
ア
を
し
て
い
る
と
い
う
の
が
見

え
て
く
る
の
で
、
そ
こ
で
意
見
交
換

を
し
ま
す
。
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
を

通
し
て
、
良
質
な
ケ
ア
や
ケ
ア
プ
ラ

ン
を
ど
の
よ
う
に
提
案
し
て
い
け
る

か
み
ん
な
で
話
し
合
え
た
の
が
と
て

も
面
白
か
っ
た
で
す
。
色
々
な
施
設

の
や
り
方
、
考
え
方
を
見
聞
き
す
る

中
で
、
自
分
自
身
の
ケ
ア
や
考
え
方

に
も
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
は
こ
の
研
究
会
は
も
う
な
い
の

で
す
が
、
６
年
ぐ
ら
い
は
続
い
て
い

た
と
思
い
ま
す
。
講
師
を
や
っ
た
こ

と
よ
り
も
、
仲
間
と
の
つ
な
が
り
が

で
き
た
こ
と
が
何
よ
り
の
収
穫
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
経
験
、

再
び
特
養
へ

２
０
０
０
年
４
月
に
今
度
は
特

養
に
併
設
さ
れ
て
い
る
50
床

の
単
独
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
施
設
長

と
し
て
異
動
に
な
り
ま
し
た
。

　

50
人
の
シ
ョ
ー
ト
の
受
け
入
れ
は

と
て
も
複
雑
な
業
務
で
す
。
特
養
と

は
全
く
異
な
る
業
務
の
流
れ
が
あ
る

の
で
、
こ
れ
を
理
解
す
る
に
は
ま
ず

は
職
員
と
一
緒
に
現
場
を
体
験
し
な

い
と
わ
か
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
と
、
以
前
の
経
験
か
ら
、
先
に

組
織
を
作
っ
て
き
た
人
は
、
あ
と
か

ら
来
た
人
が
新
し
い
こ
と
を
言
う
こ

と
に
何
か
と
抵
抗
感
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
た
の
で
、
最
初
の
一
週

間
は
職
員
と
一
緒
に
現
場
で
実
習
を

さ
せ
て
ほ
し
い
と
言
い
ま
し
た
。
こ

の
要
望
は
聞
き
入
れ
て
も
ら
え
ま
し

た
が
、「
実
習
生
」
と
い
う
腕
章
を

用
意
さ
れ
、
そ
れ
を
つ
け
て
の
実
習

と
な
り
ま
し
た
。

　

利
用
者
が
来
て
、
受
け
入
れ
の
職

員
が
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
「
今
回
の
体

調
は
大
丈
夫
で
す
か
」
と
い
う
時
に

「
実
習
生
」
と
し
て
隣
に
座
り
ま
し

た
。「
実
習
生
の
杉
原
が
同
席
し
ま

す
」
と
言
わ
れ
る
と
ち
ょ
っ
と
悲
し

か
っ
た
で
す
が
、
以
前
の
経
験
が
あ

っ
た
の
で
、
そ
の
チ
ー
ム
で
い
ろ
ん

な
や
り
方
が
あ
る
ん
だ
と
納
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
２
年
間
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

を
経
験
し
、
施
設
と
は
ま
た
異
な
る

多
様
な
ケ
ー
ス
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
を
踏
ま

え
特
養
に
も
う
一
度
戻
っ
て
み
た
い

と
考
え
、戻
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
養
に
戻
っ
て
み
る
と
、
以
前
行

っ
た
小
グ
ル
ー
プ
ケ
ア
の
取
り
組
み

が
解
消
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
解
消
し

た
理
由
と
し
て
は
、
職
員
が
急
に
休

ん
だ
時
な
ど
に
、
小
グ
ル
ー
プ
だ
と
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た
。

　

主
任
と
い
う
役
割
は
今
ま
で
や
っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
何
を
し

た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
意
見
を

言
わ
れ
て
も
具
体
的
な
提
案
は
ほ
と

ん
ど
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
利
用
者

と
も
初
対
面
で
し
た
し
、
組
織
と
し

て
そ
こ
で
の
暗
黙
の
や
り
方
が
既
に

あ
る
な
か
に
、
自
分
が
後
か
ら
入
っ

て
い
き
、
既
存
の
や
り
方
に
合
わ
せ

な
が
ら
も
、
新
た
な
や
り
方
を
提
案

す
る
こ
と
、
こ
れ
は
と
て
も
難
し
い

こ
と
で
し
た
。

　

私
は
一
般
棟
に
い
た
と
き
か
ら
人

よ
り
早
く
出
勤
し
、
記
録
を
読
ん
だ

り
し
な
が
ら
「
今
日
は
こ
ん
な
風
に

仕
事
を
し
よ
う
」
と
、
そ
の
日
の
一

日
の
組
み
立
て
を
考
え
る
の
が
日
課

で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
認
知
症
専
用

棟
に
異
動
し
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、

そ
れ
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
ぼ

ー
っ
と
し
て
、
今
日
一
日
ど
う
し
よ

う
か
と
思
う
と
、何
も
考
え
ら
れ
ず
、

手
も
足
も
出
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

動
け
な
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
周
り

が
「
何
と
か
し
て
く
れ
」
と
か
「
こ

う
し
て
」
と
言
っ
て
く
る
の
で
、
余

計
に
そ
こ
で
空
回
り
し
ま
し
た
。
そ

ん
な
こ
と
が
重
な
り
、
初
め
て
退
職

し
よ
う
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
職
員

の
私
に
対
す
る
要
求
が
い
じ
め
で
は

な
い
こ
と
も
わ
か
る
し
、
気
持
ち
も

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
が
、
私
に
は
主

任
と
し
て
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

専
用
棟
は
職
員
の
人
数
が
少
な
い

チ
ー
ム
だ
っ
た
の
で
、
毎
日
ち
ょ
こ

ち
ょ
こ
っ
と
寄
り
集
ま
っ
て
、「
こ

う
し
よ
う
、
こ
う
し
よ
う
」「
じ
ゃ
、

そ
う
し
よ
う
」
み
た
い
な
感
じ
で
そ

の
場
そ
の
場
で
物
事
が
決
ま
っ
て
い

く
風
土
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
対

し
て
以
前
い
た
一
般
棟
で
は
、
主
任

や
副
主
任
に
き
ち
ん
と
提
案
を
し

て
、
会
議
で
こ
う
し
よ
う
と
決
め
て

い
く
や
り
方
が
と
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

認
知
症
の
方
た
ち
の
棟
な
の
で
、

そ
の
場
の
対
応
も
大
事
で
あ
る
こ
と

は
分
か
り
ま
し
た
が
、
か
ち
っ
と
し

た
意
思
決
定
の
場
面
が
ど
こ
に
も
な

い
こ
と
も
仕
事
を
や
り
づ
ら
く
さ
せ

る
一
因
で
し
た
。

　

今
思
え
ば
、
ま
ず
は
そ
の
チ
ー
ム

の
や
り
方
、
風
土
に
な
じ
ん
で
、
そ

れ
か
ら
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
時
間

を
か
け
て
考
え
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
当
時
は
自
分
が
何
で
困

っ
て
い
る
の
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

２
、３
か
月
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
職

場
に
着
い
た
瞬
間
に
、
涙
が
出
た
り

す
る
よ
う
な
状
態
に
な
り
、
結
局
翌

年
に
ま
た
一
般
棟
に
戻
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
認
知
症
専
用
棟
で

の
経
験
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
つ

ら
い
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

良
か
っ
た
こ
と
と
言
え
ば
、
小
グ
ル

ー
プ
で
の
ケ
ア
体
制
に
実
感
と
し
て

手
ご
た
え
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
で
す
。一
般
棟
に
戻
っ
た
当
時
、

そ
こ
で
は
74
名
を
一
括
ケ
ア
し
て
い

る
と
い
う
状
態
だ
っ
た
の
で
、「
一

般
棟
も
同
じ
よ
う
に
小
さ
な
グ
ル
ー

プ
に
し
て
い
こ
う
」
と
提
案
を
し
ま

し
た
。

　

最
初
は
い
ろ
ん
な
反
発
も
あ
り
ま

し
た
が
「
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み
よ

う
」
と
言
っ
て
く
れ
る
職
員
も
い
た

の
で
、
ま
ず
は
、
74
名
を
３
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
ま
し
た
。
試
行
期
間

と
し
て
１
か
月
、
２
か
月
と
や
っ
て
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い
ろ
い
ろ
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
た
、
と

い
う
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
方
は
手
を
動
か
す
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
古
切
手
収
集
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

し
、
そ
れ
が
う
ま
く
意
欲
に
つ
な
が

り
、
排
せ
つ
介
助
が
必
要
に
な
っ
て

も
頑
張
っ
て
も
う
一
度
元
気
に
暮
ら

し
直
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
、
と
い

う
事
例
で
し
た
。

　

今
思
う
と
浅
い
考
察
だ
っ
た
な
と

思
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
で
き
な
く
な

っ
た
か
ら
も
う
お
し
ま
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
て
、
そ
れ
以
外
の
場
面

も
含
め
て
、
人
は
全
体
で
見
た
と
き

に
そ
れ
ぞ
れ
に
大
切
な
存
在
な
ん
だ

と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
た
ケ
ー
ス

だ
と
思
い
ま
す
。

　

事
例
を
ま
と
め
て
い
く
作
業
は
、

た
た
き
台
の
原
稿
を
ま
ず
私
が
作

り
、
職
員
の
個
人
レ
タ
ー
ケ
ー
ス
に

入
れ
て
お
く
と
、
仕
事
の
合
間
に
見

て
く
れ
ま
す
。
そ
の
後
文
字
で
返
っ

て
き
た
り
、
休
憩
時
間
に
聞
い
た
り

と
い
う
や
り
取
り
を
し
ま
す
。
や
り

取
り
す
る
な
か
で
「
こ
う
い
う
こ
と

も
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
？
」と
か「
私

は
こ
う
感
じ
た
よ
」
み
た
い
な
意
見

が
出
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
後
も
う
少

し
練
り
上
げ
て
、
最
終
的
な
発
表
原

稿
を
整
え
る
と
い
う
作
業
を
し
ま

す
。

　

こ
の
作
業
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
が

自
分
に
と
っ
て
一
番
勉
強
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
作
業
を
通
し
て
、
そ

の
人
に
と
っ
て
、
職
員
の
チ
ー
ム
に

と
っ
て
、
主
要
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
ど

ん
な
意
味
が
あ
っ
て
、
ど
れ
が
大
切

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
と
い
う
の
が
わ
か

る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　

事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
は

常
に
様
々
な
場
面
で
言
わ
れ
、
法
人

の
方
針
の
な
か
で
も
謳
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
で
す
か
ら
、
一
定
の
時
期
に

な
っ
た
ら
「
事
例
を
ま
と
め
て
ね
。

発
表
し
て
ね
」
と
い
う
よ
う
に
言
わ

れ
ま
す
。「
小
さ
な
職
員
会
議
の
中

で
発
表
し
て
ね
」
と
い
う
の
も
含
め

て
簡
単
な
レ
ジ
ュ
メ
を
作
っ
て
く
る

と
か
、
そ
ん
な
こ
と
が
度
々
あ
り
ま

し
た
。
思
い
返
す
と
法
人
と
し
て
か

な
り
意
図
的
に
組
み
立
て
ら
れ
た
キ

ャ
リ
ア
形
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、こ
う
し
た
作
業
を
通
し
て
、

私
た
ち
は
休
憩
時
間
や
食
事
時
間
な

ど
、何
人
か
が
集
ま
る
と
い
つ
も「
こ

の
人
は
こ
ん
な
ふ
う
な
や
り
方
に
し

た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と

い
っ
た
こ
と
を
延
々
話
し
て
い
ま
し

た
。
よ
そ
の
施
設
の
人
や
実
習
生
が

来
る
と
「
こ
ん
な
に
仕
事
の
話
ば
か

り
し
て
い
る
施
設
は
初
め
て
や
」
と

言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
、
み
ん
な
が
そ
れ

を
面
白
が
っ
て
し
ゃ
べ
っ
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら

も
仲
の
い
い
メ
ン
バ
ー
で
飲
み
に
行

き
、
仕
事
の
話
を
し
ま
し
た
。

〝
主
任
〞
と
し
て
の
葛
藤

５
年
目
で
副
主
任
補
佐
に
な
り

ま
し
た
。
副
主
任
補
佐
は
、

見
習
い
期
間
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
、
役
割
と
言
っ
て
も

勤
務
表
を
少
し
作
る
く
ら
い
で
し

た
。

　

そ
の
後
、
１
９
９
０
年
に
認
知
症

の
専
用
棟
が
特
養
に
増
床
さ
れ
て
い

た
の
で
す
が
、
前
の
主
任
が
退
職
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
私
が
替
わ

り
に
こ
こ
の
主
任
に
な
る
よ
う
に
言

わ
れ
ま
し
た
。
主
任
と
い
う
役
割
は

よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
で
し
た
が
、

認
知
症
の
人
の
ケ
ア
は
大
好
き
で
勉

強
も
し
て
い
た
し
、
専
用
棟
が
開
設

さ
れ
た
時
か
ら
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
部
下
と
な
る

周
り
の
職
員
は
も
と
も
と
一
般
棟
に

い
た
の
で
、
仲
も
よ
く
て
、
利
用
者

の
ケ
ア
の
こ
と
も
よ
く
一
緒
に
話
し

合
っ
て
い
た
の
で
、
価
値
観
や
目
指

す
方
向
も
よ
く
似
て
い
て
共
有
で
き

る
も
の
が
多
く
、
仲
間
意
識
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
う
い
う
こ
と
か
ら
、
異

動
す
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
実
際
の
業
務
は
、
利
用

者
と
関
わ
る
こ
と
で
は
な
く
、
主
任

と
し
て
の
役
割
を
期
待
さ
れ
た
も
の

で
し
た
。
異
動
し
て
す
ぐ
、
専
用
棟

の
開
設
に
携
わ
っ
た
中
心
メ
ン
バ
ー

達
か
ら
「
あ
の
職
員
が
こ
う
言
っ
て

い
る
」「
何
と
か
し
て
く
れ
」
と
い

っ
た
要
望
が
次
々
と
出
さ
れ
ま
し

既
存
の
や
り
方
に
合
わ
せ
な
が
ら
も
、

新
た
な
や
り
方
を
提
案
す
る
こ
と
、

こ
れ
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
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高
齢
者
の
可
能
性
に
は
奥
行
き
が

あ
るご

主
人
と
夫
婦
２
人
暮
ら
し

で
、
ず
っ
と
箱
入
り
の
お
嫁

さ
ん
だ
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
が
い
ま
し

た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
体
が
弱
く
少

し
障
が
い
も
あ
っ
た
の
で
、
子
ど
も

の
頃
は
親
が
、
結
婚
し
て
か
ら
は
家

の
中
の
仕
事
以
外
は
全
部
ご
主
人
が

さ
れ
て
き
て
き
た
そ
う
で
す
。
外
に

出
る
と
い
じ
め
ら
れ
る
の
で
、
自
分

も
そ
う
い
う
ふ
う
に
内
々
で
大
事
に

さ
れ
て
い
る
の
に
満
足
し
て
育
っ
て

き
た
方
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
ご
主
人

が
先
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
、
ご
本

人
は
虚
弱
な
の
で
一
人
で
は
暮
ら
し

て
い
け
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
、
措
置
さ
れ
て
入
所
し
て
来
ら
れ

ま
し
た
。

　

箱
入
り
の
人
が
い
き
な
り
他
人
だ

ら
け
の
50
人
の
集
団
の
中
に
入
っ
て

く
る
の
で
、
そ
の
ス
ト
レ
ス
は
す
ご

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
人
は
難

病
で
し
た
が
、
最
初
の
頃
は
そ
れ
が

身
体
症
状
に
出
て
、
ベ
ッ
ド
の
上
で

バ
ウ
ン
ド
し
た
り
、
激
し
い
け
い
れ

ん
で
体
の
抑
制
が
利
か
な
く
な
っ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
他
の
お

ば
あ
さ
ん
に
、「
そ
こ
の
や
か
ん
取

っ
て
っ
て
言
う
て
る
や
ん
」
と
ち
ょ

っ
と
き
つ
め
に
言
わ
れ
た
だ
け
で
ど

ー
っ
と
泣
く
よ
う
な
人
で
し
た
。

　

そ
ん
な
感
じ
だ
っ
た
の
で
、
こ
の

人
大
丈
夫
か
な
と
思
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
同
じ
部
屋
の
リ
ー
ダ
ー
的
存

在
の
利
用
者
に
「
あ
な
た
、
人
間
関

係
と
は
こ
う
い
う
も
の
よ
」
と
言
っ

て
励
ま
さ
れ
て
い
く
う
ち
に
、
ち
ょ

っ
と
ず
つ
強
く
な
っ
て
い
か
れ
ま
し

た
。
自
分
で
で
き
る
仕
事
を
見
つ
け

た
り
、
一
日
の
生
活
を
上
手
に
組
み

立
て
て
い
き
、
一
年
ぐ
ら
い
で
安
定

さ
れ
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
施
設
の

利
用
者
の
世
話
役
の
よ
う
に
ま
で
な

ら
れ
ま
し
た
。
学
生
が
実
習
な
ど
で

来
る
た
び
に
「
今
が
私
の
青
春
よ
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
方
の
ケ
ー
ス
か
ら
、
人
と
の

関
係
を
通
し
て
、
高
齢
に
な
っ
て
も

人
は
変
わ
っ
て
い
け
る
し
、
環
境
に

適
応
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
ん
だ

と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
可
能
性
は
無
限
と
ま
で

は
言
い
ま
せ
ん
が
、
と
て
も
奥
行
き

が
あ
っ
て
、「
こ
の
人
は
こ
こ
ま
で
」

と
こ
ち
ら
で
枠
組
み
を
決
め
た
ら
ダ

メ
だ
と
い
う
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ

ま
し
た
。

　

話
は
や
や
そ
れ
ま
す
が
、
今
の
特

養
の
介
護
職
が
ち
ょ
っ
と
か
わ
い
そ

う
だ
と
思
う
の
は
、
こ
う
し
た
場
面

に
触
れ
る
機
会
が
少
な
い
こ
と
で

す
。
今
は
入
所
時
か
ら
重
度
の
方
ば

か
り
な
の
で
、
そ
の
人
の
思
い
を
推

測
し
叶
え
る
た
め
に
は
私
た
ち
が
や

っ
て
い
た
と
き
以
上
の
能
力
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

　

で
も
思
い
を
推
し
量
り
、
可
能
性

を
拡
げ
る
こ
と
は
可
能
だ
と
思
い
ま

す
し
、
家
族
や
友
達
な
ど
か
ら
様
々

な
話
を
聞
い
て
、
そ
の
人
に
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
大
事
な
ん
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

実
践
を
形
に
し
、

仲
間
と
意
見
を
交
わ
す
日
々

こ
う
し
た
数
々
な
経
験
は
、
私

だ
け
で
な
く
同
期
の
仲
間
た

ち
も
一
緒
に
吸
収
し
て
い
き
ま
し

た
。
施
設
で
は
、
利
用
者
の
ケ
ー
ス

や
、
毎
年
の
事
業
計
画
と
事
業
方
針

「
年
度
の
ま
と
め
と
方
針
」
を
ま
と

め
る
作
業
が
業
務
と
し
て
あ
り
ま
し

た
。

　
「
年
度
の
ま
と
め
と
方
針
」
は
、

一
つ
一
つ
の
項
目
に
沿
っ
て
具
体
的

な
事
例
を
部
署
ご
と
に
文
章
で
書
く

の
で
す
が
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
い

く
作
業
を
通
し
て
現
場
の
職
員
の
力

が
つ
い
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

５
年
目
く
ら
い
に
な
る
と
、
法
人

の
職
員
研
修
会
や
、
外
部
で
の
事
例

発
表
の
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。
記
憶

に
残
っ
て
い
る
も
の
で
は
、
施
設
で

介
護
職
と
し
て
働
く
５
年
目
く
ら
い

の
キ
ャ
リ
ア
の
人
を
都
道
府
県
や
政

令
市
か
ら
１
名
ず
つ
集
め
た
合
宿
研

修
が
あ
り
ま
す
。
研
修
に
参
加
す
る

た
め
に
は
事
例
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
、
こ
れ
を
み
ん
な
で
ま
と
め
る

作
業
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
に
ま
と
め
た
事
例
は
、

自
力
で
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
を
使
え

て
い
た
車
椅
子
の
女
性
利
用
者
が

徐
々
に
ポ
ー
タ
ブ
ル
を
使
え
な
く
な

っ
た
、
ト
イ
レ
が
間
に
合
わ
な
い
の

で
失
禁
が
増
え
た
の
で
、
お
む
つ
を

当
て
な
が
ら
ト
イ
レ
に
行
く
と
い
う

ケ
ア
方
針
を
立
て
た
と
こ
ろ
、「
下

の
世
話
に
な
っ
た
ら
何
も
か
も
お
し

ま
い
だ
」
と
言
い
出
し
た
の
で
、
職

員
が
意
欲
を
持
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
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ま
し
た
。

　

ま
た
、
寮
母
は
体
を
動
か
し
て
な

ん
ぼ
の
体
力
勝
負
の
世
界
だ
！
と
い

う
意
気
込
み
で
就
職
し
た
の
で
す

が
、
実
際
に
仕
事
を
し
て
み
る
と
、

体
力
だ
け
で
は
な
く
て
、
頭
も
使
う

し
、
記
録
も
書
く
し
、
委
員
会
や
行

事
の
企
画
の
立
案
も
あ
る
し
で
、
い

ろ
い
ろ
な
能
力
を
試
さ
れ
て
い
る
仕

事
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
こ
ん
な
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

経
験
で
き
る
仕
事
は
な
い
と
思
い
、

ま
す
ま
す
介
護
の
仕
事
に
魅
力
を
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

傲
慢
だ
っ
た
自
分
に
気
づ
く

就
職
し
て
１
年
目
の
頃
の
こ
と

で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
の
居

室
に
勝
手
に
入
っ
て
ハ
ン
カ
チ
な
ど

き
れ
い
な
も
の
を
持
っ
て
行
っ
て
し

ま
う
認
知
症
の
お
ば
あ
さ
ん
が
い
ま

し
た
。
こ
の
お
ば
あ
さ
ん
が
、
あ
る

男
性
利
用
者
さ
ん
が
巻
い
て
い
る
赤

い
バ
ン
ダ
ナ
を
気
に
入
り
、
こ
の
方

の
部
屋
に
入
っ
て
は
バ
ン
ダ
ナ
を
持

っ
て
行
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が

何
度
も
あ
り
ま
し
た
。

　

男
性
利
用
者
の
方
は
車
い
す
に
乗

っ
て
い
る
方
で
し
た
が
、
認
知
症
な

ど
は
な
く
し
っ
か
り
し
た
方
で
し

た
。
あ
る
と
き
、
つ
い
に
そ
の
男
性

が
怒
っ
て
、
ど
こ
か
ら
持
っ
て
き
た

の
か
、
木
の
棒
を
持
っ
て
お
ば
あ
さ

ん
に
殴
り
か
か
る
よ
う
に
し
て
、「
殺

し
て
や
る
」
と
言
い
ま
し
た
。
私
は

そ
の
場
面
に
い
た
の
で
危
険
を
感

じ
、
お
ば
あ
さ
ん
を
避
難
さ
せ
た
う

え
で
「
い
つ
も
言
っ
て
い
る
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
あ
の
方
は
人
の
も
の
と

わ
か
ら
ず
に
持
っ
て
い
か
れ
た
ん
で

す
か
ら
。
私
達
に
言
っ
て
く
れ
た
ら

バ
ン
ダ
ナ
だ
っ
て
す
ぐ
に
取
り
戻
す

の
に
。
何
で
直
接
手
を
あ
げ
る
ん
で

す
か
。
お
び
え
て
お
ら
れ
る
じ
ゃ
な

い
で
す
か
」
と
男
性
利
用
者
に
意
見

を
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
の
方
は

私
の
顔
を
見
て
「
お
ま
え
な
、
１
回

で
も
わ
し
の
言
い
分
を
聞
い
た
か
」

と
言
っ
た
の
で
し
た
。

　

そ
の
と
き
私
は
自
分
の
傲
慢
さ
に

気
づ
き
ま
し
た
。
難
し
い
こ
と
だ
と

は
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
言
い

分
が
あ
り
、
両
方
の
立
場
を
き
ち
ん

と
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
そ
の

方
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
は
、
関
わ
っ
た
利
用
者
が

笑
っ
て
く
れ
た
と
か
、
お
し
ゃ
べ
り

を
し
て
楽
し
い
と
か
、
一
年
経
っ
て

介
護
の
技
術
も
そ
れ
な
り
に
手
際
よ

く
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
の
中

で
少
し
自
信
が
つ
い
て
き
て
い
た
時

で
し
た
。
で
す
の
で
、
あ
の
経
験
が

な
か
っ
た
ら
、
傲
慢
な
ま
ま
で
し
ば

ら
く
い
た
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を

さ
せ
て
も
ら
う
な
か
で
、
相
手
の
立

場
に
立
つ
と
か
、
そ
の
人
の
喜
び
と

か
苦
し
み
っ
て
何
な
ん
だ
ろ
う
と
い

う
こ
と
を
常
に
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
、
こ
ち
ら
が
何
か
を
し
て
喜

ん
で
も
ら
っ
て
そ
れ
で
終
わ
り
と
思

っ
て
い
た
こ
と
が
、
逆
に
、
自
分
の

し
て
い
る
こ
と
が
相
手
に
と
っ
て
は

ど
ん
な
ふ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い

る
の
か
、
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
ん
な
経
験
を
通
し
て
、
介
護
と

い
う
の
は
、
本
当
に
自
分
自
身
を
振

り
返
ら
せ
た
り
、
高
め
て
い
く
仕
事

だ
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
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何
も
知
ら
な
い
ま
ま

介
護
の
世
界
に
飛
び
込
む

高
校
生
の
頃
か
ら
漠
然
と
福
祉

系
に
進
み
た
い
と
い
う
考
え

が
あ
り
ま
し
た
。
で
す
の
で
、
福
祉

が
で
き
る
大
学
を
探
し
、
立
命
館
大

学
の
産
業
社
会
学
部
に
進
学
し
ま
し

た
。
と
は
い
え
、
当
時
は
社
会
福
祉

関
連
の
科
目
が
若
干
あ
る
程
度
で
、

卒
業
後
福
祉
の
現
場
に
行
く
人
も
ほ

と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
で
、
福
祉
に
関
わ
る
仕
事
を

少
し
で
も
や
っ
て
み
た
い
と
考
え

て
、
学
生
時
代
の
ア
ル
バ
イ
ト
は
、

整
形
外
科
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
で
受
付
の
仕
事
を
や
り
ま
し
た
。

定
期
的
に
通
っ
て
く
る
お
年
寄
り
達

の
顔
を
覚
え
て
、「
こ
の
機
械
を
次

ど
う
ぞ
」
と
か
「
訓
練
の
ほ
う
に
回

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た
よ
う
な

案
内
を
す
る
仕
事
で
し
た
。
い
つ
し

か
そ
こ
に
通
っ
て
く
る
お
年
寄
り
達

と
顔
な
じ
み
に
な
っ
て
い
く
こ
と

で
、「
何
と
な
く
福
祉
が
や
り
た
い
」

と
い
う
漠
然
と
し
た
考
え
か
ら
、
こ

う
い
う
方
た
ち
と
直
接
接
す
る
よ
う

な
と
こ
ろ
で
仕
事
が
し
た
い
と
強
く

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

４
年
生
に
な
っ
て
も
、
就
職
活
動

も
ほ
と
ん
ど
せ
ず
の
ん
び
り
し
て
い

た
の
で
す
が
、
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
リ

ハ
ビ
リ
の
先
生
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
卒

業
の
年
に
オ
ー
プ
ン
す
る
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
が
あ
る
こ
と
を
聞
き
、

就
職
試
験
を
受
け
に
行
き
ま
し
た
。

10
名
弱
の
介
護
職
の
求
人
に
70
名
ぐ

ら
い
の
応
募
が
あ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
な
ん
と
か
合
格
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

１
９
８
６
年
６
月
の
施
設
の
開
設

と
同
時
に
そ
れ
ま
で
老
人
ホ
ー
ム
に

行
っ
た
こ
と
も
な
い
私
が
寮
母
に
な

っ
た
わ
け
で
す
。

　

11
人
い
た
寮
母
の
う
ち
経
験
者
は

わ
ず
か
２
名
で
、
福
祉
系
の
大
学
を

出
た
新
卒
が
私
を
入
れ
て
４
人
、
専

門
学
校
の
卒
業
生
が
２
人
、
あ
と
は

別
の
仕
事
を
し
て
い
た
主
婦
た
ち
と

い
う
メ
ン
バ
ー
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し

た
。
施
設
の
開
設
は
６
月
だ
っ
た
の

で
、
開
設
ま
で
の
間
は
ほ
か
の
施
設

に
研
修
に
行
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
、

自
分
た
ち
の
施
設
は
ど
ん
な
ケ
ア
を

す
る
か
と
い
う
こ
と
を
ず
っ
と
話
し

合
い
な
が
ら
準
備
を
し
ま
し
た
。
何

も
わ
か
ら
な
い
な
が
ら
も
、
み
ん
な

で
一
か
ら
作
っ
て
い
く
作
業
が
と
て

も
面
白
く
感
じ
ま
し
た
。

　

利
用
者
は
、
今
よ
り
も
自
立
度
の

高
い
方
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
難
病

で
独
り
暮
ら
し
の
方
、
小
脳
変
性
症

の
方
、
全
身
リ
ウ
マ
チ
の
方
、
経
済

的
事
情
で
入
所
さ
れ
た
方
な
ど
様
々

な
状
況
の
方
が
い
ま
し
た
。
認
知
症

の
方
も
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
多

く
な
か
っ
た
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
取
る
こ
と
は
難
し
く
感
じ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

む
し
ろ
、
実
際
に
仕
事
を
始
め
て

み
て
「
こ
ん
な
に
楽
し
い
仕
事
は
な

い
」
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
大

学
時
代
は
い
つ
も
寝
坊
し
て
授
業
に

行
け
な
か
っ
た
私
で
し
た
が
、
特
養

は
変
則
勤
務
な
の
で
、
寝
坊
は
で
き

る
し
、
夜
中
に
仕
事
を
し
て
も
い
い

し
、
終
わ
っ
た
ら
ま
た
自
由
に
遊
べ

る
し
で
、
私
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
思
い

【十四軒町の家】

京都市上京区に位置する、デイサービスセンタ
ー、ケアプランセンター、小規模多機能型居宅
介護、グループホームが一つの建物に集まった
地域の在宅拠点事業所。高齢になり、介護が必
要となっても、住み慣れた地域で「普通に暮らす」
ことを実現させることを目的としている。建物
は、地域の利用者の方になじみやすいよう、昔
ながらの京町家風の雰囲気を持つ。

介
護
は
自
分
自
身
を
振
り
返
っ
た
り
高
め
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
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Career Case 04　

職員が地域にもっと目を向けると、お年寄りの
暮らしはもっと「普通」になっていく

社会福祉法人 健光園　十四軒町の家　マネージャー

杉原 優子

Sugihara Yuuko

地元の大学を卒業後、1986年に地元の特別養護老人ホームに介護職員
として入職。副主任補佐、主任を経て2000年ショートステイ施設長、
2002年特別養護老人ホーム施設長。2008年に退職し、2009年より社会
福祉法人健光園「十四軒町の家」マネージャー。
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私
は
、
常
に
振
り
返
る
こ
と
が
専

門
職
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

何
が
良
か
っ
た
か
、
何
が
課
題
だ
っ

た
か
、
課
題
に
挙
が
っ
た
こ
と
を
落

ち
込
ん
で
い
て
も
仕
方
が
な
い
、
ど

う
次
に
プ
ラ
ス
に
し
て
い
く
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
ま
す
。
だ
か
ら
、
口

癖
は
、「
ま
ず
、振
り
返
ろ
う
か
」「
失

敗
は
成
功
の
も
と
」
と
い
う
言
葉
で

す
。

　

ま
た
、
失
敗
し
た
こ
と
を
振
り
返

る
だ
け
で
は
な
く
て
、
成
功
し
た
こ

と
に
つ
い
て
も
、
何
が
よ
か
っ
た
の

か
を
考
え
、
次
に
つ
な
げ
て
い
く
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
今
日
は
利
用
者

が
す
ご
く
喜
ん
で
く
れ
た
。
で
も
、

こ
れ
で
よ
か
っ
た
だ
ろ
う
か
、
こ
こ

を
も
っ
と
や
っ
た
ら
も
っ
と
良
く
な

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
積
み
重
ね

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
考
え

方
は
部
下
た
ち
に
伝
え
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　
「
介
護
職
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
工
夫

を
し
な
さ
い
」
と
新
人
の
頃
、
看
護

師
長
や
介
護
主
任
に
言
わ
れ
た
こ
と

も
私
の
専
門
職
と
し
て
の
考
え
方
に

大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
「
あ
ら
ゆ
る
工
夫
」
と
は
、
こ
れ

も
や
っ
た
け
ど
、
こ
れ
も
や
っ
て
み

る
。
そ
れ
が
だ
め
で
も
ほ
か
に
で
き

る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
と
ず
っ
と
考
え

続
け
て
い
く
こ
と
、
自
分
た
ち
で
作

り
出
し
て
い
く
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
３
年
間
、
京
都
市
老
人
福
祉

施
設
協
議
会
が
実
施
し
て
い
る
「
介

護
福
祉
士
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
研

修
」
に
講
師
と
し
て
関
わ
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
は
、
介
護

福
祉
士
と
し
て
の
自
分
を
見
つ
め
、

介
護
福
祉
士
の
役
割
や
使
命
に
つ
い

て
一
か
ら
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
元
年
に
こ
の
業
界
に
入
り
、

既
に
20
年
を
超
え
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
こ
れ
か
ら
で
、
日
々
勉
強
で

す
。
目
の
前
の
業
務
や
課
題
に
追
わ

れ
る
毎
日
で
は
あ
り
ま
す
が
、
専
門

職
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
常
に

チ
ー
ム
で
目
指
す
べ
き
も
の
を
共
有

し
な
が
ら
、
考
え
悩
み
な
が
ら
こ
れ

か
ら
も
前
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
も
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
人
と
し
て
成
長
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
介
護
職
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
工
夫
を
し
な
さ
い
」

新
人
の
頃
上
司
に
言
わ
れ
た
こ
と
が
私
の
専
門
職

と
し
て
の
考
え
方
に
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
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る
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
が
わ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
以
心
伝
心
、
あ
う

ん
の
呼
吸
で
さ
っ
さ
と
動
け
た
ら
良

い
で
す
が
、
実
際
に
は
利
用
者
の
指

示
を
受
け
て
動
き
ま
す
。
利
用
者
の

指
示
の
出
し
方
も
色
々
で
、
時
に
は

厳
し
い
言
い
方
を
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
自
分
は
割
り
切
れ
た
と
し

て
も
現
場
の
ヘ
ル
パ
ー
た
ち
に
そ
こ

を
ど
う
割
り
切
ら
せ
る
か
が
難
し
か

っ
た
で
す
。

　
「
何
で
あ
ん
な
言
い
方
さ
れ
な
あ

か
ん
の
や
。
私
ら
の
人
権
は
な
い
の

か
」
と
大
泣
き
し
な
が
ら
帰
っ
て
く

る
ヘ
ル
パ
ー
た
ち
の
気
持
ち
を
受
け

止
め
つ
つ
、「
い
や
、
気
持
ち
は
わ
か

る
け
ど
な
」
と
言
い
な
が
ら
一
緒
に

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
ま
し
た
。

24
時
間
３
６
５
日
の
ケ
ア

│
ヘ
ル
パ
ー
と
自
分
の
育
成
│

私
た
ち
は
ま
だ
20
代
か
ら
30
代

前
半
だ
っ
た
の
で
、
50
代
か

ら
60
代
の
ヘ
ル
パ
ー
た
ち
は
私
た
ち

を
娘
の
よ
う
に
か
わ
い
が
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
若
さ
の
勢
い
も
あ
っ
て
、

そ
ん
な
ヘ
ル
パ
ー
達
に
ゲ
キ
を
飛
ば

す
こ
と
も
頻
繁
に
あ
り
ま
し
た
が
、

実
は
支
え
て
も
ら
う
よ
う
な
関
係
で

し
た
。

　

時
に
は
お
金
を
と
ら
れ
た
と
か
、

排
せ
つ
介
助
の
方
法
が
気
に
入
ら
な

い
と
か
、
利
用
者
か
ら
苦
情
が
た
く

さ
ん
来
ま
し
た
。
お
金
の
こ
と
は
誤

解
で
し
た
が
、
そ
の
利
用
者
が
な
ぜ

そ
う
思
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
、

ヘ
ル
パ
ー
個
人
の
責
任
と
捉
え
る
の

で
は
な
く
考
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
家
族
が
苦
情
を
言
う
こ
と

自
体
の
受
け
止
め
が
で
き
な
い
ヘ
ル

パ
ー
も
い
ま
し
た
。
本
当
は
自
分
自

身
が
介
護
を
し
た
い
け
ど
、
で
き
な

い
の
で
仕
方
な
く
人
に
委
ね
て
い
る

の
だ
、
と
い
う
家
族
の
思
い
を
理
解

で
き
ず
、「
ヘ
ル
パ
ー
を
利
用
す
る

な
ら
任
せ
て
く
れ
た
ら
い
い
」「
ヘ

ル
パ
ー
に
来
て
あ
げ
て
い
る
の
に
」

と
い
っ
た
姿
勢
が
見
え
隠
れ
し
て
い

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

難
し
い
ケ
ー
ス
の
方
に
関
わ
っ
た

ヘ
ル
パ
ー
の
中
に
は
、「
も
う
行
き

た
く
な
い
」
と
言
っ
て
く
る
ヘ
ル
パ

ー
も
い
ま
し
た
が
、
傷
つ
い
て
泣
い

て
帰
っ
て
き
て
も
「
そ
ん
な
ん
言
う

て
た
ら
あ
か
ん
」
と
負
け
ず
に
行
か

せ
る
よ
う
に
仕
向
け
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

　

何
か
あ
っ
た
時
に
そ
の
方
の
ケ
ア

を
す
る
職
員
や
そ
の
代
わ
り
が
誰
も

い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
困
り
ま

す
。
と
に
か
く
24
時
間
３
６
５
日
の

ケ
ア
の
継
続
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
ヘ

ル
パ
ー
に
や
り
が
い
感
、
達
成
感
を

ど
う
感
じ
て
も
ら
え
る
か
と
い
う
こ

と
も
課
題
で
し
た
。
ヘ
ル
パ
ー
た
ち

を
、
た
だ
お
宅
に
行
っ
て
決
め
ら
れ

た
ケ
ア
し
て
い
れ
ば
良
い
だ
け
の
人

で
は
な
く
、
利
用
者
の
暮
ら
し
を
一

緒
に
考
え
て
い
く
仲
間
と
い
う
意
識

で
巻
き
込
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
し
た
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
十
分
な
こ

と
は
出
来
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
出
勤
し
て
き
た
ヘ
ル
パ
ー
に

必
ず
顔
を
見
て
話
を
し
た
り
、
報
告

に
来
た
ら
、
必
ず
作
業
中
の
手
を
全

部
止
め
て
目
を
見
て
声
を
か
け
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

　

途
中
か
ら
ヘ
ル
パ
ー
に
対
す
る
接

し
方
も
変
え
「
早
く
報
告
し
て
き
て

く
れ
て
よ
か
っ
た
わ
」
と
か
「
こ
の

と
き
ど
う
や
っ
た
？
」
と
か
「
こ
ん

な
相
談
が
あ
っ
た
け
ど
ど
う
し
た
ら

い
い
と
思
う
？
」
な
ど
、
相
手
の
思

い
を
引
き
出
す
よ
う
な
質
問
形
式
で

接
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

何
と
な
く
ヘ
ル
パ
ー
が
主
体
的
に

意
欲
的
に
一
緒
に
考
え
て
い
く
「
同

志
」
と
し
て
伸
び
て
い
け
る
と
感
じ

た
の
が
こ
の
頃
で
し
た
。

常
に
振
り
返
り
な
が
ら
前
に
進
む

平
成
９
年
か
ら
15
年
の
途
中
ま

で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
を
担

当
し
て
い
ま
し
が
、
育
児
休
暇
を
は

さ
み
、
平
成
16
年
に
居
宅
介
護
事
業

所
に
異
動
に
な
り
ま
し
た
。
ケ
ア
マ

ネ
業
務
に
慣
れ
た
頃
に
、
ケ
ア
マ
ネ

業
務
と
兼
務
で
ヘ
ル
パ
ー
と
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
の
管
理
も
担
当
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
20
年

４
月
か
ら
現
在
の
特
養
の
副
園
長
と

い
う
立
場
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
っ
と
も
っ
と
在
宅
の
ケ
ア
マ
ネ

を
続
け
た
か
っ
た
と
い
う
の
が
本
音

で
す
。
し
か
し
、
人
材
育
成
に
特
化

し
た
仕
事
を
し
て
み
た
い
と
い
う
思

い
も
あ
り
、
副
園
長
を
受
け
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
た
だ
、
今
で
も
自
分

の
知
識
や
技
術
、
人
と
し
て
の
成
長

が
不
十
分
で
、
受
け
な
け
れ
ば
良
か

っ
た
と
後
悔
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
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が
開
始
し
た
と
き
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

責
任
者
は
３
名
で
、
私
が
28
歳
、
あ

と
の
２
人
は
24
歳
と
23
歳
と
い
う
若

い
チ
ー
ム
で
し
た
。

　

一
方
、
現
場
の
ヘ
ル
パ
ー
は
平
均

年
齢
が
60
歳
ぐ
ら
い
の
生
活
経
験
が

豊
富
な
素
人
の
方
た
ち
ば
か
り
が
30

名
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
７
時
〜
21

時
ま
で
の
勤
務
時
間
で
、
ヘ
ル
パ
ー

が
バ
イ
ク
で
巡
回
型
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
時
、
ヘ
ル
プ
事
業
は
ま
だ
市
か

ら
の
委
託
事
業
で
し
た
が
、
私
た
ち

の
事
業
は
市
内
で
一
番
大
手
の
事
業

者
が
対
応
し
き
れ
な
い
時
間
帯
の
ケ

ー
ス
を
移
管
し
て
も
ら
う
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
高
齢
者
も
数
件
移

管
さ
れ
ま
し
た
が
、
中
心
と
な
っ
た

の
は
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
の
身

体
障
が
い
を
持
っ
た
方
た
ち
の
ケ
ー

ス
で
し
た
。

　

在
宅
で
の
ケ
ア
は
こ
れ
ま
で
の
施

設
ケ
ア
と
勝
手
が
全
く
違
い
ま
し

た
。
玄
関
先
で
の
立
居
振
舞
か
ら
は

じ
ま
っ
て
、「
利
用
者
の
お
城
」
の
中

で
ケ
ア
を
す
る
の
で
、物
一
つ
で
も
、

「
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
い
で
す

か
」
と
い
う
姿
勢
が
必
要
で
し
た
。

　

あ
る
時
、
私
と
同
じ
年
ぐ
ら
い
の

男
性
利
用
者
の
入
浴
介
助
に
入
ら
せ

て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
普

段
は
お
母
様
が
一
生
懸
命
そ
の
方
の

介
護
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
腰
を
痛

め
て
し
ま
っ
た
の
で
昼
間
の
時
間
帯

に
ヘ
ル
パ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
方
の
ケ
ア
は
２
人
介
助
が
必

要
な
う
え
に
、
ケ
ア
が
大
変
難
し

く
、
採
用
し
た
ば
か
り
の
ヘ
ル
パ
ー

で
は
対
応
で
き
な
い
と
判
断
し
た
た

め
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
で
あ
る

私
た
ち
が
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
も
と
も
と
担
当
し
て
い
た
他

事
業
所
の
ヘ
ル
パ
ー
が
、
非
常
に
厳

し
く
「
こ
う
持
っ
て
、
し
っ
か
り
こ

う
し
て
」
と
介
助
の
方
法
を
指
導
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

介
助
の
難
し
さ
も
そ
う
で
す
が
、

私
は
お
母
さ
ん
が
ど
ん
な
思
い
で
見

て
る
か
な
と
い
う
こ
と
が
気
に
な
り

ま
し
た
。
息
子
と
同
世
代
の
女
性
ス

タ
ッ
フ
が
陰
部
ま
で
洗
う
わ
け
で
す

か
ら
、
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
を

見
て
い
る
お
母
さ
ん
が
ど
ん
な
気
持

ち
か
な
と
考
え
、
何
だ
か
と
て
も
つ

ら
く
な
り
ま
し
た
。

　

初
日
に
「
20
代
の
女
性
職
員
ば
か

り
が
来
る
の
を
許
し
て
く
だ
さ
い

ね
」
と
お
母
さ
ん
に
こ
ち
ら
の
思
い

を
伝
え
ま
し
た
。
す
る
と
お
母
さ
ん

は
「
そ
ん
な
の
割
り
切
る
し
か
な

い
。
そ
ん
な
の
言
う
て
た
ら
生
き
て

い
け
へ
ん
。
先
に
私
の
ほ
う
が
死
ぬ

に
決
ま
っ
て
い
る
ん
や
か
ら
、
こ
の

子
が
生
き
て
行
か
な
あ
か
ん
の
や
か

ら
、え
え
ん
や
。お
互
い
割
り
切
ろ
。」

と
力
強
く
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
ご

本
人
に
は
「
今
は
私
た
ち
が
対
応
し

ま
す
。
○
○
さ
ん
は
恥
ず
か
し
い
と

感
じ
る
と
思
い
ま
す
が
、私
た
ち
は
、

仕
事
だ
と
思
っ
て
そ
の
よ
う
な
感
情

は
持
ち
ま
せ
ん
。
精
い
っ
ぱ
い
努
力

し
ま
す
の
で
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。」
と
言
い
ま
し
た
。

　

こ
の
方
は
難
病
で
、
命
が
尽
き
て

い
く
こ
と
に
ず
っ
と
向
き
合
い
な
が

ら
親
子
で
暮
ら
し
て
い
る
状
況
の
方

で
し
た
。こ
の
よ
う
な
現
状
を
目
の
当

た
り
に
し
た
の
は
衝
撃
で
、
家
族
や

当
事
者
が
ど
う
思
っ
て
い
て
、
ど
ん

な
気
持
ち
だ
ろ
う
と
思
い
、
私
た
ち

に
何
が
で
き
る
の
か
と
考
え
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
身
体
障
が
い
を
お
持
ち

の
方
の
ケ
ア
の
経
験
は
、
本
当
に
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
は
っ
き
り
と

要
求
を
出
さ
れ
る
し
、
自
分
の
手
足

に
な
っ
て
く
れ
る
ヘ
ル
パ
ー
を
希
望

し
て
い
ま
す
。
こ
の「
手
足
に
な
る
」

と
い
う
の
を
ど
う
受
け
止
め
た
ら
い

い
だ
ろ
う
と
悩
み
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
は
高
齢
者
の
ケ
ア
ば
か

り
を
し
て
き
た
の
で
、「
手
足
に
な

平成７年府職員バレーボール大会にて。前列右か
ら澤田さん、源野園長
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人
生
は
い
っ
た
い
何
な
ん
だ
」
と
い

う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
話

を
た
く
さ
ん
聞
き
、
い
た
た
ま
れ
な

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
分
は
普
段
、
入
所
し
て
い
る
利

用
者
し
か
見
て
お
ら
ず
、
家
族
と
の

接
点
も
少
な
か
っ
た
の
で
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
家
族
の
話
は
衝
撃
的
で

し
た
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
旅
行
に
行
っ

た
こ
と
で
、
施
設
を
利
用
す
る
ま
で

に
家
族
が
ど
ん
な
ふ
う
に
思
い
な
が

ら
暮
ら
し
て
い
た
の
か
、
ま
た
、
利

用
さ
れ
た
後
も
複
雑
な
思
い
を
抱
え

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
深
く

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
園
で
は
在
宅
の
方

が
３
週
間
施
設
に
泊
ま
り
、
そ
の
う

ち
１
週
間
家
族
も
一
緒
に
泊
ま
り
、

職
員
か
ら
介
護
指
導
を
受
け
て
ま
た

自
宅
に
帰
る
「
ホ
ー
ム
ケ
ア
」
と
い

う
事
業
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
施
設
の
職
員
だ
っ
た
の
で
、

直
接
在
宅
に
面
接
に
行
っ
た
り
、
送

り
迎
え
を
し
た
り
は
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
あ
る
利
用
者
が
「
帰
る

帰
る
」
と
と
て
も
不
安
定
に
な
っ
て

し
ま
わ
れ
、
期
間
の
途
中
で
家
に
帰

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
担
当

の
若
手
の
相
談
員
と
一
緒
に
自
宅
ま

で
付
い
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

最
初
は
興
奮
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、車
が
だ
ん
だ
ん
家
に
近
付
く
と
、

見
慣
れ
た
地
域
な
の
で
、
と
て
も
穏

や
か
に
な
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ご

自
分
の
名
前
も
危
う
く
な
る
認
知
症

の
方
で
し
た
が
、「
こ
こ
が
こ
う
で
、

あ
そ
こ
が
こ
う
で
」
と
話
を
し
て
く

だ
さ
り
、
ご
近
所
さ
ん
に
「
帰
っ
て

き
た
ん
か
」
と
声
を
か
け
ら
れ
つ
つ

家
の
中
に
入
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

家
の
中
は
足
の
踏
み
場
も
な
い
よ

う
な
す
ご
い
状
態
で
し
た
が
、
布
団

が
敷
い
て
あ
る
周
り
に
は
手
の
届
く

範
囲
に
必
要
な
も
の
が
す
べ
て
置
い

て
あ
り
ま
し
た
。
本
人
に
と
っ
て
は

な
じ
み
の
も
の
だ
ら
け
で
す
。「
こ

う
い
う
と
こ
ろ
で
お
暮
ら
し
や
っ
た

ら
、
施
設
の
あ
ん
な
環
境
で
は
落
ち

着
か
な
い
に
決
ま
っ
て
い
る
な
」
と

思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
か
ら
、
利
用
者
が
住
ん

で
い
る
家
を
見
る
こ
と
が
と
て
も
大

事
な
こ
と
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
私
は
、
施
設
は
何
も
か
も
環

境
が
整
っ
た
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
利
用
者
に
と
っ
て
は

環
境
は
ち
っ
と
も
整
っ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

在
宅
部
門
に
異
動　

身
体
的
な
障

が
い
が
あ
る
方
へ
の
ケ
ア

平
成
９
年
の
28
歳
の
頃
、
在
宅

部
門
に
異
動
と
な
り
ま
し

た
。
私
は
、
特
養
の
介
護
副
主
任
と

し
て
２
年
目
に
な
る
と
こ
ろ
で
、
自

分
の
中
で
は
や
る
気
い
っ
ぱ
い
で
し

た
の
で
、
人
事
異
動
を
言
い
渡
さ
れ

た
時
は
、
辞
め
ろ
と
言
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
導
入
前
で
、
今
後
様
々

な
動
き
が
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

い
た
の
で
、
特
養
の
中
心
と
な
る
新

し
い
リ
ー
ダ
ー
を
入
れ
た
い
と
い
う

思
惑
も
施
設
側
に
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
当
時
私
は
結
婚
し
て
数

年
目
だ
っ
た
の
で
、
す
ぐ
に
子
ど
も

も
出
来
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
か

ら
、
中
心
的
な
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
は

無
理
だ
と
判
断
さ
れ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
と
も
か
く
、
何
事
も
経
験

だ
と
捉
え
な
お
し
異
動
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

に
相
談
業
務
に
行
け
と
言
わ
れ
、
行

っ
て
み
た
ら
や
っ
ぱ
り
デ
イ
の
応
援

を
し
て
く
れ
と
い
う
こ
と
で
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
行
き
ま
し
た
。
そ
う
し

た
ら
今
度
は
急
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事

業
を
立
ち
上
げ
る
の
で
そ
っ
ち
を
や

り
な
さ
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。結
局
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
の
立
ち
上
げ
準

備
と
並
行
し
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
関

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ず
っ
と

施
設
に
い
た
の
で
、
在
宅
の
勉
強
を

せ
よ
と
い
う
こ
と
で
、
ヘ
ル
プ
事
業

の
立
ち
上
げ
に
向
け
て
準
備
を
し
な

が
ら
、
デ
イ
の
入
浴
ケ
ア
な
ど
を
手

伝
い
ま
し
た
。

　

平
成
９
年
の
10
月
に
ヘ
ル
プ
事
業

施
設
を
利
用
す
る
ま
で
に
家
族
が
ど
ん
な
ふ
う
に
思
い

な
が
ら
暮
ら
し
て
い
た
の
か
、
ま
た
、
利
用
さ
れ
た
後

も
複
雑
な
思
い
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、

深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
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っ
た
基
本
的
な
こ
と
か
ら
で
し
た
。

　

変
え
て
い
く
こ
と
で
一
番
苦
労
し

た
こ
と
は
、
上
司
に
「
う
ん
」
と
い

っ
て
も
ら
え
る
た
め
の
戦
略
を
見
つ

け
る
こ
と
で
し
た
。「
こ
の
主
任
さ

ん
は
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
持
っ
て
い

っ
た
ら
、
う
ん
と
言
わ
は
る
か
な
」

と
か
、「
こ
の
主
任
さ
ん
は
ど
ん
な

方
で
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
を
大
事
に

思
っ
て
は
る
か
な
」
と
い
っ
た
折
衝

や
交
渉
の
方
法
で
す
。
こ
れ
は
誰
に

教
え
て
も
ら
え
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
の
で
皆
で
考
え
ま
し
た
。
何
回
も

突
き
返
さ
れ
る
た
び
に
み
ん
な
で
、

「
何
で
や
ろ
う
」
と
言
っ
て
悩
み
ま

し
た
。
こ
う
し
た
動
き
は
誰
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る
と
い
う
こ
と
で

な
く
、
同
期
の
仲
間
み
ん
な
で
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

３
年
経
過
し
て
私
た
ち
も
無
事
全

員
介
護
福
祉
士
を
取
得
し
ま
し
た
。

４
年
目
に
入
る
と
き
、
郷
里
に
帰
る

人
と
結
婚
す
る
人
で
、
同
期
が
ほ
と

ん
ど
辞
め
て
い
き
ま
し
た
。
当
時
は

ま
だ
働
き
な
が
ら
子
ど
も
を
育
て
る

と
い
う
風
潮
は
な
か
っ
た
の
で
、
残

っ
た
の
は
私
一
人
で
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
後
輩
達
と
一
緒
に
や
っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

在
宅
介
護
の
現
状
か
ら
施
設
介
護

の
課
題
に
気
づ
く

私
が
対
応
し
た
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
の
利
用
者
の
家
族
か
ら
苦

情
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
認

知
症
の
あ
る
男
性
の
利
用
者
で
、
い

つ
も
１
週
間
程
度
利
用
さ
れ
る
の
で

す
が
、
退
所
日
の
数
日
前
か
ら
、
大

変
興
奮
し
て
お
ら
れ
、
杖
を
振
り
回

さ
れ
、
職
員
が
怖
が
っ
て
関
わ
れ
な

い
く
ら
い
の
状
態
が
続
い
て
い
ま
し

た
。
そ
の
方
の
退
所
日
に
主
任
が
休

み
だ
っ
た
の
で
、
私
が
利
用
中
の
状

況
を
家
族
に
伝
え
ね
ば
な
ら
ず
、
利

用
中
の
様
子
を
あ
り
の
ま
ま
に
伝
え

ま
し
た
。

　

翌
日
、
委
託
を
受
け
て
い
る
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
苦
情
が
来

ま
し
た
。「
シ
ョ
ー
ト
に
は
も
う
来

な
い
で
ほ
し
い
と
退
所
時
に
特
養
の

職
員
か
ら
言
わ
れ
た
」
と
ご
家
族
が

泣
い
て
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。

　

そ
の
よ
う
な
意
味
で
言
っ
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
話
の
ニ

ュ
ア
ン
ス
か
ら
家
族
は
そ
う
聞
こ
え

た
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
と
て
も
シ

ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
、

誰
の
立
場
に
な
っ
て
家
族
に
話
し
た

か
を
考
え
て
み
る
と
、
私
は
事
業
所

を
守
る
視
点
で
話
し
を
し
て
し
ま
っ

て
い
た
の
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
出
来
事
が
あ
っ
た
後
、
西

京
区
社
会
福
祉
協
議
会
等
が
中
心
に

な
っ
て
立
ち
上
げ
た
家
族
介
護
者
の

会
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
旅
行
に
私
が
参

加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
ぜ

特
養
職
員
の
私
が
そ
れ
に
参
加
す
る

の
か
、
そ
の
時
点
で
は
あ
ま
り
理
解

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
頃

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
い
た
現

園
長
が
そ
の
よ
う
に
誘
導
し
て
く
れ

た
の
か
な
と
、
今
と
な
っ
て
は
思
い

ま
す
。

　

旅
先
の
懇
談
会
で
は
日
々
介
護
を

さ
れ
て
い
る
家
族
が
泣
き
な
が
ら
話

を
す
る
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。「
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
胃
ろ
う
が
あ
る
と

使
え
な
い
、鼻
腔
チ
ュ
ー
ブ
も
ダ
メ
。

よ
う
や
く
利
用
で
き
て
も
、
ろ
く
な

ケ
ア
を
し
て
も
ら
え
な
い
。」「
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
旅
行
に
行
く
機
会
だ
け
が

癒
し
の
機
会
で
、
そ
れ
以
外
は
私
は

ず
ー
っ
と
拘
束
さ
れ
て
い
る
。
私
の
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「
移
動
し
ま
す
よ
、
よ
い
し
ょ
」

と
移
乗
介
助
を
し
た
と
き
に
、
二
人

の
力
加
減
が
全
然
違
っ
た
よ
う
で
、

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
利
用
者
の
足
が

車
椅
子
の
フ
ッ
ト
レ
ス
ト
に
挟
ま

り
、
ボ
キ
っ
と
音
が
し
ま
し
た
。
私

は
、
骨
が
折
れ
た
と
思
い
「
大
変
で

す
！
」
と
言
い
ま
し
た
が
、
先
輩
は

「
い
や
、そ
ん
な
ん
ど
う
も
な
い
で
。」

と
い
う
反
応
で
し
た
。
で
も
こ
れ
は

い
け
な
い
と
思
っ
て
、
看
護
師
を
呼

ん
だ
と
こ
ろ
「
折
れ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
ま

ま
病
院
受
診
と
な
り
ま
し
た
。

　

も
の
す
ご
く
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

何
よ
り
も
利
用
者
を
骨
折
さ
せ
て
し

ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ

と
、
そ
れ
か
ら
、
先
輩
が
事
故
を
見

過
ご
そ
う
と
し
た
こ
と
。
も
し
骨
折

し
て
い
た
ら
職
員
と
し
て
絶
対
に
許

さ
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
不
安
で

た
ま
ら
な
い
状
況
で
、
看
護
師
長
に

泣
き
な
が
ら
「
も
し
骨
折
し
て
い
た

ら
ど
う
し
ま
し
ょ
う
。
私
は
、
退
職

し
な
い
と
い
け
な
い
で
す
よ
ね
。
謝

っ
て
済
む
の
で
し
ょ
う
か
」
と
言
い

ま
し
た
。

　

す
る
と
師
長
は
「
何
を
言
っ
て
る

の
。
一
生
懸
命
介
護
し
て
い
た
結
果

で
は
な
い
の
？
そ
ん
な
こ
と
よ
り

も
、
利
用
者
さ
ん
に
痛
い
思
い
を
さ

せ
た
ん
や
か
ら
、
こ
れ
か
ら
絶
対
そ

ん
な
思
い
を
さ
せ
な
い
よ
う
な
介
護

職
に
な
る
こ
と
が
責
任
で
は
な
い

の
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

幸
い
、
そ
の
方
の
骨
は
折
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
こ
の
経
験

に
よ
っ
て
、
介
護
場
面
で
起
こ
る
事

故
の
怖
さ
を
思
い
知
り
ま
し
た
。
常

に
あ
り
の
ま
ま
を
報
告
、
相
談
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
、
反
対
に
、
誰
も

見
て
い
な
い
よ
う
な
場
面
で
事
故
が

起
こ
っ
た
場
合
、
あ
り
の
ま
ま
報
告

さ
れ
ず
、
偽
り
の
報
告
が
さ
れ
る
可

能
性
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
一
人
一
人
の
倫
理

観
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し

た
。

介
護
技
術
の
向
上
と
専
門
職
と
し

て
の
使
命
を
考
え
る

こ
の
頃
は
看
護
と
介
護
が
し
っ

か
り
協
働
で
き
て
い
た
時
代

で
、
褥
瘡
の
処
置
や
吸
引
、
看
取
り

後
の
処
置
を
す
る
と
き
に
看
護
師
が

新
人
介
護
職
員
を
呼
ん
で
く
れ
ま
し

た
。

　

褥
瘡
の
処
置
が
終
わ
っ
た
あ
と
に

は
必
ず「
見
て
い
て
辛
か
っ
た
や
ろ
。

こ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
介
護
職
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
わ
か
る
か
?
」
と

問
わ
れ
、
介
護
技
術
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
亡
く
な
っ
た
方
に
対
す
る
向

き
合
い
方
や
看
取
り
介
護
に
関
す
る

看
護
師
長
の
思
い
を
聞
か
せ
て
も
ら

う
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。
看
護
師
長

は
常
に
私
た
ち
介
護
職
員
に
「
プ
ロ

意
識
を
持
ち
な
さ
い
」
と
言
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

２
年
目
以
降
に
な
る
と
後
輩
も
で

き
ま
し
た
。
後
輩
た
ち
は
卒
業
と
同

時
に
介
護
福
祉
士
を
持
っ
て
現
場
に

来
て
い
た
の
で
、
就
職
２
年
目
で
実

習
指
導
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
指

導
者
と
し
て
ど
う
し
た
ら
い
い
か
が

わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の

で
、フ
ォ
ロ
ー
役
を
志
願
し
ま
し
た
。

　

養
成
校
の
実
習
指
導
の
先
生
方
の

指
導
助
言
内
容
の
一
言
ひ
と
こ
と
が

と
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
、

特
に
華
頂
短
期
大
学
の
勅
使
河
原
先

生
、
京
都
保
育
福
祉
専
門
学
院
の
福

富
先
生
の
お
話
は
、
私
に
と
っ
て
大

切
な
宝
物
で
す
。
お
二
人
か
ら
福
祉

現
場
に
関
わ
る
職
員
と
し
て
の
信
念

や
、
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
立
ち

位
置
や
視
点
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

業
務
改
善
に
向
け
た
職
場
外
で
の

上
司
攻
略
会
議

職
場
を
ど
の
よ
う
に
変
え
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
同
期
や
後
輩
の
６
名
程
で
月
に

２
回
は
集
ま
り
鍋
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し

な
が
ら
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

２
年
目
の
頃
、あ
る
主
任
か
ら「
陰

で
こ
そ
こ
そ
す
る
な
。
文
句
が
あ
っ

た
ら
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
場
で
言
い
な

さ
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
主

任
は
、若
い
人
達
の
話
に
耳
を
傾
け
、

で
き
る
範
囲
の
こ
と
は
さ
せ
て
い
こ

う
と
考
え
て
く
れ
る
人
で
、
私
た
ち

は
こ
の
主
任
だ
け
が
頼
り
で
し
た
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
会
議
を
開

催
さ
れ
、
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
排
泄
で
し

た
。
変
え
て
い
く
と
い
っ
て
も
排
泄

介
助
を
定
時
か
ら
随
時
交
換
に
す

る
、
介
助
の
際
に
は
カ
ー
テ
ン
を
閉

め
る
、
排
尿
後
は
清
拭
を
行
う
と
い
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知
症
の
周
辺
症
状
の
強
い
方
を
積
極

的
に
受
け
入
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と

か
ら
、
こ
こ
で
働
い
て
み
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
あ
る
課
題
は
自
分
が
変

え
て
い
け
ば
い
い
、
絶
対
に
変
え
て

や
る
と
ひ
そ
か
に
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
元
年
、
社
会
福
祉

主
事
任
用
資
格
を
持
っ
て
京
都
厚
生

園
に
就
職
し
、
以
降
、
現
在
に
至
る

ま
で
ず
っ
と
働
い
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
私
た
ち
の
次
の
学
年

か
ら
卒
業
し
た
ら
介
護
福
祉
士
が
取

得
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私

た
ち
は
実
務
経
験
を
３
年
し
な
い
と

受
験
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
は
す
ご
く
悔
し
か
っ
た
で
す
。

フ
ロ
ア
を
渡
り
歩
き
な
が
ら
80
人

の
ケ
ア
に
携
わ
る

最
初
に
私
が
主
に
配
属
さ
れ
た

の
は
認
知
症
の
専
用
棟
で
し

た
。「
主
に
」
と
い
う
の
は
、
職
員

は
自
分
の
担
当
フ
ロ
ア
を
持
ち
つ
つ

も
、
数
日
は
他
の
フ
ロ
ア
勤
務
も
含

め
て
シ
フ
ト
が
組
ま
れ
て
い
た
か
ら

で
す
。

　

認
知
症
の
専
用
棟
は
私
の
就
職
と

同
時
に
特
養
に
増
設
さ
れ
た
も
の

で
、
周
辺
症
状
が
強
い
方
を
30
人
受

入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

受
け
入
れ
開
始
か
ら
あ
っ
と
い
う

間
に
満
床
に
な
り
、
利
用
者
の
ほ
と

ん
ど
が
歩
行
可
能
な
認
知
症
の
方
で

し
た
。
最
初
の
頃
は
「
帰
り
た
い
」

と
閉
ま
っ
て
い
る
扉
を
無
理
や
り
開

け
よ
う
と
す
る
利
用
者
を
「
バ
ス
は

も
う
出
て
し
ま
っ
た
し
帰
れ
な
い
で

す
よ
」
と
ご
ま
か
た
り
、
排
便
が
う

ま
く
い
か
ず
周
囲
を
汚
し
て
し
ま
う

方
の
ケ
ア
な
ど
に
追
わ
れ
る
日
々
で

し
た
。

　

し
か
し
、
し
ば
ら
く
す
る
と
利
用

者
同
士
が
自
然
と
雑
談
を
し
た
り
、

一
緒
に
歌
を
歌
う
よ
う
な
グ
ル
ー
プ

が
出
来
て
き
ま
し
た
。
職
員
が
意
図

的
に
仕
向
け
た
も
の
で
は
な
く
、
ご

利
用
者
の
力
で
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
と
に
か
く
昔
な
じ
み

の
歌
を
歌
う
こ
と
が
一
番
だ
と
い
う

こ
と
で
、
毎
日
利
用
者
に
集
ま
っ
て

も
ら
い
、
介
護
の
合
間
に
歌
ば
か
り

歌
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
場
面
は
、
他

フ
ロ
ア
の
職
員
か
ら
見
る
と
遊
ん
で

い
る
よ
う
に
見
え
た
よ
う
で
す
。
突

然
、
私
の
担
当
が
変
わ
り
、
通
常
で

あ
れ
ば
、
日
勤
は
あ
る
程
度
フ
ロ
ア

を
固
定
し
て
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
の
に
、
私
は
日
替
わ
り
で
３

フ
ロ
ア
の
勤
務
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
な
ぜ
か
新
人
職
員

の
中
で
も
私
だ
け
は
、
夜
勤
明
け
も

休
み
で
は
な
く
、
夜
勤
も
入
れ
て
９

日
連
勤
、
10
日
連
勤
が
当
た
り
前
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
そ
の
頃
は
若
か
っ
た

し
、
連
勤
自
体
は
ど
う
と
い
う
こ
と

は
な
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
よ
り
も
苦

労
し
た
の
は
、
複
数
の
フ
ロ
ア
を
渡

り
歩
く
こ
と
で
利
用
者
の
情
報
収
集

が
追
い
付
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。

　

同
じ
フ
ロ
ア
で
ず
っ
と
勤
務
し
て

い
る
と
日
々
の
情
報
収
集
は
そ
れ
ほ

ど
苦
労
な
く
で
き
ま
す
し
、
職
員
の

人
間
関
係
も
シ
ン
プ
ル
で
す
。
し
か

し
、
私
の
よ
う
に
あ
ち
こ
ち
の
フ
ロ

ア
に
行
く
こ
と
に
な
る
と
、
向
こ
う

か
ら
情
報
を
教
え
て
く
れ
る
人
は
誰

も
い
ま
せ
ん
。
今
の
よ
う
に
パ
ソ
コ

ン
で
記
録
を
共
有
し
て
い
る
時
代
で

も
な
い
の
で
、
自
分
で
ケ
ー
ス
記
録

を
見
た
り
、
職
員
を
つ
か
ま
え
て
聞

か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
必
死
で
情
報

収
集
を
し
ま
し
た
。

　

た
だ
そ
の
お
か
げ
で
、
認
知
症
の

方
の
ケ
ア
に
ぐ
っ
と
深
く
入
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
し
、
お
元
気
な
方
か

ら
看
取
り
が
必
要
な
方
の
対
応
ま
で

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
を
見
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

忘
れ
ら
れ
な
い
移
乗
介
助
の
際
の

出
来
事新

人
時
代
の
、
今
で
も
忘
れ
ら

れ
な
い
出
来
事
が
あ
り
ま

す
。
先
輩
と
私
と
で
、
あ
る
利
用
者

の
移
乗
介
助
を
し
ま
し
た
。
そ
の
方

は
体
格
が
よ
く
、
二
人
介
助
が
必
要

で
し
た
。
私
が
利
用
者
の
対
面
に
立

ち
、
脇
か
ら
手
を
通
し
ま
し
た
。
今

は
そ
ん
な
や
り
方
を
し
て
は
い
け
な

い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
後
ろ
の
先
輩

が
背
後
か
ら
ズ
ボ
ン
を
持
っ
て
ベ
ッ

ド
の
ほ
う
に
ズ
ボ
ン
を
引
っ
張
り
上

げ
ま
し
た
。

　

先
輩
は
、
私
は
ま
だ
新
人
だ
し
、

ど
う
せ
力
が
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
た

と
思
い
ま
す
。
私
も
、
先
輩
の
体
格

は
細
い
し
大
丈
夫
か
な
と
思
い
な
が

ら
、
で
も
そ
の
方
は
立
位
が
取
れ
た

の
で
、
そ
れ
ほ
ど
思
い
切
り
持
ち
上

げ
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ま
し
た
。
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認
知
症
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
日
を
重
ね
る
ご
と
に
そ
の

方
自
身
が
思
っ
て
い
る
こ
と
が
何
と

な
く
わ
か
っ
て
く
る
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。
昔
懐
か
し
い
歌
（「
青
葉
茂

れ
る
桜
井
の
」「
か
ご
の
鳥
」「
戦
友
」

な
ど
）
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
り
、

「
寮
母
さ
ん
」
か
ら
は
、
目
の
前
に

い
る
認
知
症
の
方
が
、
昔
は
ど
ん
な

方
だ
っ
た
の
か
を
休
憩
中
に
よ
く
聞

か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

あ
の
頃
を
振
り
返
り
一
番
心
に
残

っ
て
い
る
の
が
、
利
用
者
に
対
し
て

よ
く
言
え
ば
親
し
み
が
あ
り
、
悪
く

言
え
ば
横
柄
な
言
動
を
し
て
い
た
、

あ
る
「
寮
母
さ
ん
」
の
こ
と
で
す
。

　

徐
々
に
食
事
が
入
ら
な
く
な
り
、

衰
弱
さ
れ
て
き
て
い
る
あ
る
利
用
者

の
状
況
を
見
て
、「
○
○
ち
ゃ
ん
、

う
な
ぎ
が
好
き
や
っ
た
な
。
何
と
か

食
べ
さ
せ
て
あ
げ
る
わ
な
。」
と
、

夕
食
の
時
に
外
注
の
う
な
ぎ
を
食
べ

さ
せ
て
い
た
り
、「
○
○
ち
ゃ
ん
、

嫁
に
行
き
た
か
っ
た
の
に
、
行
け
へ

ん
か
っ
た
ん
や
な
。
花
嫁
衣
装
が
着

た
い
っ
て
い
つ
も
言
っ
て
た
な
あ
。

今
度
こ
の
前
娘
が
嫁
い
だ
時
に
着

た
、
白
無
垢
を
持
っ
て
き
て
着
せ
て

あ
げ
る
し
な
。
あ
っ
ち
に
行
っ
て
か

ら
い
い
人
が
見
つ
か
る
よ
う
に
祈
っ

て
る
で
」
と
お
む
つ
交
換
を
し
な
が

ら
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
場
面
を
見
て
、
こ
の
仕

事
っ
て
い
い
な
、こ
の
「
寮
母
さ
ん
」

は
、
利
用
者
の
こ
と
を
大
切
に
思
っ

て
い
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

学
生
時
代
に
は
京
都
厚
生
園
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験
以
外
に
、
実

習
や
見
学
で
、
数
か
所
の
施
設
を
見

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
他
施
設
に

比
べ
る
と
京
都
厚
生
園
は
驚
く
ほ
ど

ケ
ア
の
課
題
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
利
用
者
の
人
生
の
最
期
を

迎
え
る
場
所
と
し
て
考
え
た
時
に
、

芯
が
温
か
く
、
利
用
者
に
寄
り
添
う

姿
勢
が
あ
る
と
思
っ
た
こ
と
と
、
認

学生時代に生活指導員としてお世話になった源野現園長と

た
く
さ
ん
あ
る
課
題
は

自
分
が
変
え
て
い
け
ば
い
い
、

絶
対
に
変
え
て
や
る
と
ひ
そ
か
に
思
い
ま
し
た
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学
生
時
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験

か
ら
現
在
の
職
場
を
選
ぶ

高
校
時
代
、
進
学
か
就
職
か
、

自
分
は
い
っ
た
い
ど
う
し
た

い
の
か
を
考
え
る
な
か
で
、
高
齢
者

の
介
護
を
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
は
は
っ
き
り

と
は
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
た
ぶ
ん

母
親
が
自
分
の
両
親
の
通
い
介
護
し

て
い
た
姿
を
子
ど
も
の
頃
に
見
て
い

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
と
悩
ん
だ
あ
げ
く
、
社

会
福
祉
主
事
任
用
資
格
を
取
得
で
き

る
市
内
の
専
門
学
校
に
入
学
す
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。

　

こ
の
専
門
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
は
葡
萄
で
「
あ
な
た
た
ち
は
葡
萄

の
マ
ー
ク
を
背
負
っ
て
行
っ
て
い
る

ん
だ
か
ら
、そ
れ
を
忘
れ
な
い
で
ね
」

「
学
校
の
代
表
者
と
思
っ
て
実
習
に

行
き
な
さ
い
、
就
職
も
そ
う
で
す
」

「
あ
な
た
達
は
専
門
職
な
ん
で
す
よ
」

と
い
う
こ
と
を
よ
く
先
生
方
に
叱
咤

激
励
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

学
校
で
は
、
週
に
１
回
程
度
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
私
は
高
齢
者
介
護
の
仕
事
を
し

た
い
と
希
望
し
て
い
た
の
で
、
自
宅

か
ら
も
比
較
的
近
い
、
現
在
の
職
場

で
も
あ
る
「
京
都
厚
生
園
」
を
紹
介

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
京

都
厚
生
園
に
初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
た
め
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
向
い
た
と
き
に
対
応
し
て
く
だ
さ

っ
た
特
養
の
生
活
指
導
員
が
今
の
京

都
厚
生
園
の
園
長
で
す
。

　

当
時
、
京
都
厚
生
園
で
働
い
て
い

た
介
護
職
員
は
「
寮
母
さ
ん
」
と
呼

ば
れ
、
ほ
と
ん
ど
が
子
育
て
を
終
え

た
生
活
経
験
豊
富
な
方
ば
か
り
で
し

た
。
こ
の
「
寮
母
さ
ん
」
た
ち
の
言

動
は
、
実
習
生
か
ら
見
て
も
決
し
て

利
用
者
を
尊
敬
し
尊
重
し
て
い
る
よ

う
に
は
見
え
ず
、
よ
く
言
え
ば
「
親

し
み
あ
ふ
れ
る
」
表
現
を
し
て
い
ま

し
た
。

　

お
む
つ
交
換
の
時
に
、
カ
ー
テ
ン

を
閉
め
る
こ
と
も
せ
ず
、
汚
れ
た
お

む
つ
を
丸
め
て
床
に
置
く
、
何
度
も

排
尿
の
訴
え
を
さ
れ
る
ご
利
用
者
に

「
さ
っ
き
行
っ
た
と
こ
ろ
！
」
と
、

き
つ
い
返
答
を
し
た
り
、
ナ
ー
ス
コ

ー
ル
の
対
応
も
「
今
度
は
い
っ
た
い

何
や
！
」
と
言
っ
た
り
。
認
知
症
の

利
用
者
を
立
っ
た
状
態
で
数
人
で
排

泄
介
助
を
し
た
り
。
私
は
た
だ
あ
り

の
ま
ま
を
見
て
、
こ
れ
が
老
人
ホ
ー

ム
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

毎
週
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内
容

は
、
認
知
症
の
方
ば
か
り
が
10
人
く

ら
い
集
め
ら
れ
た
一
室
で
一
日
キ
ー

ボ
ー
ド
を
弾
い
て
歌
っ
た
り
、
お
話

を
し
た
り
し
て
過
ご
す
こ
と
で
し

た
。「
帰
り
た
い
」
と
言
わ
れ
う
ろ

う
ろ
さ
れ
た
り
、
何
度
も
何
度
も
同

じ
話
を
聞
い
て
来
ら
れ
た
り
、
テ
ー

ブ
ル
に
放
尿
さ
れ
る
方
な
ど
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

一
人
で
対
応
で
き
な
い
こ
と
は

「
寮
母
さ
ん
」
に
相
談
に
行
き
ま
し

た
。
ど
の
よ
う
に
ケ
ア
を
す
る
の
か

は
ア
ル
バ
イ
ト
で
勤
務
し
て
い
た
同

年
代
の
職
員
に
聞
き
、
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
し
た
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
の
魅
力
は
、
利
用
者
と

な
じ
み
に
な
る
こ
と
で
し
た
。
毎
回

行
く
と
、
認
知
症
の
な
い
利
用
者
の

方
々
は
、「
あ
、
来
て
く
れ
た
か
、

待
っ
て
い
た
よ
」
と
必
ず
言
っ
て
く

だ
さ
り
、
昔
の
話
を
聞
か
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
自
分
を
待
っ
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
と
て
も
励
み

に
な
り
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

【京都厚生園】

京都市西京区に位置する。母体である（福）京
都社会事業財団は、大正４年中央慈善協会京都
府支部として発足。京都厚生園は昭和55年、京
都市で７番目の特別養護老人ホームとして開設、
平成22年に30周年を迎えた。利用者定員80名、
ショートステイ５名。



24

Career Case 03　現場リーダー（地域ケア）

介護職（専門職）として
あらゆる工夫をする

社会福祉法人　京都社会事業財団　高齢者総合施設　京都厚生園　副園長

澤田 恵美子

Sawada Emiko

地元の専門学校を卒業後、平成元年に京都厚生園に介護職員として入
職。特養副主任、サービス提供責任者、居宅介護事業所介護支援専門
員、デイサービス管理者を経て平成20年より高齢者総合福祉施設京都
厚生園副園長。
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っ
た
ら
腹
が
立
つ
は
ず
で
す
し
、「
何

で
そ
れ
を
抑
え
な
あ
か
ん
の
？
親
子

や
っ
た
ら
け
ん
か
す
る
や
ん
」
と
言

っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
よ
く
利
用

者
と
け
ん
か
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
安
全
は
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
言
い
た
い
こ
と
、
思
っ
て
い

る
こ
と
を
言
い
合
っ
て
お
互
い
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
の
は
良

い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
す

の
で
、
そ
う
し
た
場
面
も
作
る
と
言

っ
た
ら
お
か
し
い
で
す
け
ど
、
な
く

さ
な
い
よ
う
に
仕
向
け
て
い
き
ま

す
。

　

こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
た
め
に
は
、
利
用
者
と
し
っ
か

り
関
わ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
利
用

者
を
よ
く
見
て
、
そ
の
人
を
知
ろ
う

と
興
味
を
持
っ
て
付
き
合
う
こ
と
で

す
。
私
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
３
年

く
ら
い
で
あ
る
程
度
一
人
前
の
職
員

に
な
り
、
そ
の
後
熟
練
し
て
い
く
と

い
う
感
じ
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
後

力
は
ど
ん
ど
ん
伸
び
続
け
る
と
思
い

ま
す
。

　

そ
の
次
の
「
達
人
」
の
域
と
な
る

と
、私
の
得
意
な
掃
除
も
し
な
が
ら
、

利
用
者
さ
ん
を
き
れ
い
に
す
る
。
家

族
が
見
た
と
き
に
も
悲
し
く
な
ら
な

い
よ
う
に
整
容
、
ケ
ア
を
し
て
、
な

お
か
つ
、
施
設
で
の
人
間
関
係
を
う

ま
く
取
り
持
て
る
と
い
う
の
は
達
人

の
域
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
る
い
は
、

排
泄
に
そ
ろ
そ
ろ
行
く
は
ず
だ
し
、

立
た
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
か
、
あ

の
そ
わ
そ
わ
は
ト
イ
レ
の
サ
イ
ン
だ

と
い
う
の
も
見
抜
い
て
、
尊
厳
を
守

り
な
が
ら
そ
っ
と
誘
導
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
達
人
で
す
。

　

私
は
自
分
が
達
人
に
な
り
た
い

し
、
い
つ
か
な
れ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
で
も
、
そ
れ
を
達
成
し
な
い
ま

ま
今
の
立
場
に
な
っ
た
の
で
、
悔
い

が
残
っ
て
い
る
の
で
す
よ
ね
。
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気
が
あ
る
こ
と
で
部
下
と
し
て
は
安

心
し
て
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

逆
に
上
司
と
し
て
の
私
は
、
今
施

設
長
に
な
っ
て
３
年
が
経
ち
ま
す

が
、
部
下
た
ち
に
対
し
て
自
分
が
ど

の
よ
う
な
態
度
を
と
る
べ
き
か
日
々

悩
ん
で
い
ま
す
。
た
と
え
ば
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
の
研
修
に
職
員
が
行
き
、
学

ん
だ
こ
と
を
現
場
で
活
か
す
と
い
う

段
階
に
な
っ
た
時
、
具
体
的
に
ど
う

進
め
て
い
っ
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な

い
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
ん
な
時
、
私
に
は
こ
れ
ま
で
の

経
験
が
あ
る
の
で
「
こ
う
し
た
ら
」

「
あ
あ
し
た
ら
」
と
い
う
こ
と
を
つ

い
助
言
し
た
く
な
り
ま
す
が
、
そ
れ

を
言
っ
て
し
ま
う
と
途
端
に
「
や
ら

さ
れ
仕
事
」
に
な
っ
て
し
ま
い
、
本

人
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
浮
か
ん
で
こ
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
な
の
で
、

そ
こ
は
ぐ
っ
と
こ
ら
え
て
職
員
の
表

情
な
ど
を
見
な
が
ら
、
考
え
や
意
見

が
出
る
の
を
見
守
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
が
、
こ
う
し
た
態
度
が
正
し
い

の
か
ど
う
な
の
か
、
本
当
に
迷
う

日
々
で
す
。

い
つ
か
は

介
護
の
達
人
に
な
り
た
い

介
護
の
仕
事
に
お
け
る
熟
練
と

は
、
相
手
が
し
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
を
予
測
で
き
る
こ
と
な
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば

利
用
者
が
立
ち
上
が
っ
て
食
堂
に
行

こ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
と
き
に
向

こ
う
か
ら
手
押
し
車
を
押
し
て
歩
い

て
き
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
き
っ
と

あ
そ
こ
で
け
ん
か
が
起
こ
る
な
と
い

う
よ
う
な
予
測
で
す
。
だ
か
ら
、
利

用
者
を
よ
く
わ
か
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
性
を
つ
か
ん
で
予
測
し
て
、
そ

の
利
用
者
同
士
の
か
か
わ
り
を
阻
害

し
な
い
よ
う
に
、
安
全
を
守
り
つ
つ

介
護
で
き
る
の
が
熟
練
だ
と
思
い
ま

す
。

　

私
は
、
職
員
と
利
用
者
も
基
本
的

に
け
ん
か
を
し
て
い
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
本
当
に
そ
の
人
の
こ
と
を
思

熟
練
の
先
に
達
人
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
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が
古
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ

が
影
響
し
て
か
、
自
分
の
同
級
生
た

ち
と
比
べ
た
と
き
に
、
私
が
古
い
こ

と
を
言
う
の
で
、
友
だ
ち
と
し
ゃ
べ

っ
て
い
て
も
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
て

い
る
と
人
か
ら
思
わ
れ
た
り
、
自
分

も
そ
れ
を
感
じ
た
り
し
て
大
き
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
目
上
の
人
に
は
礼
を

尽
く
さ
な
い
と
い
け
な
い
」
と
か
、

「
朝
、
最
初
に
顔
を
見
た
と
き
に
は
、

ち
ゃ
ん
と
挨
拶
を
し
な
さ
い
」と
か
、

「
よ
そ
に
行
く
と
き
に
は
、
服
装
を

考
え
な
さ
い
」
と
い
う
感
じ
で
す
。

昔
か
ら
日
本
人
が
大
事
に
し
て
き
た

こ
と
を
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
厳
し
く
言

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
、「
自

分
の
身
に
起
こ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し

な
さ
い
。
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
捉

え
る
と
人
生
は
開
け
る
。
自
分
が
結

局
そ
れ
で
幸
せ
に
な
る
ん
だ
」
と
い

う
こ
と
を
い
つ
も
言
わ
れ
て
育
っ
た

の
で
、
何
か
あ
っ
て
も
あ
ま
り
く
よ

く
よ
し
な
い
こ
と
は
あ
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
姿
勢
が
、
私
が
仕
事
を
す

る
上
で
の
信
念
に
な
っ
て
い
る
部
分

は
あ
り
ま
す
。

　

今
、
施
設
長
と
い
う
役
職
に
就
い

て
い
る
こ
と
も
、
自
分
の
人
生
を
の

ち
の
ち
振
り
返
っ
た
と
き
に
、
あ
の

時
は
嫌
だ
っ
た
け
ど
頑
張
っ
て
き
て

よ
か
っ
た
な
と
思
え
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
何
と
か
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
職
員
に
も
そ
う
い
う
信
念
を
伝

え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
し
ら

っ
と
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。で
も
、

な
か
に
は
共
感
し
て
く
れ
る
人
も
い

る
の
で
、
伝
わ
っ
た
感
が
あ
る
と
嬉

し
い
で
す
。

部
下
と
し
て
上
司
と
し
て

考
え
る
日
々
…

今
の
理
事
長
は
と
て
も
度
量
が

大
き
く
、
何
で
も
志
を
持
っ

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
れ
ば
認
め
て
く
れ

る
と
か
、
気
概
を
感
じ
て
く
れ
る
と

か
、
結
果
が
出
な
く
て
も
や
ろ
う
と

し
て
い
た
こ
と
を
評
価
す
る
と
い
っ

た
こ
と
を
し
て
く
れ
る
の
で
、
施
設

に
も
、
そ
う
い
う
雰
囲
気
が
風
土
と

し
て
根
付
い
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

努
力
す
る
人
は
み
ん
な
買
わ
れ

て
、
自
分
な
り
の
や
り
が
い
を
持
つ

こ
と
が
で
き
、
く
じ
け
た
ら
励
ま
し

て
く
れ
て
、
ま
た
別
の
チ
ャ
ン
ス
が

与
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
風
土
が

あ
る
こ
と
で
、
精
神
が
安
定
し
て
働

く
こ
と
が
で
き
、
い
い
人
生
を
送
ら

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
理
事
長
は
常
「々
生
涯
現
役
よ
」

と
言
わ
れ
て
い
て
、
こ
う
い
う
雰
囲

介
護
は
自
分
自
身
を
振
り
返
っ
た
り

高
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

仕
事
だ
と
思
い
ま
す



20

ケ
ア
が
変
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

ハ
ー
ド
の
変
化
で
明
ら
か
に
変
わ
っ

て
い
き
ま
し
た
。
変
化
が
目
で
見
え

る
の
で
職
員
も
変
わ
り
ま
し
た
。
例

え
ば
、
部
屋
に
入
る
際
に
市
原
寮
で

も
「
花
友
は
な
せ
」
で
も
必
ず
ノ
ッ

ク
す
る
よ
う
に
職
員
に
言
っ
て
い
ま

す
が
、
市
原
寮
で
は
な
か
な
か
そ
れ

が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
は
な
せ
で

は
、
ノ
ッ
ク
を
せ
ず
に
居
室
に
入
る

こ
と
は
し
づ
ら
い
感
じ
が
し
ま
す
。

　
「
花
友
は
な
せ
」
の
運
営
推
進
会

議
は
、
３
地
区
の
役
員
さ
ん
が
全
部

来
て
く
だ
さ
る
の
で
毎
回
20
人
以
上

の
大
人
数
で
や
っ
て
い
ま
す
。
地
域

で
暮
ら
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
だ

と
い
う
こ
と
が
職
員
に
も
わ
か
り
や

す
く
伝
わ
り
ま
す
。
都
会
で
は
多
様

な
住
ま
い
方
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ

で
は
、
こ
の
土
地
に
な
じ
ん
で
暮
ら

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
職
員
に
も

共
通
認
識
と
し
て
あ
る
の
で
、
で
き

る
限
り
地
元
の
行
事
に
参
加
し
て
も

ら
う
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

　

市
原
寮
は
大
規
模
な
の
で
盆
踊
り

や
運
動
会
も
施
設
の
中
で
行
い
ま
す

が
、「
花
友
は
な
せ
」
で
の
最
初
の

年
に
「
や
っ
ぱ
り
、
施
設
の
な
か
で

や
ら
な
い
ほ
う
が
い
い
よ
ね
」
と
い

う
意
見
が
職
員
か
ら
出
ま
し
た
。
地

域
の
地
蔵
盆
が
い
つ
あ
る
の
か
聞
い

て
、「
別
所
の
人
は
別
所
の
地
蔵
盆
、

花
脊
の
人
は
花
脊
の
地
蔵
盆
に
行
っ

て
も
ら
お
う
よ
」
と
い
う
声
が
上
が

り
ま
し
た
。

　
「
花
友
は
な
せ
」
で
は
、
地
元
の

職
員
を
で
き
る
だ
け
採
用
し
よ
う
と

い
う
こ
と
で
、
夜
勤
を
す
る
常
勤
以

外
の
、
特
に
小
規
模
多
機
能
の
職
員

は
地
元
の
人
た
ち
で
や
っ
て
い
ま

す
。
ほ
と
ん
ど
の
方
が
無
資
格
者
で

す
が
、
し
っ
か
り
指
導
す
れ
ば
良
い

だ
ろ
う
と
い
う
考
え
で
す
。
こ
う
い

う
地
元
の
人
た
ち
か
ら
地
域
の
お
祭

り
へ
の
参
加
の
意
見
が
自
然
に
出
ま

し
た
。
介
護
技
術
の
課
題
は
あ
り
ま

す
が
、
良
い
効
果
を
生
ん
で
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
か
ら
市
原
寮
と
花
友
は

な
せ
の
施
設
長
に
な
り
ま
し
た
。
私

は
施
設
長
を
や
る
つ
も
り
は
な
く
、

現
場
が
好
き
で
「
花
友
は
な
せ
」
の

立
ち
上
げ
が
終
わ
っ
た
ら
ま
た
現
場

に
戻
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
予
想
外

の
こ
と
で
し
た
。

　

施
設
長
に
な
っ
て
嬉
し
か
っ
た
こ

と
と
い
え
ば
、
こ
の
間
の
敬
老
祝
賀

会
の
こ
と
で
す
。
私
が
何
も
言
わ
な

く
て
も
職
員
が
設
え
も
し
っ
か
り
作

っ
て
く
れ
て
、
服
装
な
ど
も
し
っ
か

り
敬
意
を
表
す
と
い
う
か
、
式
典
に

そ
ぐ
う
服
装
を
話
し
合
っ
て
決
め
て

く
れ
ま
し
た
。
食
事
も
日
頃
は
利
用

者
さ
ん
に
「
自
立
支
援
だ
」
と
言
っ

て
自
分
で
や
っ
て
も
ら
っ
て
、
お
客

さ
ん
扱
い
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
し

て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
日
は
「
今

日
は
お
祝
い
な
の
で
、
私
た
ち
が
サ

ー
ビ
ス
し
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ

い
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス

で
、
天
ぷ
ら
を
あ
げ
た
り
お
寿
司
を

作
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
お
花
も

ち
ゃ
ん
と
飾
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
私
の

好
き
な
掃
除
も
き
ち
っ
と
行
き
届
か

せ
て
、
金
屏
風
を
置
い
て
や
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
見
た
と
き
は
、
非
常
に
胸

が
熱
く
な
り
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
法

人
が
目
指
し
て
い
る
理
念
高
齢
者
を

真
に
大
事
に
す
る
こ
と
が
職
員
に
引

き
継
が
れ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
私
が
嬉
し
か
っ

た
出
来
事
で
す
。
私
は
職
員
に
対
し

て
職
員
が
そ
う
し
た
心
配
り
を
し
て

く
れ
た
こ
と
を
喜
ん
だ
け
れ
ど
も
、

そ
れ
を
し
て
も
ら
っ
た
利
用
者
は
ど

う
思
っ
て
い
る
の
か
な
と
い
う
こ
と

が
や
は
り
一
番
気
に
な
り
ま
す
。
職

員
に
は
そ
こ
に
意
識
を
向
け
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

職
員
が
心
か
ら
気
を
配
り
、
行
っ

て
く
れ
て
、
そ
れ
を
喜
ん
で
く
れ
て

い
る
ご
利
用
者
を
見
て
、「
あ
あ
、

す
ご
く
う
れ
し
い
」
と
思
う
嬉
し
さ

が
「
10
」
と
し
た
ら
、
自
分
が
や
っ

て
利
用
者
が
私
に
そ
う
言
っ
て
下
さ

る
の
は
、「
12
」
く
ら
い
で
す
。
で

す
の
で
、
管
理
者
に
は
向
い
て
い
な

い
の
か
な
と
や
っ
ぱ
り
思
う
の
で
す

よ
ね
…
。

自
分
の
身
に
起
こ
っ
た
こ
と
に

感
謝
す
る

お
話
し
し
た
よ
う
な
、
他
人
か

ら
す
る
と
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
「
大
変
」
と
思
わ
れ
る
様
々
な
経

験
が
そ
れ
な
り
に
自
分
の
身
に
な
っ

て
き
た
背
景
に
は
、
親
の
教
育
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
の
親
は
、
特
に
母
親
で
す
け
ど
、

厳
し
く
し
つ
け
る
人
で
し
た
。
母
親

は
戦
争
で
両
親
を
早
く
に
亡
く
し
、

祖
母
に
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
私
に
は

兄
が
い
る
の
で
す
が
、
兄
と
よ
く
言

っ
て
い
た
の
は
、
母
親
の
言
う
こ
と
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師
の
補
助
者
を
や
っ
て
み
な
い
か
と

い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
介
護

福
祉
士
の
受
験
対
策
講
座
は
、
試
験

に
受
か
ら
せ
な
い
と
意
味
が
な
い
の

で
、
責
任
を
感
じ
ま
し
た
。
実
習
指

導
者
と
か
、
そ
う
い
う
役
職
に
就
く

と
い
う
こ
と
は
、
し
っ
か
り
と
自
信

を
持
っ
て
相
手
に
レ
ク
チ
ャ
ー
で
き

る
だ
け
の
も
の
を
持
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
だ
と
、
外
に
出
て
あ
ら

た
め
て
思
い
ま
し
た
。

　

平
成
７
年
に
特
養
が
増
築
さ
れ
、

認
知
症
専
門
の
フ
ロ
ア
が
で
き
ま
し

た
。
研
修
な
ど
を
通
し
て
自
分
は
認

知
症
ケ
ア
が
好
き
な
こ
と
に
気
づ

き
、
上
司
に
そ
う
い
う
話
を
し
て
い

た
ら
「
じ
ゃ
あ
や
っ
て
も
ら
お
う
」

と
い
う
こ
と
で
異
動
に
な
り
、
平
成

12
年
３
月
ま
で
そ
こ
の
副
主
任
兼
実

習
担
当
者
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
４
月
か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
異
動
に
な
り
、
所
長
代
行
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
１
年
し
て
ま

た
特
養
に
戻
り
、
平
成
13
年
に
介
護

士
長
に
な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
１
年
で

デ
イ
か
ら
ま
た
異
動
に
な
っ
た
の
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
デ
イ
の
面
白
さ

が
今
ひ
と
つ
わ
か
ら
な
か
っ
た
の

で
、
特
養
に
戻
れ
た
の
は
嬉
し
か
っ

た
で
す
。

　

平
成
15
年
に
は
第
三
者
評
価
の
研

修
に
行
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
市

原
寮
が
第
三
者
評
価
機
関
の
事
務
局

を
や
っ
て
い
た
関
係
で
私
も
調
査
員

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
評
価
機
関
は
近
接
県
の
お
互

い
の
施
設
を
調
査
し
合
お
う
と
い
う

こ
と
で
始
ま
っ
て
い
た
の
で
、
他
府

県
の
施
設
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
の

は
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
他
府

県
の
施
設
に
行
っ
て
お
も
し
ろ
い
の

は
、
自
分
が
持
っ
て
い
な
か
っ
た
新

し
い
視
点
に
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
で

し
た
。
壁
に
飾
る
絵
の
高
さ
か
ら
、

利
用
者
の
希
望
を
叶
え
る
こ
と
ま
で

色
々
で
し
た
が
、
利
用
者
に
対
し
て

こ
う
し
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
た
こ
と

は
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
い
い
の
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。
今
で
い
う
「
個
別
ケ

ア
」
の
発
想
で
す
よ
ね
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
平
成
11
年
か
ら

平
成
18
年
く
ら
い
ま
で
の
間
に
介
護

支
援
専
門
員
実
務
研
修
の
指
導
者
の

た
め
の
研
修
も
経
験
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
初
め
て
「
Ｉ
Ｃ
Ｆ
」
を
知
っ

て
、
で
き
な
い
こ
と
を
補
う
介
護
で

は
な
く
、
利
用
者
の
で
き
る
こ
と
に

着
目
し
て
や
れ
る
こ
と
を
ど
ん
ど
ん

や
っ
て
楽
し
ん
で
暮
ら
し
て
も
ら
う

介
護
に
転
換
す
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
自
分
は
、
現
場
で
自

分
が
実
践
す
る
だ
け
で
、
あ
ま
り
言

葉
に
し
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
は
と
て
も
良

い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
研
修

の
受
講
生
の
立
て
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
を

見
る
の
が
良
か
っ
た
で
す
。
自
分
が

う
ま
く
教
え
ら
れ
た
こ
と
と
教
え
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
を

見
る
と
見
え
て
き
ま
す
。
今
度
は
こ

う
い
う
言
い
方
で
伝
え
た
ら
伝
わ
る

か
な
、
と
思
い
を
め
ぐ
ら
し
ま
す
。

環
境
が
ケ
ア
を
変
え
て
い
く
経
験

市
原
寮
は
そ
の
後
、
施
設
を
増

や
し
、
平
成
19
年
に
「
花
友

は
な
せ
」
と
い
う
施
設
を
開
設
し
ま

し
た
。「
花
友
は
な
せ
」
が
あ
る
の

は
、峠
を
ひ
と
山
越
え
た
山
の
中
の
、

４
０
０
人
し
か
人
口
が
な
い
地
区
で

す
。「
花
友
は
な
せ
」
は
小
規
模
多

機
能
と
診
療
所
と
20
床
の
地
域
密
着

型
の
特
養
が
併
設
さ
れ
て
い
て
、
そ

の
施
設
の
立
ち
上
げ
に
私
が
行
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
三
者
評
価
を
通
し
て
個
別
ケ
ア

の
こ
と
を
知
り
、
で
も
従
来
型
の
施

設
で
は
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
ず
、

そ
ん
な
時
に
「
花
友
な
は
せ
」
が
で

き
て
、
こ
こ
で
個
別
ケ
ア
を
実
現
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
職
員
も

と
て
も
生
き
生
き
し
て
、
自
分
た
ち

が
最
先
端
の
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と

い
う
自
負
心
も
あ
り
ま
し
た
。

　
「
花
友
は
な
せ
」
で
一
番
感
じ
る

の
は
、
ハ
ー
ド
が
ソ
フ
ト
を
助
け
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
「
花
友
は

な
せ
」
の
人
に
も
市
原
寮
の
人
に
も

同
じ
よ
う
に
、「
利
用
者
さ
ん
が
言

っ
て
い
る
ま
ま
の
声
を
拾
っ
て
、
そ

れ
を
実
現
し
て
あ
げ
て
」
と
言
い
ま

す
が
、
市
原
寮
の
利
用
者
さ
ん
は
、

個
室
で
は
な
い
の
で
、
や
は
り
「
自

分
の
暮
ら
し
」
に
な
っ
て
い
な
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
い
つ
も
人
の
息
を

感
じ
て
い
た
り
、
人
の
目
が
あ
る
と

こ
ろ
で
暮
ら
し
て
い
る
人
が
、
自
分

の
思
い
を
言
う
の
は
な
か
な
か
難
し

い
と
感
じ
ま
す
。
で
も
、「
花
友
は

な
せ
」
は
個
室
な
の
で
、
自
分
を
取

り
戻
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
花
友
は
な
せ
」
の
利
用
者
は
半
分

以
上
が
市
原
寮
か
ら
移
動
し
た
方
た

ち
で
す
が
、
自
分
を
取
り
戻
し
て
い

く
様
が
は
っ
き
り
と
わ
か
り
ま
す
。
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き
に
し
て
、
夜
中
は
中
の
パ
ッ
ド
だ

け
を
抜
く
と
い
う
や
り
方
で
し
た
。

　

私
は
、
で
き
る
だ
け
ト
イ
レ
に
連

れ
て
行
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
何
せ
部
屋
が
狭
く
、
車

い
す
が
入
ら
な
い
よ
う
な
構
造
で
し

た
。
な
の
で
、
せ
め
て
「
パ
ッ
ド
抜

き
」
の
後
に
、
清
拭
タ
オ
ル
で
拭
く

く
ら
い
の
こ
と
は
や
ろ
う
、
と
い
う

こ
と
で
や
り
始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
食
堂
が
な
か
っ
た
の
で
、

食
事
は
ベ
ッ
ド
上
で
食
べ
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
な
の
で
、

な
ん
と
か
、
食
事
の
時
は
、
端
座
位

を
取
っ
て
食
べ
て
も
ら
お
う
と
し
ま

し
た
。
最
初
は
自
分
ひ
と
り
で
や
っ

て
み
よ
う
と
思
い
、
食
事
時
間
を
担

当
す
る
際
に
は
、
ひ
と
り
で
全
員

（
50
人
）
に
起
き
て
も
ら
い
ま
し
た
。

前
の
職
場
で
の
経
験
と
手
際
が
あ
る

の
で
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
も
そ

う
い
う
こ
と
が
で
き
て
し
ま
う
ん
で

す
ね
。
そ
ん
な
時
、
や
は
り
あ
の
３

年
間
は
ダ
テ
じ
ゃ
な
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
特
に
呼
び
か
け
た
わ
け

で
も
な
い
の
に
、
次
第
に
私
も
私
も

と
い
う
仲
間
が
増
え
、
４
，
５
人
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
時

代
の
流
れ
も
あ
っ
て
、
職
場
に
介
護

福
祉
士
の
資
格
を
持
っ
た
新
卒
者
が

採
用
さ
れ
、
自
然
と
ケ
ア
の
仕
方
も

変
わ
っ
て
い
き
、
施
設
も
変
化
し
て

い
き
ま
し
た
。
施
設
を
改
修
し
て
食

堂
が
で
き
た
り
、
み
ん
な
が
集
え
る

場
所
が
で
き
た
り
し
て
、
車
い
す
で

起
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
も
な

り
ま
し
た
。

　

そ
う
す
る
と
何
よ
り
も
利
用
者
の

目
の
輝
き
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

身
体
も
動
く
よ
う
に
な
り
、
意
欲
も

出
て
、
会
話
も
増
え
、
と
に
か
く
様

子
が
す
っ
か
り
違
っ
て
き
ま
し
た
。

寝
た
き
り
の
人
を
起
こ
す
こ
と
に
よ

っ
て
明
ら
か
な
変
化
が
生
ま
れ
る
の

だ
と
い
う
こ
と
を
実
体
験
で
き
た
こ

と
は
、
私
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
こ
の
間
の
私
の
抜
擢
や

取
り
組
み
を
面
白
く
思
わ
な
い
先
輩

や
同
僚
が
い
た
こ
と
も
確
か
で
す
。

た
だ
、
私
は
そ
れ
に
気
づ
く
の
が
ず

い
ぶ
ん
遅
く
て
、
当
時
は
妬
ま
れ
て

い
る
こ
と
に
も
気
づ
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
全
然
気
づ
か
な
い
く
ら
い
没
頭

す
る
た
ち
な
ん
で
す
よ
ね
。

実
習
指
導
や
外
部
と
の

関
わ
り
か
ら
学
び
を
得
る

実
習
担
当
者
に
な
っ
た
こ
と

で
、
実
習
生
に
説
明
し
た
り

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
発
言
す
る
機
会

も
増
え
た
の
で
、「
介
護
技
術
」
と

い
う
本
を
買
っ
て
介
護
理
論
や
技
術

を
も
う
一
度
勉
強
し
な
お
す
こ
と
に

し
ま
し
た
。
介
護
過
程
の
展
開
な
ど

は
、
私
が
学
校
に
行
っ
た
時
代
に
は

習
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
何
の
こ

と
？
と
い
う
状
態
で
し
た
。

　

学
生
に
対
す
る
実
習
指
導
を
通
し

て
私
が
学
ん
だ
こ
と
の
ひ
と
つ
は
、

「
人
に
あ
ま
り
ス
ト
レ
ー
ト
に
も
の

を
言
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
人
は
傷
つ
く
と
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
下
が
る
か
ら
、
婉
曲
に
言

い
た
い
こ
と
を
言
う
と
い
う
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
要
る
と
い
う

こ
と
を
そ
の
時
に
勉
強
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
と
い
っ
て
も
、
今
で
も
な
か

な
か
で
き
な
い
で
す
け
ど
ね
。

　

大
学
の
先
生
や
実
習
担
当
の
先

生
た
ち
と
も
顔
な
じ
み
に
な
っ
て
、

色
々
な
本
を
借
り
て
読
み
、「
こ
う

い
う
研
修
に
行
っ
た
ら
い
い
よ
」
と

教
え
て
も
ら
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
も
特
に
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
は
認
知
症
研
修
で
す
。
周

辺
症
状
の
事
例
を
扱
っ
た
研
修
が
何

度
か
あ
り
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
す

る
人
に
は
、
こ
う
対
処
し
た
ら
う
ま

く
い
く
と
か
、
そ
う
い
う
事
例
報
告

が
面
白
く
感
じ
ま
し
た
。
う
ち
の
施

設
だ
と
あ
の
人
に
使
え
る
か
な
と
か

考
え
、
実
際
に
試
し
て
み
て
う
ま
く

い
く
と
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
相
手
を
否
定
し
な
い
で

全
部
受
け
止
め
る
こ
と
。
そ
れ
ま
で

も
や
っ
て
い
た
つ
も
り
で
し
た
が
、

本
当
に
は
聞
け
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。「
次
に
あ
れ
を
し
な
け
れ
ば
…
」

と
思
い
な
が
ら
相
手
の
話
を
聞
い
て

い
る
と
、
そ
れ
が
伝
わ
っ
て
、
そ
わ

そ
わ
さ
れ
た
ま
ま
と
い
う
話
を
聞
い

て
、
本
当
に
そ
う
な
ん
だ
、
そ
こ
ま

で
感
じ
と
ら
れ
る
の
か
と
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
実
際
に
集
中
し
て
そ
の

方
に
関
わ
る
と
本
当
に
通
じ
る
ん
で

す
。
そ
う
い
う
体
験
が
と
て
も
面
白

か
っ
た
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
学
生
の
実
習
指
導

で
知
り
合
っ
た
先
生
が
、
ヘ
ル
パ
ー

２
級
の
講
座
や
介
護
福
祉
士
の
受
験

対
策
講
座
を
持
っ
て
い
て
、
そ
の
講
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の
職
場
の
同
僚
か
ら
、
大
き
い
施
設

に
行
く
と
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
勉
強

も
で
き
る
し
情
報
も
入
る
と
聞
い
た

こ
と
と
、
自
分
の
地
域
か
ら
出
て
違

う
と
こ
ろ
で
気
分
を
変
え
て
や
っ
て

み
た
い
こ
と
も
あ
り
、
退
職
し
た
職

場
に
戻
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
ず
、

別
の
職
場
を
探
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
が
、今
も
勤
務
し
て
い
る
、

社
会
福
祉
法
人
市
原
寮
で
す
。

　

市
原
寮
は
、
今
年
で
開
設
50
年
を

迎
え
ま
す
。
私
が
転
職
し
た
当
時
と

し
て
も
、
本
当
に
古
い
施
設
で
、
居

室
も
８
人
部
屋
、６
人
部
屋
で
し
た
。

学
校
で
習
っ
た
「
養
老
院
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
な
施
設
が
本
当
に
あ
っ
た

の
だ
、
と
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

市
原
寮
に
入
っ
て
１
年
く
ら
い
た

っ
た
時
、
認
知
症
の
研
修
に
、
参
加

さ
え
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
私
が
入
っ
た
こ
ろ
の
同
僚
の
寮

母
さ
ん
た
ち
は
、「
昔
な
が
ら
」
の

寮
母
さ
ん
た
ち
で
、
そ
の
方
た
ち
が

ち
ょ
う
ど
定
年
を
迎
え
る
頃
で
し

た
。
で
す
の
で
、
ま
だ
若
手
の
私
に

研
修
に
行
く
よ
う
に
と
い
う
声
が
か

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
研
修
で
、
私
は
、
新
鮮
な
経

験
を
し
ま
す
。
研
修
期
間
に
は
現
場

実
習
と
い
う
の
が
あ
り
、
最
初
の
２

週
間
毎
日
実
習
先
の
現
場
に
入
り
、

そ
の
後
、
１
週
間
自
分
の
施
設
に
戻

り
事
例
の
整
理
を
し
、
学
ん
だ
こ
と

の
レ
ポ
ー
ト
を
書
き
、
ま
た
１
週
間

実
習
先
に
行
く
と
い
う
４
週
間
の
研

修
で
し
た
。

　

実
習
先
は
回
廊
式
の
施
設
で
し

た
。
そ
の
施
設
で
、
い
つ
も
徘
徊
し

て
い
る
お
年
寄
り
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
あ
る
夜
、
そ
の
お
年
寄
り

が
、「
お
参
り
に
行
き
た
い
と
」
お

っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
。
私
は
、
職
員

の
人
は
「
人
手
が
な
い
か
ら
連
れ
て

行
け
な
い
」
と
言
う
だ
ろ
う
な
、
と

思
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
そ
こ
の
職
員
の
方
は
、「
で

は
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
１
階
の
観
音

様
の
と
こ
ろ
に
行
か
れ
ま
し
た
。「
あ

あ
、
行
っ
て
あ
げ
て
い
い
ん
だ
」
と

す
ご
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

今
な
ら
そ
う
い
う
対
応
は
普
通
だ

と
思
い
ま
す
が
。
私
は
そ
れ
ま
で
掃

除
が
優
先
と
言
わ
れ
て
育
て
ら
れ
ま

し
た
し
、
転
職
し
た
先
の
施
設
も

「
年
寄
り
は
寝
か
し
て
お
け
ば
い
い

ん
だ
」
と
言
う
年
配
の
職
員
ば
か
り

の
環
境
で
し
た
。
お
か
し
い
な
、
お

か
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
ん
な
も
の
か
と
も
思
っ
て
い
ま
し

た
。

　

な
の
で
、そ
の
場
面
を
見
て
、「
あ
、

や
っ
ぱ
り
そ
う
よ
ね
。い
い
の
よ
ね
。

人
手
が
な
い
と
い
っ
た
っ
て
、
夜
だ

し
、
他
の
人
は
寝
て
い
る
わ
け
だ
か

ら
、
時
間
が
あ
れ
ば
、
こ
こ
が
大
丈

夫
と
判
断
す
れ
ば
、
連
れ
て
い
っ
て

あ
げ
れ
ば
い
い
の
よ
ね
。
や
っ
ぱ
り

自
分
は
間
違
っ
て
い
な
い
の
よ
ね
」

と
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
が
き
っ
か
け
で
、
自
分

の
施
設
の
や
り
方
に
疑
問
を
持
つ
こ

と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
す

ぐ
に
辞
め
よ
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
最
初
の
施
設
で
も
そ
う
で
し

た
が
、
私
は
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
で

も
、
３
年
は
辞
め
た
く
な
い
と
い
う

考
え
方
な
ん
で
す
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
３
年
く
ら
い
経
っ

た
平
成
６
年
、
当
時
の
施
設
長
が
私

に
実
習
担
当
兼
副
主
任
を
や
っ
て
み

な
い
か
と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し

た
。
副
主
任
と
言
っ
て
も
介
護
の
副

主
任
は
ま
た
別
に
い
て
、
私
の
副
主

任
と
い
う
役
職
は
、
私
を
実
習
指
導

者
に
す
る
た
め
に
特
別
に
作
っ
て
く

れ
た
も
の
で
し
た
。

ケ
ア
を
見
直
す

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
こ
れ
ま

で
の
ケ
ア
の
や
り
方
を
見
直

す
行
動
を
、
私
自
身
が
起
こ
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
寝
た
き

り
に
さ
せ
ら
れ
て
い
た
お
年
寄
り
を

起
こ
す
こ
と
、
そ
れ
か
ら
、
正
し
い

姿
勢
で
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
、
施
設
で
は
、
ト
イ
レ
に

行
け
る
人
も
含
め
て
全
員
が
お
む
つ

を
あ
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
尿
意
が

あ
る
人
も
、
ベ
ッ
ド
に
寝
た
ま
ま
差

し
込
み
便
器
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。

基
本
が
お
む
つ
交
換
な
の
で
、
夜
は

「
パ
ッ
ド
抜
き
」
と
言
っ
て
、
布
お

む
つ
の
上
に
尿
取
り
パ
ッ
ド
を
敷
い

て
、
横
に
布
お
む
つ
を
ぐ
る
ぐ
る
巻

大
変
で
あ
っ
て
も
、
と
に
か
く

そ
れ
を
苦
に
思
わ
な
い
自
分
に
な
り
た
い
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は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
も
上
司
か

ら
言
わ
れ
ま
し
た
。
担
当
を
持
っ
て

も
、
ま
ず
は
、
利
用
者
の
身
体
の
整

容
に
気
を
配
り
、
そ
れ
に
プ
ラ
ス
し

て
設
備
の
掃
除
を
す
る
よ
う
に
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
家
族
が
施
設
に
来

た
時
に
、
細
か
な
ケ
ア
の
様
子
は
見

え
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
ぱ
っ

と
入
っ
た
瞬
間
の
雰
囲
気
と
か
に
お

い
と
か
、
整
理
整
頓
の
し
方
と
か
、

利
用
者
さ
ん
の
身
な
り
で
印
象
が
決

ま
る
か
ら
、
そ
れ
ら
を
ま
ず
き
ち
ん

と
や
っ
て
、
そ
れ
か
ら
ケ
ア
の
中
身

に
入
り
な
さ
い
と
い
う
の
が
、
施
設

の
考
え
方
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
当
時
そ
の
施
設
で
は
、
お

む
つ
は
全
て
布
お
む
つ
で
し
た
。
洗

い
終
わ
る
と
、
角
を
し
っ
か
り
伸
ば

し
て
干
す
の
で
す
が
、
干
し
方
の
手

順
も
す
べ
て
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
も
、
と
に
か
く
叩
き
こ

ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
い
う
施
設
だ
っ
た
の
で
、
自

分
が
憧
れ
て
い
た
よ
う
な
、
利
用
者

さ
ん
と
お
話
し
し
た
り
団
ら
ん
し
た

り
す
る
ケ
ア
は
ほ
と
ん
ど
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
仕
事
の
８
割
以
上
が
掃

除
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
以
外
の
業
務

は
全
部
残
業
に
な
り
、
慢
性
的
に
職

員
が
不
足
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、夜
勤
が
月
に
10
回
に
な
っ
た
り
、

休
み
を
削
っ
て
日
勤
し
た
り
。
ほ
と

ん
ど
家
に
帰
ら
な
い
よ
う
な
状
態

で
、
し
か
も
サ
ー
ビ
ス
残
業
で
、
今

考
え
る
と
、
無
茶
苦
茶
で
す
ね
。

転
職
し
、
現
在
の
職
場
へ

２
年
目
に
は
相
談
員
に
な
り
ま

し
た
が
、
慢
性
的
な
人
員
不

足
で
、
介
護
職
員
と
兼
務
し
ま
し
た

が
、
結
局
身
体
を
壊
し
て
し
ま
い
、

そ
の
施
設
は
３
年
で
退
職
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
３
年
間
に
、
常
勤
職
員
は
同

期
も
含
め
て
30
人
く
ら
い
が
採
用
さ

れ
た
の
で
す
が
、
そ
ん
な
状
況
だ
っ

た
の
で
、「
私
た
ち
は
掃
除
婦
で
は

な
い
」
と
言
っ
て
、
み
ん
な
辞
め
て

い
っ
て
し
ま
い
、
私
が
そ
の
施
設
を

辞
め
る
時
に
、
残
っ
て
い
た
の
は
私

と
同
期
一
人
だ
け
で
し
た
。

　

私
の
場
合
は
、
ほ
か
の
人
が
言
っ

て
い
た
よ
う
に
、
仕
事
が
つ
ら
い
と

感
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
。
た

だ
、
ひ
た
す
ら
、
上
司
が
言
う
こ
と

を
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
し
、
出
来
る
よ
う
に
な

る
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
で
も
身

体
が
つ
い
て
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

胃
潰
瘍
に
な
り
、
医
者
か
ら
入
院
す

る
か
、
仕
事
を
辞
め
る
か
ど
ち
ら
か

に
し
な
さ
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
で
、
や
む
な
く
、
仕
事
を
辞
め
る

こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　

意
外
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
振
り

返
っ
て
み
て
、
こ
こ
で
の
経
験
は
私

を
と
て
も
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。
掃
除
を
徹
底
し
て
行

う
と
い
う
こ
の
施
設
の
理
念
が
正
し

い
か
間
違
っ
て
い
る
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
良
い
意
味
で
、
自
分
の
そ

の
後
の
介
護
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

仕
事
を
辞
め
、
体
調
が
あ
る
程
度

戻
っ
て
く
る
と
、
や
は
り
、「
寮
母

さ
ん
」
と
し
て
再
び
現
場
で
働
き
た

く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
最
初
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あ
こ
が
れ
の
寮
母
さ
ん
に
な
る

介
護
の
仕
事
を
始
め
た
の
は
昭

和
63
年
の
４
月
で
す
。
小
さ

い
こ
ろ
か
ら
、
た
だ
た
だ
、「
寮
母

さ
ん
」
に
な
る
の
が
憧
れ
で
あ
り
、

夢
で
し
た
。近
所
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
と
て
も
か
わ
い
が
っ
て
も
ら
っ

た
、
そ
ん
な
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

高
校
を
出
て
す
ぐ
に
で
も
働
き
た

か
っ
た
の
で
す
が
、
親
が
「
社
会
福

祉
の
資
格
は
持
っ
て
お
い
た
方
が
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
ア
ド
バ

イ
ス
を
く
れ
た
の
で
、
福
祉
系
の
短

大
に
進
学
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
介

護
福
祉
士
は
ま
だ
な
い
時
代
で
、
取

得
で
き
た
資
格
は
社
会
福
祉
主
事
で

し
た
。

　

卒
業
後
は
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た

地
域
で
働
き
た
い
と
考
え
、
家
の
近

所
に
あ
っ
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
就
職
し
ま
し
た
。
こ
の
特
養
は
、

オ
ー
ナ
ー
が
自
分
の
土
地
を
寄
付
し

て
設
立
し
た
施
設
で
、
当
時
の
段
階

で
設
立
後
10
年
く
ら
い
経
過
し
て
い

ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
介
護
は
憧
れ
の
仕
事

で
し
た
が
、実
際
に
働
い
て
み
た
ら
、

思
い
の
ほ
か
ハ
ー
ド
な
仕
事
で
し

た
。
お
年
寄
り
の
身
体
の
お
世
話
を

す
る
の
は
こ
ん
な
に
大
変
な
の
だ
と

い
う
こ
と
を
、
働
い
て
す
ぐ
に
痛
感

し
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
憧
れ
続
け

て
よ
う
や
く
就
け
た
仕
事
だ
っ
た
の

で
、
大
変
で
あ
っ
て
も
、
と
に
か
く

そ
れ
を
苦
に
思
わ
な
い
自
分
に
な
り

た
い
、
苦
に
思
わ
な
い
で
や
る
に
は

ど
う
し
た
ら
良
い
の
だ
ろ
う
か
、
と

そ
れ
ば
か
り
思
っ
て
い
ま
し
た
。
と

に
か
く
た
だ
言
わ
れ
る
ま
ま
一
生
懸

命
働
い
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

　

そ
の
施
設
の
モ
ッ
ト
ー
は
、「
お

年
寄
り
も
環
境
も
と
に
か
く
き
れ
い

に
美
し
く
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
ち

ょ
っ
と
変
わ
っ
た
も
の
で
し
た
。
こ

の
モ
ッ
ト
ー
を
実
現
す
る
た
め
に
、

新
人
は
入
っ
て
半
年
間
は
、
利
用
者

さ
ん
に
関
わ
る
こ
と
な
く
、
ひ
た
す

ら
掃
除
・
洗
濯
、
排
泄
物
の
処
理
を

担
当
し
ま
す
。
そ
こ
で
の
掃
除
は
か

な
り
本
格
的
な
も
の
で
、
床
に
は
ポ

リ
マ
ー
ワ
ッ
ク
ス
を
か
け
、
蛍
光
灯

は
一
週
間
に
一
度
天
井
か
ら
外
し
て

拭
き
、
居
室
の
カ
ー
テ
ン
レ
ー
ル
も

長
く
し
た
タ
オ
ル
を
渡
し
て
全
室
拭

き
ま
し
た
。
プ
ロ
の
掃
除
屋
に
な
れ

る
か
と
い
う
く
ら
い
掃
除
を
し
ま
し

た
。

　

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
い
つ
の
間
に

か
身
体
が
自
然
に
動
き
、
苦
に
思
わ

ず
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
利
用
者
の
お
う
吐

物
の
処
理
も
、
最
初
は
抵
抗
が
あ
り

手
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
慣
れ

て
い
く
と
、
し
ん
ど
い
だ
ろ
う
な
と

相
手
の
気
持
ち
を
推
し
量
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

心
境
に
到
達
す
る
ま
で
が
、
自
分
に

と
っ
て
は
最
初
の
ハ
ー
ド
ル
だ
っ
た

と
い
え
ま
す
。

　

半
年
が
た
ち
、
い
よ
い
よ
利
用
者

さ
ん
に
関
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
担

当
を
持
た
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
嬉

し
く
て
、
そ
の
方
の
こ
と
を
た
く
さ

ん
知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
し
、
上

司
か
ら
は
誰
に
聞
か
れ
て
も
担
当
者

は
そ
の
人
の
こ
と
を
一
番
よ
く
知
っ

て
い
な
さ
い
と
い
う
指
導
も
あ
り
ま

し
た
。
私
は
そ
れ
を
ま
た
忠
実
に
守

り
、
昼
も
夜
も
な
く
、
一
生
懸
命
担

当
し
た
お
年
寄
り
に
寄
り
添
い
ま
し

た
。

　

一
方
で
、
お
年
寄
り
に
寄
り
添
う

こ
と
ば
か
り
に
気
を
取
ら
れ
て
い
て

【市原寮】

京都市左京区に位置する。昭和39年、社会的入
院を解消し、高齢者の安心、安全を守る福祉・
医療の連携施設として開設。京都市初の特別養
護老人ホーム。定員100名。

【花友はなせ】

同じく左京区に位置するが、高齢化率40％の山
間へき地に福祉・介護・医療の総合施設として
平成19年に開所。地域密着型介護老人福祉施設
（定員20名）のほか、小規模多機能型居宅介護、
診療所が併設されている。
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Career Case 02　

「あこがれの寮母さん」になる夢は
今も続いています

社会福祉法人市原寮　介護老人福祉施設　市原寮　　地域密着型介護老人福祉施設　花友はなせ　施設長

野口 智予

Noguchi Noriyo

福祉系の短大を卒業後、昭和63年に地元の特別養護老人ホームに介護
職員として入職。生活相談員を経験した後、平成２年に退職。市原寮
に転職し、特別養護老人ホーム勤務。平成６年副主任兼実習担当者。
平成７年認知症専門フロアに異動し実習担当者兼副主任。平成12年デ
イサービスに異動し所長代行、平成13年再び特養に異動し介護士長。
平成21年より市原寮・花友はなせ施設長。
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先
輩
職
員
に
聞
く
よ
う
に
し
ま
し

た
。

　

ケ
ア
の
理
由
や
方
法
は
個
別
の
ケ

ー
ス
を
通
じ
て
教
わ
る
こ
と
が
多
い

た
め
、
そ
も
そ
も
の
ケ
ア
の
目
的
や

根
拠
さ
え
理
解
し
て
い
れ
ば
、
今
度

は
別
の
入
居
者
の
ケ
ア
を
行
う
際
に

も
、
応
用
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
基

本
的
な
介
護
技
術
を
身
に
つ
け
、
生

活
や
暮
ら
し
を
意
識
す
る
こ
と
で
、

は
じ
め
て
、
一
人
ひ
と
り
の
入
居
者

の
理
解
を
深
め
た
り
、
心
身
の
状
態

に
合
わ
せ
た
ケ
ア
の
実
践
が
で
き
る

の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
を
卒
業
し
て
社
会
人

と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
し
た
職
員
に
対

し
て
は
仕
事
を
通
し
て
チ
ー
ム
の
一

員
と
し
て
、
さ
ら
に
は
社
会
人
と
し

て
成
長
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と

を
教
え
る
の
も
、
私
も
含
め
た
先
輩

職
員
の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。

　

普
段
、
な
か
な
か
自
分
を
振
り
返

る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
振
り
返
っ
て
み
る

こ
と
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ

ま
し
た
。「
経
験
を
生
か
し
て
…
」

と
よ
く
口
に
し
ま
す
が
、
た
く
さ
ん

の
入
居
者
か
ら
学
ば
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
や
、
多
く
の
先
輩
は
じ
め
職

員
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
、
今
の
自

分
が
い
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
入
居
者
か
ら
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

や
、多
く
の
先
輩
は
じ
め
職
員
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
、

今
の
自
分
が
い
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
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価
の
説
明
に
納
得
が
得
ら
れ
ず
、
お

互
い
「
も
や
も
や
感
」
を
残
し
た
ま

ま
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

私
が
職
員
か
ら
教
え
ら
れ
る
こ
と

も
多
い
で
す
し
、
職
員
が
自
分
た
ち

で
考
え
て
、
失
敗
を
重
ね
て
も
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
、
経
験
す
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
自

身
も
、
そ
う
い
っ
た
経
験
を
積
み
重

ね
る
な
か
で
、
仕
事
で
や
り
が
い
を

感
じ
、
仕
事
を
通
し
て
成
長
し
て
い

っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
評
価
の
基
準
に
つ
い
て

も
悩
ん
で
い
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

対
象
に
な
っ
た
職
員
の
そ
の
時
の
状

況
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
も

評
価
結
果
が
違
っ
て
く
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
た
ま
た
ま
見
た
と
き
の
評

価
で
は
き
ち
ん
と
そ
の
職
員
を
見
て

い
な
い
と
い
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

　

互
い
に
「
も
や
も
や
感
」
を
残
さ

な
い
評
価
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
管
理
職

に
な
っ
た
ば
か
り
の
時
に
、
だ
れ
が

見
て
も
公
平
で
分
か
り
や
す
い
評
価

の
仕
組
み
、
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、

研
修
で
学
び
に
行
っ
た
り
、
法
人
内

で
も
さ
ら
に
検
討
し
て
も
ら
う
よ
う

に
頼
み
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
時
間
は
経
過
し
ま
し
た

が
、
現
在
法
人
で
は
、「
介
護
職
員

の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
」
に
つ
い
て
、
職

務
内
容
や
職
位
に
応
じ
た
研
修
内

容
、
求
め
ら
れ
る
人
材
像
に
つ
い
て

の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
「
も
や
も
や
し
た
経
験
」
を
繰
り

返
さ
な
い
よ
う
に
、
職
員
の
状
況
や

思
い
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
知

る
努
力
を
私
の
方
も
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
就
職
し
た
頃
は
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
「
背
中
を
見
て
育
つ
」
の
時

代
で
、
私
の
性
格
に
も
そ
れ
が
合
っ

て
い
て
、
そ
う
し
た
考
え
方
の
な
か

で
介
護
職
の
経
験
を
積
ん
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
介
護
技
術
が
進
歩
し

て
い
く
よ
う
に
、
職
員
一
人
ひ
と
り

の
性
格
や
個
性
に
合
わ
せ
た
評
価
や

指
導
の
仕
方
に
変
え
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

職
員
の
介
護
技
術
の
向
上
と

成
長
を
支
え
る
役
割

介
護
の
仕
事
を
行
う
た
め
に

は
「
自
分
で
気
づ
き
、
自
分

で
考
え
て
行
動
す
る
」
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
や
、
行
う
ケ
ア
の
根
拠
を

知
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ケ
ア
の
目
的
を
理
解
し
な
い
と

そ
の
評
価
が
で
き
ま
せ
ん
し
、
自
分

が
教
え
る
側
に
立
っ
た
と
き
、
相
手

に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
理
解

を
得
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
私
自

身
、
仕
事
を
始
め
た
と
き
は
知
識
が

ま
っ
た
く
な
い
状
態
で
し
た
の
で
、

「
な
ぜ
こ
う
い
う
す
る
の
か
」
と
ひ

と
つ
ひ
と
つ
、
行
う
ケ
ア
の
理
由
を
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と
い
う
こ
と
を
考
え
な
い
と
、
次
の

ケ
ア
に
活
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

一
人
の
看
護
師
か
ら
、「（
重
介
護

の
方
の
グ
ル
ー
プ
で
は
）
亡
く
な
る

方
が
多
い
か
ら
、
職
員
は
す
ご
く
つ

ら
い
よ
ね
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
確
か
に
つ
ら
い
こ
と
も

多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
人

の
最
期
に
携
わ
る
こ
と
の
責
任
が
、

自
分
た
ち
の
自
信
や
誇
り
に
つ
な
が

っ
て
い
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
自
宅
で
過
ご
す
時
間
も
持

ち
た
い
と
い
う
ご
家
族
の
思
い
に
応

え
、
自
宅
へ
の
外
泊
に
も
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
や
は
り
住
み
慣

れ
た
自
宅
で
過
ご
す
時
間
は
大
切
で

す
。
ご
家
族
だ
け
で
は
施
設
と
自
宅

の
移
動
も
な
か
な
か
大
変
で
、
職
員

が
数
人
で
抱
え
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
年
末
年
始
に
は
必
ず
自

宅
で
過
ご
す
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
が
、
自
分
の
母
親
で
あ

っ
て
も
、
短
期
間
で
あ
っ
て
も
、
介

護
は
大
変
で
す
。
外
泊
中
は
在
宅
サ

ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
い
の
で
、
職

員
が
朝
夕
に
自
宅
に
行
き
、
介
護
す

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

施
設
に
入
居
さ
れ
た
ら
、「
お
任

せ
し
ま
す
」
と
仰
る
ご
家
族
が
ほ
と

ん
ど
で
す
が
、
ご
家
族
の
意
向
に
応

え
た
り
、
家
族
と
協
同
し
て
ケ
ア
に

あ
た
る
と
い
う
実
感
も
、
私
た
ち
の

自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
た
気
が
し
ま

す
。

管
理
職
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を

積
むそ

の
後
、
介
護
主
任
に
な
り
、

次
い
で
介
護
主
任
兼
生
活
相

談
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
年
に
介

護
保
険
制
度
が
施
行
さ
れ
、
主
任
相

談
員
を
１
年
や
り
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
が
始
ま
っ
た
年
で
す
か

ら
、
ほ
と
ん
ど
請
求
事
務
と
入
所
業

務
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
生
活
相

談
員
は
、
行
政
と
の
関
係
や
入
居
者

の
方
の
入
院
先
の
医
療
機
関
、
施
設

外
と
の
連
携
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

介
護
職
員
を
し
て
い
る
と
、
社
会
保

障
関
係
の
制
度
に
直
接
関
係
す
る
こ

と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
福
祉
を
専
門
と
し
て
勉
強
し

て
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
、

「
入
居
者
の
方
に
不
利
益
を
生
ま
な

い
よ
う
に
」
と
い
う
こ
と
で
、
例
え

ば
減
額
制
度
の
活
用
や
、
ご
家
族
へ

の
有
効
な
情
報
の
提
供
な
ど
は
、
と

に
か
く
勉
強
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

特
養
の
主
任
相
談
員
の
後
、
法
人

内
の
老
人
保
健
施
設
に
管
理
職
と
し

て
異
動
し
ま
し
た
。
１
１
０
床
あ
る

入
所
部
門
を
担
当
す
る
療
養
部
長
と

し
て
、
フ
ロ
ア
の
管
理
と
入
所
者
の

方
の
ケ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　

老
人
保
健
施
設
は
、
特
養
と
違
っ

て
看
護
師
の
数
も
多
く
、
理
学
療
法

士
や
作
業
療
法
士
な
ど
、
医
療
系
専

門
職
と
の
連
携
も
重
要
で
す
。

　

老
健
の
多
く
は
、
介
護
職
も
看
護

職
の
管
理
職
は
看
護
師
で
あ
る
施
設

が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
介
護

職
と
し
て
、
医
療
職
の
管
理
に
も
責

任
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
ん

ど
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

老
健
に
５
年
間
勤
め
た
後
、
サ
テ

ラ
イ
ト
特
養
の
開
設
準
備
の
た
め
再

び
特
養
に
戻
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
１
年
半
後
に
サ
テ
ラ
イ
ト

特
養
の
開
設
準
備
を
手
伝
い
施
設
長

と
な
り
、
さ
ら
に
本
体
施
設
で
あ
る

「
原
谷
こ
ぶ
し
の
里
」
の
施
設
長
も

兼
務
す
る
こ
と
に
な
り
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

管
理
職
と
し
て
の「
も
や
も
や
感
」

法
人
が
実
施
し
て
い
る
正
職
員

へ
の
登
用
試
験
で
は
、
レ
ポ

ー
ト
や
面
接
以
外
に
、
管
理
職
に
よ

る
評
価
が
あ
り
ま
す
。こ
の
評
価
は
、

役
責
者
か
ら
の
意
見
、
フ
ロ
ア
で
の

業
務
態
度
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
も

と
に
行
い
ま
す
が
、
自
分
が
管
理
職

に
な
っ
て
、「
職
員
を
評
価
す
る
」

と
い
う
こ
と
に
大
き
な
責
任
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　

私
が
考
え
る
職
員
に
対
す
る
思
い

と
そ
れ
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
、

そ
の
職
員
が
ど
う
受
け
止
め
る
か
、

正
直
不
安
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
評

そ
の
人
の
最
期
に
携
わ
る
こ
と
の
責
任
が
、

自
分
た
ち
の
自
信
や
誇
り
に

つ
な
が
っ
て
い
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
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も
あ
り
ま
し
た
が
、
全
体
会
議
の
な

か
で
決
定
し
、
開
設
当
初
か
ら
施
設

が
取
り
組
ん
で
き
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ

ア
や
認
知
症
ケ
ア
な
ど
を
さ
ら
に
進

め
る
こ
と
で
、
ケ
ア
の
専
門
性
を
追

求
し
て
い
こ
う
と
い
う
方
針
が
打
ち

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
全
面
的
な
介
護
を
必
要
な
方

た
ち
の
グ
ル
ー
プ
の
担
当
に
な
り
ま

し
た
。
こ
こ
に
い
る
方
た
ち
は
、
身

体
の
変
化
を
は
じ
め
思
い
を
自
ら
伝

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
が
ほ
と
ん

ど
で
し
た
。
認
知
症
ケ
ア
に
携
わ
り

始
め
た
時
に
、
精
神
科
の
医
師
か
ら

の
聞
い
た
、「
そ
の
人
に
と
っ
て
の

快
と
不
快
」
と
い
う
言
葉
が
よ
み
が

え
り
、
重
介
護
の
方
た
ち
の
思
い
や

気
持
ち
を
ど
う
理
解
す
る
か
と
い
う

こ
と
を
考
え
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し

た
。

　

こ
ち
ら
の
声
か
け
や
働
き
か
け
と

同
時
に
、
五
感
を
使
い
な
が
ら
読
み

取
る
、
反
応
を
見
る
と
い
っ
た
観
察

力
が
必
要
で
し
た
。
そ
の
方
の
生
活

歴
を
聴
き
取
り
、
言
葉
か
け
の
工
夫

や
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の
方
法
な
ど
い
ろ

い
ろ
と
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
う
し

た
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
て
い
く
な

か
で
、
職
員
間
の
情
報
共
有
の
た
め

に
会
議
だ
け
で
な
く
、「
つ
ぶ
や
き

ノ
ー
ト
」
と
い
う
も
の
が
作
ら
れ
ま

し
た
。「
〇
〇
と
い
う
関
わ
り
を
し

た
と
こ
ろ
、
こ
ん
な
表
情
を
さ
れ
ま

し
た
」
と
い
っ
た
よ
う
な
職
員
の
気

づ
き
が
そ
の
ノ
ー
ト
に
書
か
れ
、
私

も
そ
こ
か
ら
刺
激
を
た
く
さ
ん
受
け

ま
し
た
。

　

重
介
護
の
方
の
ケ
ア
で
は
、
タ
ー

ミ
ナ
ル
ケ
ア
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。

ご
本
人
に
直
接
ど
う
し
た
い
の
か
意

向
を
聴
き
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
、
ご
家
族
の
意
向
を
聞
い
て
、
ケ

ア
を
考
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
自

然
と
家
族
と
話
す
時
間
も
増
え
ま
し

た
。

　

ご
家
族
の
面
会
時
に
は
近
況
報
告

を
す
る
の
で
す
が
、
身
体
状
況
が
そ

の
日
、そ
の
時
々
で
変
化
す
る
た
め
、

ご
家
族
の
思
い
も
揺
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
う
し
た
気
持
ち
に
も
寄

り
添
い
な
が
ら
「
少
し
で
も
苦
し
み

を
取
っ
て
あ
げ
た
い
」「
こ
う
し
て

あ
げ
た
い
」
と
い
う
家
族
の
思
い
を

聞
く
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。

　

亡
く
な
ら
れ
た
後
に
振
り
返
る
際

に
は
、
私
達
職
員
の
介
護
の
あ
り
方

だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
に
と
っ
て
、

そ
の
人
に
と
っ
て
ど
う
だ
っ
た
の
か
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り
す
る
な
か
で
、
一
人
ひ
と
り
の
生

活
支
援
を
よ
り
深
め
て
い
く
た
め

に
、
部
門
ご
と
の
担
当
制
で
な
く
、

生
活
す
べ
て
を
考
え
る
個
別
担
当
制

に
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
半
年
後
、
一
般
棟
か
ら

先
輩
職
員
が
異
動
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
先
輩
は
別
の
施
設
で
の
経
験
も

あ
る
方
で
、
こ
れ
ま
で
施
設
が
取
り

組
ん
で
き
た
こ
と
や
、
入
居
者
の
立

場
に
立
つ
介
護
の
考
え
方
、
介
護
観

な
ど
、
介
護
に
つ
い
て
の
色
々
な
話

を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
先

輩
か
ら
の
影
響
も
あ
り
、
個
別
担
当

制
へ
の
気
持
ち
は
さ
ら
に
強
く
な
っ

て
い
き
、
先
輩
と
一
緒
に
個
別
担
当

制
を
施
設
に
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い

て
考
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
「
そ
の
人
の
こ
と
を
よ
り
深
め
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
具
体
的

に
個
別
担
当
制
を
ど
の
よ
う
に
提

案
、
実
施
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
時
間
が
合
え
ば
二
人

で
飲
み
な
が
ら
、
そ
の
話
ば
か
り
し

て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
一
人
４
〜

５
人
く
ら
い
な
ら
担
当
で
き
る
だ
ろ

う
か
と
か
、
リ
ー
ダ
ー
を
お
い
て
グ

ル
ー
プ
を
作
ろ
う
か
な
ど
、
ア
イ
デ

ィ
ア
を
い
ろ
い
ろ
と
出
し
ま
し
た
。

　

そ
う
し
て
自
分
達
の
意
見
を
文
章

に
し
、
会
議
で
提
案
し
ま
し
た
。
個

別
担
当
制
を
導
入
し
な
く
て
も
入
居

者
を
よ
り
深
く
知
る
必
要
が
あ
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
個
別
担
当

制
に
す
る
こ
と
で
よ
り
責
任
感
が
生

ま
れ
、
職
員
の
や
り
が
い
に
も
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
が

根
本
に
あ
り
ま
し
た
。

　

紆
余
曲
折
の
す
え
、
そ
の
過
程
に

お
い
て
は
反
省
点
も
多
く
あ
り
ま
し

た
が
、
一
定
の
理
解
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
個
別
担
当
制
が
始
ま
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。

　

自
分
の
思
い
を
「
わ
か
っ
て
も
ら

う
」
の
で
は
な
く
、
自
分
も
相
手
の

考
え
を
「
わ
か
る
」
余
裕
を
持
つ
、

気
持
ち
の
ゆ
と
り
を
持
つ
と
い
う
こ

と
を
こ
の
提
案
の
過
程
を
通
し
て
学

び
ま
し
た
。
単
に
提
案
す
る
だ
け
で

な
く
、
相
手
の
意
見
に
も
き
ち
ん
と

耳
を
傾
け
る
、
こ
う
し
た
姿
勢
で
あ

れ
ば
す
ん
な
り
提
案
も
通
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
そ

う
思
い
ま
す
。

　

一
緒
に
考
え
て
く
れ
た
先
輩
に
つ

い
て
は
、
自
分
の
思
い
に
共
感
し
て

く
れ
て
、
一
緒
に
時
間
を
か
け
て
考

え
て
く
れ
た
こ
と
で
、
自
分
が
成
長

さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。（
そ
の
時
に
一
緒
に
飲
ん
だ
量

は
ハ
ン
パ
で
は
な
い
で
す
が
…
）

　

そ
の
後
、
認
知
症
専
用
棟
は
開
設

し
て
３
年
後
に
20
人
増
床
し
50
人
と

な
り
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
し
た
当
初

に
設
置
さ
れ
た
、
天
井
ま
で
あ
っ
た

一
般
棟
と
の
壁
（
出
入
扉
は
鍵
付
）

は
、
向
こ
う
を
見
渡
せ
る
仕
切
り
扉

に
な
り
、
利
用
者
も
あ
る
程
度
行
き

来
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
50
人
の
入
居
者
の
方
は
、
仕
切

扉
を
境
に
し
て
生
活
空
間
を
つ
く

り
、
職
員
も
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
ま
し
た
。

「
重
介
護
が
必
要
な
グ
ル
ー
プ
」

に
配
属
、
利
用
者
、
家
族
と
深
く

関
わ
る認

知
症
専
用
棟
で
４
年
勤
務
し

た
後
に
一
般
棟
に
異
動
に
な

り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
50
名
い
た
入

居
者
の
方
は
、
生
活
全
般
に
お
い
て

介
護
が
必
要
な
方
も
、
ご
自
分
の
生

活
ス
タ
イ
ル
で
過
ご
せ
さ
れ
て
い
る

方
も
す
べ
て
の
方
の
介
護
が
一
緒
に

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

一
般
棟
に
異
動
す
る
と
、
認
知
症

フ
ロ
ア
で
の
グ
ル
ー
プ
化
と
同
様
、

職
員
の
チ
ー
ム
を
２
つ
に
分
け
る
こ

と
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
特
養
全
体

が
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
構
成
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

色
々
検
討
が
重
ね
ら
れ
た
結
果
、

生
活
を
自
分
で
組
み
立
て
る
こ
と
が

で
き
る
方
た
ち
、
生
活
全
般
に
お
い

て
ほ
ぼ
全
面
的
な
介
助
が
必
要
な
方

た
ち
、
中
等
か
ら
重
度
の
認
知
症
の

方
た
ち
、
軽
度
の
認
知
症
や
身
体
障

害
の
方
で
作
業
的
な
取
り
組
み
が
で

き
る
方
た
ち
、
と
い
う
４
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
わ
か
れ
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ケ
ア
化
に
は
反
対
意
見

個
別
担
当
制
に
す
る
こ
と
で
責
任
感
が
生
ま
れ
、

職
員
の
や
り
が
い
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
考
え
が
根
本
に
あ
り
ま
し
た
。
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方
の
配
慮
で
お
茶
を
出
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
落
ち
着
く
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
う
い
う
場
面
で
、
先
輩
職
員
だ

っ
た
ら
う
ま
く
声
か
け
を
し
た
り
、

場
面
転
換
を
図
り
な
が
ら
施
設
に
戻

っ
て
い
た
だ
く
方
向
に
誘
導
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、

当
時
の
私
は
何
も
で
き
ず
、
後
を
付

い
て
い
く
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
結
局
、
理
事
長
に
車
で
迎
え
に

来
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
何
も
で
き

な
か
っ
た
自
分
が
く
や
し
い
の
と
、

な
さ
け
な
い
の
と
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。

　

こ
の
方
は
、以
前
「
ふ
き
の
と
う
」

を
シ
ョ
ー
ト
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
入
院
を
き
っ
か
け
に
一
時
混

乱
し
認
知
症
の
よ
う
な
症
状
が
出
た

こ
と
で
自
宅
に
戻
れ
な
く
な
り
、「
ふ

き
の
と
う
」
に
入
居
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
方
で
し
た
。
こ
の
一
件
は
環

境
の
変
化
と
不
安
な
気
持
ち
か
ら
混

乱
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
な
か
で

の
出
来
事
で
し
た
。

　

ち
な
み
に
こ
の
方
は
そ
の
後
、
縫

い
物
な
ど
一
緒
に
行
っ
た
り
す
る
こ

と
で
、
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
ま

ず
は
一
般
棟
に
戻
り
、
心
身
状
況
も

安
定
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご
家
族
と

何
度
も
話
し
合
い
、
最
終
的
に
は
自

宅
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

介
護
の
仕
事
を
始
め
て
み
る
と
、

認
知
症
を
理
解
し
な
い
と
い
け
な
い

と
つ
く
づ
く
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
は
認
知
症
を
脳
血
管
型
認

知
症
と
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

の
２
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

対
応
方
法
が
あ
る
と
い
う
程
度
の
認

識
し
か
さ
れ
て
い
な
い
時
代
で
し

た
。
し
か
し
、「
ふ
き
の
と
う
」
で

出
会
う
入
居
者
は
一
人
一
人
違
う
と

い
う
こ
と
に
気
づ
く
な
か
で
、
今
現

在
の
状
況
だ
け
で
な
く
、
一
人
ひ
と

り
の
生
き
て
こ
ら
れ
た
生
活
史
を
知

り
、
そ
の
人
の
目
線
で
見
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
な
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
か
ら
先
輩
職
員
に
い
ろ
い

ろ
と
教
え
て
も
ら
う
以
外
に
も
、
認

知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た

め
、室
伏
君
士
先
生
の
本
を
は
じ
め
、

様
々
な
認
知
症
の
本
を
読
み
ま
し

た
。
ケ
ー
ス
検
討
で
の
意
見
交
換
で

そ
の
人
の
見
方
や
捉
え
方
を
学
び
、

研
修
に
も
参
加
す
る
な
ど
、
学
生
時

代
以
上
に
勉
強
し
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。

先
輩
と
一
緒
に

個
別
担
当
制
を
提
案

当
時
、「
ふ
き
の
と
う
」
に
は

26
人
の
方
が
入
居
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
に
職
員
が
主
任
・
副

主
任
を
合
わ
せ
て
６
〜
７
人
の
介
護

職
が
配
属
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

職
員
の
役
割
と
し
て
は
、
入
居
者

の
方
の
生
活
を
考
え
る
た
め
の
、
食

事
や
入
浴
、
排
泄
と
い
っ
た
担
当
は

あ
り
ま
し
た
が
、
一
人
ひ
と
り
の
個

別
担
当
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
最

初
の
頃
は
私
自
身
も
業
務
を
覚
え
る

の
に
精
一
杯
と
い
う
感
じ
で
特
に
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
夜
勤
帯
に
応
援
に
く
る

一
般
棟
の
先
輩
職
員
に
話
を
聞
い
た

かつてはここに一般棟と認知症棟をへだてる壁があった
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事
務
職
か
ら
介
護
の
仕
事
に

高
校
卒
業
後
、
会
社
の
事
務
を

４
年
程
経
験
し
、
退
職
後
に

ア
ル
バ
イ
ト
し
た
診
療
所
の
事
務
長

に
高
齢
者
施
設
で
の
仕
事
を
紹
介
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
事
務
の
仕
事
で
し
た
の

で
、
話
を
聞
い
た
時
も
施
設
で
の
事

務
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、見
学
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、

「
介
護
職
」
と
言
わ
れ
驚
き
ま
し
た

し
、
正
直
、
知
識
も
経
験
も
な
い
私

に
勤
ま
る
か
と
い
う
不
安
も
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
楽
天
的
な
性
格
だ
っ

た
の
と
、
高
校
時
代
に
同
居
し
て
い

た
祖
母
が
認
知
症
で
、
よ
く
家
か
ら

出
て
迷
っ
た
り
、
何
回
も
同
じ
こ
と

を
繰
り
返
し
た
り
と
い
う
場
面
を
身

近
に
見
て
き
ま
し
た
。
当
時
は
認
知

症
が
理
解
で
き
ず
、
よ
く
祖
母
を
叱

っ
て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
祖
母
の
認
知
症
の
理
解
に
繋
が
る

か
も
し
れ
な
い
と
も
思
い
ま
し
た
。

今
か
ら
考
え
る
と
甘
い
考
え
だ
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

施
設
見
学
で
は
、
現
在
の
理
事
長

が
施
設
を
案
内
し
て
く
だ
さ
り
、
採

用
試
験
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
時
の

面
接
だ
け
だ
っ
た
の
か
記
憶
に
な
い

く
ら
い
、
そ
の
場
で
「
い
つ
か
ら
来

れ
る
？
」
と
い
う
感
じ
で
聞
か
れ
、

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。（
年
度
途
中

の
採
用
だ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ

ん
）

　

こ
の
施
設
が
、
現
在
ま
で
私
が
勤

め
て
い
る
「
原
谷
こ
ぶ
し
の
里
」
で

す
。
運
営
主
体
で
あ
る
社
会
福
祉
法

人
七
野
会
は
、
地
域
住
民
が
「
自
分

た
ち
の
老
人
ホ
ー
ム
を
作
ろ
う
」
と

う
運
動
か
ら
で
き
た
施
設
で
し
た
。

　

私
が
入
職
し
た
の
は
、
施
設
が
開

設
し
て
４
年
経
っ
た
と
き
で
、
当
時

と
し
て
は
珍
し
か
っ
た
、
認
知
症
の

方
が
「
安
全
・
安
心
・
安
楽
」
に
暮

ら
せ
る
と
言
わ
れ
て
い
た
認
知
症
の

方
の
専
用
棟
「
ふ
き
の
と
う
」
を
新

た
に
開
設
し
た
ば
か
り
の
時
で
し

た
。
私
は
そ
の
「
ふ
き
の
と
う
」
に

配
属
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
「
福
祉
も
介
護
も
わ
か
ら
な

い
、
認
知
症
っ
て
何
？
」
と
い
う
状

態
で
し
た
の
で
、
初
日
は
食
事
も
喉

を
通
ら
な
い
く
ら
い
緊
張
し
ま
し

た
。

　

実
際
の
介
護
場
面
で
は
、
そ
の
人

が
と
る
行
動
の
意
味
が
わ
か
ら
ず
、

介
護
拒
否
も
さ
れ
、
い
っ
た
い
ど
う

声
か
け
を
す
れ
ば
受
け
て
入
れ
て
も

ら
え
る
の
か
と
悩
ん
だ
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。

利
用
者
の
後
を
た
だ
つ
い
て
い
く

し
か
で
き
な
か
っ
た
、
く
や
し
さ

と
な
さ
け
な
さ

入
職
し
て
３
日
目
に
、
入
居
者

の
方
が
施
設
の
外
に
出
て
行

っ
て
し
ま
う
と
い
う
出
来
事
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
場
に
ち
ょ
う
ど
居
合

わ
せ
た
私
は
ど
う
対
応
し
て
い
い
か

わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
先
輩

職
員
か
ら
「
後
を
付
い
て
い
っ
て
」

と
言
わ
れ
た
の
で
、
そ
の
通
り
後
を

つ
い
て
行
き
ま
し
た
。
そ
の
方
は
不

機
嫌
で
、
自
信
な
げ
な
私
の
声
か
け

な
ど
聞
く
こ
と
も
な
く
、
ど
ん
ど
ん

歩
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
後
を
追
う

私
は
心
配
な
気
持
ち
だ
け
で
、
ど
う

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
ま
ま
で
し

た
。

　

施
設
か
ら
出
て
坂
を
下
っ
た
と
こ

ろ
に
、
食
料
品
な
ど
を
売
る
お
店
が

あ
り
、
な
ん
と
か
そ
こ
で
一
服
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
話
し
、
お
店
の

【原谷こぶしの里】

京都市北区に位置する。「たとえ身体に障害が生
まれても、機音の聞こえるところで、安心して
豊かな老後を送りたい」との市民の願いから、
昭和61年に特別養護老人ホーム「原谷こぶしの
里」（現在の定員は90名）開設。ショートステイ、
デイサービス等を併設した総合施設。

【こぶしの里サテライト今宮】

京都市北区に位置する。住み慣れた地域でその
人らしく暮らし続けるために2008年に開設。
地域密着型特養、デイサービスセンター、高齢者、
障害者住宅が併設されたサテライト拠点。
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Career Case 01　

介護の仕事は、自分で気づき、自分で考え、
目的を理解することが大事です

社会福祉法人七野会　特別養護老人ホーム　原谷こぶしの里　　こぶしの里サテライト今宮　施設長

西垣 紀子

Nisigaki Noriko

高校卒業後、事務職を経験した後、原谷こぶしの里に介護職員として
入職。認知症専用棟で４年勤務した後に一般棟へ異動。介護主任、介
護主任兼生活相談員を経て、平成12年に主任生活相談員。その後、隣
接する同法人の老人保健施設に療養部長として異動。５年勤めた後、
サテライト今宮と原谷こぶしの里施設長を兼務。
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2012
2006

2005
2004

2003
2000

1999
1998

1997
1996

1995
1994

1993
1992

1991
1990

1989
1988

1987
1986

1985
年

平
24

平
18

平
17

平
16

平
15

平
12

平
11

平
10

平
９

平
８

平
７

平
６

平
５

平
４

平
３

平
２

平
１

昭
63

昭
62

昭
61

昭
60

改正介護保険法施行

　地域包括ケアシステム

改正介護保険法施行

　地域密着型サービスとして「小規模多機能型居宅介護」創設

・障害者自立支援法制定

・名称変更「痴呆」↓「認知症」

・報告書「二〇十五年の高齢者介護」

・新型特養「ユニットケア」の制度化

・介護保険法施行

・厚生省令「身体拘束禁止」

・今後五か年間の高齢者保健福祉施策の方向（ゴールドプラン21）策定

・介護保険法制定

・痴呆対応型老人共同生活援助事業（痴呆対応型グループホーム）の創設

・「付き添い制度」廃止

・新・高齢者保健福祉推進十か条戦略（新ゴールドプラン）策定

・「痴呆性老人の日常生活自立度判定基準」策定

・Ｅ型デイサービスの創設

・老人訪問看護制度創設（訪問看護ステーションの設置）

・老人性痴呆疾患療養病棟の創設

・老人保健施設痴呆専門棟の創設

福祉関係八法改正

　在宅サービスの推進・福祉サービスの市町村への一元化・老人保健福祉計画

高齢者保健福祉推進十か年戦略（ゴールドプラン）策定

　在宅介護支援センターの創設

　ケアハウス（介護利用型軽費老人ホーム）の創設

・寝たきり老人ゼロ作戦

・老人性痴呆疾患センターの創設

・老人性痴呆疾患専門治療病棟および老人性痴呆疾患デイ・ケア施設の創設

・改正老人保健法施行

（老人保健施設の創設）

・社会福祉士及び介護福祉士法制定

・厚生省「痴呆性老人対策推進本部」設置
施策・行政

斉藤さん入職

中村さん入職

福島さん入職

西垣さん入職

澤田さん入職

野口さん入職

杉原さん入職

入職年
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た
こ
と
は
、
十
分
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

７
名
の
方
は
、
そ
う
し
た
状
況
の

中
か
ら
、
１
つ
１
つ
現
場
を
変
え
、

介
護
の
歴
史
と
共
に
、
成
長
し
、
自

分
の
キ
ャ
リ
ア
を
紡
い
で
き
た
方
々

と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
７
名
の
方
は
、
特
定

の
２
つ
の
地
域
、
京
都
市
と
上
田
市

（
長
野
県
）
に
働
い
て
い
る
方
か
ら

選
ん
で
い
ま
す
。

　

両
市
を
選
ん
だ
の
は
、
偶
然
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
こ
こ
何
年
か
介
護
人

材
に
つ
い
て
調
べ
て
い
く
中
で
、
介

護
の
事
業
者
同
士
の
連
携
が
円
滑
な

地
域
、
そ
う
で
な
い
地
域
、
あ
る
い

は
、
介
護
職
員
が
勤
務
先
を
超
え
て

強
く
協
働
し
て
い
る
地
域
、
そ
う
で

な
い
地
域
が
あ
る
こ
と
を
意
識
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
連

携
や
協
働
が
働
い
て
い
る
地
域
の
ほ

う
が
、
介
護
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
と
言
え
る
よ
う
な
方
に
多
く
で
逢

う
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

　
「
社
会
的
資
本
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ

ャ
ピ
タ
ル
）」、
す
な
わ
ち
、
人
と
人

と
の
「
つ
な
が
り
」、
信
頼
、
協
力
、

互
恵
的
風
土
、
相
互
理
解
、
価
値
観

共
有
と
い
っ
た
も
の
が
、
職
業
人
の

成
長
を
促
す
こ
と
は
、
い
く
つ
か
の

研
究
で
す
で
に
明
確
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
で
す
か
ら
、
介
護
職

員
が
事
業
者
を
超
え
て
協
働
し
て
い

る
よ
う
な
地
域
で
は
、
様
々
な
成
長

の
場
面
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

し
、
介
護
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

を
多
く
生
み
出
し
て
い
る
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

京
都
市
と
上
田
市
は
、
介
護
職
員

が
事
業
者
を
超
え
て
協
働
し
て
い
る

と
い
う
点
で
、
共
通
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
を
引
っ
張
っ
て
い
く
リ

ー
ダ
ー
が
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

上
げ
て
い
く
こ
と
に
切
磋
琢
磨
し
て

い
る
点
も
共
通
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
、
２
市
か
ら
、
７
名
を
選
ん
だ
理

由
な
の
で
す
。

　

こ
の
キ
ャ
リ
ア
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク

は
、
介
護
に
関
わ
る
方
々
に
届
け
る

た
め
に
作
っ
た
も
の
で
す
。
特
に
、

介
護
の
仕
事
に
つ
い
て
、
数
年
の

方
々
に
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
意
図
し
て
い
ま
す
。

　

希
望
に
満
ち
て
介
護
の
仕
事
を
選

ん
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、現
実
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
待
ち
受
け
て
い

て
、
も
う
、
介
護
の
仕
事
を
や
め
て

み
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
、
こ
の
ケ

ー
ス
ブ
ッ
ク
を
め
く
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
に
登
場
し
て

い
る
７
名
も
、
大
な
り
小
な
り
そ
う

し
た
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
お
ら
れ
ま

す
（
実
際
、
一
旦
は
介
護
の
仕
事
を

離
れ
た
方
も
い
ま
す
）。
そ
れ
で
も
、

な
ん
と
か
乗
り
越
え
、
む
し
ろ
そ
れ

を
成
長
の
糧
と
し
て
、
こ
こ
ま
で
来

た
方
々
で
す
。
そ
こ
に
は
、
な
ん
ら

か
の
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
が
、
介
護
に

関
わ
る
方
々
に
、
何
ら
か
の
参
考
と

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
※ 

な
お
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
対
象
の
選

定
に
当
た
っ
て
は
、山
田
尋
志
氏
、

杉
原
優
子
氏
（
京
都
市
）、
村
岡

裕
氏
（
上
田
市
）
に
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
謝
意
を

示
し
ま
す
。

藤
井
賢
一
郎
（
日
本
社
会
事
業
大
学

専
門
職
大
学
院
准
教
授
）

参
考
資
料

・
ド
ン
・
コ
ー
エ
ン
、
ロ
ー
レ
ン
ス
・

プ
ル
サ
ッ
ク
『
人
と
人
の
「
つ
な
が

り
」
に
投
資
す
る
企
業
』
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
社
（
２
０
０
３
）

・
中
原
淳
『
職
場
学
習
論
―
仕
事
の

学
び
を
科
学
す
る
』
東
京
大
学
出
版

会
（
２
０
１
０
）

・
松
尾
睦
『
経
験
か
ら
の
学
習
－
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
成
長
プ
ロ
セ

ス
』
同
文
舘
出
版
（
２
０
０
６
）



2

　

キ
ャ
リ
ア
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク

２
０
１
１
を
、
手
に
と
っ
て
く
だ
さ

っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
キ
ャ
リ
ア
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
の

中
で
は
、
７
名
の
介
護
職
員
の
方
の

『
キ
ャ
リ
ア
』
を
取
り
上
げ
て
い
ま

す
。
７
名
の
方
の
共
通
点
は
、
介
護

の
現
場
で
20
年
前
後
の
キ
ャ
リ
ア
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、そ
し
て
、

現
在
は
、
施
設
長
や
主
任
な
ど
と
し

て
責
任
あ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
お
ら
れ

る
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

介
護
職
員
が
ど
の
よ
う
な
機
会
で

成
長
し
、
キ
ャ
リ
ア
を
紡
い
で
い
る

の
か
、
こ
れ
を
、
こ
の
７
名
の
そ
れ

ぞ
れ
の
歴
史
を
振
り
返
る
こ
と
で
、

解
き
ほ
ぐ
し
て
み
よ
う
と
い
う
の

が
、
こ
の
キ
ャ
リ
ア
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク

の
試
み
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

20
年
前
は
、
介
護
保
険
制
度

（
２
０
０
０
年
）
が
ま
だ
始
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
変
残
念
な
こ

と
に
、
高
齢
者
の
身
体
拘
束
が
ま
だ

平
然
と
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
介
護

福
祉
士
の
資
格
が
で
き
た
の
が
25
年

前
（
１
９
８
７
年
）
で
す
が
、
介
護

の
専
門
性
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
と
い
っ

キ
ャ
リ
ア
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
２
０
１
１
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